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第 一 章  序 論  

 

1.目 的 と 手 法  

古 来 よ り 人 は 死 者 に 対 し 礼 を 尽 く し さ ま ざ ま な 儀 式 を 行 っ て き た 。

一 連 の 儀 式 は 遺 さ れ た 家 族 、 親 族 ら に よ っ て 執 り 行 わ れ る 。 中 国 人 社

会 に お い て 、 葬 礼 は 子 孫 が 死 者 に 対 し て 最 後 の 孝 養 を 尽 く す 機 会 と 考

え ら れ て き た 。  

葬 礼 は ま た 漢 民 族 の 死 生 観 、 霊 魂 観 を 反 映 し て い る 。 人 の 魂 に つ い

て 『 禮 記 』 郊 特 牲 篇 に は 、 次 の よ う に 記 さ れ て い る 。  

 

魂 氣 歸 于 天 ， 形 魄 歸 于 地 。  

[魂 気 は 天 に 帰 り 、 形 魄 は 地 に 帰 る 。 ]  

 

人 は 「 魂 気 」 と 「 形 魄 」 と い う 二 つ の 魂 か ら 成 っ て お り 、 死 後 、 そ

れ ぞ れ が 天 と 地 に 分 れ て 帰 る と さ れ て い る 。 天 に 帰 る と い う 「 魂 気 」

は 陽 の 気 で あ り 、 精 神 を 司 る 魂 で あ る 。 地 に 帰 る と さ れ る 「 形 魄 」 と

は 陰 の 気 で あ り 、 身 体 を 司 る 魂 を 指 し て い る 。  

大 形 徹 は 、死 の 瞬 間 に な に か が 離 れ て 行 き 、こ の「 離 れ て い く も の 」

を 古 代 中 国 で は 「 魂 」 と 呼 ん だ と す る ( 2 0 0 0 : 1 2 )。 魂 が 身 体 か ら 離 れ る

こ と は 死 を 意 味 す る た め 、古 礼 で は 、呼 吸 停 止 後 す ぐ に「 復 」(即 ち「 招

魂 」、 下 文 第 四 章 参 照 )の 儀 式 を 行 っ て 、 こ の 「 離 れ て い く も の 」 を 呼

び 戻 し 、 留 め よ う と し た 。 大 形 は さ ら に 「 人 が 魂 の 存 在 を 信 じ 、 死 後

も 魂 が 存 続 す る と 考 え た と き 、 埋 葬 の 習 慣 が は じ ま り 、 そ の 後 の 喪 葬

制 度 へ と 連 な っ て い く 」 ( 大 形 徹 2 0 0 0 : 1 4 ) と い う 。 渡 邊 欣 雄

( 1 9 9 1 : 1 5 9 - 1 6 2 )は 、人 は 死 ぬ と「 鬼 」と な る こ と が 原 則 で あ る が 、祭 祀

を 行 え ば 人 に 対 し て 祟 る こ と は な い と す る 。 死 後 、 祀 ら れ る こ と の な

い 霊 魂 は 「 鬼 」 と な り 、 そ れ ら は 人 に 対 し て 祟 り を 及 ぼ し 、 害 を も た

ら す 。蜂 屋 邦 夫 も ま た 、「 死 生 観 の 問 題 は 鬼 神 に 対 す る 対 処 法 と 密 接 に

関 わ る こ と で あ る 」 ( 2 0 0 9 : 1 3 7 )と 指 摘 す る 。 即 ち 、 遺 さ れ た 子 孫 が 、

供 物 を 捧 げ 、 祭 祀 を 行 う こ と は 、 死 者 の 霊 魂 が 「 鬼 」 と な っ て 生 き て
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い る 自 分 た ち に 害 を 及 ぼ す こ と が な い よ う に す る た め な の で あ る 。  

一 方 、「 形 魄 」す な わ ち 身 体 に 宿 る 魂 は「 土 に 帰 る 」こ と に よ り 平 安

を 得 る 。 漢 民 族 は 、 他 郷 で 死 亡 し た 場 合 で あ っ て も 可 能 な 限 り 中 国 の

故 郷 の 地 に 埋 葬 さ れ 、「 入 土 為 安 」 (故 郷 の 土 に 入 る こ と で 安 寧 を 得 る )

の 思 い を 遂 げ た い と 考 え て い る 。 そ の た め に 棺 を 故 郷 に 送 る こ と は 、

「 戦 前 の 中 国 で は 一 般 的 に 行 わ れ て い た 」 (樋 泉 克 夫 2 0 0 8 : 3 9 )と い う 。

遺 体 を 納 め た 棺 を 故 郷 に 送 る た め 、 専 門 業 者 (運 棺 業 者 )が 香 港 や 華 僑

居 住 地 域 及 び 中 国 各 地 に 存 在 し 、 そ の 業 務 を 請 け 負 っ た 。 子 孫 に 経 済

的 余 裕 が な い 場 合 は 、相 互 扶 助 組 織 で あ る 同 郷 会 館 、同 姓 会 館 (宗 親 会

館 )、 同 業 会 館 が 一 時 的 な 棺 の 保 管 、 運 棺 に 利 用 さ れ た と い う (樋 泉 克

夫 2 0 0 8 : 3 9 - 5 4 )。遺 さ れ た 子 孫 に と っ て は 、棺 を 故 郷 に 送 り 、そ の 地 に

埋 葬 す る こ と が 死 者 の 「 形 魄 」 に 対 し て 為 す べ き こ と だ と 認 識 さ れ て

い た の で あ る 。  

死 後 の 世 界 は 、「 人 間 界 か ら の 資 材 供 給 と 贈 物 に よ っ て 成 立 し て い る 」

(渡 邊 欣 雄 1 9 9 1 : 1 8 6 )と さ れ る 。二 階 堂 善 弘 ( 2 0 0 9 : 1 4 6 )は 、死 者 に 供 物 を

捧 げ た り 、 紙 銭 を 燃 や す こ と に つ い て 、 そ れ ら の 物 は 消 滅 す る こ と に

よ っ て 、あ の 世 に 転 送 さ れ る と い う 。葬 礼 の 際 に 紙 銭 や 紙 製 の 馬 や 牛 、

車 、 家 屋 、 家 財 道 具 等 を 燃 や す と い う 習 俗 は 現 在 も 盛 ん に 行 わ れ て い

る (第 五 章 第 3 節 参 照 )。 燃 や す こ と に よ っ て そ れ ら は 冥 界 に 転 送 さ れ

る こ と に な り 、 そ れ に よ っ て 死 後 の 世 界 で の 生 活 が 成 立 し て い る と 考

え ら れ て い る の で あ る 。  

中 国 人 は 死 に よ っ て 「 魂 気 」 と 「 形 魄 」 は そ れ ぞ れ 天 と 地 に 分 れ て

帰 る が 、 霊 魂 は 死 後 も 存 在 し 、 子 孫 か ら の 祭 祀 を 受 け る 必 要 が あ る と

認 識 し て い る 。 遺 さ れ た 人 が 、「 魂 気 」 に 対 し て 祭 祀 を 行 い 、「 形 魄 」

を 土 に 埋 め る こ と に よ っ て 、 死 者 の 霊 魂 は 平 安 を 得 る 。 祭 祀 を 受 け た

霊 魂 は 、 遺 さ れ た 者 に 害 を 及 ぼ す こ と は な く 、 子 孫 は 繁 栄 し て い く 。

そ の た め に 死 と い う 瞬 間 を 挟 ん で 子 孫 が 一 定 の 期 間 に 行 う 祭 祀 が 葬 礼

で あ る 。 逆 に 祭 祀 を 受 け ら れ な い 霊 魂 は 「 鬼 」 と な り 、 人 に 祟 る こ と

に な る 。  

中 国 人 の 葬 礼 の 形 態 は 、『 儀 禮 』、『 禮 記 』に 定 め ら れ た 先 秦 の 古 礼 を
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源 と し 、 南 宋 ・ 朱 熹 『 家 禮 』 に よ っ て 簡 略 化 さ れ た 規 範 が 定 め ら れ た

と さ れ る 。 朱 熹 『 家 禮 』 は そ の 後 、 明 ・ 丘 濬 『 文 公 家 禮 儀 節 』 等 に よ

る 改 編 を 経 て 、 近 世 に お け る 士 大 夫 の 葬 礼 の 規 範 と な っ た 。 し か し 、

民 間 で は 、 必 ず し も そ の よ う な 規 範 と さ れ た 儀 礼 の み が 行 わ れ て い た

わ け で は な い 。 渡 邊 欣 雄 ( 1 9 9 1 : 4 7 )は 、「 複 雑 な 宗 教 典 範 を 知 ら な い 一

般 の 人 び と は 、 自 分 の 日 常 生 活 に 密 着 し た 、 独 自 の 民 俗 宗 教 的 世 界 観

を も っ て い る 」 と す る 。 民 間 で は 、 渡 邊 が 指 摘 す る 「 独 自 の 民 俗 宗 教

的 世 界 観 」 等 の 要 因 に 依 っ て 儀 礼 、 習 俗 が 変 容 或 い は 形 成 さ れ 、 独 自

に 地 域 的 特 徴 を 有 す る 儀 礼 の 体 系 を 発 展 さ せ て い っ た と 考 え ら れ る 。

そ う し て 各 地 域 で 発 展 し た 儀 礼 、 習 俗 は 一 般 に 「 地 域 に よ り 異 な る 」

と さ れ る の み で 、 具 体 的 な 地 域 差 及 び 歴 史 的 変 化 の 様 相 は 明 ら か で は

な い 。  

本 論 文 は 「 伝 統 の 継 承 と 変 容 」 を サ ブ テ ー マ と す る が 、 こ こ で い う

「 伝 統 」 と は 、 先 秦 の 古 礼 を 指 す の で は な い 。 上 述 の よ う に 、 近 世 に

お い て 朱 熹 『 家 禮 』 は 士 大 夫 の 葬 礼 の 規 範 と さ れ た 。 本 論 文 は そ れ を

参 照 点 と す る が 、 主 な 目 的 は そ の 規 範 か ら の 変 容 な い し は 逸 脱 の 解 明

に あ る 。「 伝 統 葬 礼 」と い う 時 、本 論 文 で は 清 末 か ら 民 国 期 に か け て 民

間 で 行 わ れ て い た 葬 礼 を 指 す 。  

本 論 文 は 中 国 に お け る 葬 礼 の 地 域 差 と 歴 史 的 変 化 の 様 相 を 、 主 に 中

華 人 民 共 和 国 で 出 版 さ れ た 当 代 地 方 志 に 基 づ い て 明 ら か に す る 。 共 産

党 政 権 下 の 中 国 で は 、土 葬 の 禁 止 、火 葬 の 推 進 等 、葬 礼 習 俗 の 改 革 (「 殯

葬 改 革 」と 称 さ れ る )が 行 わ れ て い る 。当 代 地 方 志 は 殯 葬 改 革 以 前 に 行

わ れ て い た 葬 礼 を 、「 伝 統 葬 礼 」、「 伝 統 喪 礼 」、「 伝 統 的 喪 葬 儀 式 」等 と

呼 ん で い る 。 本 論 文 は そ れ に 倣 う 。 ま た 、 現 代 中 国 の 関 連 文 献 は 、 遺

体 に 対 す る 処 置 や 、親 族 の 服 喪 、守 霊 、弔 問 に か か わ る 儀 式 を「 喪 礼 」、

出 棺 、 埋 葬 に か か わ る 儀 式 を 「 葬 礼 」 と 呼 ん で 区 別 す る こ と が あ る 。

本 論 文 で は 、「 喪 礼 」、「 葬 礼 」を 合 わ せ 、人 の 死 の 前 後 か ら 埋 葬 を 経 て

周 年 の 祭 祀 を 行 う 一 連 の 儀 礼 を 「 葬 礼 」 と す る 。  

本 論 文 は ま た 、 そ の よ う な 伝 統 葬 礼 が 今 日 ど の よ う に 継 承 さ れ 、 ど

の よ う な 変 容 を 遂 げ て い る か を 江 蘇 省 北 部 地 域 で 実 施 し た 現 地 調 査 に
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基 づ い て 報 告 す る 。  

 

2 .章 立 て と 使 用 テ キ ス ト  

第 二 章 で は 『 儀 禮 』、『 禮 記 』、 及 び 朱 熹 『 家 禮 』、 邱 濬 『 文 公 家 禮 儀

節 』 の 葬 礼 形 態 を 概 観 す る 。 こ れ ら の 文 献 に つ い て は 以 下 の テ キ ス ト

を 使 用 し た 。 本 文 中 で 原 文 を 引 用 す る 際 は 特 に 断 ら な い 限 り 、 以 下 に

依 る も の と す る 。  

 

・『 儀 禮 』 士 喪 禮 ・『 儀 禮 』 既 夕 禮 ・『 儀 禮 』 士 虞 禮  

(漢 )鄭 玄 注 1 9 5 9 永 懐 堂 本 影 印 『 儀 禮 鄭 注 』， 新 興 書 局 。  

・『 禮 記 』 喪 大 記  

『 景 印 文 淵 閣 四 庫 全 書 』 第 一 一 六 冊 『 欽 定 四 庫 全 書  禮 記 注 疏 』  

巻 四 十 四 、 巻 四 十 五  喪 大 記 ， 臺 灣 商 務 印 書 館 。  

・ 朱 熹 『 家 禮 』 巻 四 喪 禮  

『 景 印 文 淵 閣 四 庫 全 書 』 第 一 四 二 冊 『 欽 定 四 庫 全 書  家 禮 』 巻 四  

喪 禮 ， 臺 灣 商 務 印 書 館 。  

・ 丘 濬 『 文 公 家 禮 儀 節 』 巻 之 四 喪 禮  

『 文 公 家 禮 儀 節 』巻 之 四  喪 禮，萬 暦 三 十 七 年 序，常 州 府 推 官 錢 時 ，  

名 古 屋 蓬 左 文 庫 所 蔵 。  

 

 各 テ キ ス ト に つ い て 参 考 と し た 校 点 本 、 及 び 翻 訳 本 は 以 下 の 通 り で

あ る 。  

 

・『 儀 禮 』 士 喪 禮 、『 儀 禮 』 既 夕 禮 、『 儀 禮 』 士 虞 禮  

  池 田 末 利 1 9 7 6『 儀 禮 Ⅳ 』 ， 東 海 大 学 出 版 会 。  

  池 田 末 利 1 9 7 7『 儀 禮 V』 ， 東 海 大 学 出 版 会 。  

  川 原 寿 市 撰 述 1 9 7 5『 儀 礼 釈 攷 』 第 9 冊 ， 朋 友 書 店 。  

  川 原 寿 市 撰 述 1 9 7 5『 儀 礼 釈 攷 』 第 1 0 冊 ， 朋 友 書 店 。  

   川 原 寿 市 撰 述 1 9 7 6『 儀 礼 釈 攷 』 第 1 1 冊 ， 朋 友 書 店 。  
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  李 學 勤 主 編 1 9 9 9『 儀 禮 注 疏 』 十 三 經 注 疏 標 點 本 ， 十 三 經 注 疏 整 理  

委 員 會 ， 北 京 大 学 出 版 社 。  

  楊 天 宇 2 0 0 4『 儀 禮 譯 注 』 ， 上 海 古 籍 出 版 社 。  

・『 禮 記 』 喪 大 記  

  竹 内 照 夫 1 9 7 7『 礼 記 』 新 釈 漢 文 大 系 第 2 8 巻 ， 明 治 書 院 。  

楊 天 宇 2 0 0 4『 禮 記 譯 注 』， 上 海 古 籍 出 版 社 。  

・ 朱 熹 『 家 禮 』 喪 禮  

  朱 傑 人 ・ 嚴 佐 之 ・ 劉 永 翔 主 編 2 0 0 2  『 朱 子 全 書 』第 七 冊 ，上 海 古 籍  

出 版 社 。  

 E b r e y , P a t r i c i a  B u c k l e y  1 9 9 1 ,  C h u  H s i ' s  F a m i l y  R i t u a l s  :   

A  T w e l f t h - C e n t u r y  C h i n e s e  M a n u a l  f o r  t h e  P e r f o r m a n c e  o f  

C a p p i n g s ,  W e d d i n g s ,  F u n e r a l s ,  a n d  A n c e s t r a l  R i t e s， P r i n c e t o n  

U n i v e r s i t y  P r e s s．  

 

 朱 熹『 家 禮 』は 士 大 夫 が 儀 礼 を 行 う 際 の 規 範 と さ れ た 。明 代 、清 代 、

民 国 期 に 刊 行 さ れ た 地 方 志 の 記 述 に 拠 っ て 、近 世 中 国 社 会 に お け る『 家

禮 』 の 影 響 力 を 検 証 す る 。  

 次 に 当 代 地 方 志 に 記 載 さ れ た 伝 統 的 な 葬 礼 習 俗 を 『 家 禮 』 を 参 照 点

と し て 考 察 す る 。  

 第 三 章 及 び 第 四 章 で は 当 代 地 方 志 の 記 述 に 『 家 禮 』 の 規 範 か ら 変 容

或 い は そ こ か ら 逸 脱 し た 形 態 が 現 れ る 儀 式 、 習 俗 を 取 り 上 げ 、 民 俗 地

図 を 作 成 す る 。 作 成 し た 民 俗 地 図 か ら 各 儀 式 、 習 俗 の 地 域 的 広 が り と

歴 史 的 変 化 の 過 程 を 推 定 す る 。  

本 論 文 で は 、 W. A . グ ロ ー タ ー ス 神 父 の 提 唱 に な る 「 民 俗 地 理 学 」

( f o l k l o r e  g e o g r a p h y )の 方 法 を モ デ ル と す る ( G r o o t a e r s  e t  a l . ,  1 9 4 8，1 9 5 1 )。

こ れ は 方 言 地 理 学 と 同 様 に 、 地 理 的 分 布 (空 間 的 変 異 )が 歴 史 を 反 映 す

る と い う 考 え に 基 づ い て い る 。 得 ら れ た デ ー タ を 地 図 上 に プ ロ ッ ト す

る こ と で 、 共 時 的 な 地 理 的 分 布 か ら 歴 史 を 再 構 成 し よ う と い う も の で

あ る 。 方 言 地 理 学 が 調 査 で 得 ら れ た 方 言 デ ー タ を 必 要 と す る よ う に 、

本 来 、 民 俗 地 理 学 も 調 査 が 必 要 で あ る 。 し か し 、 現 在 、 伝 統 葬 礼 に つ
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い て は 、全 国 的 な 現 地 調 査 を 行 う 条 件 が な い 。「 殯 葬 改 革 」の 推 進 に よ

っ て 伝 統 葬 礼 そ の も の が 衰 退 し た と さ れ て い る か ら で あ る 。 そ の た め

本 論 文 で は 、 1 9 4 9 年 以 後 に 中 華 人 民 共 和 国 で 発 行 さ れ た 県 志 、 市 志 、

地 区 志 等 、 当 代 地 方 志 (所 謂 「 新 志 」 )を 基 礎 資 料 と し た 。  

 第 五 章 は 、 現 在 の 中 国 に お け る 葬 礼 の 実 態 調 査 の 結 果 で あ る 。 筆 者

が 江 蘇 省 北 部 地 域 で 実 施 し た 聞 き 取 り 調 査 に 基 づ い て 、 当 代 に お け る

葬 礼 の 実 態 を 継 承 と 変 容 の 観 点 か ら 明 ら か に す る と と も に 、 伝 統 葬 礼

の 担 い 手 と そ の 役 割 に つ い て 述 べ る 。  

 最 後 に 第 六 章 で は 各 章 の 結 果 を 整 理 し 、 総 括 す る 。  

 

3 .地 方 志 の 資 料 的 特 徴  

 第 三 章 、 第 四 章 に お い て 地 図 作 成 の 基 礎 資 料 と し た 地 方 志 に つ い て

そ の 資 料 的 特 徴 を ま と め て お く 。  

現 存 す る 地 方 志 は 大 き く 二 つ に 分 か れ る 。 一 般 に 中 華 人 民 共 和 国 成

立 前 に 刊 行 さ れ た も の を 「 旧 志 」、 以 後 に 刊 行 さ れ た も の は 「 新 志 」、

「 当 代 地 方 志 」 と 称 さ れ る 。  

地 方 志 は 宋 代 に は そ の 体 裁 が 整 い 、 地 理 以 外 に 姓 氏 、 人 物 、 風 俗 と

い う 項 目 も 加 え ら れ た 。 地 方 志 の 編 纂 が 最 も 盛 ん に 行 わ れ た の が 清 代

で 、 現 存 す る 地 方 志 の 約 八 割 を 占 め る と い う (来 新 夏 1 9 9 5 : 2 1 5 )。 山 根

幸 夫 ( 1 9 9 3 : 2 - 3 )に よ る と 、明 代 の 地 方 志 発 行 数 は 、南 直 隷 (現 在 の 江 蘇 ・

安 徽 ) 1 4 4 部 、北 直 隷 (河 北 ) 8 2 部 、河 南 8 0 部 、浙 江 7 9 部 、山 東 7 2 部 、

福 建 5 8 部 、 陝 西 5 3 部 の 順 に 多 い 。 清 代 に 発 行 さ れ た 4 6 5 5 部 (う ち 県

志 3 3 4 5 部 )で は 、直 隷 省 (河 北 省 ) 4 0 3 部 、四 川 省 3 7 3 部 、安 徽 省 3 6 3 部 、

山 東 省 3 4 6 部 、 河 南 省 3 1 8 部 、 山 西 省 3 1 2 部 、 浙 江 省 3 0 2 部 、 広 東 省

2 9 8 部 の 順 と な っ て い る 。民 国 期 に 発 行 さ れ た 地 方 志 は 3 6 8 部 (う ち 県

志 3 2 4 部 )で あ る 。民 国 期 の 地 方 志 発 行 数 に は 省 に よ る 著 し い 差 は 見 ら

れ な い と い う 。  

旧 志 は 地 域 に よ る 発 行 数 に 差 が あ る 他 、資 料 的 な 問 題 が 指 摘 さ れ る 。

山 本 英 史 ( 1 9 9 8 : 9 - 1 4 )は 旧 志 の 問 題 点 と し て 、 ① 体 裁 、 内 容 に 模 倣 傾 向

が あ る 、 ② 政 治 力 、 資 金 力 、 文 化 水 準 、 蓄 積 史 料 、 編 纂 伝 統 な ど の 差
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に よ っ て 質 量 と も に 地 域 的 不 均 衡 が あ る 、 ③ 変 化 を 意 識 せ ず 、 改 訂 に

熱 心 で な い 場 合 、 前 代 の も の が 引 用 さ れ て し ま う 、 ④ 内 容 に 偏 り が あ

る (今 日 的 観 点 か ら 含 ま れ る べ き 内 容 が 記 載 さ れ て い な い )、 ⑤ 数 字 デ

ー タ は 実 態 に 即 し て い な い も の が 少 な く な い 、 と 指 摘 す る 。 実 際 、 刊

行 年 代 の 異 な る 同 地 域 の 地 方 志 を 比 べ て み る と ま っ た く 同 文 で あ る と

こ ろ や 、 引 用 さ れ た 記 述 の 一 部 が 削 除 或 い は 付 加 さ れ て い る と こ ろ が

見 ら れ る 。 ま た 、 記 述 内 容 は 編 著 者 で あ る 当 該 地 域 の 士 大 夫 に よ り 恣

意 的 に 取 捨 さ れ た 可 能 性 も 否 め な い 。 旧 志 が 地 域 の 実 態 を 正 確 に 記 録

す る と い う よ り は 、 上 か ら の 命 に よ り 編 纂 さ れ る も の で あ る が 故 の 美

化 が 施 さ れ て い る 場 合 も あ ろ う 。 ま た 各 地 方 志 に よ る 情 報 量 に は 差 が

あ る 。 こ の よ う に 旧 志 か ら 得 ら れ る 情 報 を 資 料 と し て 用 い る に は 留 意

す べ き 点 が あ る 。 し か し 、 現 在 の と こ ろ 明 代 、 清 代 、 民 国 期 の 葬 礼 に

つ い て 地 域 、 年 代 を 特 定 で き る 全 国 規 模 の 資 料 と し て 旧 志 を 活 用 す る

こ と は 欠 か せ な い 。  

酈 家 駒 ( 1 9 9 5 )に よ れ ば 、 中 華 人 民 共 和 国 成 立 後 、 1 9 5 6 年 に は 国 務 院

科 学 企 画 委 員 会 で 方 志 編 纂 が 重 点 項 目 の 一 つ と さ れ 、 中 国 科 学 院 哲 学

社 会 科 学 学 部 (中 国 社 会 科 学 院 の 前 身 )と 国 家 檔 案 局 の 共 同 提 携 で 「 方

志 小 組 」が 設 置 さ れ た 。 1 9 5 7 年 に は 全 国 人 民 代 表 大 会 、及 び 政 治 協 商

会 議 で 、 方 志 の 編 纂 が 国 家 的 事 業 と し て 推 進 さ れ た 。 そ の 後 、 文 化 大

革 命 の 時 期 に は 方 志 の 編 纂 活 動 は 中 断 さ れ る 。 文 化 大 革 命 が 終 結 し 、

1 9 8 0 年 代 に な る と 各 省 、市 、自 治 区 、県 で は 地 方 志 編 纂 、出 版 活 動 が

活 発 に 行 わ れ る よ う に な っ た 。 当 代 地 方 志 編 纂 に 当 た っ て は 前 代 の 引

用 、書 き 写 し を 改 善 、執 筆 者 、編 纂 者 の 水 準 を 向 上 さ せ る こ と 、評 議 、

審 査 制 度 の 施 行 が 重 視 さ れ た 。 当 代 地 方 志 の 執 筆 、 編 纂 に は 専 門 の 研

究 機 関 、 研 究 者 な ど 専 門 家 が 参 加 し 、 多 く の 原 稿 は 評 議 、 審 査 さ れ た

上 で 、 修 正 さ れ 、 最 終 原 稿 は 地 方 志 編 纂 委 員 会 に 送 付 さ れ 、 省 の 手 配

で 専 門 家 の 審 査 を 受 け て 正 式 に 出 版 が 許 可 さ れ る と い う 。  

地 方 志 に 記 載 さ れ る 内 容 は 各 地 域 と も ほ ぼ 同 様 の 形 式 を と っ て い る 。

山 本 英 史 に よ れ ば 、「 清 初 の 康 熙 年 間 に お い て 中 央 が 一 統 志 の 編 纂 に 備

え て 各 省 に 通 志 の 作 成 を 命 じ た 際 、 そ の 体 裁 を 順 治 『 河 南 通 志 』 に 統
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一 す る 旨 が 通 達 さ れ 、 そ の 後 府 州 県 の 各 志 も そ れ に 準 拠 す る 傾 向 を 持

っ た 」 ( 1 9 9 8 : 7 )こ と が そ の 一 因 で あ る と い う 。 こ の 形 式 は 清 代 の み な

ら ず 民 国 期 、 さ ら に 当 代 地 方 志 に も 受 け 継 が れ て い る 。  

本 論 文 に 関 わ る 葬 礼 は「 風 俗 」、「 民 俗 」項 目 に 分 類 さ れ る 。「 風 俗 」、

「 民 俗 」は 、「 歳 時 習 俗 」と い う 年 中 行 事 に 関 わ る 習 俗 と 、「 禮 儀 習 俗 」

或 い は 「 人 生 儀 禮 」 と い う 「 婚 嫁 」、「 喪 葬 」、「 生 育 」、「 慶 壽 」 に 関 わ

る 習 俗 に 分 か れ る 。  

 

4 .表 記 に つ い て  

 本 論 文 で は 中 国 語 文 献 書 名 、 引 用 文 、 地 名 、 習 俗 名 称 に つ い て は 繁

体 字 で 表 記 す る 。 引 用 文 に 訳 を 付 す 際 は 、 [  ]で 括 り 、 原 文 の 後 に 記

す 。  

旧 志 の 引 用 に は 本 文 の 前 に 省 名 、 書 名 、 刊 行 年 を 挙 げ る 。 明 代 、 清

代 、民 国 期 の 地 方 志 の う ち 、筆 者 が 目 睹 し 得 な か っ た も の は 、丁 世 良 ・

趙 放『 中 国 地 方 志 民 俗 資 料 彙 編 』所 収 の も の を 参 照 し た 。以 下 で は『 民

俗 資 料 彙 編 』 と 略 称 し 、 引 用 の 際 は 参 照 頁 数 を 示 す 。  

当 代 地 方 志 の 引 用 に 際 し て は 省 名 、 書 名 、 発 行 年 (西 暦 )、 参 照 頁 数

を 挙 げ る 。  
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第 二 章  文 献 か ら み る 中 国 の 葬 礼 － 古 礼 か ら 伝 統 葬 礼 ま で  

 

本 章 で は ま ず 、『 儀 禮 』、『 禮 記 』と 朱 熹『 家 禮 』を 中 心 に 古 代 及 び

近 世 の 葬 礼 を 概 観 す る 。 次 に 明 代 、 清 代 、 民 国 期 の 地 方 志 (旧 志 )を

資 料 と し て 、 地 方 に お け る 『 家 禮 』 の 受 容 と そ れ か ら の 変 容 な い し

は 逸 脱 の 様 相 に つ い て 考 察 す る 。 最 後 に 当 代 地 方 志 (新 志 )の 記 載 に

基 づ き 、 伝 統 葬 礼 の 諸 相 を 『 家 禮 』 と の 関 係 に 考 慮 し な が ら 検 討 す

る 。 こ こ で い う 「 伝 統 葬 礼 」 と は 、 第 一 章 で 述 べ た よ う に 、 お お よ

そ 清 末 か ら 民 国 期 に か け て 民 間 で 行 わ れ て い た 葬 礼 を 指 す 。  

 

1 .『 儀 禮 』 に お け る 葬 礼  

『 儀 禮 』 本 文 は 儀 式 を 行 う 順 序 に 従 っ て 記 さ れ て い る １ 。  (図 1 )

は 『 儀 禮 』 士 喪 禮 、 既 夕 禮 、 士 虞 禮 の 各 篇 に 記 さ れ た 葬 礼 の 流 れ を

死 亡 時 か ら 時 間 軸 に 沿 っ て 示 し た も の で あ る 。  
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(図 1 )『 儀 禮 』 に お け る 葬 礼  

一日目 二日目 三日目 四日目 埋葬まで

呼吸

停止
復

楔歯

綴足

衣、絞、

衾、牀を並

べる

斂衣を並

べる
成服 朝夕哭奠

沐浴 小斂 朔日の奠

飯含 代哭
葬の場所

を筮う

襲
棺を堂に

入れる

槨、明器

を作る

銘を作る 大斂

重を立て

る

殯(かりも

がり)

埋葬前日 埋葬日 埋葬後 一周年 二周年

殯を啓く
重を道に寄

せる
虞祭 小祥 大祥

柩を祖廟

に遷す

車馬、明

器、柩が墓

へ行く

卒哭 禫

賓が賵奠

賻を贈る

柩、明器を

墓穴に下す
祔

代哭 反哭

肂(棺を殯

するため

の穴)を掘

る

 

 

呼 吸 が 停 止 す る と 「 復 」 を 行 い 死 者 の 魂 を 呼 び 戻 そ う と す る 。 復

を 行 っ て も 蘇 生 し な け れ ば 、 死 亡 が 確 定 す る 。  

そ の 後 、 遺 体 へ の 処 置 が 行 わ れ る 。「 楔 歯 」 (口 が 閉 じ て し ま わ な

い よ う に  口 に 匙 を 入 れ る )を し 、「 綴 足 」 (足 が 曲 が ら な い よ う に す

る )を 行 う 。「沐 浴 」を し て 遺 体 を 洗 っ た 後 、米 と 貝 を 口 に 入 れ る「 飯

含 」 を 行 う 。 次 に 顔 や 手 を 覆 い 、 衣 を 着 せ る 「 襲 」 が 行 わ れ る 。 遺

体 に は 衾 が 掛 け ら れ る 。  

「 堂 」 ( 家 の 中 央 の 建 物 ) に は 帷 を 張 る 。「 銘 」 [ 長 さ 二 尺 、 幅 三 寸

の 緇  (く ろ ぎ ぬ )  の 幡 で あ る 。「 某 氏 某 の 柩 」と 書 き 、竹 竿 に さ し て

堂 の 階 段 の 上 に 置 く ]を つ く り 、 死 者 の 魂 の 依 り 代 と し て 「 重 」 (木

製 で 左 右 に 器 を 掛 け た も の )を 庭 に 立 て る 。  
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二 日 目 、 三 日 目 に は 「 斂 」 と 称 さ れ る 儀 式 が 行 わ れ る 。 堂 に は 斂

に 用 い る 衣 服 等 を 並 べ て 準 備 す る 。 二 日 目 の 「 小 斂 」 で は 複 数 枚 の

衣 服 で 遺 体 を く る み 、 そ れ ら を 束 ね る た め に 「 絞 」 と 呼 ば れ る 布 を

用 い る 。 絞 は 一 幅 の 布 の 両 端 を 三 つ に 裂 い た も の で 、 遺 体 に 重 ね て

か け ら れ た 衣 服 を 束 ね て 括 る 。 小 斂 の 後 、 近 親 者 が 交 代 で 哭 す る 。  

三 日 目 の 「 大 斂 」 の 前 に は 殯 （ か り も が り ） を す る た め の 肂 (穴 )

を 掘 る 。 遺 体 を 棺 に 収 め 、 蓋 を し た 後 、 そ の 穴 に 埋 め る 。 側 に は 銘

が 立 て ら れ る 。  

翌 日 (四 日 目 )、 家 族 、 親 族 は 喪 服 を 身 に つ け る 。 こ れ を 「 成 服 」

と い う 。 喪 服 に つ い て は 『 儀 禮 』 喪 服 篇 に 詳 細 な 規 定 が な さ れ て い

る 。 喪 服 の 種 類 は 「 斬 衰 」、「 齊 衰 」、「 大 功 」、「 小 功 」、「 緦 麻 」 の 五

種 (「 五 服 」 )に 分 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 死 者 と の 関 係 に よ っ て 着 用 す る

人 と 着 用 の 期 間 が 定 め ら れ て い る 。  

成 服 以 後 、出 棺 、埋 葬 ま で の 間 、朝 夕 供 物 を 捧 げ て 哭 す る 。毎 月 、

朔 日 (陰 暦 一 日 )に も 同 様 に 祭 奠 す る 。 墓 所 、 埋 葬 日 は 占 い に よ っ て

決 め る 。 ま た 、 埋 葬 の 準 備 と し て 「 槨 」 (棺 の 外 に か ぶ せ る 外 棺 )や

「 明 器 」 (埋 葬 時 に 副 葬 す る 物 品 )の 用 意 を す る 。  

埋 葬 前 に は 殯 を し た 肂 (穴 )を 啓 き 、 柩 を 祖 廟 に 遷 し て 先 祖 に 埋 葬

の 報 告 を す る 。 埋 葬 前 、 弔 問 客 は 供 物 を 贈 る 。 近 親 者 は 交 代 で 哭 す

る 。  

埋 葬 日 、 重 は 道 の 左 側 に 寄 せ て 立 て か け ら れ る ２ 。 車 馬 、 明 器 、

柩 が 墓 所 に 運 ば れ る 。 埋 葬 し た 後 、 家 族 は 家 に 戻 り 哭 す る 。  

埋 葬 後 に は 「 虞 祭 」 と 呼 ば れ る 祭 祀 を 行 う 。 随 時 行 っ て い た 哭 を

朝 夕 一 度 の 哭 へ と 変 え る 「 卒 哭 」 を 経 て 、 死 者 の 「 神 主 」 (位 牌 )を

先 祖 の 神 主 の 後 ろ に 加 え る 「 祔 」 を 行 う 。「 小 祥 」 (満 十 二 か 月 を 過

ぎ て 行 う 祭 )、「 大 祥 」 (二 十 五 か 月 目 に 行 う 祭 )を 行 っ た 後 、「 禫 」 (喪

服 を 脱 ぎ 、通 常 の 生 活 に 戻 る 際 に 行 わ れ る 祭 )を 経 て 服 喪 期 間 が 終 了

す る 。  
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2 .朱 熹 『 家 禮 』  

近 世 に お け る 士 大 夫 の 葬 礼 に 大 き な 影 響 を 与 え た の は 、 南 宋 ・ 朱  

熹 の 著 作 と さ れ る 『 家 禮 』 で あ る 。  

吾 妻 重 二 ( 2 0 0 8 : 1 0 0 - 1 0 1 )に よ れ ば 、 朱 熹 は 『 儀 禮 』、 司 馬 光 『 司 馬

氏 書 儀 』や『 近 思 録 』に 収 め ら れ た 程 頤 の 言 等 に 影 響 を 受 け 、通 礼 、

冠 礼 、 婚 礼 、 喪 礼 、 祭 礼 の 「 礼 」 の 規 範 を 記 し た 『 家 禮 』 を 著 し た 。

『 家 禮 』は 朱 熹 の 死 後 、1 2 1 1 年 に 門 人 の 寥 徳 明 に よ っ て 刊 刻 さ れ た 。

こ れ は 五 羊 本 と 称 さ れ る 。 1 2 1 6 年 、 朱 熹 の 高 弟 ・ 黄 榦 黄 の 門 人 、 趙

師 恕 に よ っ て 五 羊 本 を 校 訂 し た 版 本 が 刊 刻 さ れ た 。1 2 3 1 年 頃 に は 楊

復 に よ る 附 注 本 が 刊 行 さ れ 、1 2 4 5 年 に 周 復 の 注 に よ る 刊 本 が 出 さ れ

た 。 周 復 は 、 楊 復 の 注 を 附 録 と し て 巻 末 に ま と め て い る ３ 。  

『 家 禮 』の 作 者 に つ い て は 、清 代 、王 懋 竑 が 偽 書 説 を 唱 え て 以 来 、

朱 熹 で は な い と 信 じ ら れ て い た が 、上 山 春 平 ( 1 9 8 2 )、楊 志 剛 ( 2 0 0 1 )、

王 燕 均 、 王 光 照 ( 2 0 0 2 ) 、 吾 妻 重 二 ( 2 0 0 3 ) ら は 詳 細 な 検 討 を 加 え て 王

説 を 否 定 し て い る 。  

 『 家 禮 』 の 成 立 に つ い て 吾 妻 重 二 ( 2 0 0 8 : 9 1 ) は 、「 朱 熹 の 『 家 禮 』

は 当 時 の 俗 礼 を ま じ え て い る も の の 、 基 本 的 発 想 が 『 儀 禮 』 に あ っ

た こ と 、 す な わ ち 古 礼 へ の 復 帰 と い う 意 図 を も っ て い た 」 と す る 。

ま た 、 佐 々 木 愛 ( 2 0 0 9 : 4 6 ) は 、『 家 禮 』 の 執 筆 は 儀 礼 が 時 代 に 適 応 し

な く な っ た た め で は な く 、 司 馬 光 『 書 儀 』 等 に よ る 儀 礼 に 対 す る 批

判 を 含 ん だ も の で あ っ た と 指 摘 す る 。『家 禮 』が 古 礼 を 踏 ま え た 上 で 、

複 雑 な 儀 式 形 態 、 儀 式 手 順 を 簡 略 化 し た も の と い え る 。  

 

3 .『 家 禮 』 に お け る 葬 礼  

『 家 禮 』 巻 第 四 喪 礼 本 文 は そ れ ぞ れ の 儀 式 項 目 を 記 し 、 簡 単 な 記

述 が な さ れ て い る の み で あ る 。周 復 の 注 に は 儀 式 を 執 り 行 う 主 人 (喪

主 )や 儀 式 を 進 行 す る 人 々 (祝 、 侍 人 、 執 事 者 等 )が 行 う 具 体 的 な 方 法

が 記 さ れ て い る 。 (図 2 )は 『 家 禮 』 に 記 さ れ た 儀 礼 を 死 亡 日 か ら 時

間 軸 に 沿 っ て 示 し て い る 。  
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 (図 2 )『 家 禮 』 に お け る 葬 礼  

一日目 二日目 三日目 四日目 埋葬まで

呼吸

停止
復

喪主、主婦

護喪、司書

司貨を立てる

小斂の衣

衾、牀、絞

を設ける

大斂の衣衾

を並べる
成服 朝夕哭奠

訃告 小斂
　棺を堂に

入れる
朔日の奠

沐浴 代哭 大斂 弔奠賻

襲
代哭を

止める
墓地を開く

飯含 墓誌を刻む

靈座・魂帛

を設ける

明器、神主

を作る

銘旌を立て

る

埋葬前日 埋葬日 埋葬後 一周年 二周年

遷柩を告げ

柩を祖廟に

遷す

魂帛を車に

のせる
虞祭 小祥 大祥

廳事に遷し

代哭する
發引(出棺) 卒哭 禫

祖奠 窆(埋葬) 祔

奠、賻
祠後土、題

主、成墳

反哭

 

 

呼 吸 が 停 止 す る と す ぐ に 「 復 」 を 行 う 。 蘇 生 し な け れ ば 死 が 確 定

す る こ と は 『 儀 禮 』 と 同 様 で あ る 。 ま ず 、 葬 礼 を 行 う に 際 し 必 要 な

役 割 (喪 主 、 主 婦 、 護 喪 、 司 書 、 司 貨 )に 当 た る 者 を 決 め る ４ 。  

死 亡 後 、 遺 体 に 対 し て 「 沐 浴 」、「 襲 」、「 飯 含 」 を 行 う 。 遺 体 を 安

置 し た 広 間 に は 帷 を 張 り 、卓 と 椅 子 を 置 く 。こ れ を「 靈 座 」と い う 。

死 者 の 魂 の 依 り 代 は『 家 禮 』で は「 魂 帛 」と 称 さ れ る 。『 儀 禮 』で は

木 を 組 ん で 器 を 懸 け た「 重 」が 用 い ら れ た が 、『 家 禮 』の「 魂 帛 」は

白 絹 を 結 ん で 作 ら れ る 。魂 帛 は 靈 座 に 置 か れ た 椅 子 の 上 に 置 く 。「銘

旌 」 に は 赤 い 絹 布 を 用 い る 。 布 の 幅 は 二 尺 、 長 さ は 官 位 に よ っ て 異

な る が 、「 某 官 某 公 (無 官 の 者 は 生 前 の 名 称 )の 柩 」 と 書 く 。「 銘 旌 」
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は 竹 竿 を 用 い て 靈 座 の 右 に 立 て 懸 け る 。  

二 日 目 に 遺 体 を 衣 で く る み 絞 で 包 む 「 小 斂 」 を 行 う 。 三 日 目 に は

遺 体 を 棺 に 納 め る 「 大 斂 」 を 行 う 。 棺 に 納 め た 後 、 棺 の 蓋 を し て 釘

を 打 つ 。『儀 禮 』で は こ の 後 、堂 に 掘 ら れ た 肂 (穴 )に 殯 を す る が 、『家

禮 』 に は 殯 に つ い て の 記 述 は 見 ら れ な い 。  

四 日 目 に 「 成 服 」 を 行 う 。 喪 服 は 基 本 的 に 『 儀 禮 』 の 規 範 に 倣 っ

て い る 。  

埋 葬 は 三 か 月 を 経 た 後 に 行 わ れ る 。 埋 葬 前 に は 墓 地 の 場 所 を 選 定

し 、 吉 日 を 選 ん で 墓 穴 を 掘 る 。 墓 に 入 れ る 石 に 誌 を 刻 む 、 明 器 や 神

主 を 作 る 等 の 準 備 を 行 う ５ 。  

埋 葬 前 日 、 柩 を 動 か す こ と を 告 げ 、 祖 廟 に 遷 す 。 そ の 後 、 庭 に 遷

し 、 代 わ る 代 わ る 哭 す る 。 祖 廟 に は 供 物 を 供 え る 。 弔 問 客 は 供 物 を

贈 る 。  

 柩 を 運 び 出 す こ と は 「 發 引 」 と 称 す る 。 魂 帛 は 祝 が 捧 げ 持 っ て 車

に 乗 る 。 主 人 と 親 族 の 男 女 は 歩 い て そ れ に 従 う 。 墓 地 に 到 着 す る と

柩 の 上 に 銘 旌 を 置 く 。 墓 穴 に 柩 を 入 れ た 後 、 明 器 、 石 碑 を 入 れ 、 墳

墓 を 築 く 。「 題 主 」 を 行 う 。  

 埋 葬 後 に は 「 虞 祭 」 を 行 う 。「 柔 日 」 (十 干 の う ち の 乙 、 丁 、 己 、

辛 、 癸 の 日 )に 「 再 虞 」 (二 度 目 の 虞 祭 )を 行 い 、「 剛 日 」 (十 干 の う ち

の 甲 、 丙 、 戊 、 庚 、 壬 の 日 )に 「 三 虞 」 (三 度 目 の 虞 祭 )を 行 う 。「 卒

哭 」 の 翌 日 、「 祔 」 を 行 う 。  

 「 小 祥 」 (一 周 年 祭 )、「 大 祥 」 (二 周 年 祭 )を 行 う 。 家 族 は 飲 酒 や 肉

食 を 始 め 日 常 の 生 活 に 戻 る 。大 祥 の 後 、一 か 月 を 経 た 後 、「 禫 」を 行

う 。 禫 を 行 う 日 は そ の 前 月 の 下 旬 に 卜 し て 決 め る 。  

 

4 .  丘 濬 『 文 公 家 禮 儀 節 』  

『 家 禮 』 は そ れ が 刊 行 さ れ た だ け で な く 多 く の 注 釈 書 や 類 書 が 出

版 さ れ 、そ れ に よ っ て 広 く 普 及 し て い っ た と さ れ る 。『家 禮 』の 注 釈

書 や 類 書 が 数 多 く 発 行 さ れ た こ と に つ い て は イ ー ブ リ ー ( 1 9 9 1 a ) に

詳 し い ６ 。中 で も 多 く の 版 本 が 刊 行 さ れ た の が 丘 濬『 文 公 家 禮 儀 節 』
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で あ る 。  

丘 濬 は 広 東 省 瓊 山 (現 海 南 省 )に 生 ま れ た 。 景 泰 五 年 ( 1 4 5 4 年 )に 進

士 と な り 、 文 淵 閣 大 学 士 と な る 。 丘 濬 『 文 公 家 禮 儀 節 』 八 巻 は 1 4 7 4

年 、 広 東 で 初 版 が 刊 行 さ れ 、 そ の 後 も 北 京 、 福 建 、 広 東 に お い て 再

版 さ れ た 。  

丘 濬 が『 家 禮 』を 実 践 的 な マ ニ ュ ア ル と な る よ う 改 編 し 、『 文 公 家

禮 儀 節 』を 刊 行 し た 理 由 は そ の 序 文 に 著 さ れ て い る 。『文 公 家 禮 儀 節 』

「 序 文 」 は 、  

 

禮 之 在 天 下 ， 不 可 一 日 無 也 。 中 國 所 以 異 於 夷 狄 ， 人 類 所 以 異 於

禽 獸 ， 以 其 有 禮 也 。  

[礼 は 天 下 に あ り 。一 日 と し て 無 く し て は な ら な い 。中 国 が 夷 狄

と 異 な り 、 人 が 禽 獣 と 異 な る の は 、 礼 が 有 る こ と に よ る 。 ]  

 

と い う 文 に 始 ま り 、 最 後 は 以 下 の よ う に 結 ば れ て い る 。  

 

濬 生 遐 方 ， 自 少 有 志 於 禮 學 ， 有 謂 海 内 文 獻 所 在 ， 其 於 是 禮 ， 必

能 家 行 而 人 習 之 也 。 及 出 而 北 仕 於 中 朝 ， 然 後 知 世 之 行 是 禮 者 盖

亦 鮮 焉 。 詢 其 所 以 不 行 之 故 ， 咸 曰 禮 文 深 奧 而 其 事 未 易 以 行 也 。

是 以 不 揆 愚 陋 ， 竊 取 文 公 家 禮 本 註 ， 約 為 儀 節 而 易 以 淺 近 之 言 ，

使 人 易 曉 而 可 行 ， 將 以 均 諸 窮 郷 淺 學 之 士 。 若 夫 通 都 鉅 邑 明 經 學

古 之 士 ， 自 當 考 文 公 全 書 ， 又 由 是 而 上 進 於 古 儀 禮 云 。  

[濬 は 遠 方 に 生 を 受 け 、幼 い こ ろ よ り 礼 学 を 志 し た 。天 下 に は 至

る と こ ろ に 文 献 が 有 り 、 そ こ で は 家 で 礼 が 行 わ れ 、 人 は 必 ず 之

を 習 う こ と が で き る と 言 う 人 が い る 。 家 を 出 て 北 方 に 向 か い 、

朝 廷 に 出 仕 し て か ら 、 礼 を 行 う 者 が 少 な い こ と を 知 っ た 。 礼 を

行 わ な い 訳 を 訊 ね る と 皆 、 礼 文 は 深 奥 で あ り 、 行 う こ と が 難 し

い た め で あ る と い う 。 そ こ で 愚 陋 を 顧 み ず 、 文 公 家 禮 の 本 文 と

注 を と り こ ん で 儀 節 と し て ま と め 、 分 か り や す い 言 葉 に か え て

人 が 理 解 し や す く 、 行 う こ と が で き る よ う に し 、 片 田 舎 の 浅 学
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の 士 に お し 広 め た い 。 も し 都 市 や 大 き な 村 の 経 学 に 明 る い 士 で

あ れ ば 、 自 ら 文 公 の 全 書 を 研 究 し 、 そ こ か ら 上 に 古 の 儀 礼 に つ

い て 研 究 を 深 め て い く べ き で あ る 。 ]  

 

礼 に 対 す る 深 い 思 い を 持 っ て い た 丘 濬 は 既 に 『 家 禮 』 に 基 づ い て

儀 礼 が 行 わ れ て い る と 考 え て い た よ う で あ る 。 し か し 、 実 際 に 海 南

島 を 出 て み る と 必 ず し も 彼 が 考 え て い た よ う に 実 践 さ れ て い な い 状

況 が あ っ た 。 礼 に 従 っ て 行 う べ き も の で あ る と 考 え て い た 彼 は い か

に す れ ば そ れ を 皆 が 実 践 で き る の か を 探 っ た 結 果 、「わ か り や す い 言

葉 」 を 用 い る こ と で 、 広 範 な 人 々 に 礼 を 理 解 し 実 践 さ せ る こ と が 可

能 だ と 考 え た 。『家 禮 』の 普 及 と そ の 儀 礼 の 実 践 を 促 す こ と を 目 的 と

し て 編 ま れ た の が 丘 濬 『 文 公 家 禮 儀 節 』 で あ る ７ 。  

『 文 公 家 禮 儀 節 』 巻 四 喪 礼 の 本 文 は 『 家 禮 』 巻 四 喪 礼 の 記 述 に 従

っ て い る 。 各 儀 礼 に は 『 家 禮 』 本 文 の 後 に 解 説 、 即 ち 「 儀 節 」 を 加

え 、 そ れ ぞ れ の 儀 礼 を 行 う に あ た り 必 要 な 物 品 に つ い て わ か り や す

く 配 列 し て 記 載 す る 等 、 実 際 に 葬 礼 を 行 う 際 の 手 引 書 と し て 用 い る

こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

各 礼 の 文 末 に 添 え ら れ た 「 餘 註 」 に は 『 家 禮 』 本 文 に 付 さ れ た 注

の 一 部 が 入 れ ら れ て い る 。 さ ら に そ の 後 に 「 考 證 」 と し て 『 家 禮 』

本 文 、 及 び 注 に は な い 『 儀 禮 』、『 禮 記 』 に 依 る 儀 礼 に つ い て 説 明 を

加 え て い る 。 佐 々 木 愛 ( 2 0 0 9： 5 0 )に よ れ ば 、 こ れ ら 古 代 の 礼 に 基 づ

く 項 目 は 実 践 的 で は な い が 、「 本 来 は 実 践 さ れ 、尊 重 さ る べ き 古 礼 で

あ る 、 と い う 認 識 は 、 丘 濬 も 朱 熹 と 同 様 で あ る か ら 、 余 注 と し て 残

さ れ て い る 」 と い う ８ 。  

『 文 公 家 禮 儀 節 』 の 出 現 は 『 家 禮 』 の 普 及 に 大 き な 役 割 を 果 た し

た 。 明 代 、 清 代 の 士 大 夫 の 儀 礼 は 『 家 禮 』 に よ っ て 行 う こ と が 規 範

と さ れ て い く 。 小 島 毅 ( 1 9 9 6 : 5 5 )は 、 士 大 夫 の 習 俗 の 変 化 は 朱 熹 『 家

禮 』刊 行 後 す ぐ 起 こ っ た わ け で は な く 、『文 公 家 禮 儀 節 』が そ の 転 換

点 で あ る と 指 摘 し て い る 。 明 代 に 『 家 禮 』 に よ っ て 儀 礼 を 行 う こ と

が 規 範 と み な さ れ た こ と に つ い て 楊 志 剛 ( 2 0 1 2 : 9 7 ) は 、『 大 明 集 禮 』
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に お い て 冠 婚 喪 祭 の 儀 礼 の 多 く を『 家 禮 』か ら 取 り 入 れ て お り 、「国

家 制 度 の レ ベ ル か ら 『 家 禮 』 を 肯 定 、 踏 襲 し て い た 」 と す る 。 吾 妻

重 二 ( 2 0 0 8 : 1 0 5 ) は 、『 文 公 家 禮 儀 節 』 は 、『 家 禮 』 が 国 家 的 威 信 を 背

景 に 諸 階 層 に 広 く 受 け 入 れ ら れ て い く 中 、 明 代 の 社 会 状 況 に 合 わ せ

て 『 家 禮 』 を 改 編 し た も の で あ る と 指 摘 し て い る 。  

 

5 .地 方 志 (旧 志 )に 見 る 『 家 禮 』、『 文 公 家 禮 儀 節 』 の 影 響  

明 代 、 清 代 、 民 国 期 に 刊 行 さ れ た 地 方 志 (旧 志 )の 「 喪 葬 」 に は し

ば し ば 「 家 禮 に 遵 う 」、「 喪 礼 は 文 公 家 禮 に よ る 」 と い う 一 文 が 見 ら

れ る ９ 。こ れ ら の 旧 志 か ら は『 家 禮 』及 び『 文 公 家 禮 儀 節 』が 明 代 、

清 代 、民 国 期 に 広 く 普 及 し て い た 様 子 を 窺 う こ と が で き る 。無 論「『 家

禮 』 に 遵 う 」 と い う 文 言 が 用 い ら れ て い る と は い え 、 当 該 地 域 の 実

態 を 反 映 し て い る と は 言 い 切 れ な い 。 士 大 夫 が 『 家 禮 』 に 基 づ い て

儀 礼 を 行 う こ と は 規 範 と さ れ た た め で あ る 。 ま た 、 地 方 志 の 編 著 者

で あ る 士 大 夫 が 地 方 志 を 編 纂 す る 際 、そ の 権 威 を 借 り て「『 家 禮 』に

遵 う 」 と い う 一 文 が 加 え ら れ た と い う 可 能 性 も 否 め な い 。 こ れ ら の

点 に 留 意 す る 必 要 は あ る が 、 地 方 志 に 『 家 禮 』 に つ い て 言 及 が な さ

れ て い る の は 、 当 該 地 域 に お い て 相 応 の 影 響 を 受 け て い た と み て よ

い だ ろ う 。 本 節 で は 旧 志 の 記 述 を 確 認 し な が ら 『 家 禮 』 の 影 響 が 広

汎 に わ た っ て い た こ と と 、 そ の 様 相 の 変 化 に つ い て 検 証 す る 。  

ま ず 「『 家 禮 』 に 遵 う 」 と す る 例 を 挙 げ る 。  

 

 安 徽 省 『 六 安 州 志 』 (清 乾 隆 十 六 年 )  

喪 禮 ， 士 大 夫 遵 《 家 禮 》 行 １ ０ 。  

[喪 礼 、 士 大 夫 は 『 家 禮 』 に 従 っ て 行 う 。 ]  

 

 四 川 省 『 青 神 縣 志 』 (清 乾 隆 二 十 九 年 )  

 喪 事 俱 遵 家 禮 。 衣 衾 用 布 １ １ 。  

 [喪 の 事 は み な 家 禮 に 従 う 。 衣 衾 に は 布 を 用 い る 。 ]  
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 河 北 省『 平 郷 縣 志 』(清 同 治 七 年 )  (『 民 俗 資 料 彙 編 』：華 北 巻 : 5 3 6 )   

  多 遵 《 家 禮 》 ， 不 作 浮 屠 事 。  

  [多 く は 『 家 禮 』 に 従 い 、 仏 事 を 行 わ な い 。 ]  

 

ま た 邱 濬 『 文 公 家 禮 儀 節 』 に 従 う と い う 記 述 も 見 ら れ る 。  

 

浙 江 省 『 義 烏 縣 志 』 (清 嘉 慶 七 年 )  

士 大 夫 家 及 鉅 室 遵 家 禮 儀 節 行 之 １ ２ 。  

[士 大 夫 や 富 豪 の 家 で は 家 禮 儀 節 に 従 っ て こ れ を 行 う 。 ]  

 

広 西 省『 欽 州 志 』(清 道 光 十 四 年 )  (『 民 俗 資 料 彙 編 』中 南 巻：1 0 7 3 )  

士 大 夫 悉 遵 邱 濬 儀 節 矣 。   

[士 大 夫 は 悉 く 邱 濬 儀 節 に 遵 う 。 ]  

 

『 民 俗 資 料 彙 編 』 所 収 地 方 志 に お い て 葬 礼 に 関 し て 『 家 禮 』 に 言

及 が み ら れ る 地 方 志 数 と 、『 家 禮 』に 関 す る 記 述 の 出 現 率 は 以 下 の 通

り で あ る 。『民 俗 資 料 彙 編 』に は 歳 時 習 俗 の み が 採 録 さ れ て い る 地 方

志 も 多 い 。 表 中 の 所 収 地 方 志 数 に は 葬 礼 に 関 す る 記 載 が 採 録 さ れ て

い な い 地 方 志 は 含 ま な い 。  

 

(表 1）『 民 俗 資 料 彙 編 』 所 収 地 方 志 に お け る 『 家 禮 』 に 関 す る 記 述  

省名
所収地方

志数

『家禮』

記述有

『家禮』

記述出現

率（%）

省名
所収地方

志数

『家禮』

記述有

『家禮』

記述出現

率（%）

湖南 60 46 76.7 河北 107 32 29.9
湖北 37 24 64.9 江蘇 58 16 27.6
河南 61 35 57.4 山東 73 20 27.4
安徽 47 25 53.2 広東 68 17 25.0
海南 7 3 42.9 浙江 78 19 24.4
山西 55 23 41.8 雲南 35 8 22.9
四川 88 36 40.9 福建 27 6 22.2
陝西 41 15 36.6 広西 44 9 20.5
貴州 29 10 34.5 遼寧 32 5 15.6
江西 53 17 32.1  
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 『 家 禮 』に 関 わ る 記 述 の 出 現 率 が 過 半 数 を 超 え る の は 湖 南 、湖 北 、

河 南 、 安 徽 の 各 省 で あ る 。 各 地 で 地 方 志 の 編 著 に 関 わ っ た 士 大 夫 た

ち が 『 家 禮 』 及 び 『 文 公 家 禮 儀 節 』 に 従 っ て 葬 礼 を 行 う こ と は 規 範

で あ る こ と を 意 識 し て お り 、 そ の 影 響 が 及 ん で い る こ と は 明 ら か で

あ る 。 ま た 、 次 に 挙 げ る よ う に 『 家 禮 』 に 則 っ た 儀 礼 を 行 う こ と は

士 大 夫 家 に お い て 重 視 さ れ て い た だ け で な く 、 庶 民 の 家 に も 浸 透 し

て い た こ と を 示 す 記 述 も 見 ら れ る １ ３ 。  

 

河 南 省 『 獲 嘉 縣 志 』 (清 乾 隆 二 十 一 年 )   

士 庶 家 遵 文 公 家 禮，不 作 佛 事，其 用 浮 屠 者 不 過 十 之 一 二 云 １ ４ 。  

[士 族 で も 庶 民 で も 文 公 家 禮 に 従 う 。仏 事 を 行 わ な い 。仏 教 を 用

い る 者 は 十 の う ち 一 、 二 に 過 ぎ な い と い う 。 ]  

 

と こ ろ が 地 方 志 の 中 に は 『 家 禮 』 に 従 っ て 行 う と い う だ け で は な

く 、『 家 禮 』 に 規 定 さ れ た 儀 式 か ら の 変 化 を 示 唆 す る も の も あ る 。  

 

浙 江 省 『 新 昌 縣 志 』 (明 萬 曆 七 年 )  

其 餘 大 率 用 文 公《 家 禮 》，惟 不 行 小 斂，不 用 布 絞 之 制 稍 異 耳 １ ５ 。  

[そ の ほ か は お お よ そ 文 公『 家 禮 』を 用 い て い る 。た だ 小 斂 を 行

わ ず 、 布 絞 の 制 を 用 い な い こ と だ け が 少 し 違 っ て い る 。 ]  

 

葬 礼 は 『 家 禮 』 に 従 う が 、 「 小 殮 」 は 行 わ れ ず 、 「 布 絞 」 (「 絞 」

を 用 い て 遺 体 を く る ん だ 衣 服 を 縛 る こ と )は し な い と い う 。基 本 的 に

は 『 家 禮 』 に 従 っ て 葬 礼 を 行 う と し な が ら 、 異 な る 部 分 が あ る と す

る 地 方 志 を 挙 げ る 。  

 

浙 江 省 『 臨 海 縣 志 』 (清 康 熙 二 十 二 年 )  

喪 禮 ， 大 概 遵 文 公 《 家 禮 》 ， 惟 不 行 小 殮 ， 不 用 魂 帛 １ ６ 。  

[喪 礼 は お お よ そ 文 公『 家 禮 』に 従 う 。た だ 小 殮 は 行 わ ず 、魂 帛

は 用 い な い 。 ]  
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江 蘇 省 『 江 都 縣 志 』 (清 乾 隆 八 年 刊 ,  光 緒 七 年 重 刊 )  

士 大 夫 家 採 用 考 亭 《 家 禮 》 ， 惟 大 小 殮 制 迥 殊 １ ７ 。  

[士 大 夫 の 家 は 考 亭『 家 禮 』を 用 い る 。た だ 大 殮 、小 殮 の 制 は 全

く 異 な る １ ８ 。 ]  

 

四 川 省 『 彭 山 縣 志 』 (清 乾 隆 二 十 二 年 ）  

家 禮 儀 制 ， 士 大 夫 有 行 之 者 ,民 間 稱 家 有 無 。 (中 略 )大 小 殮 不 行 者

十 之 八 九 ， 行 者 十 之 一 二 焉 １ ９ 。  

[家 禮 の 儀 制 に つ い て は 、士 大 夫 は こ れ を 行 う 者 が い る が 、民 間

は 家 産 の 状 況 に よ る 。 (中 略 )大 殮 、 小 殮 は 行 わ な い 者 が 十 の う

ち 八 、 九 、 行 う 者 は 十 の う ち 一 、 二 で あ る 。 ]  

 

さ ら に 『 家 禮 』 に 従 っ て 儀 礼 を 行 う こ と は わ ず か で あ る と す る 地

方 志 も あ る 。  

 

江 蘇 省 『 武 進 縣 誌 』 (清 乾 隆 三 十 年 )   

喪 葬 ， 視 文 公 《 家 禮 》 僅 十 得 二 三 耳 ２ ０ 。  

[喪 葬 で は 、文 公『 家 禮 』に よ る も の は わ ず か に 十 の う ち 二 、三

の み で あ る 。 ]  

 

山 西 省『 平 定 直 隷 州 志 』(清 光 緒 八 年 )  (『 民 俗 資 料 彙 編 』華 北 巻 ：  

5 8 5 - 5 8 6 )  

是 以 朱 子 以 古 禮 繁 重 ， 酌 其 可 行 者 為 《 家 禮 》 ， 而 遵 用 者 鮮 。  

 [朱 子 は 古 礼 を わ ず ら わ し く 厄 介 な も の で あ る と 考 え 、 そ の 中

で 行 う べ き も の を 酌 み と っ て 『 家 禮 』 を つ く っ た 。 し か し 、 そ

れ を 遵 用 す る 者 は 少 な い 。 ]  

 

こ れ ら の 記 述 は 、 『 家 禮 』 の 規 範 が 、 地 域 に よ っ て は 庶 民 の み な

ら ず 士 大 夫 の 中 で も 完 全 に は 遵 守 さ れ て い な か っ た こ と を 物 語 る 。  
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ま た 、『 家 禮 』 本 文 で は 仏 教 に よ る 儀 式 を 行 わ な い と す る 。  

 

  不 作 佛 事 。  

[仏 事 を 行 わ な い 。 ]  

 

付 さ れ た 周 復 の 注 は 、 仏 教 を 葬 礼 に 用 い る こ と を 批 判 す る 宋 ・ 司 馬

公 の 説 を 引 い て い る ２ １ 。葬 礼 で 仏 教 を 用 い る こ と に 対 し 朱 熹 、及 び

周 復 は 批 判 的 で あ る が 、 実 態 と し て は 既 に 儀 礼 に 大 き な 影 響 力 を 持

っ て い た の で あ ろ う 。 以 下 に 挙 げ る よ う に 『 家 禮 』 に お い て 「 仏 事

は 行 わ な い 」 と さ れ て い る こ と を 認 識 し な が ら も 、 葬 礼 で は 仏 教 に

依 る と す る 地 方 志 が 散 見 さ れ る 。  

 

四 川 省 『 江 津 縣 志 』 (清 乾 隆 三 十 三 年 )  

家 禮 載 不 作 佛 事 ， 然 郷 俗 多 用 之 ， 不 用 則 親 族 以 為 不 孝 ２ ２ 。  

[家 禮 で は 仏 事 を 行 わ な い と 記 さ れ て い る 。し か し 郷 俗 で は 仏 事

を 用 い る こ と が 多 く 、 用 い な け れ ば 親 族 は 不 孝 だ と さ れ る 。 ]  

 

湖 北 省『 谷 城 縣 志 』 (清 同 治 六 年 )  (『 民 俗 資 料 彙 編 』中 南 巻 : 4 6 1 )  

士 族 多 遵 朱 子 《 家 禮 》。 (中 略 )齊 民 則 多 用 僧 道 ， 誦 經 懺 悔 。   

[士 族 は 朱 子 『 家 禮 』 に 遵 う 。 (中 略 )庶 民 は 僧 、 道 士 を 使 う 者 が

多 く 、 経 を あ げ て 懺 悔 す る ]。  

 

湖 南 省『 武 陵 縣 志 』 (清 同 治 七 年 )  (『 民 俗 資 料 彙 編 』中 南 巻 : 6 5 4 )  

喪 祭 ， 凡 執 親 之 喪 ， 縉 紳 禮 法 家 多 循 文 公 《 喪 禮 》 ， 其 愚 無 知 者

則 延 僧 道 殯 殮，誦 經 開 路， 或 於 出 殯 徐 喪 後 作 佛 事，皆 謂 之 “建 道

場 ”。   

[喪 祭 、お よ そ 親 の 喪 を 執 り 行 う に 、官 職 に あ る 者 は 文 公『 喪 禮 』

に 従 う こ と が 多 い 。 愚 か で 無 知 な 者 は 僧 道 を 招 き 殯 殮 し 、 経 を

あ げ て 開 路 (法 事 を 行 い 供 養 )す る 。 或 い は 出 殯 や 喪 明 け の 後 に

仏 事 を 行 う 。 こ れ ら を 「 建 道 場 」 と い う 。 ]  



22 
 

 

士 族 は 『 家 禮 』 に 従 う が 、 庶 民 は 仏 教 に よ っ て 葬 礼 を 行 う と 述 べ

て い る ２ ３ 。地 方 志 の 編 著 者 で あ る 士 大 夫 に と っ て『 家 禮 』に 従 っ て

葬 礼 を 行 う こ と は 規 範 で あ り 、 実 態 は さ て お き 、 自 分 た ち は 「 『 家

禮 』 に 従 う 」 と す る こ と が 必 要 で あ っ た の だ ろ う 。 し か し 、 地 域 内

で は 皆 が 一 律 に 『 家 禮 』 に 従 い 葬 儀 を 行 な っ て い た わ け で は な か っ

た 。 『 家 禮 』 の 儀 礼 が 省 略 さ れ る こ と や 、 僧 や 道 士 に よ る 葬 儀 が 行

わ れ る こ と 等 が 、 公 の 記 録 で あ る 地 方 志 に 記 さ れ る 状 況 で あ っ た こ

と は 、 す で に 民 間 で は 大 き な 広 が り を 見 せ て い た こ と を 窺 わ せ る も

の で あ る 。  

 

6 .当 代 地 方 志 (新 志 )に お け る 伝 統 葬 礼  

次 に 、 当 代 地 方 志 に 記 載 さ れ た 伝 統 葬 礼 に つ い て 、 そ の 儀 式 形 態

を 朱 熹 『 家 禮 』 と 対 照 し な が ら 概 観 す る 。 当 代 地 方 志 に お け る 伝 統

葬 礼 は 、「 旧 時 」、「 建 国 前 」、「 民 国 期 」、「 清 代 」等 の 事 情 で あ る と 但

し 書 き が さ れ て い る の が 通 例 で あ る 。 迷 信 的 葬 礼 習 俗 の 廃 止 、 土 葬

禁 止 等 の 「 殯 葬 改 革 」 が 進 め ら れ た た め で あ る 。 従 っ て 、 下 記 は 清

末 か ら 民 国 期 に 中 国 各 地 で 行 わ れ て い た 葬 礼 と い う こ と に な る 。  

 (図 3 )は 当 代 地 方 志 に 現 れ る 伝 統 葬 礼 の 流 れ を 時 間 軸 に 沿 っ て 図

示 し た も の で あ る 。 各 地 の 葬 礼 は お お よ そ こ の よ う に 進 め ら れ る 。

但 し 、 こ の 図 は 地 域 差 が み ら れ る 習 俗 も 最 小 公 倍 数 的 に 取 り 込 ん で

い る 。 例 え ば 、「 買 水 」 は 南 方 で し か 行 わ れ ず 、「 報 廟 」、「 淨 面 」 は

分 布 が 北 方 に 偏 っ て い る 。 ま た 、 名 称 は 同 じ で あ っ て も 儀 式 形 態 に

地 域 差 が み ら れ る こ と も あ る 。 例 え ば 、「 穿 壽 衣 」 は 死 者 に 「 壽 衣 」

を 着 せ る 時 間 に つ い て 南 北 差 が み ら れ る 。  

「 招 魂 」、「 買 水 」、「 沐 浴 」、「 穿 壽 衣 」、「 報 廟 」、「 淨 面 」 に つ い て

は 第 三 章 で 詳 し く 論 ず る 。  
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 (図 3 )  当 代 地 方 志 (新 志 )に お け る 伝 統 葬 礼  
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6 . 1 .死 亡 当 日 (一 日 目 ) 

死 亡 前 に 沐 浴 と「 壽 衣 」、「送 老 衣 」、「殮 衣 」等 と 称 さ れ る 死 装 束 (以

下 、「 壽 衣 」 と す る )へ の 着 替 え を 行 う と こ ろ が あ る 。 こ れ は 華 北 に

広 く 見 ら れ る 習 俗 で あ る が 、『 家 禮 』 の 規 定 に は 当 て は ま ら な い 。  

死 亡 後 す ぐ に 死 者 の 魂 を 呼 び 戻 そ う と す る 「 招 魂 」 を 行 う 地 域 も

あ る 。 こ れ は 『 家 禮 』 の 「 復 」 に 相 当 す る と 考 え ら れ る 。 山 東 、 河

北 、遼 寧 の 各 省 で は 死 者 の 魂 が 西 方 に 向 か う よ う に 指 し 示 す「 指 路 」、

「 喊 路 」が 行 わ れ る と こ ろ も あ る ２ ４ 。ま た 四 川 省 に は 死 者 の 魂 が 天

に 上 る こ と を 助 け る た め に 屋 根 に 穴 を あ け る 「 出 死 星 」、「 戳 死 星 」、

「 出 煞 」 と い う 習 俗 が 行 わ れ る 地 域 が あ る ２ ５ 。  

地 域 に よ っ て は 沐 浴 の 前 に 「 買 水 」、「 乞 水 」、「 請 水 」 等 と 呼 ば れ

る 習 俗 を 行 う 。死 亡 後 、「 孝 子 」 (死 者 の 息 子 )等 が 付 近 の 川 や 井 戸 へ

行 き 、 水 を 汲 む 。 こ の 時 、 川 や 井 戸 に 銭 を 投 げ 込 む 、 紙 銭 を 燃 や す

等 の 行 為 を 行 う 。 そ う す る こ と に よ り 川 の 神 や 井 戸 の 神 か ら 水 を 買

う こ と に な る と さ れ て い る と こ ろ も あ る 。 家 に 持 ち 帰 っ た 水 は 沐 浴
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に 用 い ら れ る こ と が 多 い 。  

臨 終 時 或 い は 死 亡 後 に 死 者 の 口 中 に 物 を 含 ま せ る と こ ろ も あ る 。

当 代 地 方 志 で は ｢含 口 ｣、「 噙 口 」、「 含 金 」、「 飯 含 」等 と 呼 ば れ る 習 俗

で あ る 。 こ れ は 『 儀 禮 』 等 の 古 礼 に お け る 「 飯 含 」 に 相 当 す る 習 俗

で 、『 家 禮 』 本 文 、 及 び 注 で は 次 の よ う に 記 さ れ て い る 。  

 

乃 飯 含 。  [乃 ち 飯 含 す る 。 ]  

 

主 人 哭 盡 哀 ， 左 袒 ， 自 前 扱 於 腰 之 右 ， 盥 手 ， 執 箱 以 入 。 侍 者

一 人 ， 插 匙 於 米 盌 ， 執 以 從 ， 置 於 尸 西 ， 以 幎 巾 入 ， 徹 枕 ， 覆

面 。 主 人 就 尸 東 ， 由 足 而 西 ， 牀 上 坐 ， 東 面 舉 巾 ， 以 匙 抄 米 ，

實 於 尸 口 之 右 ， 並 實 一 錢 ， 又 於 左 、 於 中 ， 亦 如 之 。 主 人 襲 所

袒 衣 ， 復 位 。  

[主 人 は 哭 し 、哀 し み 尽 く す 。左 の 肩 を 肌 脱 ぎ 、前 か ら 腰 の 右

に は さ む 。 手 を 洗 い 、 箱 を 持 っ て 入 る 。 侍 者 の 一 人 が 、 米 碗

に 匙 を 挿 し て 、そ れ を 持 っ て 従 う ２ ６ 。遺 体 の 西 に 置 き 、幎 巾

(お お い 布 )を 持 っ て 入 り 、 枕 を 取 り 去 り 、 幎 巾 で 顔 を 覆 う 。

主 人 は 遺 体 の 東 に 近 づ く 。 足 の 方 か ら 西 へ ま わ り 、 牀 の 上 に

座 り 、東 に 向 い て (顔 を 覆 っ て い る )  巾 を 持 ち 上 げ る 。匙 で 米

を す く い 、遺 体 の 口 の 右 側 に 満 た す 、一 緒 に 銭 を 一 枚 入 れ る 。

又 、 左 側 、 中 央 も 同 様 に す る 。 主 人 は 肌 脱 ぎ し た 衣 を 着 て 、

も と の 位 置 に 戻 る 。 ]  

 

『 家 禮 』 で は 米 と 銭 を 一 枚 口 に 含 ま せ て い る が 、 当 代 地 方 志 で は

米 、 銭 の 他 、 金 、 銀 、 銅 、 珠 玉 、 茶 葉 、 糖 等 を 口 に 入 れ る ２ ７ 。  

 

河 北 省 『 懷 安 縣 志 』 ( 1 9 9 4 : 6 5 6 )  

氣 絕 後 給 死 者 口 中 放 銅 錢 。  

[息 を 引 き 取 っ た 後 、 死 者 の 口 の 中 に 銅 銭 を 入 れ る 。 ]  
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浙 江 省 『 青 田 縣 志 』 ( 1 9 9 0 : 6 7 0 )  

含 口 銀 :將 一 點 銀 末 、 七 粒 米 、 七 片 茶 葉 用 紅 紙 包 好 放 在 死 者 口  

內 。  

[含 口 銀 : 少 量 の 銀 末 、 七 粒 の 米 、 七 片 の 茶 葉 を 赤 い 紙 に 包 ん で

死 者 の 口 の 中 に 入 れ る 。 ]  

 

『 家 禮 』 の 儀 式 形 態 が そ の ま ま 継 承 さ れ て い る わ け で は な い が 、

「 死 者 の 口 に 物 を 含 ま せ る 」 と い う 点 で は 共 通 す る 。  

遺 体 の 顔 は 黄 色 或 い は 白 い 紙 (「 蒙 臉 紙 」 と 称 す る )ま た は 布 で 覆

う 。 頭 や 手 足 を 布 や 紙 、 真 綿 で く る む と こ ろ も あ る 。 地 域 に よ っ て

は 「 打 狗 餅 子 」 と 呼 ば れ る 小 麦 粉 で 作 っ た も の を 壽 衣 の 袖 に 入 れ た

り 、 死 者 の 手 に 持 た せ た り す る ２ ８ 。  

「 銘 旌 」 を 立 て る 。 銘 旌 は 赤 い 絹 布 の 旗 状 で 、 死 者 の 姓 名 、 官 職

名 、 享 年 等 が 書 か れ る 。 こ れ は 『 家 禮 』 に 見 ら れ る 「 銘 旌 」 と 同 様

の 形 態 で あ る 。 銘 旌 は 出 棺 の 際 に 墓 地 へ 運 ぶ 。  

以 上 の 遺 体 の 安 置 か ら 遺 体 の 沐 浴 、「 穿 壽 衣 」 等 の 儀 式 を 「 小 殮 」

と 呼 ぶ と こ ろ も あ る ２ ９ 。  

死 亡 後 、 廟 神 に 家 族 の 死 を 知 ら せ に 行 く 「 報 廟 」 が 行 わ れ る と こ

ろ が あ る 。 報 廟 は 『 家 禮 』 に は 見 ら れ な い 習 俗 で あ る 。 報 廟 の 行 く

先 は 土 地 神 が 祀 ら れ て い る 土 地 廟 で あ る と こ ろ が 多 い 。  

親 族 、 知 人 に 訃 報 を 知 ら せ る こ と を 「 報 喪 」 と い う 。 死 の 知 ら せ

を す る 報 喪 は 二 種 類 に 分 か れ る 。 一 つ は 死 の 当 日 に 近 所 や 近 く の 親

族 友 人 に 知 ら せ る も の で 、 爆 竹 、 銃 、 銅 鼓 、 銅 鑼 等 を 鳴 ら す 。 も う

一 つ は 、 入 棺 日 時 を 決 定 し た 後 、 家 族 が 親 族 の 家 に 行 き 、 口 頭 で 知

ら せ る 。 母 方 の 実 家 、 叔 父 伯 父 の 家 に は 必 ず 長 男 が 行 く と い う と こ

ろ も あ る 。  

報 喪 に 行 く 際 は 喪 服 を 着 て 行 き 、 哭 と と も に 喪 を 告 げ る 、 喪 服 は

着 用 せ ず 「 孝 帽 」 の み を 被 っ て い く 、 必 ず 傘 を 携 え て い く 等 様 々 な

形 態 が 見 ら れ る 。 傘 を 携 え て 行 く 習 俗 は 江 蘇 省 南 部 、 浙 江 省 に 見 ら

れ る ３ ０ 。孝 子 が 傘 を 携 帯 す る の は 、傘 が 父 母 を 象 徴 的 に 表 す も の で
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あ る と 考 え ら れ て い る た め で あ る 。  

家 族 、 親 族 は そ れ ぞ れ 死 者 と 自 身 と の 関 係 に よ っ て 定 め ら れ た 喪

服 を 着 る 。 喪 服 を 身 に つ け る こ と を 「 戴 孝 」、「 変 白 」、「 成 服 」 と い

う 。  

喪 服 は 「 孝 服 」、「 孝 衣 」 と も 呼 ば れ る 。 白 い 麻 布 で 作 ら れ 、 足 に

は 白 靴 或 い は 草 履 を 履 き 、 麻 縄 や 苧 (か ら む し )縄 、 藁 縄 で 腰 を く く

る 。 親 疎 に よ り 斬 喪 、 齊 喪 、 大 功 、 小 功 、 緦 麻 の 五 種 類 の 喪 服 (「 五

服 」 と 称 す る )を 身 に つ け る と こ ろ も あ る ３ １ 。 名 称 や 死 者 と の 親 疎

関 係 に よ り 服 装 が 定 め ら れ て い る こ と は 『 家 禮 』 に 定 め ら れ た 喪 服

の 制 が 継 承 さ れ た と 考 え ら れ る 。  

 

6 . 2 .二 日 目 以 後  

遺 体 を 棺 に 入 れ る 儀 式 は 「 入 殮 」、「 入 棺 」、「 收 殮 」、「 上 材 」 等 と

呼 ば れ る 。 入 棺 の 日 時 は 「 風 水 師 」 (「 風 水 先 生 」、「 陰 陽 先 生 」 と も

呼 ば れ る )が 死 者 の 生 没 年 月 日 時 に よ っ て 決 め る と こ ろ も あ る 。  

入 棺 前 の 準 備 と し て 棺 の 中 に は 遺 体 か ら 出 る 体 液 等 を 吸 収 さ せ る

た め の 草 木 灰 や 石 灰 、 茶 葉 、 木 炭 等 を 入 れ る 。 そ の 上 に 布 団 を 敷 き

遺 体 を 入 れ る 。 そ の ほ か 棺 の 底 に 硬 貨 を 入 れ る と こ ろ や 「 七 星 板 」

と 呼 ば れ る 板 を 置 く と こ ろ も あ る 。 七 星 板 は 薄 い 木 板 の 上 に 北 斗 星

を 表 わ す 穴 を あ け 、 そ れ ぞ れ を 浅 く 刻 ん だ 溝 で 繋 い だ 物 で あ る ３ ２ 。 

 棺 の 底 に 入 れ る「 七 星 板 」は『 儀 禮 』、『 家 禮 』に も み ら れ る 。『 家

禮 』 で は 次 の よ う に 本 文 、 注 に 記 さ れ て い る 。  

 

「 治 棺 」 [棺 を 治 め る ]  

 

内 外 皆 用 灰 漆 。 内 仍 用 瀝 清 溶 瀉 ， 厚 半 寸 以 上 。 煉 熟 秫 米 灰 鋪

其 底 ， 厚 四 寸 許 。 加 七 星 版 。 底 四 隅 各 釘 大 鐵 環 ， 動 則 以 大 索

貫 而 舉 之 。  

[内 外 と も に す べ て 灰 漆 を 塗 る 。内 側 に は 瀝 清 (松 や に )を 溶 か

し て 流 す 。 厚 さ は 半 寸 以 上 と す る 。 高 粱 を 焼 い た 灰 を 底 に 敷
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く 。 厚 さ 四 寸 ほ ど と す る 。 七 星 板 を 加 え る 。 底 の 四 隅 に は そ

れ ぞ れ 大 き な 鉄 の 環 を 取 り 付 け 、 動 か す 時 に は そ こ に 太 い 綱

を 通 し て 棺 を 持 ち 上 げ る 。 ]  

 

 棺 の 底 に 灰 を 敷 き 、 そ の 上 に 七 星 板 を 入 れ る と い う 記 述 は 、 当 代

地 方 志 に も 見 ら れ る 。 そ れ ら の 地 域 で は 七 星 板 を 棺 に 入 れ る と い う

『 家 禮 』 の 形 態 が 継 承 さ れ て い る 。  

 

山 西 省 『 交 城 縣 志 』 ( 1 9 9 4 : 7 4 6 )  

棺 内 七 星 板 之 下 鋪 柴 灰，七 星 板 之 上 鋪 以 谷 草，撒 錫 箔 ,另 放 些 煤

和 炭 。  

[棺 内 の 七 星 板 の 下 に 柴 灰 を 敷 く 。七 星 板 の 上 に 粟 殻 を 敷 き 、錫

箔 (紙 銭 )を 撒 き 、 灰 と 炭 を 入 れ る 。 ]  

 

広 東 省 『 平 遠 縣 志 』 ( 1 9 9 3 : 6 7 4 )  

棺 內 先 鋪 放 黃 土 一 寸 厚 ， 也 有 用 石 灰 或 木 它 炭 末 ， 燈 心 草 等 的 ，

繼 以 加 放 七 星 板 ， 再 加 鋪 紙 屑 ， 然 後 將 屍 體 抬 入 棺 內 。  

[棺 内 に ま ず 一 寸 の 厚 さ に 土 を 敷 く 。石 灰 或 い は 木 炭 の 粉 、い ぐ

さ 等 を 用 い る こ と も あ る 。 そ こ に 七 星 板 を 入 れ 、 さ ら に 紙 屑 を

入 れ る 。 そ の 後 、 遺 体 を 棺 内 に 担 ぎ 入 れ る 。 ]  

 

『 家 禮 』 と 同 様 に 七 星 板 を 入 れ る と い う の で は な く 、 北 斗 星 の よ

う に 並 べ た 七 枚 の 硬 貨 を 入 れ る と こ ろ も あ る 。  

 

河 北 省 『 大 城 縣 志 』 ( 1 9 9 5 : 7 6 4 )  

棺 内 用 紙 表 糊 ， 鋪 上 燒 紙 ， 放 上 七 個 銅 錢 擺 盛 北 斗 星 狀 。  

[棺 内 に は 糊 で 紙 を 張 る 。上 に 焼 紙 を 敷 い て 七 枚 の 銅 銭 を 北 斗 星

の 形 状 に 並 べ る 。 ]  

 

こ れ は 「 棺 に 北 斗 星 の 形 状 を 表 す 物 を 入 れ る 」 と い う こ と の み が
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継 承 さ れ た 形 態 で あ ろ う 。 硬 貨 に よ っ て 北 斗 星 の 形 状 を 表 す よ う に

変 化 し た バ リ エ ー シ ョ ン の ひ と つ と み ら れ る 。 硬 貨 を 用 い る 地 域 に

は 枚 数 の 指 示 が な い と こ ろ や 七 枚 以 外 の 枚 数 を 入 れ る と こ ろ も あ る 。

そ れ ら の 地 域 で は「 棺 に 北 斗 星 の 形 状 を 表 す 物 を 入 れ る 」で は な く 、

「 貨 幣 を 棺 に 入 れ る 」 こ と の み が 受 け 継 が れ た と 考 え ら れ る 。 ま た

金 、 銀 、 銅 等 の 貴 金 属 、 珠 玉 等 、 貴 重 な 品 を 遺 体 と 共 に 棺 に 納 め る

と い う と こ ろ や 、 五 穀 等 を 入 れ る と こ ろ も あ る 。  

地 域 に よ っ て は 入 棺 の 前 後 に 遺 体 の 顔 を 拭 く 「 淨 面 」 を 行 う 。  

棺 の 蓋 を す る 前 に 遺 体 と 告 別 す る 時 は 哭 し て は な ら ず 、 涙 が 棺 の

中 に 落 ち て は い け な い と さ れ る 。 遺 体 と の 告 別 後 、 棺 に 蓋 を し て 釘

を 打 つ 。 こ れ を 「 蓋 棺 」、「 封 棺 」、「 大 殮 」 と 称 す る ３ ３ 。  

入 棺 後 、 棺 は 「 堂 屋 」、「 中 堂 」 (家 の 中 央 の 部 屋 )に 安 置 さ れ る 。

そ こ に 「 靈 堂 」 (棺 を 安 置 す る 場 所 )を 設 け 、「 銘 旌 」 を 立 て 、 供 物 を

置 く 。 息 子 、 娘 等 が 棺 の 側 で 見 守 る こ と は 「 守 靈 」 と 称 さ れ る 。 喪

家 は 親 族 、友 人 、近 隣 の 人 々 か ら 弔 問 を 受 け る 。こ れ を「 弔 喪 」、「弔

唁 」 と 呼 ぶ 。  

墓 地 の 場 所 や 埋 葬 日 時 を 選 び 、墓 穴 を 掘 る ３ ４ 。場 所 や 日 時 は 占 い

に 依 っ て 決 め る と こ ろ も あ る 。  

 

6 . 3 .出 棺 前 日  

 埋 葬 前 日 或 い は 埋 葬 当 日 、 家 族 親 族 は 「 家 禮 」、「 家 奠 」、「 辞 靈 」

と 称 さ れ る 告 別 の 儀 式 を 行 う 。  

 遼 寧 、 河 北 、 山 東 、 山 西 、 江 蘇 、 河 南 各 省 と 安 徽 省 北 部 の 地 域 で

は 埋 葬 前 夜 或 い は 埋 葬 当 日 、 死 者 の 魂 が 冥 界 に 向 か う た め の 旅 費 を

贈 る 「 送 盤 纏 」、「 送 盤 川 」 と 称 さ れ る 儀 式 を 行 う 。 家 族 、 親 族 は 十

字 路 ま た は 村 は ず れ へ 行 き 、 そ こ で 紙 銭 や 紙 製 の 馬 、 牛 、 轎 等 を 燃

や す 。『 家 禮 』 に は 送 盤 纏 は 現 れ な い 。  

 

6 . 4 .出 棺 、 埋 葬  

棺 を 家 か ら 運 び 出 し 、 墓 地 へ 送 り 届 け る こ と は 「 出 棺 」、「 出 殯 」、
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「 發 喪 」、「 送 葬 」、「 上 山 」 等 と 称 さ れ る (以 下 、「 出 棺 」 と す る )。 出

棺 は 死 後 二 、三 日 目 に 行 わ れ る こ と が 一 般 的 で あ る 。中 に は 五 十 日 、

百 日 或 い は 一 年 、 二 年 、 三 年 後 等 に 行 わ れ る こ と も あ る 。 こ れ は 風

水 に よ り 選 ば れ た 埋 葬 に よ い 日 を 待 つ た め と す る と こ ろ も あ る 。 長

期 間 を 経 た 後 に 埋 葬 す る 場 合 は 、 入 棺 後 、 外 側 の 部 屋 に 出 棺 の 時 ま

で 安 置 す る 、 庭 に 仮 埋 葬 す る 等 様 々 な 方 法 が と ら れ る 。 一 旦 家 か ら

運 び 出 し た 後 、 墓 地 や 田 畑 の 外 れ 等 に 煉 瓦 や 茣 蓙 で 棺 を 覆 い 、 仮 安

置 す る こ と も あ る 。 仮 埋 葬 、 仮 安 置 す る こ と は 「 浮 厝 」、「 権 厝 」 等

と 称 さ れ る ３ ５ 。  

出 棺 の 際 に も 様 々 な 儀 礼 習 俗 が 行 わ れ る 。 出 棺 直 前 に 棺 の 蓋 に 釘

を 打 つ と こ ろ も あ る 。 地 域 に よ っ て は 家 か ら 出 た と こ ろ で 紙 銭 を 燃

や し て い た 大 鉢 を 孝 子 が 割 る 「 摔 老 盆 」 と い う 習 俗 を 行 う 。 墓 地 へ

の 途 上 で 供 物 を 供 え 、 祭 を す る 「 路 祭 」 を 行 う と こ ろ も あ る 。  

墓 地 へ 向 か う 葬 列 の 形 態 も ま た 様 々 で あ る 。 紙 製 の 家 、 轎 、 車 、

童 男 童 女 、 金 山 銀 山 等 の 冥 器 (「 紙 紮 」 と 称 さ れ る )、 幡 や 幟 、 楽 隊

が 先 導 し 、 そ の 後 ろ に 棺 が 続 く と こ ろ 、 孝 子 が 先 導 し 、 棺 と 葬 送 者

が そ の 後 ろ か ら 随 っ て 行 く と こ ろ 等 が あ る 。 地 域 に よ っ て は 、 女 性

親 族 は 墓 地 ま で 行 く こ と が で き な い 。 路 祭 の 場 所 ま た は 村 外 れ ま で

送 っ た 後 、 家 に 帰 る ３ ６ 。  

墓 地 へ の 棺 の 埋 葬 は 「 埋 葬 」、「 下 葬 」、「 下 地 」 等 と 呼 ば れ る 。 棺

を 穴 に 納 め た あ と 、 土 を か ぶ せ て 墓 を 作 る 。 葬 送 の 際 に 運 ん で き た

冥 器 は 墓 で 燃 や す 。  

埋 葬 後 三 日 目 に 墓 地 へ 行 き 墳 墓 の 形 を 整 え 、 祭 奠 を 行 う 。 こ れ は

「 復 三 」 或 い は 「 圓 墳 」 等 と 称 さ れ る 。  

 

6 . 5 .埋 葬 後  

死 亡 後 、 七 日 ご と に 供 物 を 捧 げ て 祭 を 行 う 。 こ れ は 「 七 七 」、「 做

七 」、「 燒 七 」 等 と 称 さ れ 、 全 部 で 七 回 、 即 ち 「 七 七 」 四 十 九 日 間 行

う と こ ろ が 多 い 。遼 寧 、河 北 、山 東 、河 南 、安 徽 、湖 北 各 省 で は「 五

七 」 (三 五 日 )ま で 、 江 蘇 省 南 部 、 浙 江 省 、 福 建 省 に は 「 六 七 」 (四 二
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日 )ま で 行 う と い う 地 域 も あ る 。ま た 、山 東 省 、河 南 省 北 部 に は「 十

七 」(七 十 日 )ま で 行 う と い う 地 域 が あ る 。こ の 後 、「百 日 」、「一 周 年 」、

「 二 周 年 」、「 三 周 年 」 に 祭 奠 が 行 わ れ る が 、 一 般 に 「 七 七 」 が 終 わ

る と 家 族 は 通 常 の 生 活 に 戻 る 。  

 

7 .小 結  

 漢 民 族 の 葬 礼 は 、 一 般 に 『 儀 禮 』、『 禮 記 』 に 記 さ れ た 儀 礼 を 源 流

と し 、 近 世 に お い て は 宋 代 の 朱 熹 『 家 禮 』 に よ り 一 定 の 規 範 と な る

形 態 が 作 り 上 げ ら れ た と さ れ る 。し か し 、『 家 禮 』に 記 さ れ た 葬 礼 が

広 範 に 広 が り 実 践 さ れ て い く の は 、明 代 に 入 り 邱 濬『 文 公 家 禮 儀 節 』

が 刊 行 さ れ た 後 、即 ち 明 代 か ら 清 代 に か け て の 時 期 で あ っ た 。『家 禮 』

刊 行 後 も 士 大 夫 が 皆 、 そ れ に よ っ て 儀 礼 を 実 践 し て い た わ け で は な

く 、 邱 濬 が 礼 の 実 践 を 目 的 と し 、 実 用 的 な 儀 礼 の マ ニ ュ ア ル と し て

『 文 公 家 禮 儀 節 』 を 刊 行 し た 後 、 広 汎 に 広 ま っ た た め で あ る 。  

『 家 禮 』 の 影 響 が 広 範 に 及 ん で い た こ と は 旧 志 の 記 述 か ら も 明 ら

か で あ る 。 士 大 夫 は 勿 論 の こ と 、 庶 民 の 葬 礼 儀 礼 に お い て も 一 定 の

規 範 と さ れ 、『家 禮 』に 従 っ た 葬 礼 の 儀 式 、習 俗 を 行 う こ と は 広 く 受

け 入 れ ら れ て い た 。 家 族 の 死 を 看 取 り 、 沐 浴 し て 遺 体 を 清 め 、 処 置

を し て 死 装 束 を 着 せ 、 棺 を 準 備 し て 遺 体 を 納 め る 。 供 物 を 供 え 、 一

定 期 間 を 経 た 後 、 家 か ら 墓 地 へ 運 ん で 埋 葬 す る 。 死 者 の 家 族 、 親 族

は 「 五 服 」 と 呼 ば れ る 親 疎 に よ っ て 規 定 さ れ た 喪 服 を 身 に つ け る 。

一 つ ひ と つ の 儀 式 形 態 に は 変 化 し て い る 部 分 も あ る が 、 共 通 す る 儀

礼 が 広 範 に 見 ら れ る こ と に つ い て は 、『 家 禮 』 及 び 『 文 公 家 禮 儀 節 』

の 普 及 に よ る と こ ろ が 大 き い と い え よ う 。  

し か し 旧 志 で は 『 家 禮 』 の 儀 式 形 態 が そ の ま ま 行 わ れ て い る わ け

で は な い と す る と こ ろ も あ る 。「小 殮 に 絞 を 用 い な い 」、「魂 帛 を 用 い

な い 」 等 、 一 部 が 省 略 さ れ た と す る と こ ろ や 、「『 家 禮 』 の 儀 式 の 中

で 二 、 三 の 儀 式 し か 行 わ な い 」 と す る と こ ろ も あ る 。 ま た 、『 家 禮 』

で は 批 判 的 に 記 さ れ て い る 仏 教 が 用 い ら れ て い る 地 域 も 散 見 さ れ る 。

『 家 禮 』 に 従 っ て 儀 礼 を 行 う こ と は 規 範 と さ れ な が ら も 一 律 に 遵 守
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さ れ て い た と い う わ け で は な か っ た 。 規 範 か ら 逸 脱 し た 葬 礼 が 公 の

記 録 で あ る 地 方 志 に 記 さ れ る ほ ど 大 き な 広 が り を み せ て い た 。  

当 代 地 方 志 に 記 載 さ れ た 伝 統 葬 礼 に は 、「 招 魂 」や「 沐 浴 」、喪 服 、

入 棺 、銘 旌 等 、『 家 禮 』の 儀 礼 を 継 承 し た と 見 ら れ る 儀 礼 が あ る 。遺

体 の 口 に 物 を 入 れ る 「 含 口 」 と 棺 に 入 れ る 七 星 板 も 『 家 禮 』 に 現 れ

る 習 俗 で あ る 。 地 域 に よ っ て は 『 家 禮 』 の 儀 式 形 態 が 継 承 さ れ 、 保

存 さ れ て お り 、伝 統 葬 礼 の 中 に 同 様 の 形 態 を 見 い だ す こ と が で き る 。

ま た 伝 承 の 過 程 で 変 化 を し な が ら 保 存 さ れ 、『 家 禮 』の 形 態 か ら の バ

リ エ ー シ ョ ン が 生 み だ さ れ て い る と こ ろ も あ る 。  

一 方 、 伝 統 葬 礼 に は 『 家 禮 』 に 現 れ な い 儀 礼 習 俗 も み ら れ る 。 遺

体 を 清 め る 水 を 川 や 井 戸 に 汲 み に 行 く「 買 水 」、死 を 土 地 神 等 へ 知 ら

せ に 行 く 「 報 廟 」、 死 者 の 顔 を 拭 き 清 め る 「 淨 面 」 等 が そ れ で あ る 。

次 章 で は 、『 家 禮 』 に は 現 れ な い 葬 礼 習 俗 と 、『 家 禮 』 の 形 態 か ら 変

容 し た 儀 礼 、 習 俗 に つ い て そ の 変 化 の 様 相 と 形 成 過 程 を 探 り 、 考 察

す る 。  
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(表 2 )『 儀 禮 』 、 『 家 禮 』 、 当 代 地 方 志 「 伝 統 葬 礼 」 対 照 表  

『儀禮』 朱熹『家禮』 伝統葬礼(当代地方志)

名称、行われる日時については地

域により異なる。

(死亡前：沐浴・穿壽衣)

死 初終 送終

復 復 招魂・指路・出死星

楔歯、綴足、奠

喪主、主婦、護喪、司書、司貨を

立てる。

棺を治める。

戴孝

主君に訃報を告げる。 訃報を告げる。 報喪

銘をつくる。

沐浴準備(坎を掘る、土のかまど、

盆や盤、瓶、重鬲等)。
沐浴準備(牀を設え、坎を掘る)。 買水

襲の衣物（明衣裳、笄、布巾、

掩、幎目、握手等）を並べる。
襲の衣物を並べる。

飯含沐浴の道具(貝、米、沐巾、浴

巾、櫛等)を並べる。
沐浴飯含の道具を並べる。

沐浴 沐浴 沐浴

襲 穿壽衣

飯含 飯含 含口

襲

重を中庭に置く。 霊座を置き、魂帛を立てる。

銘旌を立てる。 銘旌を立てる。

報廟（出棺前まで続く）

衣を並べ、絞を準備する。 小斂の衣衾を並べる。

饌を並べる。その東の盥を置く。 奠を設ける。

牀のすのこや衾を並べ、西側の盥

を東側と同様に並べる。

小斂の牀、布絞、衾、衣を設け

る。

寝門の外に鼎を並べ、供物を並べ

る。
襲の奠を遷す。

小斂 小斂

帷を徹する。 屍牀を堂中に遷す。

奠を設ける。 奠を設ける。

代哭（代わる代わる哭する)。 主人以下は哭、代哭する。

大斂の衣(三十稱)を並べる。 大斂の衣衾を並べる。

肂(あな）を掘る。

棺を堂に入れる。

饌を供える。 奠具を設える。

棺を堂(中央より西寄り)に入れ

る。

　 淨面

大斂 大斂 入殮

殯

(銘旌を立てる。)

大斂の奠を設ける。 奠を設ける。

主人は賓、兄弟を送る。

哭を止める。
主人以下は帰る。代哭を止める。 守靈(出棺まで続く）

成服 成服

朝夕哭、奠 朝奠、食時上食、夕奠

朔日の奠 朔日は饌を設ける。

弔、奠、賻 開吊、弔問

聞喪、奔喪

葬の場所を筮う。
治葬。日を撰び、塋域を開き、後

土(天地の神)を祠る。

埋葬準備(墓地を選び、墓穴を掘

る)。

第一日目

第二日目

第三日目

第四日目

埋葬まで
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壙を穿ち灰隔を作る。

石に誌を刻む。

槨、明器の材を視る。 明器等を造る。主を作る。 冥器(紙紮)を準備する。

葬日を卜う。

殯を啓く時期を訊ねる。賓に告げ

る。

遷柩を告げ、柩を奉じて祖廟に向

かう。

祖廟に饌を並べる。

殯を啓く。

柩を祖廟に遷す。 廳事に遷し、代哭する。

柩を飾る。

明器を並べる。 器を並べる。

 夕暮時に祖奠を設ける。

送盤纏

賓が賵、奠、賻、贈を行う。 親賓が奠、賻する。 家奠、辭靈

代哭する。

柩を轝に遷す (蓋棺)

門外に奠を並べる。 奠を設ける。

重を道の左に寄せる。
祝が魂帛を奉じて車に升り、香を

焚く。

車、馬、明器が順に壙(墓)に向か

う。柩が行く。
發引 出棺、出殯

摔老盆

路祭

柩が行き、主人以下男女が哭し、

歩いて従う。
送葬

柩を壙に窆す。柩の側に明器を入

れる。
窆(埋葬)、下棺 埋葬

祠後土、題主、成墳 成墳、點主

祝が神主を奉じて車に升る。

反哭 反哭

神主を霊座に置き、主人以下は廳

事で哭する。

虞祭 虞祭 復三

七七

卒哭 卒哭

祔 祔

百日祭

小祥 小祥

大祥 大祥 周年祭

禫 禫 二周年祭

三周年祭

埋葬日

埋葬後

埋葬前日

 

 

                                                  
１  漢 の 鄭 玄 は 『 儀 禮 』 本 文 に 詳 細 な 注 を 施 し 、 士 大 夫 の 葬 礼 に つ い

て 複 雑 な 儀 式 手 順 を 示 し た 。  

２  祖 廟 に 遷 す 時 も 「 重 」 が 先 導 す る 。 そ の 後 、 再 び 庭 に 北 面 し て 置

か れ る 。埋 葬 当 日 、道 の 左 (門 の 東 側 )の 壁 に も た せ か け て お き 、虞

祭 が 終 わ る ま で そ こ に 置 か れ る 。虞 祭 が 終 わ る と 祖 廟 門 外 の 東 に 埋

め る 。  

３  『 家 禮 』 版 本 に つ い て は 吾 妻 重 二 ( 2 0 0 3 : 1 4 - 2 2 )に よ る 。 上 山 春 平

( 1 9 8 2 : 2 0 1 )は 、1 2 4 1 年 に 楊 復 に よ る 注 が 加 え ら れ た 十 巻 本 が 刊 行 さ
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れ 、 1 2 4 5 年 に 周 復 に よ る 注 の 五 巻 本 が 出 た と す る 。 吾 妻 重 二

( 2 0 0 3 : 1 9 - 2 1 )は 、楊 復 本 の 刊 行 年 は 明 ら か で な い が 、 1 2 4 2 年 に 方 大

琮 に よ り 楊 復 附 注 本 が 再 刊 さ れ て お り 、 方 大 琮 の 「 家 禮 附 注 後 序 」

の 記 述 か ら 楊 復 本 が 1 2 3 1 年 頃 に 刊 行 さ れ た と す る 。  

４  葬 礼 に お け る 役 割 に つ い て 、周 復 は 以 下 の よ う に 注 を 付 し て い る 。 

「 喪 主 」 は 、「 凡 主 人 謂 長 子 ,無 ,則 長 孫 承 重 。」 [死 者 の 長 男 。 い な い  

場 合 は 長 孫 。 ]と し 、「 主 婦 」は「 謂 亡 者 之 妻 ,無 則 主 喪 者 之 妻 。」 [死

者 の 妻 。 い な い 場 合 は 喪 主 の 妻 。 ]と す る 。「 護 喪 」 は 、「 以 子 弟 知

禮 能 幹 者 ,為 之 凡 喪 事 皆 稟 之 。」 [子 弟 で 礼 を よ く 知 っ て お り 能 力 が

あ る 者 が 当 た り 、 喪 事 は み な こ の 人 に 訊 ね て 進 め て 行 く 。 ]と し 、

「 司 貨 」は 、「以 子 弟 或 吏 僕 為 之 。」[子 弟 か 小 者 が 当 た る 。]と す る 。  

５  石 に 墓 誌 を 刻 む 。 石 は 二 つ 使 用 す る 。 表 側 に は 「 某 官 某 公 之 墓 」 

と 刻 む 。 官 職 に 就 い て い な い 人 は 字
あざな

を 刻 む 。 底 に は 、 生 年 月 日 、

死 亡 日 等 を 刻 む 。女 性 の 場 合 は 夫 の 官 名 等 が 刻 ま れ る 。明 器 は 木 製

で 車 、馬 、下 男 、下 女 及 び 道 具 等 を 作 る 。明 器 は 官 位 に よ り 種 類 と

数 が 異 な る 。五 品 、六 品 は 三 十 種 、七 品 、八 品 は 二 十 種 、官 職 に つ

い て い な い 者 は 十 五 種 と さ れ る 。  

６  イ ー ブ リ ー ( 1 9 9 1 a : 2 3 1 - 2 3 5 )に は 『 家 禮 』 の 注 釈 書 一 覧 が 付 さ れ て  

い る 。  

７  序 文 か ら 佐 々 木 愛 ( 2 0 0 9 : 4 8 )は 丘 濬 が 実 践 志 向 性 を 示 し て お り 、  

「『 家 礼 』に 対 す る 批 判 的 精 神 と 、『家 礼 』と は 異 な る 儀 礼 を つ く ろ  

う と し た 気 概 が 看 取 で き る 」 と す る 。  

８  『 文 公 家 禮 儀 節 』の「 餘 註 」、「考 證 」に つ い て は 張 東 宇 ( 2 0 1 2 : 1 4 1  )

に も 言 及 が み ら れ る 。  
９  楊 志 剛 ( 2 0 1 2 : 1 1 0 - 1 1 8 )は 、『 民 俗 資 料 彙 編 』 の 巻 に 従 い 、 地 区 ご と  

に『 家 禮 』に 言 及 し て い る 地 方 志 の 例 を 挙 げ 、各 地 に お け る『 家 禮 』  

の 伝 播 、 普 及 の 状 況 を 概 観 し て い る 。  

１ ０  安 徽 省 『 六 安 州 志 (二 )』  『 中 國 方 志 叢 書 』 華 中 地 方 ・ 第 六 一 六  

號 ， 清 乾 隆 十 六 年 刊 本 影 印 ,成 文 出 版 社 , 1 9 8 5 , 4 7 6。  

１ １ 故 宮 博 物 院 編 『 故 宮 珍 本 叢 刊 』 第 2 1 3 冊  四 川 府 州 縣 志 第 9 冊 ,

海 南 出 版 社 , 2 0 0 1 , 1 9 9。  

１ ２  浙 江 省 『 義 烏 縣 誌 (一 )』 『 中 國 方 志 叢 書 』 華 中 地 方 ・ 第 八 二 號 ,  

清 嘉 慶 七 年 刊 本 影 印 ,成 文 出 版 , 1 9 7 0 , 1 9 6。『 義 烏 縣 誌 』に は こ の 後 に  
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「 明 初 ， 令 天 下 喪 禮 服 制 竝 依 家 禮 。 」 [明 初 、 喪 禮 喪 服 の 制 が い ず  

れ も 家 禮 に 依 る よ う に 天 下 に 命 じ ら れ た 。 ]と 注 が 付 さ れ て い る 。  

地 方 志 を 編 纂 し た 士 大 夫 に と っ て は『 家 禮 』に 従 う と い う こ と は 重  

要 な 情 報 で あ っ た こ と が 窺 え る 。  

１ ３  楊 志 剛 ( 2 0 0 1 : 2 0 5 - 2 0 6 )は 、『 家 禮 』 が 士 大 夫 の み な ら ず 、 官 位 に  

就 い て い な い 庶 民 を も 対 象 と し た も の で あ っ た と す る 。  

１ ４  河 南 省『 獲 嘉 縣 志 』『 中 國 方 志 叢 書 』華 北 地 方 ・ 第 四 九 〇 號 ・ 據  

清 乾 隆 二 十 一 年 刊 本 影 印 ， 成 文 出 版 社 , 1 9 7 6 , 4 1 5。  

１ ５  『 天 一 閣 蔵 明 代 方 志 選 刊 (十 九 )』上 海 古 籍 書 店 影 印 , 1 9 8 1 重 印 。  

１ ６  浙 江 省『 臨 海 縣 志 』『 中 國 方 志 叢 書 』華 中 地 方 ・ 第 五 〇 九 號 ・ 據  

清 康 熙 二 十 二 年 刊 本 影 印 ， 成 文 出 版 社 , 1 9 8 3 , 1 4 7。  

１ ７  江 蘇 省『 江 都 縣 志 (二 )』『中 國 方 志 叢 書 』華 中 地 方・第 三 九 三 號 ・ 

據 清 乾 隆 八 年 刊 ,光 緒 七 年 重 刊 本 影 印 ， 成 文 出 版 社 , 1 9 8 3 , 4 8 4。  

１ ８  考 亭 は 福 建 省 の 地 名 で あ る が 、 朱 熹 の 居 所 で あ っ た こ と か ら 、

朱 熹 の 号 或 い は 朱 熹 が 題 し た 亭 の 名 称 と さ れ る 。こ こ で は 朱 熹 を 指

す 。  

１ ９  故 宮 博 物 院 編『 故 宮 珍 本 叢 刊 』第 2 1 4 冊  四 川 府 州 縣 志 第 1 0 冊 ,  

海 南 出 版 社 , 2 0 0 1 , 9 2。  

２ ０  中 國 科 學 院 圖 書 館 選 編『 稀 見 中 國 地 方 志 彙 刊 』 (第 十 二 冊 )  ,中 國  

書 店 ,  1 9 9 2 , 3 0 1。  

２ １ 司 馬 公 曰 :世 俗 信 浮 屠 誑 誘 ， 於 始 死 及 七 七 日 、 百 日 、 期 年 、 再 期  

年 、 除 喪 飯 僧 ， 設 道 場 ， 或 作 水 陸 大 會 ， 寫 經 造 像 ， 修 建 塔 廟 ， 云 為  

此 者 滅 彌 天 罪 惡 ， 必 生 天 堂 ， 受 種 種 快 樂 ， 不 為 者 必 入 地 獄 (中 略 )，  

况 於 死 者 ， 形 神 相 離 ， 形 則 入 於 黃 壌 ， 朽 腐 消 滅 ， 與 木 石 等 ， 神 則 飄  

若 風 火 ， 不 知 何 之 ， 借 使 到 燒 舂 磨 ， 豈 復 知 之 。 (中 略 )  此 則 中 智 所  

共 知 ， 而 舉 世 滔 滔 信 奉 之 ， 何 其 易 惑 而 難 曉 也  。 [司 馬 公 曰 く 。世 俗  

の 者 が 仏 教 を 信 じ て 惑 わ さ れ 、死 の 始 ま り か ら 七 十 七 日 目 、百 日 目 、 

一 年 目 、二 年 目 、除 喪 に 僧 に 食 事 を 振 る 舞 い 、道 場 を 設 え 、水 陸 大  

会 を 行 い 、経 を 書 き 、像 を 造 り 、塔 や 廟 を 建 て る 。そ れ を 行 う 者 は  

罪 が 消 滅 し て 、天 国 に 行 き 様 々 な 快 楽 を 受 け る 。行 わ な い 者 は 地 獄  

へ 行 く と 言 う 。 (中 略 )ま し て 死 者 は 、そ の 身 体 は な く な り 、土 に 入  

り 、朽 ち て 消 滅 し 、木 石 と 同 じ よ う に な る 。精 神 は 風 や 火 の よ う に  

漂 う 。そ れ が ど こ に 行 く の か を ど う し て 知 る こ と が あ ろ う か 。焼 い  
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た り 舂
つ

い た り し て も ど う し て そ れ を 知 る と い う の か 。 (中 略 )  こ れ  

は 知 恵 の あ る 人 は 皆 知 っ て い る こ と で あ る 。し か し 世 間 は 広 く 仏 教  

を 信 奉 し て い る 。な ぜ 惑 う こ と は 易 く 、理 解 す る こ と は 難 し い の だ

ろ う か 。 ]  

２ ２  故 宮 博 物 院 編『 故 宮 珍 本 叢 刊 』第 2 1 5 冊  四 川 府 州 縣 志 第 1 1 冊 ，  

海 南 出 版 社 , 2 0 0 1 , 3 6 1。  

２ ３  馮 爾 康 ・ 常 建 華 ( 2 0 0 2 : 2 3 9 )は 、 清 代 に は 入 棺 儀 式 を 行 う 時 に 、  

僧 、 道 士 を 招 い て 仏 事 を 行 っ た と す る 。 鐘 敬 文 ( 2 0 0 8 : 2 7 7 - 2 7 8 )も 明  

代 、清 代 に お い て 民 間 で は 仏 教 の 教 え に よ っ て 葬 礼 が 行 わ れ て お り 、 

士 大 夫 に も そ の 影 響 が 及 ん で い た こ と が 窺 え る と す る 。  

２ ４  例 え ば 、 山 東 省 『 新 泰 市 志 』 ( 1 9 9 3 : 8 0 6 )で は 、 死 亡 当 日 、「 長 子  

或 長 孫 手 執 一 秫 秸 上 插 兩 柱 香 ， 由 兩 人 加 著 ， 站 在 凳 子 上 哭 喊 : “向 西  

南 大 路 呀 ! ”連 呼 三 聲 ， 此 為 “指 路 ”。 」 [長 男 或 い は 長 孫 が 手 に 藁 に  

香 を 挿 し た 物 を 持 ち 、二 人 に つ か ま り 椅 子 の 上 に 立 っ て「 西 南 の 大  

路 に 向 か っ て く だ さ い ！ 」と 続 け て 三 回 叫 ぶ 。こ れ を「 指 路 」と す  

る 。 ]と さ れ る 。  

２ ５  例 え ば 、 四 川 省 『 大 邑 縣 志 』 ( 1 9 9 2 : 7 2 4 )に は 「 用 一 根 竹 竿 在 死  

者 房 屋 上 戳 一 個 孔 ， 叫 “戳 死 星 ”」 [竹 竿 を 使 っ て 死 者 の 部 屋 の 屋 根  

に 一 つ 穴 を あ け る 。 こ れ を 「 戳 死 星 」 と い う 。 ]、 『 江 油 縣 志 』  

( 2 0 0 0 : 1 2 0 4 )に は 、「接 著 則 須 將 屋 頂 上 的 瓦 揭 去 一 匹 ，草 房 則 戳 個 洞 ， 

名 為 “出 煞 ”， 意 思 是 説 死 者 靈 魂 可 由 此 升 天 。 」 [続 い て 必 ず 屋 根 の  

瓦 を 一 つ は ず す 。 藁 葺 き な ら ば 穴 を あ け る 。「 出 煞 」 と 呼 ぶ 。 死 者  

の 霊 魂 が こ こ か ら 天 に 上 る こ と が で き る と い う 意 味 で あ る と 言 わ  

れ て い る 。 ]と あ る 。  

２ ６  い ず れ も 先 に 「 飯 含 」 の 準 備 の 際 に 用 意 さ れ て い た も の 。  

２ ７  江 西 省『 修 水 縣 志 』( 1 9 9 1 : 6 2 0 - 6 2 1 )に は「 向 死 者 嘴 内 放 少 許 茶 葉 、  

米、免 到 陰 府 喝 迷 魂 湯。」[死 者 の 口 の 中 に 茶 葉 と 米 を 少 し 入 れ る 。  

あ の 世 で 迷 魂 湯 を 飲 ま ず に す む 。 ]と あ る 。 「 迷 魂 湯 」 に つ い て は  

葉 大 兵 ･烏 丙 安 ( 1 9 9 0 : 2 7 0 )に 「 孟 婆 湯 」 と い う 名 称 で 記 述 が み ら れ  

る 。「 孟 婆 湯 」 は 、 冥 界 で 「 孟 婆 」 (冥 神 )に 飲 ま さ れ る 酒 の よ う で  

酒 で な い 、前 世 を 忘 れ る も の で 、死 者 の 口 に 物 を 含 ま せ る こ と に よ  

り 、 そ れ を 飲 ま ず す む と 考 え ら れ て い る と い う 。  

２ ８  「 打 狗 餅 子 」 は 、 死 者 が 通 ら な く て は な ら な い 悪 い 犬 の い る 村  
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を 通 過 す る 時 に 難 を 逃 れ る た め に 投 げ る も の と さ れ る 。河 北 省『 懷  

安 縣 志 』 ( 1 9 9 4 : 6 5 6 )に は 「 氣 絕 後 給 死 者 口 中 放 銅 錢 ， 袖 口 内 放 打 狗  

餅 子 。 」 [死 亡 後 、 死 者 の 口 に 銅 銭 を 入 れ 、 袖 口 に は 打 狗 餅 子 を 入  

れ る 。]、江 蘇 省『 東 海 縣 志 』( 1 9 9 4 : 7 8 9 )に は「 死 者 袖 内 放 “打 狗 餅 ” (用  

亂 頭 髮 、 麻 絲 和 面 烙 成 的 小 圓 餅 )和 硬 幣 。 」 [死 者 の 袖 の 中 に 「 打 狗  

餅 」 (頭 髪 を ま き つ け 、麻 糸 と 小 麦 粉 を こ ね て 焼 い た 小 さ な 丸 い 餅 )  

と 硬 貨 を 入 れ る 。 ]、安 徽 省『 天 長 縣 志 』 ( 1 9 9 2 : 5 3 3 )に は「 死 者 手 持  

柳 枝 穿 的 7 個 燒 餅 ， 名 為 “打 狗 餅 子 ”。 」 [死 者 の 手 に は 柳 の 枝 に 刺  

し 七 個 の 焼 餅 を 持 た せ る 。 名 を 「 打 狗 餅 子 」 と い う 。 ]と あ る 。  

２ ９ 死 後 、身 体 を 清 め 、壽 衣 を 着 せ る こ と を「 小 殮 」と し 、棺 に 遺 体  

を 入 れ る こ と を 「 大 殮 」 と す る と こ ろ は 、 河 北 省 欒 城 縣 、 南 皮 縣 、 

河 南 省 祈 陽 縣 、 湖 北 省 崇 陽 縣 等 。  

３ ０  江 蘇 省 『 啟 東 縣 志 』 ( 1 9 9 3 : 1 0 2 1 )で は 「 父 母 好 似 一 把 大 傘 ， 在 世  

時 ， 子 女 可 以 依 賴 、 庇 蔭 在 父 母 的 大 傘 下 ， 父 母 死 了 ， 這 把 大 傘 不 能  

支 撐 了，故 報 喪 者 不 論 晴 天，還 是 雨 天，均 得 拿 一 把 傘，且 把 傘 收 攏 ，  

即 使 下 雨 也 不 能 撐 開 。」[父 母 は 大 き な 傘 の よ う な も の で あ る 。生 き  

て い る 時 に は 子 ど も は そ れ に 頼 り 、父 母 の 大 き な 傘 の 下 で 庇 護 さ れ  

て い る 。父 母 が 亡 く な る と そ の 大 き な 傘 は 支 え る こ と が で き な く な  

る 。そ の た め 報 せ に 行 く 者 は 晴 天 、雨 天 に 関 わ ら ず 必 ず 傘 を 手 に 持  

っ て 行 く が 、そ れ は 仕 舞 っ て お き 、雨 が 降 っ て も さ す こ と は で き な  

い 。 ]と す る 。浙 江 省『 雲 和 縣 志 』 ( 1 9 9 6 : 5 7 2 )に は「 報 喪 人 不 論 晴 雨  

均 帶 傘 ， 至 親 戚 家 將 傘 倒 放 堂 前 ， 主 人 即 明 白 來 意 。 」 [報 喪 の 人 は  

晴 雨 に か か わ ら ず 傘 を 持 っ て 行 く 。親 戚 の 家 に 着 く と 傘 を 逆 さ に し  

て 堂 の 前 に 置 く 。 主 人 は 来 意 を 知 る 。 ]と あ る 。  

３ １  江 蘇 省 『 淮 安 市 志 』 ( 1 9 9 8 : 8 1 7 )「 喪 服 以 親 疏 分 為 五 個 等 級 ， 俗  

稱 “五 服 ”， 即 斬 喪 、 齊 喪 、 大 功 、 小 功 、 緦 麻 5 種 。 」 [喪 服 は 親 疎  

に よ り 五 つ の 等 級 に 分 か れ て い る 。俗 称「 五 服 」。即 ち 斬 喪 、齊 喪 、  

大 功 、 小 功 、 緦 麻 の 五 種 類 で あ る 。 ]  

３ ２  中 川 忠 英 ( 1 9 6 6 : 1 1 7 )の 「 喪 礼 」 (図 版 )に 七 星 板 の 図 が 掲 載 さ れ  

て い る 。「 巻 之 十 一  喪 礼 」 に は 、「 七 七 の 法 会 」 の 項 に 付 さ れ た 孫  

伯 醇 、村 松 一 弥 の 注 に 記 述 が あ る 。注 で は 、七 星 板 を「 銭 大 の 七 つ  

の 穴 を う が ち 小 溝 を 作 っ て 連 貫 さ せ て 北 斗 七 星 を 象 ど っ た 」板 と し 、 

そ れ を 棺 に 入 れ る 意 味 を「 七 七 」習 俗 に 関 連 し た も の と し て い る (中  
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川 忠 英 1 9 6 6 : 1 6 0 )。  

３ ３  注 2 9 に も 挙 げ た よ う に「 小 殮 」、「 大 殮 」と い う 名 称 は 地 域 に よ  

り 異 な る 儀 式 を 表 す 。 河 南 省 新 化 縣 で は 遺 体 を 棺 に 納 め る こ と を  

「 大 殮 」と 呼 ぶ 。江 蘇 省 漣 水 縣 、無 錫 縣 、江 西 省 崇 義 縣 、広 東 省 平  

遠 縣 等 で は 遺 体 を 棺 に 収 め る こ と を「 小 殮 」と し 、棺 に 蓋 を し て 釘  

を 打 っ て 封 棺 す る こ と を 「 大 殮 」 と 称 す る 。  

３ ４  先 に 紙 銭 を 燃 や し て 祖 先 の 墓 を 祭 る と こ ろ や 、墓 穴 を 掘 っ た 後 、 

穴 の 中 で 火 を 燃 や す と こ ろ も あ る 。こ れ を「 暖 壙 」、「暖 井 」と 呼 ぶ 。  

例 え ば 河 南 省 『 新 蔡 縣 志 』 ( 1 9 9 4 : 8 0 9 )で は 「 靈 柩 下 壙 前 ， 陰 陽 先 兒  

燃 紙 烤 燎 墓 穴 ， 謂 之 “暖 壙 ”。 」 [柩 を 穴 に 下 す 前 に 陰 陽 師 が 墓 穴 で  

紙 を 燃 や す 。こ れ を「 暖 壙 」と い う 。]、湖 北 省『 紅 安 縣 志 』( 1 9 9 2 : 6 6 0 )  

で は 「 下 葬 前 ， 燒 草 木 灰 暖 墓 穴 。 」 [埋 葬 前 、 草 木 灰 を 燃 や し 墓 穴  

を 暖 め る 。 ]、『 黃 陂 縣 志 』 ( 1 9 9 2 : 4 9 5 )で は「 棺 停 穴 旁 ， 先 將 稻 草 燒  

墓 穴 ， 謂 之 “暖 井 ”」 [棺 を 穴 の 側 に 置 き 、 ま ず 墓 穴 で 藁 を 燃 や す 、  

こ れ を 「 暖 井 」 と い う 。 ]と す る 。  

３ ５  例 え ば 、安 徽 省『 懷 遠 縣 志 』( 1 9 9 0 : 5 6 0 )に は「 舊 時 ，富 家 重 視 “風  

水 寶 地 ”，一 時 未 獲 ，將 棺 浮 厝 ，待 後 擇 地 安 葬 」[旧 時 、富 家 で は「 風  

水 宝 地 」で あ る こ と を 重 視 し 、す ぐ に そ の 場 所 が 得 ら れ な い 時 に は  

棺 を 仮 安 置 し 、 よ い 土 地 を 探 し て か ら 埋 葬 し た ]、 『 霍 山 縣 志 』  

( 1 9 9 3 : 7 9 0 )で は 、 「 死 後 周 年 (或 三 、 五 年 後 )擇 地 安 葬 入 土 。 」 [死 後  

一 周 年 (或 い は 三 、 五 年 後 )に 土 地 を 選 ん で 埋 葬 す る ]と さ れ る 。  

３ ６  例 え ば 、 山 東 省 『 諸 城 市 志 』 ( 1 9 9 2： 6 8 1 )で は 出 棺 後 、 十 字 路 で  

「 路 祭 」 を 行 っ た 後 、 「 至 此 ， 送 葬 女 性 回 家 ， 男 性 擁 棺 至 墓 穴 。 」

[こ こ で 葬 送 の 女 性 は 家 に 帰 り 、 男 性 は 棺 を 守 っ て 墓 へ 行 く 。 ]、

安 徽 省 『 涇 縣 志 』 ( 1 9 9 6 : 8 4 7 )で は 、「 親 友 送 喪 尾 隨 柩 後 ， 女 人 不 得

送 喪 。 」 [親 族 は 柩 の 後 に つ い て 野 辺 送 り す る 。 女 性 は 野 辺 送 り す

る こ と が で き な い 。 ]と す る 。  
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第 三 章  死 者 の 清 め と 更 衣 に 関 わ る 習 俗 の 変 容  

 

第 二 章 で は 『 家 禮 』 に 定 め ら れ た 葬 礼 の 規 範 が 清 末 、 民 国 期 に お

け る 伝 統 葬 礼 の 中 に 継 承 さ れ な が ら 、 同 時 に 『 家 禮 』 の 規 範 か ら 変

容 ま た は 逸 脱 し た 習 俗 が 広 が り を み せ た こ と を 明 ら か に し た 。本 章

及 び 第 四 章 で は 当 代 地 方 志 に 現 れ る 葬 礼 習 俗 を 取 り 上 げ 、そ の 地 域

的 な 広 が り を 明 ら か に し な が ら 、近 世 に お け る 変 容 の 実 態 と 変 化 の

過 程 を 考 察 す る 。  

本 章 で は 死 亡 前 後 及 び 入 棺 の 際 に 遺 体 に 対 し て 行 わ れ る 清 め と

更 衣 に 関 わ る 習 俗 を 取 り 上 げ る 。 具 体 的 に は 、 死 装 束 を 着 せ る 「 穿

壽 衣 」、 死 者 を 清 め る 水 を 汲 み に 行 く 「 買 水 」、 遺 体 の 清 め に 関 わ る

「 沐 浴 」 と 「 淨 面 」 を 対 象 と す る 。 第 四 章 で は 死 亡 直 後 に 死 者 の 魂

を 呼 び 戻 そ う と す る 「 招 魂 」 と 土 地 廟 等 に 死 者 の 到 着 を 知 ら せ に 行

く 「 報 廟 」 習 俗 を 対 象 と し て 論 じ る 。  

第 一 章 で 述 べ た よ う に 、 研 究 手 法 は W・ A・ グ ロ ー タ ー ス 神 父 の

提 唱 に な る 「 民 俗 地 理 学 」 ( f o l k l o r e  g e o g r a p h y )に 倣 う 。 し か し 、 中

華 人 民 共 和 国 に お い て は 、漢 民 族 を 対 象 と し た 葬 礼 の 体 系 的 な 調 査

は 行 わ れ て こ な か っ た 。そ の た め 本 論 文 で は 次 善 の 策 と し て 当 代 地

方 志 を 基 礎 資 料 と し 、 そ の 中 の 「 建 国 以 前 に 行 わ れ て い た 伝 統 的 葬

礼 」 と さ れ る 情 報 を 地 図 化 す る 。 従 っ て 地 図 上 に 現 わ れ る の は 、 清

末 、 民 国 期 か ら 1 9 5 0 年 代 に 至 る 時 期 の 状 況 と い う こ と に な る 。 そ

の 他 、 民 国 期 以 前 に 刊 行 さ れ た 旧 志 、 筆 記 小 説 、 白 話 戯 曲 等 の 文 献

を 参 照 資 料 と し た 。  

地 図 1 に 筆 者 が 目 堵 し 得 た 当 代 地 方 志 の 地 点 を 示 す 。本 論 文 に 関

わ る 習 俗 に つ い て 有 効 な 情 報 が 得 ら れ た 地 点 を  、本 論 文 に 関 わ る

習 俗 に つ い て 記 載 が な い 地 点 を  で 表 示 し た １ 。 な お 、 漢 民 族 の 葬

礼 に つ い て 記 載 が な い 地 方 志 は 含 ま な い 。参 照 し た 当 代 地 方 志 の 一

覧 は 巻 末 に 付 す 。  
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地 図 1  当 代 地 方 志 に よ る 調 査 地 点  

 

調 査 地 点  

 本 論 文 に 関 わ る 習 俗 に つ い て 記 載 あ り 。  

 本 論 文 に 関 わ る 習 俗 に つ い て 記 載 な し 。  
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当 代 地 方 志 で は「 殯 葬 改 革 」の 影 響 に よ り 伝 統 的 な 葬 礼 に つ い て 、

「 旧 時 」、「 清 代 」、「 民 国 期 」、「 建 国 前 」 等 と さ れ る こ と は 前 述 の 通

り で あ る が 、 そ れ で も な お 、 記 述 に 何 ら か の 規 制 が 働 い て い る 可 能

性 も あ る 。「 記 載 が な い 」 場 合 、 そ の 要 因 と し て 以 下 の 三 つ の 可 能

性 が 考 え ら れ る 。 ① 対 象 と し た 儀 礼 習 俗 が な い 、 ② 当 該 習 俗 は 行 わ

れ て い る が 、 重 要 な 儀 礼 習 俗 と は 捉 え ら れ て お ら ず 、 編 纂 過 程 で 省

略 さ れ た 、 ③ 当 該 習 俗 は 行 わ れ て い る が 意 図 的 に 排 除 さ れ た 。 記 載

が な い こ と が い ず れ の 要 因 に よ る も の か 、当 代 地 方 志 の 調 査 で 判 別

す る こ と は 不 可 能 で あ る 。  

地 方 志 の 記 述 に は 経 済 的 、社 会 的 格 差 に よ る 儀 礼 の 差 異 に つ い て

明 記 さ れ て い な い こ と が 多 い 。従 っ て こ の 点 に つ い て は 考 慮 し な い 。

ま た 、 幼 児 や 未 婚 の 青 年 の 死 亡 時 、 変 死 等 の 場 合 の 儀 礼 に つ い て は

特 に 取 り 上 げ ず 、老 年 の 死 者 に 対 し て 子 孫 が 行 う 葬 礼 を 対 象 と す る 。 

 

1 .「 穿 壽 衣 」・「 買 水 」・「 淨 面 」  

1 . 1 .「 穿 壽 衣 」  

「 壽 衣 」 は 死 者 が 身 に つ け て 入 棺 、 埋 葬 さ れ る 衣 服 で あ る 。「 壽

衣 」、「老 衣 」、「送 老 衣 」、「亡 衣 」、「殮 衣 」等 と 称 さ れ る (以 下「 壽 衣 」

と す る )。壽 衣 は 本 人 (ま た は そ の 息 子 )が 長 寿 を 願 っ て 作 る も の と さ

れ 、 六 十 歳 を 過 ぎ た 頃 に 棺 (「 壽 木 」 、 「 壽 棺 」 と 呼 ば れ る )と と も

に 作 る こ と も あ る 。  

壽 衣 は 上 着 、 ズ ボ ン 、 靴 、 靴 下 、 帽 子 を 含 む 。 上 着 、 ズ ボ ン は 肌

着 、 中 着 、 外 衣 か ら な る 。 ま た 冥 界 は 寒 冷 な と こ ろ と 考 え ら れ て い

る た め 、 季 節 に か か わ ら ず 綿 入 れ の 衣 服 を 着 せ る 。 枚 数 は 奇 数 で あ

る こ と が 多 く 、 数 は そ れ ぞ れ の 家 に よ っ て 異 な る 。 壽 衣 に は ボ タ ン

を 用 い な い 、 緞 子 の 生 地 は 用 い な い 等 の 決 ま り ご と が あ る 。 ま た 壽

衣 に は 革 製 品 は 用 い な い と す る と こ ろ も あ る 。こ れ は 革 製 品 を 身 に

つ け て い る と 獣 で あ る と み な さ れ 、来 世 で 人 に 生 ま れ 変 わ る こ と が

で き な い と 考 え ら れ て い る た め で あ る ２ 。  

壽 衣 へ の 着 替 え は 古 礼 の 「 襲 」 に 相 当 す る 。『 家 禮 』 喪 禮 に お け
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る 当 該 記 述 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

執 事 者 設 幃 及 牀 ， 遷 尸 ， 掘 坎 。 陳 襲 衣 、 沐 浴 、 飯 含 之 具 。 乃 沐

浴 ， 襲 ， 徙 尸 牀 置 堂 中 間 。  

[執 事 者 は 幃 と 牀 を 設 け 、 遺 体 を 移 し 、 穴 を 掘 る 。 襲 衣 、 沐 浴 、

飯 含 の 道 具 を 並 べ る 。 沐 浴 、 襲 を し 、 遺 体 を 安 置 し た 牀 を 堂 の

中 央 に 移 す 。 ]  

 

こ の よ う に 「 襲 」 と は 、 沐 浴 を し て 洗 い 清 め ら れ た 遺 体 を 襲 牀 に

遷 し 、 死 者 に 衣 服 を 着 せ る こ と で あ る 。『 家 禮 』 の 「 襲 」 に は 以 下

の よ う に 周 復 の 注 が 付 さ れ て い る 。  

 

侍 者 設 襲 牀 於 幃 外，施 薦 席 褥 枕。先 置 大 帶、深 衣、袍 襖、汗 衫 、

袴 韈 、 勒 帛 、 裹 肚 之 類 於 其 上 ， 遂 舉 以 入 ， 置 浴 牀 之 西 。 遷 屍 其

上 ， 悉 去 病 時 衣 及 復 衣 ， 易 以 新 衣 。 但 未 着 幅 巾 、 深 衣 、 履 。  

[侍 者 は 帷 の 外 に 襲 牀 を 設 え る 。茣 蓙 を 敷 き 布 団 と 枕 を 置 く 。ま

ず 大 帯 、深 衣 (士 大 夫 の 常 服 )、袍 襖 (上 着 )、汗 衫 (下 着 )、袴 韈 (袴

と 靴 下 )、 勒 帛 (絹 布 )、 裹 肚 (腹 が け )の 類 を そ の 上 に 置 い て か ら

挙 げ て 入 れ 、 浴 牀 の 西 に 置 く 。 そ の 上 に 遺 体 を 遷 す 。 病 時 に 着

用 し て い た 服 及 び 復 衣 は す べ て 取 り 去 り 、 新 衣 に 替 え る 。 但 し

幅 巾 (頭 を 覆 う 布 )、 深 衣 、 履 は ま だ 着 せ な い 。 ]  

 

 こ の 後 、 死 者 の 口 に 米 と 銭 を 入 れ る 「 飯 含 」 を 行 っ た 後 、 幅 巾 で

顔 を 覆 い 、 深 衣 を 着 せ て 大 帯 を 結 ぶ 。 衣 服 を 着 せ 終 わ っ た 遺 体 に は

衾 を 掛 け 、 翌 日 の 小 斂 ま で そ の ま ま 置 か れ る こ と に な る 。  

 以 上 の よ う な 「 襲 」 の 儀 式 は 、『 儀 禮 』 士 喪 禮 、『 禮 記 』 喪 大 記 の

定 め る 古 礼 に 従 っ た も の で あ る 。と こ ろ が 、当 代 地 方 志 に は 死 装 束 、

即 ち 壽 衣 を 死 亡 前 に 着 せ る と い う と こ ろ が 少 な か ら ず み ら れ る 。  

地 図 2 は 壽 衣 へ の 着 替 え を 死 亡 前 に 行 う 地 域 と 死 亡 後 に 行 う 地 域

を 表 示 し て い る 。  
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地 図 2  「 穿 壽 衣 」  

 

「 壽 衣 」 へ の 着 替 え の 時 期  

 死 亡 前 に 壽 衣 を 着 せ る 。  

 死 亡 後 に 壽 衣 を 着 せ る 。  

 当 該 習 俗 の 記 述 な し 。  

 

 

 

 

 



44 
 

地 図 か ら は わ か る こ と は 、 ① 死 後 、 壽 衣 に 着 替 え を さ せ る 地 点 が

全 国 に 広 が っ て い る 。 ② 死 亡 前 に 壽 衣 に 着 替 え さ せ る 地 点 は 、 北 方

地 域 に 集 中 し て お り 、 南 方 に は 少 な い 、 と い う 二 点 で あ る 。  

② の 地 域 で は 病 人 が 危 篤 に 陥 る と 急 い で 壽 衣 を 着 せ る 。江 蘇 省 の

『 海 州 民 俗 志 』 (劉 兆 元 1 9 9 1 : 7 7 )に よ れ ば 、死 亡 後 に「 壽 衣 」を 着 せ

る と そ れ を 着 て あ の 世 に い く こ と が で き な い た め で あ る と い う 。同

様 の 記 述 は 当 代 地 方 志 に も 見 ら れ る 。  

 

山 東 省 『 鄒 城 市 志 』 ( 1 9 9 5 : 7 3 5 )  

小 殮 :死 者 彌 留 之 際 ， 放 置 在 主 房 正 中 臨 時 床 上 ， 謂 之 “上 靈 床 ”。

迅 速 穿 著 壽 衣 ， 以 防 裸 體 歸 陰 。  

[ 小 殮 : 死 者 は 臨 終 の 際 に 主 房 の 中 央 に 設 え た 臨 時 の ベ ッ ド に 置

く 。 こ れ を 「 上 靈 床 」 と 呼 ぶ 。 す ば や く 壽 衣 を 着 せ 、 裸 で あ の

世 に 行 か な い よ う に す る 。 ]  

 

 こ の 時 着 せ ら れ る 壽 衣 は 、 当 事 者 が ま だ 死 に 至 っ て お ら ず と も

「 死 者 に 着 せ る 服 」 で あ る 。 そ の た め 、 死 亡 後 に 改 め て 着 替 え を さ

せ る こ と は な く 、 そ の ま ま 安 置 し 、 入 棺 す る 。  

死 亡 前 の 更 衣 は 、 実 は 古 礼 に も み ら れ る 。 但 し そ れ は 「 襲 」 と は

異 な り 、 死 の 直 前 に 一 時 的 に 着 替 え を さ せ る も の で あ る 。『 儀 禮 』

及 び 『 家 禮 』 に は 現 れ な い が 、『 禮 記 』 喪 大 記 巻 二 十 二 の 本 文 に 記

述 が 見 ら れ る 。  

 

廃 牀 ， 徹 褻 衣 ， 加 新 衣 ， 體 一 人 。  

[牀 を 廃 し 、褻
よ ご

れ た 衣 を 取 り 去 り 、新 し い 衣 を 着 せ る 。手 足 一 本

ご と に 一 人 が つ く 。 ]  

 

こ の 後 、 口 と 鼻 に 綿 を か ざ し 、 呼 吸 の 停 止 が 確 認 さ れ る と 「 復 」

を 行 う 。 死 亡 後 、 遺 体 は 牀 に 遷 す 。 衾 で 覆 い 、 死 亡 前 に 着 せ た 「 新

衣 」 (「 死 衣 」 と 称 さ れ る )を 取 り 去 っ た 後 、 沐 浴 を 行 う 。  
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始 死 ， 遷 屍 于 牀 ， 幠 用 斂 衾 ， 去 死 衣 。  

[死 の 当 初 、遺 体 を 牀 に 遷 し 、斂 衾 を 用 い て お お い 、死 衣 を 取 り

去 る 。 ]  

 

 こ の よ う に 死 亡 前 に 着 せ る 「 新 衣 」 は 穢 れ た 衣 と 取 り 替 え る も の

で あ り 、 沐 浴 の 後 に 死 出 の 衣 裳 を 着 せ る 「 襲 」 と は 異 な る 意 義 を も

つ 行 為 で あ る 。  

当 代 地 方 志 に も 死 亡 前 に 壽 衣 と は 異 な る 衣 に 着 替 え さ せ 、 死 後 、

入 棺 迄 の 期 間 に 壽 衣 に 着 替 え さ せ る 地 域 が み ら れ る 。二 例 を 挙 げ る 。 

 

安 徽 省 『 桐 城 縣 志 』 ( 1 9 9 5 : 7 5 4 )  

老 人 彌 留 之 際 ， 須 穿 “上 路 衣 ”， 抬 坐 椅 上 ， 謂 “上 大 椅 ”。 (中 略 )

入 殮 時 ， 先 根 据 死 者 生 辰 八 字 推 測 收 殮 入 棺 時 間 ， 再 用 艾 葉 水 替

死 者 抹 澡 ， 并 將 孝 子 取 來 的 潔 淨 水 洒 在 死 者 胸 口 上 ， 然 後 換 壽

衣 。  

[老 人 の 臨 終 時 、必 ず「 上 路 衣 」を 着 せ 、運 ん で 椅 子 に 坐 ら せ る 。

こ れ を 「 上 大 椅 」 と 呼 ぶ 。 (中 略 )入 殮 時 、 ま ず 死 者 の 生 辰 八 字

に 基 づ い て 入 棺 時 間 を 推 察 す る 。 ヨ モ ギ 葉 水 で 死 者 を 拭 き 、 孝

子 が 汲 ん で き た き れ い な 水 を 死 者 の 鳩 尾 の 上 に た ら し た 後 、 壽

衣 に 換 え る 。 ]  

 

河 南 省 『 信 陽 縣 志 』（ 1 9 9 0 : 6 3 6）  

老 人 病 久 彌 留 時 ， (中 略 )加 新 衣 ， “屬 纊 ” (以 新 棉 試 鼻 )， 氣 絕 即 廢

床 ， 寢 於 地 下 席 上 。 (中 略 )入 殮 前 為 死 者 沐 身 ， 由 子 女 以 沐 巾 擦

拭 胸 背 ， “前 七 後 八 ”； 穿 新 制 壽 衣 。  

[老 人 が 長 患 い で 危 篤 に 陥 る と 、(中 略 ）新 衣 を 着 せ 、「屬 纊 」(新

し い 綿 を 鼻 の 下 に あ て て 息 を 窺 う )し 、死 亡 後 す ぐ に ベ ッ ド を 片

づ け て 地 面 に 敷 い た 茣 蓙 の 上 に 寝 か せ る 。 (中 略 )入 殮 前 に 死 者

の 身 体 を 洗 う 。 子 女 が 沐 巾 で 胸 と 背 を 「 前 七 後 八 」 拭 く 。 新 し
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く 作 っ た 壽 衣 を 着 せ る 。 ]  

 

訳 文 に 下 線 を 付 し た よ う に 、 い ず れ も 「 壽 衣 」 は 「 上 路 衣 」 な い

し 「 新 衣 」 と 区 別 さ れ て い る 。 こ の ほ か 山 西 省 垣 曲 縣 、 江 西 省 安 遠

縣 、 福 建 省 惠 安 縣 で も 死 亡 前 に 壽 衣 と 異 な る 衣 服 を 着 せ 、 死 亡 後 に

壽 衣 へ の 着 替 え を 行 う 。 こ れ ら は 『 禮 記 』 の 儀 礼 を 継 承 し た 形 態 で

あ る 可 能 性 が あ る が 、い ず れ に せ よ 地 図 2 で 北 方 に 現 れ る ② 死 亡 前

に 壽 衣 を 着 せ る 習 俗 と は 異 な る 。  

旧 志 を み る と 、 死 亡 前 に 壽 衣 へ の 着 替 え を さ せ る と い う 記 述 は 、

民 国 期 に は 散 見 さ れ る が 、 清 代 に は 僅 か に し か 見 ら れ な い 。 管 見 の

と こ ろ 最 も 古 い 記 述 は 、清 代 嘉 慶 年 間 の 河 北 省『 束 鹿 縣 志 』で あ る 。  

 

河 北 省 『 束 鹿 縣 志 』 清 嘉 慶 四 年 (『 民 俗 資 料 彙 編 』 華 北 巻 : 8 5 )  

親 疾 危 篤 ， 移 床 外 庭 ， 子 孫 、 兄 弟 倶 環 侍 。 属 纊 ， 遷 于 中 堂 ， 易

衣 服 、 衾 褥 ， 納 金 、 珠 口 中 ， 即 《 禮 》 飯 含 義 也 。 氣 絕 ， 孝 子 、

孝 婦 等 環 哭 。  

[親 が 病 で 危 篤 に 陥 る と 、ベ ッ ド を 外 庭 に 移 し 、子 孫 、兄 弟 は 一

緒 に 周 り を 囲 ん で 待 つ 。属 纊 を し て 、中 央 の 部 屋 に 遷 し 、衣 服 、

布 団 を 換 え て 、 口 中 に 金 、 珠 を 入 れ る 。 即 ち 『 禮 』 の 飯 含 の 意

味 で あ る 。呼 吸 が 止 ま る と 、息 子 、娘 ら は 周 り を 囲 み 哭 す る 。 ]  

 

こ の 他 、清 代 で は 河 北 省『 定 州 志 』 (清 道 光 二 十 九 年 )、遼 寧 省『 開

原 縣 志 』 (清 咸 豐 七 年 )に 記 述 が み ら れ る ３ 。  

地 方 志 以 外 に も 清 道 光 年 間 、潘 德 輿 は『 養 一 齊 集 』巻 之 二 十 六「 喪

禮 正 俗 」の 中 で 、死 亡 前 に 着 替 え を さ せ る こ と に 言 及 し て い る (「 病

瀕 死 始 移 正 寢 遽 易 新 衣 」 の 項 ) ４ 。  

 

至 於 移 病 者 於 寢 既 畢 矣 ,又 有 促 易 新 衣 之 一 大 禍 焉。禮 始 死，遷 尸

於 牀 ， 幠 用 斂 衾 ， 去 死 衣 ， 御 者 入 浴 。 據 此 可 知 死 必 浴 、 浴 乃 去

死 衣 耳 。 禮 疾 病 ， 徹 褻 衣 加 新 衣 ， 加 之 云 爾 非 易 也 、 徹 其 褻 云 爾
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非 易 也 。 夫 衣 之 不 可 易 。 古 人 固 非 徒 為 浴 ， 計 亦 實 。 以 瀕 死 之 人

心 氣 ， 將 絕 不 耐 動 搖 也 ５ 。  

  [病 人 を 正 寝 に 移 す こ と が 終 わ る と 、さ ら に 急 い で 新 衣 に 替 え る

と い う 大 禍 が あ る 。 礼 で は 死 の 当 初 に 屍 を 牀 に 遷 し 、 斂 衾 で お

お い 、 死 衣 を 取 り 去 り 、 御 者 が 入 り 浴 さ せ る 、 と あ る 。 こ の こ

と か ら 死 ね ば 必 ず 浴 さ せ 、浴 し た ら 死 衣 を 取 り 去 る こ と を 知 る

べ き で あ る 。礼 で は 病 が 重 く な れ ば 、よ ご れ た 衣 を 取 り 除 き「 新

衣 」 を 加 え る と し て い る が 、 加 え る だ け で 替 え る の で は な く 、

よ ご れ を 取 り 除 く だ け で 替 え る の で は な い 。衣 は 替 え て は な ら

な い の で あ る 。古 人 は も と よ り い た ず ら に 浴 を 為 す の で は な く 、

考 え に 実 が あ る 。瀕 死 の 人 の 心 は 息 が 絶 え ん と す る 時 に は 動 揺

に 耐 え ら れ な い か ら で あ る 。 ]  

 

臨 終 間 近 に 病 人 を 居 室 か ら 「 正 寝 」 (中 央 の 部 屋 )へ 移 動 さ せ 、 急

い で 着 替 え を さ せ る こ と に つ い て 、こ の よ う な 行 為 は 瀕 死 の 病 人 の

心 身 に 負 担 を 強 い る も の で あ る と 批 判 し て い る ６ 。 礼 に 「 徹 褻 衣 加

新 衣 」 と あ る の は 「 加 え る 」 と い う こ と で あ り 、「 替 え る 」 こ と で

は な い と す る 。 こ れ は 上 記 『 禮 記 』 喪 大 記 に 記 さ れ た 古 礼 を 指 す 。

潘 德 輿 は さ ら に 次 の よ う に 述 べ る 。  

 

蓋 其 移 正 寢 也 ， 所 以 畏 人 譏 , 其 易 新 衣 也 , 所 以 畏 鬼 禍 。 鄉 巫 、 村

嫗 之 言 ， 以 為 死 而 不 得 衣 ， 則 鬼 將 裸 裎 矣 ， 死 而 不 得 新 衣 ， 則 鬼

將 藍 縷 矣 。  

[正 寝 に 移 す の は 、人 の 譏 り を 畏 れ る た め で あ り 、新 衣 に 替 え る

の は 、 鬼 禍 (霊 魂 が 祟 り 、 生 者 に 禍 を も た ら す こ と )を 畏 れ る た

め で あ ろ う 。 村 の 巫 や 村 の 老 女 の 言 に よ れ ば 、 死 ぬ と 衣 が 得 ら

れ ず 死 者 は 裸 に な り 、 死 ぬ と 新 し い 衣 も 得 ら れ ず 、 死 者 は 襤 褸

を ま と う こ と に な る と い う 。 ]  

 

こ こ で 潘 德 輿 が 問 題 に し て い る の は 、『 禮 記 』 に 記 さ れ た 死 亡 前
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に 着 せ る「 新 衣 」 (死 亡 後 、沐 浴 の 前 に 脱 が せ る 衣 服 )で は な い 。「 襲

衣 」 に 相 当 す る 衣 服 (当 代 地 方 志 で い う 「 壽 衣 」 )を 死 亡 前 に 着 せ る

習 俗 を 問 題 視 し て い る の で あ る 。  

 潘 德 輿 が 生 ま れ た 山 陽 縣 は 現 在 の 江 蘇 省 淮 安 市 に 当 た る 。「 喪 禮

正 俗 」 の 記 載 か ら 、 清 道 光 年 間 に は 江 蘇 省 で 死 亡 前 に 着 替 え を さ せ

る と い う 習 俗 が 行 わ れ て い た こ と に な る 。 ま た 、 当 時 す で に 死 亡 前

に 着 替 え を さ せ な け れ ば 死 者 が 裸 で あ の 世 に 行 く こ と に な る と さ

れ て い た こ と が わ か る 。  

 

1 . 2 .「 買 水 」  

死 装 束 を 着 せ る 前 に 行 わ れ る 遺 体 を 清 め る 儀 式 は 、「 沐 浴 」 と 称

さ れ 、『 儀 禮 』、『 家 禮 』 に も 現 れ る 。 当 代 地 方 志 で は 「 淨 身 」、「 浴

屍 」 等 と も 称 さ れ る 。  

ま ず 、『 儀 禮 』 士 葬 禮 の 記 述 を 確 認 す る 。「 沐 浴 」 は 死 が 確 定 し た

後 、 死 者 の 衣 服 を 換 え る 「 襲 」 の 前 に 行 わ れ る 。「 沐 浴 」 を 行 う 場

所 は 、土 を 盛 り 上 げ た 上 に 建 て ら れ た「 正 寝 」の「 堂 」 (正 寝 の 南 側

部 分 の 土 間 )と 「 室 」 (正 寝 の 北 側 部 分 に 設 え ら れ た 小 部 屋 ) で あ る 。

正 寝 は 地 面 よ り も 高 い と こ ろ に 床 面 が あ る た め 、「西 階 」と「 阼 階 」

と い う 二 つ の 階 段 が 設 け ら れ て い る 。  

「 沐 浴 」 の 前 に 堂 の 下 の 階 段 の 間 に 穴 を 掘 る 。 こ の 穴 は 「 沐 浴 」

終 了 後 、 残 水 や 使 用 し た 巾 や 櫛 を 埋 め る た め の も の で あ る 。 遺 体 は

「 室 」 に 安 置 さ れ て い る 。 室 の 床 は 沐 浴 の 際 に 水 が 滴 っ て も よ い よ

う に む し ろ を 敷 か ず 、 簀 子 を 露 出 さ せ て お く 。 沐 浴 に は 米 の と ぎ 汁

を 熱 し た も の を 用 い る 。 米 を と ぐ の に 用 い る 水 は 井 戸 か ら 汲 む 。  

「 沐 浴 」 は 『 儀 禮 』 本 文 に は 以 下 の よ う に 記 さ れ て い る 。  

 

乃 沐 ， 櫛 挋 用 巾 。 浴 用 巾 ， 挋 用 浴 衣 。 渜 濯 棄 于 坎 。  

[乃 ち 髪 を 洗 い 、 櫛
くしけず

り 、 巾 で 挋
ぬ ぐ

う 。 巾 で 浴
ゆあみ

さ せ て 、 浴 衣 で 挋 っ

て 乾 か す 。 湯 の 余 り は 坎 に 棄 て る 。 ]  
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「 沐 」 と は 髪 を 洗 う こ と 、「 浴 」 は 身 体 を 洗 う こ と 、「 挋 」 は 水 分 を

ふ き と り 、 き れ い に 乾 か す こ と で あ る 。「 浴 衣 」 は 単 の 衣 で 、 沐 浴

が 終 わ っ た 後 、 身 体 の 水 分 を と り 、 乾 か す た め に 使 う 。 遺 体 を 洗 う

の に 使 用 し た 米 の と ぎ 汁 は 「 槃 」（ 素 焼 き の 盥 ） に 受 け 、 儀 式 が 終

わ っ た 後 に 余 っ た 米 の と ぎ 汁 や 、 使 用 し た 櫛 、 巾 と 一 緒 に 先 に 掘 っ

た 穴 に 棄 て る 。  

朱 熹 『 家 禮 』 本 文 で 、 沐 浴 は 「 乃 沐 浴 。」 [乃 ち 沐 浴 す る 。 ]と の み

記 さ れ て お り 、 沐 浴 を 行 う 際 の 手 順 な ど は 不 明 で あ る 。 し か し 、 周

復 に よ る 注 に は 以 下 の よ う に 、 儀 式 の 手 順 が 記 さ れ て い る 。  

 

侍 者 以 湯 入 ， 主 人 以 下 皆 出 帷 外 ， 北 面 。 侍 者 沐 髪 ， 櫛 之 ， 晞 以

巾 撮 為 髻 ， 抗 衾 而 浴 ， 拭 以 巾 ， 剪 爪 ， 其 沐 浴 餘 水 、 巾 櫛 棄 於 坎

而 埋 之 。  

[侍 者 は 湯 を 持 っ て 入 り 、主 人 以 下 は 皆 帷 の 外 に 出 て 、北 に 顔 を

向 け る 。 侍 者 は 髪 を 沐
あ ら

い 、 櫛
くしけず

り 、 巾 を 用 い て 乾 か し 、 束 ね て

髺 に す る 。 衾 を 抗
あ

げ て 浴 す る 。 巾 を 用 い て 拭 い 、 爪 を 剪 る 。 沐

浴 の 残 り 水 、 巾 、 櫛 を 坎 に 棄 て 、 こ れ を 埋 め る 。 ]  

 

『 家 禮 』で は 米 の と ぎ 汁 で は な く 、湯 を 用 い る 。死 者 の 髪 を 洗 い 、

乾 か し た 後 、 身 体 を 洗 い 、 巾 で 拭 く 。 残 り の 水 、 巾 、 櫛 を 穴 に 棄 て

る と い う 形 態 は 『 儀 禮 』 と 同 様 で あ る 。  

『 家 禮 』に は 、沐 浴 に ど の よ う な 水 を 使 う か に 関 す る 記 載 は な い 。

一 方 、 当 代 地 方 志 に は 死 者 の 沐 浴 に 用 い る 水 に 関 す る 習 俗 で あ る

「 買 水 」に 関 わ る 記 述 が み ら れ る 。「 買 水 」は「 請 水 」、「 起 水 」、「 乞

水 」 と も 呼 ば れ る 。 以 下 、 本 論 文 で は 「 買 水 」 と 呼 ぶ 。  

「 買 水 」 を 行 う と こ ろ で は 死 亡 後 、 孝 子 が 川 や 井 戸 な ど 水 辺 へ 行

き 、 川 や 井 戸 の 神 に 拝 礼 し 、 香 を 焚 き 、 硬 貨 や 紙 銭 を 水 に 投 げ 入 れ

る 或 い は 紙 銭 を 焼 く 等 の 行 為 を 行 っ た 後 、持 参 し た 桶 や 碗 に 水 を 汲

み 、 そ れ を 家 に 持 ち 帰 っ て 遺 体 の 清 め に 用 い る 。  

「 買 水 」に つ い て デ ・ ホ ロ ー ト ( 1 9 4 6 : 1 2 - 1 3 )は 、廈 門 で は「 乞 水 」
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と 称 さ れ 、井 戸 に 水 を 投 げ 入 れ て 死 者 を 洗 う た め の 水 を 汲 む と す る 。

ワ ト ス ン ( 1 9 9 4 ) 、 ナ キ ャ ー ン ( 1 9 9 4 ) に も 儀 式 が 行 わ れ る 地 域 に つ い

て の 言 及 が あ る 。 ワ ト ス ン ( 1 9 9 4 : 2 6 ) は 、「 南 中 国 で は 、 水 は し ば し

ば 井 戸 や 小 川 の 神 か ら (本 も の の 金 の 、形 ば か り の 額 で )購 入 さ れ た 」

と い う 。ナ キ ャ ー ン ( 1 9 9 4 : 6 7 )は 、福 建 省 (廈 門 、福 州 、近 年 の 台 湾 )  、

浙 江 省 に は 遺 体 を 洗 う た め の 「 買 水 」 を 含 む 儀 式 が あ る が 、 自 身 の

調 査 地 域 で あ る 華 北 の 資 料 に は 出 て こ な い と い う 。い ず れ も「 買 水 」

が 行 わ れ る 地 域 が 限 ら れ て い る こ と を 指 摘 し て い る が 、具 体 的 な 分

布 範 囲 は 示 さ れ て い な い ７ 。  

地 図 3 は 当 代 地 方 志 の 葬 礼 習 俗 の 中 で 「 買 水 」 を 行 う と す る 地 点

を 表 示 し た も の で あ る 。「 買 水 」 習 俗 が 行 わ れ る と い う 記 述 が あ る

と こ ろ に は 名 称 ご と に 記 号 を 割 り 当 て た 。 習 俗 は 行 わ れ て い る が 、

特 に 名 称 の な い と こ ろ に も 記 号 を 割 り 当 て た 。記 載 が な い と こ ろ は

＊ で 示 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



51 
 

 

地 図 3  「 買 水 」  

 

「 買 水 」 習 俗  

 買 水         打 河 水  

 請 水         活 水 、 長 生 水  

  乞 水         当 該 習 俗 の 記 述 あ り 、名 称 の 記 載 な し 。 

  取 水         当 該 習 俗 の 記 述 な し 。  

 起 水  
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地 図 3 か ら は 南 北 対 立 の 様 相 が 見 て 取 れ る 。「 買 水 」 を 行 う と 記

載 さ れ た 地 域 は 、 安 徽 省 南 部 、 江 蘇 省 南 部 、 江 西 省 中 央 部 か ら 広 西

壮 族 自 治 区 、 貴 州 省 、 湖 南 省 と 浙 江 省 中 南 部 、 福 建 省 、 広 東 省 に か

け て の 長 江 以 南 に 分 布 す る 傾 向 が 明 ら か で あ る 。長 江 以 北 の 地 域 に

は 現 れ な い 。 四 川 省 で は 一 地 点 (資 陽 縣 )の み に 現 れ 、 雲 南 省 に 分 布

は 見 ら れ な い ８ 。  

広 範 な 地 域 で「 買 水 」と 呼 ば れ て い る が 、湖 南 省 か ら 江 西 省 西 部 、

福 建 省 南 部 で は 「 請 水 」 と い う 名 称 を 用 い る 地 域 が 集 中 し て い る 。

こ の 他 、「 乞 水 」、「 起 水 」、「 取 水 」 等 の 名 称 が 見 ら れ る 。  

先 に 見 た よ う に 『 家 禮 』 に は 本 文 、 注 と も に 沐 浴 に 用 い る 水 に つ

い て の 記 述 は 見 ら れ な い 。 し か し 南 宋 の 周 去 非 に よ る 『 嶺 外 代 答 』

に は 次 の よ う に 記 述 が あ る 。  

 

欽 人 ， 始 死 ， 孝 子 披 髮 頂 竹 笠 攜 瓶 甕 持 紙 錢 往 水 濱 ， 號 慟 ， 擲 錢

于 水 ， 而 汲 歸 浴 屍 。 謂 之 買 水 。 否 則 隣 里 以 為 不 孝 ９ 。  

[欽 人 は 死 の 当 初 、孝 子 は 髪 を た ら し て 竹 笠 を か ぶ り 、瓶 甕 を 携

え 、 紙 銭 を 持 っ て 水 辺 へ 行 き 、 そ こ で 慟 哭 し て 水 に 銭 を 投 げ 、

水 を 汲 ん で 帰 り 屍 を 洗 う 。 こ れ を 買 水 と 呼 ぶ 。 そ の よ う に し な

い と 田 舎 で は 不 孝 だ と み な さ れ る 。 ]  

 

宋 代 広 西 省 欽 州 で は す で に 「 買 水 」 習 俗 が 行 わ れ て い た こ と が わ か

る １ ０ 。 地 方 志 の 中 で は 管 見 の 限 り 、 明 代 萬 暦 年 間 の 旧 志 の 記 載 が

最 も 古 い 。  

 

浙 江 省 『 新 昌 縣 志 』 (明 萬 曆 七 年 )  

買 淨 水 湯 浴 １ １ 。  

[浄 水 を 買 い 、 湯 浴 す る 。 ]  

 

川 や 井 戸 へ 行 き 水 を 汲 む と い う 記 述 は な い が 、遺 体 の 沐 浴 の た め

に 特 別 な 水 を 用 意 す る と い う 行 為 が す で に 萬 暦 年 間 に 行 わ れ て い
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た こ と が わ か る 。清 代 、民 国 期 に な る と 、江 蘇 省 、浙 江 省 、福 建 省 、

広 東 省 、 貴 州 省 、 江 西 省 等 の 地 方 志 に 「 買 水 」 に 関 わ る 記 載 が 頻 出

す る よ う に な る 。  

 

江 西 省 『 宜 黄 縣 志 』 (清 道 光 五 年 )  

孝 子 親 汲 河 水 沐 浴 ， 謂 之 “長 生 水 ” １ ２ 。  

[孝 子 は 自 ら 川 の 水 を 汲 み 、沐 浴 す る 。こ れ を「 長 生 水 」と い う 。]  

 

江 西 省『 萬 安 縣 志 』(清 道 光 四 年 )  (『 民 俗 資 料 彙 編 』華 東 卷 : 1 1 5 4 )  

孝 子 執 香 紙 至 水 濱 乞 水 以 沐 尸 。  

[孝 子 は 香 、紙 を 持 ち 水 辺 に 行 っ て 、乞 水 し 、そ の 水 で 屍 を 洗 う 。]  

 

江 蘇 省『 武 進 、 陽 湖 縣 志 』 (清 光 緒 五 年 )  (『 民 俗 資 料 彙 編 』華 東

卷 : 4 6 9 )  

投 錢 于 水 取 以 浴 ， 曰 “買 水 浴 ”， 曰 “拖 三 把 ”。  

［ 水 に 銭 を 投 げ 、 汲 ん だ 水 で 浴 す る 。 こ れ を 「 買 水 浴 」、「 拖 三

把 」 と い う 。］  

 

『 儀 禮 』 及 び 『 家 禮 』 に は 現 れ な い 「 買 水 」 習 俗 が 長 江 以 南 の 地

域 に 広 範 に 分 布 す る 要 因 に つ い て 、い く つ か 可 能 性 を 挙 げ て み た い 。 

一 つ は 孝 子 が 父 母 へ の 孝 養 を 示 す た め と い う 可 能 性 で あ る 。地 方

志 に は 、「 買 水 」 の 際 、 孝 子 が 破 れ た 傘 を か ぶ る 、 ま た は 付 き 添 う

人 が 孝 子 に 傘 を さ し か け て 水 辺 へ 行 く と い う 記 述 が み ら れ る 。安 徽 、

江 蘇 、 江 西 、 浙 江 の 各 省 で は 、 傘 は 孝 子 が 「 報 喪 」 に 行 く 際 に も 用

い ら れ る １ ３ 。「 買 水 」 は 孝 子 自 ら が 死 者 の 清 め 或 い は 祓 い の た め に

水 を 汲 み に 行 く 儀 式 で あ り 、父 母 へ の 孝 養 を 象 徴 的 に 示 す 機 会 と な

る 。  

二 つ め は 水 の 力 に 対 す る 信 仰 で あ る 。「 買 水 」 の 際 は 、 川 や 井 戸

の 神 に 礼 を 尽 く し 、 香 や 紙 銭 、 硬 貨 を 供 物 と し て 捧 げ 、 水 を 汲 み 持

ち 帰 る 。 習 俗 の 形 成 に は 民 間 に お け る 「 独 自 の 民 俗 宗 教 的 世 界 観 」
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(渡 邊 欣 雄 1 9 9 1 : 4 7 )の 影 響 に よ る だ け で な く 、自 然 環 境 や そ こ で 営 ま

れ る 人 々 の 生 活 が 関 わ っ て い る 。 季 増 民 ( 2 0 0 8 : 8 1 - 8 5 ) に よ れ ば 、 中

国 の 農 業 地 域 は 、秦 嶺 ・ 淮 河 線 以 北 の 畑 作 地 域 (雑 穀 、小 麦 、と う も

ろ こ し を 栽 培 ) 、 以 南 の 稲 作 地 域 と 内 陸 部 の 牧 畜 地 域 に 大 別 さ れ る

１ ４ 。「 買 水 」 を 行 う 南 方 で は 、 稲 作 を 中 心 と し た 農 業 が 行 わ れ て い

る 。 水 は 生 産 力 の 向 上 に 関 わ り 、 生 活 を 左 右 す る も の で あ る 。「 買

水 」 を 行 う 際 、 浙 江 省 青 田 縣 、 福 建 省 福 安 市 、 広 東 省 封 開 縣 で は 、

孝 子 が 水 を 司 る 「 龍 王 」 か ら 水 を 買 う と さ れ る 。 ま た 、 江 蘇 省 江 陰

市 、 江 西 省 安 遠 縣 、 貴 溪 縣 、 広 東 省 南 雄 縣 、 平 遠 縣 等 で は 「 河 神 」

を 拝 し て 水 を 買 う と さ れ て い る 。「 買 水 」 に は 生 活 を 支 え る 水 、 及

び 水 を 司 る 神 に 対 す る 信 仰 が あ り 、そ の 水 の 力 を 死 者 の 清 め 或 い は

祓 い に 用 い よ う と す る の で は な い だ ろ う か 。  

「 買 水 」 し て 汲 ん だ 水 に よ る 清 め や 祓 い に つ い て 、 向 柏 松

( 1 9 9 9 : 4 2 ) は 特 別 な 価 値 を 持 つ 水 を 用 い て 行 わ れ る 信 仰 上 の 意 味 を

指 摘 し 、 西 岡 弘 ( 1 9 7 0 : 1 7 1 )は 水 に よ る 祓 除 の 効 用 を 挙 げ て い る 。  

ま た 、 当 代 地 方 志 に よ る と 「 買 水 」 し て 汲 ん だ 水 を 使 っ た 沐 浴 、

清 拭 に は 定 ま っ た 形 式 が あ る と さ れ て い る と こ ろ も あ る 。  

 
江 蘇 省 『 宜 興 縣 志 』  ( 1 9 9 0 : 7 7 9 )  

  由 親 人 為 死 者 沐 浴 、 洗 臉 、 梳 髮 三 下 (動 作 虛 擬 )。  

    [近 親 者 が 死 者 の た め に 沐 浴 、 洗 顔 を し 、 三 回 髪 を 梳 く (動 作 は

真 似 ご と )。 ]  

 

 
浙 江 省 『 泰 順 縣 志 』  ( 1 9 9 8 : 7 2 4 )  

浴 屍 為 象 徵 性 ， “前 三 後 四 ”， 即 胸 前 揩 三 把 ， 背 部 拭 四 下 。  

[遺 体 の 沐 浴 は シ ン ボ リ ッ ク な も の で 「 前 三 後 四 」、 即 ち 胸 を 三

回 拭 き 、 背 中 を 四 回 拭 く 。 ]  

 

定 型 的 な 動 作 は 、そ の 目 的 が 遺 体 を 洗 い 、清 拭 す る こ と で は な く 、

水 を 司 る 神 か ら 買 っ た 「 特 別 な 水 」 を 用 い て 遺 体 を 清 め る 或 い は 祓

い を す る こ と に あ る と 思 わ れ る 。  
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江 西 省 『 安 遠 縣 志 』 ( 1 9 9 3 : 6 3 8 )  

入 殮 前 ， 孝 子 “買 水 ”， 即 孝 子 帶 壺 和 香 燭 紙 錢 到 河 邊 哭 拜 河 神 後

背 手 取 水 (不 得 回 首 )， 把 水 加 艾 煮 熱 ， 交 殯 葬 工 擦 屍 (胸 擦 3 下 ，

背 擦 4 下 )， 換 上 壽 衣 。  

[入 棺 前 、孝 子 は「 買 水 」す る 。即 ち 孝 子 は 壺 と 香 燭 、紙 銭 を 持

っ て 川 辺 に 行 き 、 河 神 を 拝 し た 後 、 後 ろ 手 で 水 を 汲 む （ 振 り 返

っ て は な ら な い ）。 水 に ヨ モ ギ を 加 え て 熱 し た 後 、 葬 儀 の 手 伝

い を す る 人 に 渡 し て 遺 体 を 拭 き （ 胸 を 三 回 、 背 を 四 回 擦 る ）、

壽 衣 に 着 替 え さ せ る 。 ]  

 

ヨ モ ギ は 邪 気 を 祓 う も の と 考 え ら れ て お り 、 そ の 葉 を 「 買 水 」 し

て 汲 ん で き た 水 に 加 え る こ と で 、 特 別 な 水 に さ ら に 力 を 加 え 、 邪 気

祓 い を す る と い う こ と で あ ろ う １ ５ 。  

三 つ め は 少 数 民 族 の 習 俗 の 影 響 で あ る 。「 買 水 」の 起 源 に つ い て 、

何 彬 ( 1 9 9 5 : 1 1 4 )は 、「 買 水 」 習 俗 が 浙 江 省 、 広 西 壮 族 自 治 区 、 広 東 省

の 少 数 民 族 と の 雑 居 の 中 で 漢 民 族 の 習 俗 に 吸 収 さ れ 、保 存 さ れ て 現

在 に 至 る と す る 。韓 碧 琴 ( 2 0 0 7 : 2 8 2 )も ま た「 買 水 」が 閩 贛 粵 (福 建 省 、

江 西 省 、広 東 省 )の 壮 族 、畲 族 等 少 数 民 族 の 習 俗 を 起 源 と し た も の で

あ る と す る 。  

民 国 期 の 地 方 志 の 中 に は 宋 ・ 范 成 大 『 桂 海 虞 衡 誌 』、 周 去 非 『 嶺

外 代 答 』 を 引 い て こ の 習 俗 を 「 蛮 俗 」 と 批 判 し て い る も の も あ る 。 

 

広 東 省『 順 德 縣 志 』 (民 国 十 八 年 ) (『 民 俗 資 料 彙 編 』中 南 巻 : 7 9 6 )  

  投 錢 於 河 ， 買 水 歸 以 濯 屍 (買 水 濯 屍 本 於 蛮 俗 ， 見 《 虞 衡 志 》 )。  

  [銭 を 河 に 投 げ る 。 水 を 買 っ て 帰 り 、 そ れ で 屍 を 洗 う (水 を 買 っ

て 屍 を 洗 う の は 蛮 俗 に 由 来 す る 。『 虞 衡 志 』 を 見 よ )。 ]   

 

梁 庭 望 ( 1 9 8 7 : 6 3 - 6 4 ) に よ れ ば 、 壮 族 の 喪 礼 習 俗 で は 死 後 、 孝 子 が

哭 し な が ら 川 辺 へ 行 き 、 硬 貨 を 川 へ 投 げ 入 れ て 水 を 汲 む と い う 。 持
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ち 帰 っ た 水 は 熱 し て ブ ン タ ン や ミ カ ン の 葉 を 加 え 、そ れ を 使 っ て 息

子 、 娘 が 遺 体 の 沐 浴 を す る 。 林 勇 山 ( 1 9 9 2 : 1 4 5、 1 5 3 )に も 壮 族 、 仫 佬

族 の 喪 礼 習 俗 と し て 「 買 水 」 の 記 述 が あ る 。 入 棺 前 に 孝 子 が 川 辺 で

紙 銭 を 燃 や し て 水 を 汲 む 。 こ の 時 、 死 者 が 男 性 の 場 合 は 水 を 汲 む 際

に 必 ず 流 れ に 沿 っ て 、 女 性 の 場 合 は 流 れ に 逆 ら っ て 汲 む 。 持 ち 帰 っ

た 水 を 使 っ て 死 者 の 顔 、 身 体 を 洗 い 、 新 し い 衣 を 着 せ る １ ６ 。  

当 代 地 方 志 に お い て も 「 買 水 」 は 漢 民 族 の 葬 礼 に の み 現 れ る の で

は な い 。 壮 族 、 畲 族 の ほ か 仫 佬 族 、 壮 族 、 白 族 、 苗 族 、 瑶 族 等 の 葬

礼 習 俗 の 中 に も「 遺 体 を 清 め る た め の 水 を 井 戸 や 川 に 汲 み に 行 く 」、

「 買 水 を 行 う 」 と い う 記 述 が 見 ら れ る 。 ま た 漢 民 族 の 葬 礼 習 俗 に 関

す る 記 述 に は 「 買 水 」 に つ い て 記 載 が な い が 、 少 数 民 族 の 葬 礼 に 関

す る 記 述 で は 「 買 水 」 を 行 う と す る と こ ろ も あ る 。  

 

広 西 壮 族 自 治 区 『 富 川 瑤 族 自 治 縣 志 』 ( 1 9 9 3 : 4 9 4 )  瑤 族 喪 葬  

人 死 後 ， 孝 子 孝 孫 即 時 穿 上 白 孝 衣 到 河 邊 或 井 邊 “買 水 ”回 來 幫 死

者 洗 屍 ， 一 到 河 邊 ， 先 燒 香 化 紙 ， 并 投 數 枚 銅 錢 或 銅 板 和 少 許 米

飯 下 水 ， 跪 哭 幾 聲 父 或 母 。 然 後 提 水 回 家 燒 熱 ， 由 親 人 替 死 者 沐

浴 。  

[人 が 死 ん だ ら 、孝 子 孝 孫 は 白 い 孝 衣 を 着 て 、川 辺 か 井 戸 へ 行 き

「 買 水 」 し て 帰 っ て 遺 体 を 洗 う 。 川 辺 に 着 く と ま ず 焼 香 、 焼 紙

し 、 数 枚 の 銅 銭 、 銅 板 と 少 し ば か り の 飯 を 水 に 投 げ 、 跪 い て 父

或 い は 母 を 何 度 か 呼 ぶ 。 そ の 後 、 水 を 提 げ て 家 に 持 ち 帰 っ て 温

め 、 (そ れ に よ っ て )近 親 者 は 死 者 に 沐 浴 さ せ る 。 ]  

 

  広 西 壮 族 自 治 区 『 河 池 市 志 』 ( 1 9 9 6 : 1 0 3 5 )  壮 族 喪 葬 習 俗  

  孝 男 還 親 自 到 河 邊 提 清 水 (俗 稱 “買 水 ” )，把 水 加 溫 後 給 逝 者 抹 浴，

理 髮 整 容 。  

[孝 男 は さ ら に 自 ら 川 辺 へ 行 き 清 水 を 汲 む (俗 称 「 買 水 」 )。 水 を

温 め た 後 に 死 者 に 沐 浴 さ せ 、 理 髪 し て 整 容 す る 。 ]  
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い ず れ も 瑤 族 、 壮 族 の 習 俗 で は 「 買 水 」 を 行 う と す る が 、 漢 民 族

の 葬 礼 習 俗 の 項 に は 「 買 水 」 に つ い て 記 述 は な い 。  

し か し 、 壮 族 と 漢 民 族 が 雑 居 す る 地 域 の 地 方 志 の 中 に は 、 い ず れ

の 民 族 の 葬 礼 習 俗 か 明 示 さ れ て い な い も の も あ る 。例 え ば 広 西 壮 族

自 治 区 の 『 天 等 縣 志 』 に は 以 下 の よ う に 記 述 さ れ て い る 。   

 

    『 天 等 縣 志 』 ( 1 9 9 1 : 4 6 4 )  

引 孝 男 到 溪 邊 “買 水 ”， 孝 男 向 溪 中 抛 幾 枚 銅 錢 ， 捧 回 一 盆 水 為 死

者 洗 臉 。 [孝 男 を 率 い て 川 辺 へ 行 き「 買 水 」す る 。孝 男 は 川 に 数

枚 の 銅 銭 を 投 げ 入 れ 、 一 盆 の 水 を 捧 げ 持 ち 帰 っ て 死 者 の た め に

顔 を 洗 う 。 ]  

 

何 彬 ( 1 9 9 5 : 1 1 4 )、韓 碧 琴 ( 2 0 0 7 : 2 8 2 )等 が 指 摘 す る よ う に 、少 数 民 族

の 習 俗 を 起 源 と す る 「 買 水 」 が 漢 民 族 の 習 俗 と 結 び つ き 広 が っ た 可

能 性 は 高 い 。こ れ ら の 少 数 民 族 は 福 建 省 、広 西 壮 族 自 治 区 、広 東 省 、

湖 南 省 、 江 西 省 、 雲 南 省 、 浙 江 省 等 に 多 く 分 布 す る 。 少 数 民 族 の 習

俗 の 影 響 と 伝 播 の 様 相 を 解 明 す る た め に は 、さ ら に 各 地 域 の 状 況 を

詳 細 に 検 証 し て い く 必 要 が あ ろ う 。  

 

1 . 3 .「 淨 面 」   

「 淨 面 」も ま た 遺 体 の 清 め と 関 連 す る 習 俗 で あ る 。一 般 に「 淨 面 」

と 称 さ れ る が 、「 開 光 」、「 開 臉 」、「 清 面 」 と い う 地 域 も あ る 。 以 下 、

「 淨 面 」 と す る 。  

「 淨 面 」 は 孝 子 、 孝 子 の 妻 、 孝 女 ら が 清 潔 な 綿 に 水 或 い は 酒 を し

み こ ま せ 、 遺 体 の 顔 を 拭 く 行 為 で あ る 。 入 棺 後 に 行 わ れ る 地 域 が 多

い が 、 入 棺 前 に 行 う と こ ろ も あ る 。  

 

山 東 省 『 莘 縣 志 』 ( 1 9 9 7 : 5 1 5 )  

一 般 于 第 二 天 午 後 將 死 者 裝 入 棺 材 (入 殮 )， 由 兒 女 用 新 棉 蘸 清 水

為 死 者 “淨 面 ”。  
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[一 般 に 死 後 二 日 目 の 午 後 に 死 者 を 棺 に 入 れ る (入 殮 )、息 子 娘 が

新 し い 綿 を 清 水 で ぬ ら し て 死 者 に 「 淨 面 」 す る 。 ]  

 

山 東 省 『 濟 南 市 志 』 ( 1 9 9 7 : 7 6 )  

入 殮 時 ， (中 略 )此 時 ， 家 人 再 次 用 棉 球 沾 酒 為 亡 人 淨 面 。  

[入 殮 時 、 (中 略 )こ の 時 、 家 人 は 次 に 綿 球 を 酒 で 濡 ら し て 死 者 の

顔 を 清 め る 。 ]  

 

と こ ろ に よ っ て は 「 淨 面 」 に 用 い た 水 や 酒 を 孝 子 が 飲 む と い う 。

以 下 の 二 例 は い ず れ も 棺 に 蓋 を し て 封 棺 を す る 前 に 行 わ れ る 。  

 

河 南 省 『 上 蔡 縣 志 』 ( 1 9 9 5 : 6 2 2 )  

扣 棺 :出 殯 前，(中 略 )死 者 親 屬 再 看 一 次，以 棉 花 蘸 水 給 死 者 淨 面 ，

淨 面 所 用 之 水 下 輩 每 人 要 喝 一 口 。 而 後 用 做 好 的 木 扣 將 棺 材 蓋 扣

死 。  

[扣 棺 :  出 殯 前 、 (中 略 )死 者 の 親 族 は も う 一 度 見 て 、 綿 を 水 で 湿

ら せ 死 者 に 淨 面 す る 。 淨 面 に 用 い た 水 は 死 者 の 下 の 世 代 の 人 が

そ れ ぞ れ 一 口 飲 ま な く て は な ら な い 。 そ の 後 、 作 っ て お い た 木

の か す が い で 棺 の 蓋 を し っ か り 留 め る 。 ]  

 

河 南 省 『 新 蔡 縣 志 』 ( 1 9 9 4 : 8 0 8 )  

合 棺 前，子 女 近 親 齊 集 棺 前，子 女 以 棉 絮 蘸 清 水 或 白 酒 為 之 “淨 面 ”，

之 後 各 喝 口 “淨 面 ”水 (酒 )繞 棺 1 周 。  

[棺 に 封 を す る 前 に 、子 女 や 近 親 者 は 棺 の 前 に 集 ま り 、子 女 は 綿

を 水 や 白 酒 で し め ら せ て 「 淨 面 」 す る 。 そ の 後 、「 淨 面 」 水 (酒 )

を そ れ ぞ れ が 飲 ん だ 後 、 棺 の 周 り を 一 周 す る 。 ]  

 

山 東 省 巨 野 縣 、 鄄 城 縣 、 鄒 城 市 、 河 北 省 安 平 縣 等 で は 淨 面 を 行 う

と 同 時 に 鏡 を 用 い て 遺 体 を 照 ら す 。 鄄 城 縣 で は 、 こ れ は 鏡 で 死 者 に

自 分 が 清 潔 か ど う か を 見 さ せ る た め で あ る と さ れ て い る 。遺 体 を 照
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ら し た 後 に は そ の 鏡 を 砕 き 割 る 。山 東 省 成 武 縣 で は 死 者 に 満 足 か ど

う か を 訊 ね る と い う 意 味 と さ れ る 。   

 

山 東 省 『 巨 野 縣 志 』 ( 1 9 9 6 : 5 5 9 )  

“成 殮 ”之 前 ， 要 用 棉 花 沾 水 ， 為 死 人 “清 面 ”， 再 用 鏡 子 照 面 ， 後

將 鏡 子 摔 碎 。  

[「 成 殮 」 の 前 に 綿 を 水 で 湿 ら せ て 、 死 者 に 「 清 面 」 す る 。 そ れ

か ら 鏡 に 顔 を 映 し 、 そ の 後 鏡 を 砕 き 割 る 。 ]  

 

山 東 省 『 鄄 城 縣 志 』 ( 1 9 9 6 : 5 9 1 )  

死 者 的 女 兒 或 兒 媳 用 棉 絮 蘸 盆 中 清 水 ， 為 死 者 “清 面 ”。 再 以 鏡 照

面 ， 意 為 讓 死 者 看 看 是 否 乾 淨 ， 遂 鏡 子 摔 碎 。  

[死 者 の 娘 或 い は 息 子 の 妻 が 綿 を 盆 の 中 の き れ い な 水 に 浸 し 、死

者 に 「 清 面 」 す る 。 そ れ か ら 鏡 に 顔 を 映 す 。 死 者 に 清 潔 か ど う

か を 見 せ る と い う 意 味 で あ る 。 そ こ で 鏡 を 砕 き 割 る 。 ]  

 

地 図 4 か ら 「 淨 面 」 習 俗 を 行 う 地 域 は 江 蘇 省 、 安 徽 省 、 浙 江 省 、

四 川 省 に も 分 布 が み ら れ る が 、 多 く は 淮 河 以 北 の 地 域 に 現 れ 、 密 集

し て 分 布 す る こ と が わ か る 。「 開 光 」、「 開 光 明 」、「 開 眼 光 」 と い う

名 称 は 河 北 省 と 山 西 省 に 分 布 し て い る 。  
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地 図 4  「 淨 面 」  

 

「 淨 面 」 習 俗  

 淨 面  

  清 面  

  開 面 、 開 臉  

  開 光 、 開 光 明  

  開 眼 光  

   当 該 習 俗 の 記 述 あ り 、 名 称 の 記 載 な し 。  

   当 該 習 俗 の 記 述 な し 。  
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1 . 4 .  「 穿 壽 衣 」、「 買 水 」、「 淨 面 」 民 俗 地 図 か ら の 考 察  

「 穿 壽 衣 」、「 買 水 」、「 淨 面 」 の 三 枚 の 地 図 は い ず れ も 南 北 対 立 の

分 布 を 示 し て い る 。 こ れ ら を ま と め て み る と 、  

 

1） 地 図 2「 穿 壽 衣 」 と 地 図 4「 淨 面 」 は 互 い に 並 行 的 な 分 布 傾 向 を

示 し て い る 。 即 ち 死 亡 前 に 壽 衣 を 着 せ る 地 域 は 、「 淨 面 」 を 行 う

地 域 と 重 な っ て お り 、 こ れ ら の 多 く は 華 北 地 域 に 分 布 し て い る 。 

2） 地 図 3「 買 水 」 と 地 図 2「 穿 壽 衣 」 及 び 地 図 4「 淨 面 」 は ち ょ う

ど 逆 転 し た 分 布 を 示 し て い る 。「 買 水 」 習 俗 を 行 な っ て い る 地 域

は 長 江 以 南 に 多 く み ら れ る 。  

 

こ れ ら の 儀 式 は そ れ ぞ れ が 個 別 に 行 わ れ る も の で は な く 、そ の 他

の 儀 式 と 関 連 し て 行 わ れ る も の で あ る 。次 に そ れ ぞ れ の 習 俗 を 葬 礼

の 順 序 に 沿 っ て 捉 え 、 類 型 化 を 試 み 、 以 下 の 三 種 類 に 分 類 し た 。  

 

 A . 死 亡 → (沐 浴 )→穿 壽 衣 → (淨 面 )→入 棺 → (淨 面 )     *原 型  

( p r o t o - t y p e )  

B . (沐 浴 )→穿 壽 衣 →死 亡  → (淨 面 )→入 棺 → (淨 面 )    *北 方 型  

C . 死 亡 →買 水 → (沐 浴 )→穿 壽 衣 →入 棺               *南 方 型  

 

類 型 A は 、『 家 禮 』 に 則 っ た 体 系 で あ り 、 最 も 頻 度 が 高 い 。 本 論

文 で は こ れ を 「 原 型 」 と 称 す る 。 類 型 B は 死 亡 前 に 壽 衣 を 着 せ る 体

系 で あ る 。本 論 文 で は こ れ を「 北 方 型 」と 呼 ぶ 。「 淨 面 」は 類 型 A、

類 型 B の 入 棺 後 、 或 い は 入 棺 の 前 に 行 わ れ る 。 地 方 志 の 中 に は 「 沐

浴 」 を 行 う か 否 か に つ い て の 記 述 が な い も の が 少 な く な い 。 類 型 A

の 中 で 「 沐 浴 」 を 行 う と い う 記 述 の あ る 地 点 は 3 9 5 地 点 で 、 1 5 0 地

点 で は 「 沐 浴 」 を 行 う と い う 記 述 が な い 。 類 型 B で は 「 沐 浴 」 を 行

う と い う 地 点 が 8 7 地 点 確 認 で き 、「 沐 浴 」 に つ い て の 記 述 が な い の

は 1 0 2 地 点 で あ る 。 た だ し 「 沐 浴 」 に つ い て の 記 述 が な い 地 点 で 儀

式 が な い と は 断 言 で き ず 、地 方 志 の 筆 者 が 記 述 を 省 略 し た と い う 可
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能 性 も 否 め な い 。 し か し 、 そ う で は な く 「 沐 浴 」 が 行 わ れ て い な い

地 域 が あ る の で あ れ ば 、 そ こ で の 「 沐 浴 」 の 省 略 は 「 淨 面 」 と か か

わ っ て い る 可 能 性 が あ り 、「 淨 面 」 が 華 北 地 域 に 広 ま っ た 要 因 で あ

る 可 能 性 が あ る 。「 沐 浴 」 と 「 淨 面 」 は い ず れ も 遺 体 を 清 め る 行 為

で あ る 。 両 者 の 違 い は 「 淨 面 」 の 具 体 的 な 動 作 が 死 者 の 顔 を 拭 く と

い う 点 で あ る が 、 そ の 行 為 は 「 沐 浴 」 が 簡 略 化 さ れ た 形 態 で あ る と

い え る だ ろ う 。 そ こ で 「 淨 面 」 習 俗 が 普 及 す る に 従 い 、 儀 礼 と し て

の 「 沐 浴 」 が 次 第 に 淘 汰 さ れ て い っ た こ と が 推 測 で き る 。 北 方 に は

「 沐 浴 」 を 行 い 、「 淨 面 」 も 行 う と こ ろ が あ る が 、 こ れ ら の 地 域 で

は 「 淨 面 」 は 一 種 の 象 徴 的 な 清 め の 役 割 を 担 っ て い る も の で あ る と

考 え ら れ る 。  

類 型 C は「 南 方 型 」と 呼 ぶ 。死 亡 後 、「 買 水 」を 行 っ て 水 を 汲 む 。

こ の 類 型 で は 汲 ん で き た 水 を ど の 時 点 で 使 う か に よ っ て 、さ ら に 以

下 の 類 型 に 分 け る こ と が で き る 。  

 

C - 1  死 亡 →買 水 →沐 浴 →穿 壽 衣 →入 棺  

C - 2  死 亡 →沐 浴 →穿 壽 衣 →買 水 →入 棺 (顔 を 拭 く )  

C - 3  死 亡 →沐 浴 →穿 壽 衣 →  買 水  →入 棺 →  買 水   

 

類 型 C - 1 は 1 1 9 地 点 確 認 で き 、最 も 頻 度 が 高 い 。死 亡 後 、「 買 水 」

を し て 汲 ん だ 水 を 沐 浴 に 用 い 、 そ の 後 、 壽 衣 を 着 せ る 。 類 型 C - 2、

C - 3 は 「 沐 浴 」 し 、 壽 衣 を 着 せ た 後 、「 買 水 」 を 行 い 、 汲 ん で き た 水

を 用 い る 。 C -１ と 同 様 に 「 買 水 」 と 称 さ れ て い る が 、 そ の 儀 式 の 目

的 や 意 義 は 異 な っ て お り 、 そ れ ら の 地 点 で は 程 度 の 差 は あ る が 「 買

水 」 が す で に 象 徴 的 な 儀 式 に 変 化 し て い る と 考 え ら れ る 。 類 型 C - 2

は 1 6 地 点 に 現 れ る 。 こ の 類 型 で は 「 買 水 」 を し て 汲 ん だ 水 は 入 棺

時 に 遺 体 の 顔 を 拭 く た め に 用 い ら れ る 。類 型 C - 3 は 入 棺 前 に「 買 水 」

を 行 う と こ ろ と 入 棺 後 に 行 う と こ ろ が あ る が 、い ず れ も 直 接 遺 体 を

洗 う 、 拭 く と い う 行 為 に は 用 い ら れ な い 。 棺 の 下 に 置 く 、 棺 に か け

る 、 棺 を 拭 く 等 に 用 い ら れ る 。 C - 3 は 既 に 遺 体 を 洗 い 清 め る と い う
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意 味 で は 用 い ら れ て お ら ず 、C - 2 よ り も さ ら に 象 徴 的 な 意 味 が 強 い 。

類 型 C - 3 は 1 1 地 点 に 現 れ る 。 8 地 点 で は 「 買 水 」 の 記 述 は あ る が 、

ど の 時 点 で 用 い ら れ る か に つ い て の 記 載 が な い 。  

類 型 C - 2 と C - 3 に 現 れ る 「 買 水 」 と 類 型 A、 類 型 B に 現 れ る 「 淨

面 」 に は 二 つ の 共 通 性 が み ら れ る 。 一 つ は 両 者 が い ず れ も 象 徴 的 な

儀 式 に 変 化 し て い る こ と 、も う 一 つ は 両 者 が い ず れ も 入 棺 の 前 後 に

行 わ れ て い る こ と で あ る 。 南 方 の 「 買 水 」 と 北 方 の 「 淨 面 」 は そ れ

ぞ れ に 形 成 さ れ 、 広 ま っ た 習 俗 で あ る が 、 ど ち ら も 水 を 用 い た 遺 体

の 清 め に 関 わ る 習 俗 で あ り 、そ れ ぞ れ に 影 響 を し あ っ て い っ た と い

う こ と も 考 え ら れ る 。  

例 え ば 南 方 と 北 方 の 間 に 位 置 す る 安 徽 省 安 慶 市 で は 「 買 水 」 を 行

い 、 沐 浴 を 行 う と い う 上 の 類 型 C -１ に 属 す る 。  

死 亡 →買 水 →沐 浴 →穿 壽 衣 →入 棺  

 し か し 、『 安 慶 市 志 』 ( 1 9 9 7 : 1 6 9 7 )で は 、「 買 水 」 し て 汲 ん だ 水 は 死

者 の 身 体 を 洗 う の で は な く 、死 者 の 顔 を 拭 く た め に 用 い る と さ れ る

１ ７ 。 こ の 「 顔 を 拭 く 」 と い う 行 為 は 「 淨 面 」 と 同 様 で あ る 。 こ れ

は 北 方 の 淨 面 の 影 響 を 受 け た 習 俗 で 、 そ の 名 称 だ け が 「 買 水 」 の ま

ま 残 っ た も の で あ る の か も し れ な い 。  

 

2 .「 沐 浴 」 と 「 淨 面 」  

上 の 第 1 節 で は 、 伝 統 葬 礼 の 中 か ら 「 穿 壽 衣 」、「 買 水 」、「 淨 面 」

を と り あ げ た 。「 買 水 」、「 淨 面 」 は い ず れ も 死 者 の 清 め に か か わ る

習 俗 で あ る 。  

民 俗 地 図 か ら 北 方 、 主 に 長 江 以 北 に は 、 ① 死 亡 前 に 「 穿 壽 衣 」 を

行 う 、 ② 入 棺 前 後 に 「 淨 面 」 を 行 う 、 と い う 分 布 が 見 ら れ る こ と 、

長 江 以 南 に は 、「 買 水 」 の 分 布 が 見 ら れ る こ と を 確 認 し た 。 さ ら に

葬 礼 の 流 れ を 類 型 化 し 、「 淨 面 」、「 買 水 」 の も つ 意 味 が 異 な る 可 能

性 が あ る こ と を 指 摘 し た 。  

こ れ ら の 習 俗 の 意 味 づ け に 関 し て は 「 沐 浴 」 と の 関 連 を 検 証 す る

こ と が 必 要 で あ る 。 第 1 節 で 述 べ た よ う に 葬 礼 に お け る 「 沐 浴 」 は
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『 儀 禮 』 や 『 家 禮 』 に も 現 れ る 死 装 束 を 着 せ る 前 に 遺 体 を 水 や 湯 を

用 い て 洗 い 清 め る 儀 式 で あ る 。 本 節 で は 「 沐 浴 」 と 「 淨 面 」 の 関 連

に つ い て 、「 沐 浴 」 の 方 法 や 対 象 と す る 身 体 の 部 位 の 変 化 を 確 認 す

る こ と に よ り 考 察 を 進 め る 。  

 

2 . 1 .「 沐 浴 」 の 形 態  

第 1 節 ( 1 . 2 )で み た よ う に 、『 儀 禮 』 及 び 『 家 禮 』 で は 、 遺 体 を 裸

に し て 衾 で 蔽 い 、 髪 と 身 体 を 「 洗 う 」 こ と で 「 沐 浴 」 を 行 う と さ れ

る 。 当 代 地 方 志 で も 「 壽 衣 」 に 着 替 え さ せ る 前 に 遺 体 を 清 め る 行 為

に つ い て 記 述 が 見 ら れ る 。  

 

河 南 省 『 正 陽 縣 志 』 ( 1 9 9 6 : 5 5 4 )  

老 人 “斷 氣 ”之 後 ， 要 洗 澡 換 壽 衣 。  

[老 人 が 息 を 引 き 取 っ た 後 、 身 体 を 洗 い 、 壽 衣 に 換 え る 。 ]  

 

江 蘇 省 『 海 門 縣 志 』 ( 1 9 9 6 : 8 5 6 )  

先 為 死 者 剃 頭 、 洗 身 、 換 衣 ， 然 後 將 遺 體 放 在 靈 堂 里 。  

[ま ず 死 者 の 頭 を 剃 り 、身 体 を 洗 い 、衣 を 換 え る 。そ の 後 、霊 堂

に 遺 体 を 安 置 す る 。 ]  

 

 地 方 に よ っ て は 「 洗 う 」 の で は な く 、「 布 を 用 い て 拭 く 」 と い う

と こ ろ も あ る 。  

 

湖 北 省 『 漢 陽 縣 志 』 ( 1 9 8 9 : 4 8 8 )  

装 殮 時 用 濕 毛 巾 擦 死 者 上 身 ， 換 上 壽 衣 。  

[装 殮 の 時 、湿 ら せ た タ オ ル で 死 者 の 上 半 身 を ぬ ぐ い 、壽 衣 を 着

せ る 。 ]  

 

当 代 地 方 志 に 現 れ る 「 遺 体 を 清 め る 行 為 」 を 表 す 動 詞 は 各 々 異 な

る が 、「 洗 う 」 と 「 拭 く 」 に 大 別 で き る 。 沐 浴 の 記 述 に 現 れ る 具 体
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的 な 語 形 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

【 洗 う 】  淨 身 、 洗 身 、 沐 屍 、 沐 身 、 沐 浴 、 浴 屍 、 洗 屍 、 洗 澡 、  

洗 臉 、 洗 面 、 淨 面 、 梳 洗 、 洗 手 、 洗 腳 、 淨 腳 、 洗 淨   

 

【 拭 く 】  抹 屍 、 抹 汗 、 抹 澡 、 拭 、 揩 身 、 擦 抹 、 擦 身 、 擦 淨  

 

地 図 5 は 、遺 体 に 壽 衣 を 着 せ る 前 の 清 め の 行 為 を 表 す 動 詞 に よ っ

て 分 類 し た 。  

 

1【 洗 う 】 が 用 い ら れ て い る 。  

2【 拭 く 】 が 用 い ら れ て い る 。  

3「 沐 浴 」 に 関 す る 記 述 な し (「 穿 壽 衣 」 に 関 す る 記 述 有 )。  

4「 沐 浴 」 及 び 「 穿 壽 衣 」 に 関 わ る 記 述 な し 。  
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地 図 5  遺 体 に 対 す る 清 め の 行 為 （ 動 詞 ）  

 

遺 体 に 対 す る 清 め の 行 為 を 表 す 動 詞  

  1【 洗 う 】 が 用 い ら れ て い る 。  

  2【 拭 く 】 が 用 い ら れ て い る 。  

  3「 沐 浴 」 に 関 す る 記 述 な し (「 穿 壽 衣 」 に 関 す る 記 述 有 )。  

  4「 沐 浴 」 及 び 「 穿 壽 衣 」 に 関 わ る 記 述 な し 。  
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分 布 状 況 を 見 る と 、 当 代 地 方 志 に お け る 「 沐 浴 」 は 、 1 【 洗 う 】

と い う 方 法 が 広 範 囲 で 行 わ れ て い る こ と が わ か る 。 こ れ は 『 儀 禮 』、

『 家 禮 』 と 同 様 の 形 態 で あ る 。 2 【 拭 く 】 と い う 方 法 が 採 ら れ て い

る 地 域 は 、 華 中 、 華 南 と 陝 西 省 南 部 か ら 四 川 省 に か け て 広 く 分 布 し

て い る 。 一 方 、 華 北 、 中 で も 華 北 東 部 に は 殆 ど 分 布 が 見 ら れ な い 。

3「 穿 壽 衣 」 に 関 す る 記 述 は あ る が 、「 沐 浴 」 に 関 す る 記 述 が な い 地

域 は 華 北 に 分 布 が 集 中 し て い る 。  

地 図 6 で は 、「 穿 壽 衣 ｣前 に 清 め を 行 う 際 に 対 象 と す る 身 体 の 部 位

に よ っ て 次 の よ う に 分 類 し た (【  】内 は 地 方 志 に 記 載 さ れ た 具 体 的

な 語 形 )。  

 

1 顔 【 臉 、 面 、 頭 】  

2 手 足 【 手 、 脚 、 足 】  

3 顔 ・ 手 足  

4 顔 ・ 身 体 【 身 、 体 、 身 体 、 屍 、 遺 体 】  

5 身 体  

6 対 象 と な る 部 位 に 関 す る 記 述 が な い (「 沐 浴 」、「 梳 洗 」 等 動 詞 の

み )。  

7「 沐 浴 」、 及 び 「 穿 壽 衣 」 に 関 わ る 記 述 が な い 。  
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地 図 6  遺 体 に 対 す る 清 め の 行 為 (対 象 部 位 )  

 

遺 体 に 対 す る 清 め の 行 為 (対 象 部 位 )  

   1 顔  

   2 手 足  

   3 顔 ・ 手 足  

  4 顔 ・ 身 体  

  5 身 体  

   6 対 象 と な る 部 位 に 関 す る 記 述 な し  

      (「 沐 浴 」、「 梳 洗 」 等 動 詞 の み )。  

  7「 沐 浴 」 及 び 「 穿 壽 衣 」 に 関 わ る 記 述 な し 。  
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地 図 6  か ら は 、 5「 身 体 」 を 対 象 と す る 地 域 が 華 北 を 除 く 広 範 囲

に 分 布 し て い る こ と が わ か る 。 華 北 に は 1 顔 、 2 手 足 、 3 顔 ・ 手 足

を 対 象 と し て 「 沐 浴 」 を 行 う と こ ろ が 集 中 し て 分 布 し て い る 。 2 手

足 を 対 象 と す る と こ ろ は 、 華 北 の 中 で も 陝 西 省 か ら 山 西 省 ・ 河 北 省

北 部 に か け て 分 布 し て い る 。 1 顔 、 4 顔 ・ 身 体 を 対 象 と す る と こ ろ

は 華 中 、 華 南 沿 岸 部 に も 分 布 が 見 ら れ る が 、 華 北 に 見 ら れ る 顔 を 対

象 と す る 地 域 と は 異 な り 、 手 足 で は な く 、 身 体 と 一 緒 に 行 わ れ て い

る 。  

 

2 . 2 .「 沐 浴 」 の 変 化  

「 沐 浴 」の 形 態 に つ い て は 、『 儀 禮 』賈 公 彦 疏 で も 生 前 の「 沐 浴 」

と 同 様 に 、 遺 体 を 裸 体 に し て 洗 う と す る 。  

 

釋 曰 :云 象 平 生 沐 浴 裸 裎 者 ， 裸 謂 赤 體 ， 裎 猶 袒 也 。 將 浴 尸 ，裸 袒

無 衣 １ ８ 。  

[釈 し て 曰 く：平 生 の 沐 浴 の 裸 裎 に 象 る と い う の は 、裸 は 赤 體 の

こ と を い い 、 裎 は 猶 袒 の よ う に す る こ と で あ る 。 遺 体 を 洗 お う

と す れ ば 、 裸 袒 し て 衣 は 無 と す る 。 ]  

 

さ ら に 続 け て 次 の よ う に 記 し て い る 。  

 

大 記 曰 : 御 者 四 人 ， 抗 衾 而 浴 。 鄭 云 : 抗 衾 ， 為 其 倮 裎 ， 蔽 之 也 。

以 浴 尸 時 袒 露 無 衣 ， 故 抗 衾 以 蔽 之 也 。  

[大 記 曰 く ： 御 者 が 四 人 、衾 を 抗 げ て 浴 す る 。鄭 玄 が 云 う ： 衾 を

抗 げ る の は 、 遺 体 が 裸 で あ る 為 、 こ れ を 蔽 う た め で あ る 。 遺 体

を 洗 う 時 は 衣 を は だ け て 何 も 身 に つ け て い な い た め 衾 を 抗 げ

て こ れ を 蔽 う の で あ る 。 ]  

 

「 浴 」 は 四 人 の 御 者 が 衾 を 用 い て 他 か ら 蔽 っ て 行 う 。「 袒 露 」 す る

と い う の は 肌 脱 ぎ に す る こ と 、 即 ち 裸 に す る こ と を い う 。『 家 禮 』
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に お い て も 同 様 に 「 抗 衾 而 浴 」 [衾 を 抗 げ 浴 す ]と あ り 、「 (衾 で 遮 り )

裸 に し た 遺 体 を 洗 い 、 布 を 用 い て 拭 く 。」 と い う 形 態 が 規 範 に 適 っ

た も の と 考 え ら れ る 。  

地 図 5 で は 1【 洗 う 】地 域 が 広 く 分 布 し て い る こ と を 確 認 し た 。 1

の 地 点 で は 古 礼 や 『 家 禮 』 の 形 態 が 継 承 さ れ て い る と 言 え よ う 。 一

方 、 華 中 、 華 南 と 陝 西 省 南 部 か ら 四 川 省 に か け て 分 布 が 見 ら れ る 2

【 拭 く 】と い う 方 法 が 採 ら れ て い る 地 域 で は 、「 洗 う 」か ら「 拭 く 」

へ の 変 化 が 起 こ っ て い る よ う で あ る 。 こ の 変 化 は 華 北 、 特 に 華 北 東

部 に は 現 れ な い 。  

拭 く と い う 方 法 へ の 変 化 に つ い て 、 地 方 志 に は 以 下 の よ う な 「 象

徴 的 な 沐 浴 」 を 行 う と い う 記 述 が 見 ら れ る 。  

 

安 徽 省 『 廣 德 縣 志 』 ( 1 9 9 6 : 5 7 0 )  

用 熱 水 毛 巾 揩 抹 ， 有 的 是 象 徴 性 做 一 種 形 式 。  

[湯 水 と タ オ ル で 拭 く 。象 徴 的 に 一 種 の 形 式 と す る こ と も あ る 。]  

 

浙 江 省 『 泰 順 縣 志 』 ( 1 9 9 8 : 7 2 4 )   

浴 尸 為 象 徴 性 ， “前 三 後 四 ”， 即 胸 前 揩 三 把 、 背 部 拭 四 下 。  

[浴 屍 は 象 徴 的 な も の で 、「 前 三 後 四 」 と い う の は 、 即 ち 胸 も と

を 三 回 拭 き 、 背 中 を 四 回 拭 く と い う こ と で あ る 。 ]  

 

福 建 省 『 福 安 市 志 』 ( 1 9 9 9 : 1 0 1 9 )  

為 死 者 作 象 徵 性 沐 浴 ， 由 兒 子 和 媳 婦 前 三 後 四 ,  拂 拭 其 背 。  

[死 者 の た め に 象 徴 的 に 沐 浴 を 行 う 。 息 子 と 息 子 の 嫁 が 前 三 回 、

後 四 回 、 そ の 背 を 払 い ぬ ぐ う 。 ]  

 

実 際 に 湯 水 を か け て 遺 体 を 洗 い 、 清 め る 「 沐 浴 」 か ら 、 形 式 的 な

動 作 を し て 象 徴 的 に 行 わ れ る 儀 式 へ と 変 化 を し て い る 様 子 が 窺 え

る １ ９ 。 但 し 「 拭 く 」 と い う 方 法 を 採 る 地 点 が す べ て 象 徴 的 な 「 沐

浴 」 に 変 化 を し て い る と は 言 い 切 れ な い 。  
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古 礼 の 「 沐 浴 」 は 髪 を 洗 い 、 身 体 を 洗 う 。 当 代 地 方 志 に よ れ ば 身

体 の 一 部 分 の み (顔 、 手 足 )を 対 象 と す る と こ ろ が あ る 。 地 図 6  で 見

た よ う に 華 北 で は 、対 象 と す る 部 位 が 顔 或 い は 手 足 と す る と こ ろ が

集 中 し て 分 布 し て い る 。  

こ こ ま で 見 て き た 「 沐 浴 」 の 変 化 に つ い て は 、 ① 沐 浴 の 方 法 と し

て 「 洗 う 」 か ら 「 拭 く 」 へ の 変 化 が 起 こ っ て い る 、 ② 「 拭 く 」 と い

う 地 点 で は 象 徴 的 、形 式 的 な「 沐 浴 」が 行 わ れ て い る と こ ろ が あ る 、

③ 対 象 部 位 が 全 体 か ら 局 部 へ 変 化 し て い る と こ ろ が あ る 、と い う 三

点 が 確 認 で き る 。  

 

2 . 3 .「 沐 浴 」 と 「 淨 面 」： 民 俗 地 図 に よ る 考 察  

地 図 5、 地 図 6 に は 入 棺 前 の 儀 式 と し て 行 わ れ る べ き 「 沐 浴 」 に

関 す る 記 述 が な い と こ ろ が 多 数 見 ら れ る (地 図 5 記 号 3、 4、 地 図 6

記 号 7 )。 本 節 で は こ の こ と の 意 味 を 考 え た い 。  

「 沐 浴 に 関 す る 記 載 が な い 」 と い う こ と は 、 ① 「 沐 浴 」 が 省 略 さ

れ 行 わ れ な く な っ た 、 ② 「 沐 浴 」 は 行 わ れ て い る が 、 編 纂 の 際 に 省

略 さ れ た 、 と い う 二 つ の 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 う ち 、 ① の 場 合 は 、

死 者 に 対 す る 清 め の 儀 式 と し て の 「 沐 浴 」 が 華 北 で は 廃 れ た こ と に

な る 。 以 下 で は こ の こ と と 「 淨 面 」 の 関 連 に つ い て 考 察 す る 。  

「 淨 面 」は 孝 子 、「 媳 婦 」 (孝 子 の 妻 )、孝 女 ら が 綿 に し み こ ま せ た

水 や 酒 で 遺 体 の 顔 を 拭 き 清 め る 習 俗 で あ る 。入 棺 前 或 い は 入 棺 後 に

行 わ れ る 。  

地 図 7 は 「 穿 壽 衣 」 に 関 す る 記 載 は あ る が 、「 沐 浴 」 を 行 う と い

う 記 載 が な い 地 点 を 丸 付 縦 線 で 表 示 し 、「 穿 壽 衣 」、「 沐 浴 」 双 方 と

も 記 載 が な い 地 点 を  *  で 表 示 し た 。「 淨 面 」を 行 う 地 点 は V で 表 し

て い る 。  
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地 図 7「 沐 浴 」 と 「 淨 面 」  

 

遺 体 を 清 め る 行 為  

「 沐 浴 」  

 「 沐 浴 」 に 関 す る 記 述 な し (「 穿 壽 衣 」 に 関 す る 記 述 有 )。  

 「 沐 浴 」、「 穿 壽 衣 」 に 関 す る 記 述 な し 。  

「 淨 面 」   

 「 淨 面 」 を 行 う 。  
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地 図 7 か ら は 、華 北 に「 沐 浴 」に 関 す る 記 述 が な い 地 域 と「 淨 面 」

を 行 う 地 域 が 重 な る と い う 分 布 傾 向 が 明 ら か で あ る 。こ の 地 域 で は 、

「 沐 浴 」と い う 死 者 の 清 め に 関 す る 儀 式 が 廃 れ 、そ の 役 割 を「 淨 面 」

が 担 っ て い る と 考 え ら れ る 。  

表 3 は 省 別 に 「 沐 浴 」 の 対 象 部 位 別 地 点 数 を 示 し た も の で あ る 。

枠 内 を 分 割 し て い る 部 分 の 左 側 の 数 値 は 、「 淨 面 」 が 行 わ れ る 地 点

数 (内 数 )を 示 す 。「 淨 面 」 の 出 現 率 は 小 数 点 以 下 を 四 捨 五 入 し た 。  

 

表 3「 沐 浴 」 の 形 態 と 「 淨 面 」  

 河北 山西 山東 河南 安徽 遼寧 江蘇 陝西 四川

顔、手足（身体なし）   11 8 2  1 11 0

身体（身体＋顔の場合も含
む）

   15 12 1  16  

沐浴、梳洗動詞のみ   5  8 2  15 37

沐浴記載なし      15   13

沐浴、穿壽衣　記載なし     13  19 17 33

　        

42 33 30 14 11 10 7 1 1

　 江西 湖北 湖南 浙江 広東 広西 貴州 海南 福建 雲南

顔、手足（身体なし） 1 1 0 2 6 1 1 0 2 2

身体（身体＋顔の場合も含
む）

23 14 30 17 23 23 21 4 19 9

沐浴、梳洗動詞のみ 13 15 17 20 9 17 17 1 14 25

沐浴記載なし 8 3 3 8 9 8 6 0 6 5

沐浴、穿壽衣　記載なし 12 11 5 9 10 5 12 0 8 28

57 44 55 56 57 54 57 5 49 69

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地点数合計

淨面出現率 (%)

沐浴
記載あ
り

沐浴
記載な
し

沐浴
記載あ
り

沐浴
記載な
し

地点数合計

淨面出現率 (%)

14
8

10

2

5

1

70

34

14

2

19
5

4

1

8

3

22

10

10

2

2
2

45

21

16

1

11
2

33

8

26

3

22

6

2

1

10

2

22

1

10

3

23

1

13

1

40

1

省名

沐浴形態

省名

沐浴形態

113

47

63
21

79

24
93 57

6

30
3

75

5
72

1

123
113

          

( 「 淨 面 」 出 現 率 以 外 、 単 位 は 地 点 )  
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表 3 に よ れ ば 、「 淨 面 」 の 出 現 率 は 、 華 北 東 部 の 河 北 、 山 西 、 山

東 の 三 省 が 群 を 抜 い て 高 く 、「 沐 浴 記 載 な し 」 の 地 点 で 「 淨 面 」 の

出 現 率 が 高 い の も こ の 三 省 で あ る 。こ の ほ か 、河 北 省 、山 西 省 で は 、

顔 、 手 足 を 対 象 と し て 「 沐 浴 」 を 行 う 地 点 に も 「 淨 面 」 が か な り の

頻 度 で 現 れ る 。 こ れ ら の 事 実 は 、 上 記 の よ う に 、「 沐 浴 」 の 衰 退 に

伴 い 、 そ の 役 割 を 「 淨 面 」 が 担 っ て い る こ と を 表 し て い る 。  

 
 
                                                      
１  地 図 作 成 に 当 た っ て は 林 智 氏 (金 沢 大 学 大 学 院 人 間 社 会 環 境 研 究  

科 博 士 後 期 課 程 )の 設 計 に な る 総 合 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム ( P H D   

S Y S T E M )に 搭 載 さ れ た 漢 語 方 言 デ ー タ 入 力 ソ フ ト R O O T S、 及 び 漢  

語 方 言 地 図 作 成 ソ フ ト Wo n d e r l a n d を 使 用 し た 。 以 下 、 本 論 文 に お  

い て 作 成 し た 地 図 は 地 図 1 2 を 除 き 、 同 ソ フ ト を 使 用 し た 。  

２  皮 製 の 衣 服 を 着 せ な い こ と に つ い て は 、 山 西 省 『 廣 靈 縣 志 』  

( 1 9 9 3 : 6 0 1 )に 「 壽 衣 需 藍 棉 裝 ， 不 能 用 花 布 、 皮 毛 質 衣 服 。 」 [壽 衣

は 必 ず 青 い 綿 製 で 、 花 模 様 や 毛 皮 製 の 衣 服 は 使 え な い 。 ]と の 記 述

が 見 ら れ 、 安 徽 省 『 蚌 埠 市 志 』 ( 1 9 9 5 : 1 1 8 1 )は そ の 理 由 と し て 、「 穿

壽 衣 :以 寬 大 便 穿 為 宜 ， 要 用 冬 裝 ， 擔 忌 皮 襖 、 皮 鞋 。 因 為 按 死 後 轉

世 推 論 ， 穿 皮 衣 恐 怕 會 變 為 獸 類 。 」 [穿 壽 衣 :ゆ っ た り し た も の が 着

せ や す く て よ い 。 冬 の 服 装 を 着 せ る が 、 毛 皮 の つ い た 上 着 や 革 靴

は 忌 む 。 な ぜ な ら 死 後 に 生 ま れ 変 わ る と す れ ば 、 皮 衣 を 着 て い る

と 獣 に 生 ま れ 変 わ る 恐 れ が あ る た め で あ る 。 ]と す る 。  

３  河 北 省 『 定 州 志 』『 中 國 方 志 叢 書 』 華 北 地 方  第 二 二 五 號 ・ 道 光 二

十 九 年 刊 本 ,成 文 出 版 社 , 1 9 6 9 , 1 6 4 5。 遼 寧 省 『 開 原 縣 志 』 (清 咸 豐 七

年 ) (『 民 俗 資 料 彙 編 』 東 北 巻 : 1 1 7 )。  

４  潘 德 輿 は 江 蘇 省 山 陽 縣 (現 淮 安 市 )の 人 で 道 光 八 年 の 挙 人 。 号 は  

良 庭 居 士 、 養 一 齊 。  

５  『 養 一 齊 集 』巻 之 二 十 六 「 喪 禮 正 俗 」 は 中 国 国 家 図 書 館 蔵 刻 本 を  

参 照 し た 。  

６  今 之 瀕 死 者 幸 而 不 死 ,於 移 寢 矣 。 至 易 衣 之 煩 ， 又 十 倍 。 於 移 寢 而  

複 之 ， 而 單 之 ， 而 橫 之 ， 而 縮 之 ， 使 斷 不 能 順 正 命 ， 而 死 而 後 快 此 ，  

又 何 心 哉 。 嗟 。 夫 人 之 為 ， 此 者 固 不 知 禮 矣 。 然 其 心 非 真 不 可 解 也 。  

７  何 彬 ( 1 9 9 5 : 3 1 )は 、『 民 俗 資 料 彙 編 』 所 収 旧 志 (清 代 以 後 )の 内 、「 買
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水 」 習 俗 の 記 載 が あ る 地 点 名 を 挙 げ て い る 。  

８  雲 南 省 『 瀘 水 縣 志 』 ( 1 9 9 5 : 4 5 0 )に は 「 県 内 の 漢 族 の 葬 礼 習 俗 は 当

地 の 白 族 の 習 俗 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。」 と の み 記 載 さ れ て い る 。 白 族

の 葬 礼 習 俗 の 項 に は 「 買 水 」 の 記 載 が 見 ら れ る 。  

９  『 景 印 文 淵 閣 四 庫 全 書 』 第 五 八 九 冊 『 欽 定 四 庫 全 書  嶺 外 代 答 』  

１ ０  周 去 非 『 嶺 外 代 答 』 の 「 買 水 」 に 関 わ る 記 述 に つ い て は 、 デ ・  

ホ ロ ー ト ( 1 9 4 6 : 1 4 - 1 5 )、 西 岡 弘 ( 1 9 7 0 : 1 7 0 )、 何 彬 ( 1 9 9 5 : 1 1 3 - 1 1 4 )、 殷  

偉 ・ 任 玫 ( 2 0 0 3 : 8 6 )、 韓 碧 琴 ( 2 0 0 7 : 2 5 2 - 2 5 3 )等 に も 言 及 が あ る 。  

１ １  『 天 一 閣 蔵 明 代 方 志 選 刊 (十 九 )』上 海 古 籍 書 店 影 印 , 1 9 8 1 重 印 。  

１ ２  江 西 省 『 宜 黄 縣 志 』『 中 國 方 志 叢 書 』 華 中 地 方 第 一 〇 一 号 ・ 道

光 五 年 刊 本 影 印 ,成 文 出 版 社 , 1 9 7 0 , 1 2 1。  

１ ３  「 報 喪 」 に 行 く 人 が 傘 を 持 っ て 行 く 習 俗 に つ い て は 第 二 章 第 6  

節 ( 6 . 1 )を 参 照 。  

１ ４  中 国 に お け る 農 業 地 域 の 区 分 に は 年 間 降 水 量 の 影 響 が 大 き い 。

季 増 民 ( 2 0 0 8 : 2 4 )に よ れ ば 、 中 国 全 土 の 平 均 年 間 降 水 量 ( 2 0 0 6 年 )は

5 9 7 m m で あ る が 、秦 嶺 ・ 淮 河 線 の 年 間 降 水 量 は 8 0 0 m m の 等 雨 量 線

と ほ ぼ 一 致 し 、 こ れ よ り 南 の 地 域 に お け る 年 間 降 水 量 は 8 0 0～

1 6 0 0 m m、 北 の 地 域 で は 4 0 0～ 8 0 0 m m で あ る と い う 。  

１ ５  ヨ モ ギ は 葬 礼 以 外 に も 生 後 三 日 目 に 新 生 児 の 沐 浴 を す る 際 、 ヨ  

モ ギ を 煮 出 し て 作 っ た 湯 (「 艾 子 水 」と い う )を 用 い る 、端 午 の 節 句

に 「 艾 酒 」 と い う ヨ モ ギ の 葉 を 浸 し た 酒 を 飲 ん で 邪 気 を 祓 う 等 、

邪 気 を 祓 う も の と し て 用 い ら れ る 。  

１ ６  畲 族 の 「 買 水 」 習 俗 に つ い て は 、 施 聯 朱 ( 1 9 8 9 : 1 4 5 )で も 孝 子 が  

川 辺 に 行 き 、 紙 銭 を 焼 い て 、 死 者 を 洗 う 水 を 汲 ん で 帰 る と さ れ て  

い る 。  

１ ７  安 徽 省 『 安 慶 市 志 』 ( 1 9 9 7 : 1 6 9 7 )「 由 孝 子 頭 頂 破 傘 ， 身 披 死 者  

壽 衣 ， 手 捧 瓦 鉢 ， 去 井 邊 取 來 淨 水 ， 為 死 者 洗 臉 ， 謂 之 “起 水 ”。 」  

[孝 子 は 破 れ 傘 を か ぶ っ て 死 者 の 壽 衣 を は お り 、 手 に 素 焼 き の 鉢 を  

持 っ て 井 戸 端 へ 行 き 、 死 者 の 顔 を 洗 う た め に き れ い な 水 を 汲 む 。  

こ れ を 「 起 水 」 と い う 。 ]  

１ ８ 『 十 三 経 注 疏  儀 禮 』 大 化 書 局 , 2 4 5 2。  

１ ９  こ の 他 、河 南 省 潢 川 縣 、安 徽 省 霍 山 縣 、湖 北 省 黃 陂 縣 、新 洲 縣 、

鄖 西 縣 、 湖 南 省 汨 羅 市 、 江 西 省 安 遠 縣 、 四 川 省 江 北 縣 、 浙 江 省 常

山 縣 の 各 方 志 に は 「 象 徴 的 」、「 形 式 的 」 と い う 記 述 は な い が 、 沐
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浴 の 際 の 「 型 」（「 胸 を 三 回 、 背 を 四 回 拭 く 」、「 胸 と 背 を そ れ ぞ れ

三 回 拭 く 」、「 上 を 七 回 、 下 を 八 回 拭 く 」 等 ） に 従 っ て 行 う と い う

記 述 が 見 ら れ る 。  
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第 四 章  「 招 魂 」・「 報 廟 」 習 俗 の 変 容  

    

本 章 で は 葬 礼 習 俗 の 中 の 「 招 魂 」 と 「 報 廟 」 を 取 り 上 げ る 。 前 章 と

同 じ く 民 俗 地 理 学 の 方 法 に 倣 い こ れ ら の 習 俗 の 分 布 を 明 ら か に し 、 変

容 の 実 態 と 変 化 の 過 程 を 考 察 す る 。  

「 招 魂 」 は 古 礼 の 「 復 」 に 由 来 し 、 死 の 直 後 に 自 宅 で 霊 魂 を 呼 び 戻

そ う と す る 習 俗 で あ る 。「 報 廟 」は 近 世 華 北 で 広 が っ た 習 俗 で あ り 、廟

神 に 死 者 の 魂 が 廟 に 到 着 し た こ と を 家 族 、 親 族 が 知 ら せ に 行 く 習 俗 で

あ る 。こ の 二 つ の 習 俗 を 取 り 上 げ る の は 、「 報 廟 」習 俗 の 発 生 と 広 が り

が 「 招 魂 」 習 俗 の 衰 退 ・ 変 容 と 関 連 す る と 考 え ら れ る た め で あ る 。  

「 報 廟 」 は 、 文 化 大 革 命 以 前 は 各 地 で な お 行 わ れ て い た よ う で あ る

が 、現 在 は 民 間 信 仰 の 対 象 で あ っ た 廟 そ の も の が 殆 ど 消 え 去 っ て い る 。

そ れ で も 部 分 的 な 調 査 は 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 筆 者 が 江 蘇 省 北 部 で 実

施 し た 聞 き 取 り 調 査 に よ れ ば 、「 報 廟 」が 葬 礼 の 中 で 重 要 な 儀 式 と し て

行 わ れ て い る と こ ろ が あ る 1。そ こ で は 既 に 廟 は 消 失 し て い る た め 、葬

礼 の 際 、 自 宅 近 く の 十 字 路 に 段 ボ ー ル 等 「 廟 に 見 立 て た も の 」 を 設 置

す る 。家 族 、親 族 は 行 列 を 作 っ て そ の 場 所 へ 行 き 、「 報 廟 」を 行 う 。ま

た 、 近 年 新 た に 村 内 に 土 地 廟 を 建 て 、 そ こ で 「 報 廟 」 を 行 っ て い る と

こ ろ も あ る 。  

 

1 .「 報 廟 」  

「 報 廟 」は「 廟 神 が 冥 界 の 戸 籍 を 司 る 」、「 死 者 の 魂 は 城 隍 廟 、土 地 廟 、

五 道 廟 な ど 、 冥 界 の 役 所 に 一 時 留 め 置 か れ る 」 と い う 民 間 信 仰 に 基 づ

い て 行 わ れ る 習 俗 で あ る 。「 告 廟 」、「 叫 廟 」、「 壓 紙 」、「 送 湯 」、「 送 漿 水 」、

「 送 飯 」、「 送 紙 」 等 と 称 せ ら れ る 地 点 も あ る 。 魂 が 廟 に 留 め 置 か れ る

期 間 (三 日 間 と さ れ る 地 点 が 多 い )、 ま た は 出 棺 ま で の 期 間 中 、 家 族 、

親 族 は 孝 子 を 先 頭 に 列 を 作 っ て 何 度 も 廟 へ 行 く 。 家 族 、 親 族 は 廟 神 に

死 者 の 魂 が 到 着 し た こ と を 告 げ 、 冥 界 に お け る 死 者 の 庇 護 を 願 う 。 廟

で は 一 般 に 香 を 焚 い て 紙 銭 を 燃 や す 。 こ の 時 用 い ら れ る 紙 銭 は 「 斷 氣

紙 」、「 斷 氣 報 到 紙 」、「 倒 頭 紙 」 等 と 呼 ば れ る こ と も あ る 。 ま た 供 物 と
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し て 運 ん で き た 「 漿 水 」 (米 を 煮 た 汁 、 麺 の ゆ で 汁 等 )を 撒 く 地 域 ・ 地

点 も あ る 。 こ れ ら は 冥 界 の 地 方 官 で あ る 廟 神 へ の 供 物 或 い は 死 者 が 冥

界 で の 生 活 に 使 う た め の も の と さ れ る 。  

報 廟 に 関 す る 地 方 志 の 記 述 を 二 例 挙 げ る 。  

   

山 東 省 『 安 丘 縣 志 』 ( 1 9 9 2 : 6 2 6 )  

報 廟 又 稱 送 漿 水 、 指 於 三 日 内 一 日 三 次 到 土 地 廟 用 湯 水 祭 奠 。 意 為

人 死 後 至 土 地 廟 為 死 者 報 到 。  

［ 報 廟 ま た は 送 漿 水 と い う の は 、 三 日 の 間 、 一 日 に 三 度 土 地 廟 へ

行 き 、 と ぎ 汁 で 祭 る こ と を 指 す 。 死 後 、 死 者 の た め に 土 地 廟 に 到

着 を 知 ら せ る と い う 意 味 で あ る 。］  

 

山 東 省 『 臨 清 市 志 』 ( 1 9 9 7 : 7 1 7 )  

人 死 後、其 家 屬 到 村 頭 的 土 地 廟 或 城 隍 廟 燒 紙、一 路 哭 叫、稱 “報 廟 ”。

其 意 為 請 土 地 爺 “注 銷 戶 口 ”、 寫 “通 行 證 ”及 一 生 行 善 作 惡 的 憑 證 。

否 則 、 陰 曹 地 府 不 收 無 名 鬼 。  

［ 人 が 死 ん だ 後 、 そ の 家 族 は 村 の は ず れ に あ る 土 地 廟 或 い は 城 隍

廟 へ 行 っ て 、 紙 銭 を 焼 く 。 行 く 途 中 ず っ と 泣 き 叫 ぶ 。 こ れ を 「 報

廟 」 と い う 。 こ れ は 、 土 地 爺 に 「 戸 籍 抹 消 」 を し て も ら い 、「 通

行 証 」 と 一 生 の 善 行 と 悪 事 の 証 明 書 を 書 い て も ら う た め で あ る 。

そ う し な い と 、 冥 界 は 無 名 の 亡 霊 を 受 け 入 れ な い の で あ る 。］  

 

以 上 、 い ず れ も 死 後 、 孝 子 や 家 族 、 親 族 が 土 地 廟 へ 行 き 、 死 を 知 ら

せ る 例 で あ る 。  

当 代 地 方 志 に お け る 葬 礼 に 関 す る 記 述 の 中 で 、 報 廟 に 関 す る も の の

頻 度 は か な り 高 い 。 地 図 8 に 記 述 の 有 無 を 示 す 。 こ の 地 図 か ら 、 報 廟

が 行 わ れ て い る 地 点 は 長 江 以 北 、 特 に 河 北 、 山 西 か ら 河 南 、 山 東 、 安

徽 、 江 蘇 に か け て の 地 域 に 集 中 し て い る こ と が わ か る 。  
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地 図 8  「 報 廟 」  

 

報 廟 習 俗 の 有 無  

○  当 該 習 俗 の 記 述 あ り 。  

 当 該 習 俗 の 記 述 な し 。  
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次 に 旧 志 の 例 を 挙 げ る 。管 見 の 限 り 、「 報 廟 」に 関 す る 地 方 志 の 最 も

古 い 記 述 は 、 江 蘇 省 『 泰 州 志 』 (明 崇 禎 六 年 )で あ る 。  

 

江 蘇 省 『 泰 州 志 』 (明 崇 禎 六 年 ) (『 民 俗 資 料 彙 編 』 華 東 巻 : 5 0 6 )  

殮 畢 、 三 日 謁 土 神 祠 、 六 日 謁 城 隍 廟 2。  

［ 入 棺 を 終 え る と 、 三 日 目 に 土 地 祠 に 拝 し 、 六 日 目 に 城 隍 廟 に 拝

す る 。 ］  

 

清 代 の 地 方 志 、 特 に 乾 隆 以 後 の 河 北 省 、 山 東 省 の 地 方 志 に は 、 葬 礼

の 中 で 廟 へ 行 く と い う 記 述 が 多 く 見 ら れ る よ う に な る 3。    

 

河 北 省『 曲 周 縣 志 』 (清 乾 隆 十 二 年 ) (『 民 俗 資 料 彙 編 』華 北 巻 : 4 4 5 )  

不 多 為 華 靡 、 遵 《 家 禮 》 也 。 其 弊 也 、 乃 有 民 間 始 喪 未 殮 、 戚 屬 男

女 走 街 衢 、 號 哭 詣 神 祠 、 焚 楮 錢 、 曰 “報 廟 ”者 。  

［ 余 計 な 贅 沢 を し な い の は 、 『 家 禮 』 に 遵 う の で あ る 。 た だ 弊 害

と し て 、民 間 で は 喪 の 始 め 、入 棺 す る 前 に 、親 族 ら が 通 り を 歩 き 、

大 声 で 泣 き な が ら 神 祠 に 行 っ て 、 紙 銭 を 焼 く 。 こ れ を 「 報 廟 」 と

呼 ん で い る 。 ］  

 

山 東 省 『 博 山 縣 志 』 (清 乾 隆 十 八 年 )    

親 喪 、 舉 家 曳 白 布 匍 匐 哭 於 道 、 灌 漿 水 於 城 隍 廟 、 謂 之 “舍 勞 ”、 此

陋 俗 也 4。  

［ 親 が 死 ん だ 時 は 、 一 家 総 出 で 白 布 を 曳 き 、 道 を 匍 匐 す る よ う に

歩 き な が ら 泣 く 。 城 隍 廟 で は 漿 水 を 撒 く 。 こ れ を 「 舍 勞 」 と い う

が 、 卑 し い 習 俗 で あ る 。 ］   

 

い ず れ も 死 後 、廟 へ 行 く 行 為 に つ い て 記 し て い る が 、編 纂 者 は「 弊 」、

「 陋 俗 」 と 批 判 的 で あ る 。 一 般 に 地 方 志 編 纂 に 携 わ る の は 、 各 地 の 士

大 夫 で あ り 、 第 二 章 で 論 じ た よ う に 彼 ら の 葬 礼 は 『 家 禮 』 に 遵 う こ と

が 規 範 と さ れ て い た 。 『 家 禮 』 に は 葬 礼 の 際 、 廟 へ 行 く と い う 記 述 は
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見 ら れ な い 。 し か し 、 乾 隆 年 間 に は 、 地 方 志 編 纂 者 が 、 批 判 を 加 え な

が ら も 記 載 せ ね ば な ら な い ほ ど 「 報 廟 」 習 俗 が 広 が っ て い た の で あ ろ

う 。  

華 北 に 対 し て 、 華 南 で 「 報 廟 」 を 行 う 地 点 は 、 浙 江 省 、 湖 南 省 、 広

東 省 に 少 数 確 認 で き る の み で あ る 5。華 南 で は 葬 礼 の 際 、僧 侶 や 道 士 を

招 き 、 死 者 の 魂 が 早 く 天 へ 昇 る よ う に 或 い は 早 く 極 楽 へ 行 け る よ う に

と 供 養 す る 。 ま た 、 四 川 省 に は 死 亡 直 後 に 部 屋 の 屋 根 に 竹 竿 で 穴 を 開

け た り 、 瓦 を は ず し 、 魂 が 素 早 く 昇 天 で き る よ う に す る 習 俗 が み ら れ

る 6。  

華 南 の 当 代 地 方 志 に「 報 廟 」に 関 す る 言 及 が 少 な い こ と に つ い て は 、

編 纂 時 に 記 述 が 省 略 さ れ た 可 能 性 を 考 慮 す る 必 要 が あ ろ う 。 た だ 、 葬

礼 の 中 で 盛 ん に 行 わ れ 、 重 要 と さ れ る 習 俗 で あ れ ば 、 そ れ に 関 す る 記

述 が 多 く の 地 方 志 で 一 様 に 省 略 さ れ た と は 考 え に く い 。 華 南 で は 「 報

廟 」 が 重 要 な 習 俗 と は 認 識 さ れ て い な い 、 或 い は 行 わ れ る 地 域 は わ ず

か で あ る と い っ て よ い だ ろ う 。  

 

2 .「 報 廟 」 の 行 き 先    

こ れ ま で 見 て き た よ う に 地 方 志 の 記 述 に は 、「 報 廟 」の 行 き 先 と し て

土 地 廟 、 城 隍 廟 等 の 廟 名 が 挙 げ ら れ る こ と が 多 い 。 地 図 9 は 「 報 廟 」

の 行 き 先 、 つ ま り 「 報 廟 」 を 行 う 場 所 を 示 し た も の で あ る 。  
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地 図 9  「 報 廟 」 行 き 先  

 

「 報 廟 」 行 き 先  

 城 隍 廟  

 土 地 廟 、 土 地 神 、 地 神 廟  

 五 道 廟 、 五 道 爺 前 、 五 道 爺 祠 、 武 道 廟  

 家 廟  

 そ の 他 の 廟  

 特 に 廟 の 名 称 記 載 な し (廟 宇 、 寺 廟 、 廟 堂 等 )。  

 報 廟 習 俗 は あ る が 、 行 き 先 の 記 載 な し 。  
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最 も 頻 度 が 高 い の は 土 地 廟 で あ る が 、 河 北 省 及 び 山 西 省 で は 五 道 廟

も 多 く 、 ま た 城 隍 廟 が 華 北 各 地 に 散 見 さ れ る 。 こ こ で そ れ ぞ れ の 廟 の

由 来 な ど に つ い て 見 て お く 。  

城 隍 廟 に 祀 ら れ る 城 隍 神 の 起 源 に つ い て は 、 未 だ 定 説 が な い よ う で

あ る 7。唐 代 に は 自 然 、天 候 の こ と を 祈 る 神 と さ れ て い た が 、宋 代 、民

間 で は 泰 山 信 仰 、 仏 教 の 影 響 を 受 け 、 死 後 、 生 前 の 所 業 に よ っ て 死 者

へ の 審 判 を 下 す 冥 官 と し て 都 市 と 管 轄 す る 役 割 が 加 え ら れ た 8。 ま た 、

儒 家 官 僚 、 真 徳 秀 が 民 間 信 仰 の 神 を 利 用 し て 国 家 祭 祀 に 取 り 込 も う と

し 、特 に 城 隍 神 に は 冥 界 の 長 と し て 高 い 評 価 を 与 え た 9。明 代 に な る と 、

洪 武 二 年 の 詔 に よ っ て 、 城 隍 神 は 封 号 を 与 え ら れ 、 国 家 の 祭 祀 制 度 の

中 に 位 置 づ け ら れ る 。 ま た 、 冥 界 の 地 方 管 理 者 と い う 役 割 が 公 的 に 定

め ら れ た 。 封 号 は 翌 年 取 り 除 か れ た が 、 各 府 州 県 で 城 隍 神 を 祀 る こ と

や 、 新 任 地 方 官 が 城 隍 廟 に 参 詣 す る こ と が 制 度 化 さ れ た 1 0。 こ れ を 受

け て 、 明 代 に は 多 く の 城 隍 廟 が 建 設 、 改 修 さ れ 、 そ れ に 伴 い 城 隍 神 信

仰 が 広 が っ て い っ た 1 1 。 一 方 、 松 本 浩 一 ( 2 0 0 3 : 5 9 )が 指 摘 す る よ う に 、

「 官 制 の 城 隍 廟 制 度 や 地 方 官 の 城 隍 神 信 仰 と と も に 、 民 間 に お け る 城

隍 神 信 仰 の 流 れ が 、 一 貫 し て 存 在 し て 」 お り 、 明 初 の 改 制 は 民 間 に お

け る 城 隍 神 信 仰 が 広 ま る 契 機 と な っ た 1 2。 こ う し て 城 隍 神 は 「 冥 界 の

地 方 長 官 」、「 あ の 世 の 役 所 の 戸 籍 係 」 と し て 広 く 認 識 さ れ て い っ た 。  

土 地 廟 に は 土 地 神 が 祀 ら れ て い る 。土 地 神 は 城 隍 神 の 配 下 に あ る と さ

れ て お り 、 位 は 低 い 神 で あ る が 、 農 村 に お い て は 人 々 の 生 活 に 身 近 な

存 在 で あ っ た 。 土 地 廟 の 中 に は 「 土 地 老 爺 」 と そ の 妻 で あ る 「 土 地 奶

奶 」が 祀 ら れ て い る 。江 南 で は 、「 福 德 正 神 」、「 福 德 爺 伯 公 」、「 土 地 公 」

等 と 呼 ば れ る 1 3。  

五 道 廟 は 五 道 神 (五 道 大 王 、 五 道 大 神 )を 祀 る 廟 で あ る 。 五 道 神 は 唐

代 か ら 地 獄 の 役 人 と し て 天 帝 、 閻 羅 王 、 太 山 府 君 ら と 同 列 に 加 え ら れ

て い る (序 列 順 位 は 時 代 に よ っ て 異 な る )。 民 間 で は 、 人 々 の 善 悪 を 記

録 し て 閻 羅 王 に 報 告 し た り 、 死 者 の 戸 籍 を 司 る 神 と さ れ る 1 4。  

五 道 廟 に つ い て は W・ A・ グ ロ ー タ ー ス 神 父 の 詳 細 な 調 査 研 究 が あ

る 。 グ ロ ー タ ー ス ( 1 9 9 3 )は 、 河 北 省 宣 化 市 に お け る 廟 の 全 調 査 記 録 で
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あ る 。 調 査 の 行 わ れ た 1 9 4 7 年 、 1 9 4 8 年 当 時 、 宣 化 、 萬 全 で は 五 道 信

仰 が 盛 ん で あ り 、宣 化 市 だ け で も 6 6 の 五 道 廟 が 確 認 さ れ て い る 。宣 化

市 農 村 部 調 査 (村 落 数 11 5 )で は 、 五 道 廟 8 8、 土 地 廟 9 が 存 在 し (グ ロ ー

タ ー ス 等 1 9 5 1 : 2 1 - 2 6、 8 2 )、 萬 全 縣 農 村 部 (村 落 数 1 0 9、 張 家 口 市 の 1 0

村 落 を 含 む )に は 五 道 廟 1 0 9、 土 地 廟 1 0 が 確 認 さ れ て い る (グ ロ ー タ ー

ス 等 1 9 4 8 : 2 3 2 - 2 3 9、 2 9 0 - 2 9 1 )。 い ず れ も 圧 倒 的 に 五 道 廟 が 多 く 、 家 長

は 廟 の 前 で 、 婚 姻 、 誕 生 、 死 亡 を 天 に 知 ら せ る 。 こ れ ら の 地 域 で は 五

道 廟 が 人 々 の 生 活 の 身 近 な 存 在 で あ っ た 。  

グ ロ ー タ ー ス 神 父 は 、 宣 化 市 の 東 南 地 域 で 五 道 廟 の 中 央 に 山 神 像 を

配 す る 廟 が 分 布 す る こ と に 着 目 し 、「 五 道 像 を 中 央 に す え る 五 道 廟 の 典

型 的 な 様 式 で あ る 察 哈 爾 様 式 と 、 五 道 廟 の 役 割 が 土 地 廟 に と っ て 代 わ

ら れ る 河 北 省 様 式 の 過 渡 領 域 の も の で あ る 」と 指 摘 し て い る (グ ロ ー タ

ー ス 1 9 9 3 : 1 3 1 )。地 図 9 は こ の 指 摘 を 裏 付 け る も の で あ る 。山 西 省 中 北

部 、 河 北 省 中 北 部 ・ 東 部 で は 、 五 道 神 が 冥 界 の 地 方 官 と 認 識 さ れ て お

り 、「 報 廟 」 の 際 は 五 道 廟 へ 行 く 。 こ の 地 域 は 、「 報 廟 」 の 行 く 先 が 土

地 廟 で あ る 地 域 の 北 側 に 位 置 し 、 両 者 は 隣 接 し て い る 。  

 

3．「 復 」 と 「 招 魂 」  

古 礼 の「 復 」に つ い て は『 儀 禮 』士 喪 禮 、『 禮 記 』喪 大 記 に 記 述 が 見

ら れ る 1 5。 朱 熹 『 家 禮 』 本 文 に は 「 復 。」 と し か 記 さ れ て い な い が 、 周

復 の 注 に は 具 体 的 な 方 法 が 記 さ れ て い る 。  

 

侍 者 一 人 ， 以 死 者 之 上 服 嘗 經 衣 者 ， 左 執 領 ,右 執 要 ， 升 屋 中 霤 ， 北

面 招 以 衣 ， 三 呼 曰 :「 某 人 復 。 」 畢 ， 卷 衣 ， 降 ， 覆 尸 上 。 男 女 哭 擗

無 數 。 上 服 ， 謂 有 官 則 公 服 ， 無 官 則 襴 衫 、 皂 衫 、 深 衣 ;  婦 人 大 袖

背 子 。 呼 某 人 者 ， 從 生 時 之 號 。  

［ 侍 者 の 一 人 は 死 者 が 生 前 に 着 て い た 上 服 を 携 え 、 左 に 襟 、 右 に

は 腰 の 部 分 を 持 っ て 、 屋 の 霤 (の き )に 上 る 。 北 を 向 い て 死 者 の 服

を 使 っ て 招 き 、「 某 人 復 せ よ 」 と 三 度 叫 ぶ 。 そ れ が 終 わ る と 服 を

巻 い て 屋 根 か ら 降 り 、遺 体 に 覆 い か け る 。男 女 は 何 度 も 哭 踊 す る 。
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上 服 と は 、 官 吏 の 場 合 は 公 服 の こ と で あ り 、 官 職 に な い 者 は 襴 衫

(裾 べ り の あ る 衣 服 )、 皂 衫 (黒 布 の 衣 服 )、 深 衣 (上 衣 と 袴 を つ な い

だ 礼 服 )、婦 人 は 大 袖 背 子 (幅 の 広 い 袖 の 礼 服 )で あ る 。死 者 に 呼 び

か け る 際 は 生 前 の 号 に 従 う 。］  

 

こ の よ う に 、「 復 」は 死 後 す ぐ に 自 宅 で 行 わ れ る 儀 式 で あ る 。『 儀 禮 』、

『 禮 記 』 に 記 さ れ た 「 復 」 に つ い て 、 西 岡 弘 は 『 禮 記 』 檀 弓 篇 下 の 記

述 に 拠 っ て 、「 復 を 以 て 、死 者 に は 親 愛 の 道 を 、五 祀 へ は 死 者 蘇 生 の 祈

祷 を 、 幽 界 の 鬼 神 に は 死 者 の 魂 魄 の 帰 還 懇 請 を 、 と い っ た 複 雑 な 意 義

を 認 め て ゐ る 。」 ( 1 9 7 0 : 1 2 7 )と す る 。  

 

古 礼 の 「 復 」 は 「 招 魂 」、「 叫 魂 」 等 と 称 さ れ 、 現 代 華 北 の 一 部 地 域

に も 残 っ て い る 。 当 代 地 方 志 か ら 二 例 を 挙 げ る 。  

 

山 東 省 『 茌 平 縣 志 』 ( 1 9 9 7 : 4 9 1 )  

人 臨 死 時 ， 親 人 要 到 房 頂 上 敲 打 簸 箕 叫 魂 ， 以 期 親 人 還 魂 復 活 。  

[臨 終 の 時 、近 親 者 が 屋 根 に 上 り 箕 を 敲 い て 叫 魂 し 、肉 親 の 魂 が 還

り 復 活 す る よ う 願 う 。 ]  

 

河 北 省 『 新 樂 縣 志 』 ( 1 9 9 7 : 6 3 1 )  

叫 魂 :即 在 人 剛 一 斷 氣 時 ,死 者 的 親 人 手 持 死 者 一 隻 鞋 到 房 頂 煙 囱 根

邊 摔 鞋 呼 叫 : “ × × 穿 鞋 來 ！ ” 連 喊 三 聲 , 意 思 是 以 穿 鞋 為 由 將 死 者 的

“靈 魂 ”叫 回 來 。  

[叫 魂 :即 ち 、 人 が 息 を 引 き 取 る と 、 そ の 近 親 者 が 手 に 死 者 の 靴 を

一 足 持 っ て 屋 根 の 煙 突 の 脇 で 靴 を 投 げ つ け て 叫 ぶ 。「 × ×靴 を 穿 い

て ！ 」 と 続 け て 三 回 叫 ぶ 。 靴 を 穿 く こ と で 死 者 の 「 霊 魂 」 を 呼 び

も ど す と い う 意 味 で あ る 。 ]  

 

『 茌 平 縣 志 』の 例 で は 、危 篤 に 陥 っ た 時 に「 招 魂 」が 行 わ れ て お り 、

死 亡 直 後 に 行 わ れ る 古 礼 の 「 復 」 と は 一 致 し な い 。 ま た 二 例 と も 手 に
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す る の は 箕 や 靴 で 、 古 礼 が 衣 服 で あ る の と は 異 な る 。 し か し 、 近 親 者

が 屋 根 や 軒 に 上 っ て 魂 を 呼 び 戻 そ う と す る 点 で は「 復 」と 同 じ で あ る 。

こ の よ う な 「 招 魂 」 習 俗 は 、 河 北 省 中 南 部 、 山 東 省 北 西 部 、 河 南 省 北

部 に や や ま と ま っ て 分 布 す る (河 北 省 曲 陽 縣 、沙 河 市 、行 唐 縣 、山 東 省

長 清 縣 、禹 城 縣 、河 南 省 獲 嘉 縣 、封 丘 縣 等 )。こ の 他 、陝 西 省 、四 川 省

に も 分 布 が み ら れ る が 、 地 点 数 は 少 な い 。  

浙 江 省 、 福 建 省 、 広 東 省 で は 海 で 遭 難 し て 遺 体 が 戻 ら な い 場 合 や 、

他 郷 で 死 亡 し 、 遺 体 が 戻 ら な い 場 合 等 、 特 殊 な 事 情 が あ る 場 合 に 限 っ

て 「 招 魂 」 が 行 わ れ る 。 通 常 の 死 に 際 し て は 行 わ れ な い 1 6。 下 文 で は

こ の よ う な 例 は 考 察 の 対 象 と し な い 。  

と こ ろ が 、 当 代 地 方 志 に 記 さ れ た 「 招 魂 」 に は 、 古 礼 の 「 復 」 と は

本 質 的 に 異 な る 形 態 が み ら れ る 。即 ち 、「 招 魂 」を 行 う 場 が 、自 宅 か ら

廟 に 移 動 し た 形 態 で あ る 。  

 

4． 廟 で 行 わ れ る 「 招 魂 」  

ま ず 、次 の 例 で は 、「 招 魂 」が 自 宅 で 行 わ れ て い る が 、古 礼 の よ う に

顔 を 北 に 向 け る の で は な く 、 土 地 廟 の 方 を 向 い て 呼 び か け を 行 っ て い

る 。   

 

河 南 省 『 淇 縣 志 』 ( 1 9 9 6 : 9 1 2 )  

老 年 人 處 于 彌 留 ， 昏 厥 狀 態 ， 或 剛 剛 斷 氣 ， 便 由 子 女 或 其 他 親 人 ，

雙 手 持 籮 高 舉 ， 站 在 院 中 高 處 ， 面 向 土 地 廟 方 向 ， 對 籮 高 呼 “ × ×來

家 啊 ！ ”， 即 為 招 魂 。  

［ 老 人 が 危 篤 と な り 、 昏 睡 状 態 に 陥 っ た 時 或 い は 息 を 引 き 取 っ た

ば か り の 時 、 子 女 ま た は 近 親 者 が 両 手 で 籮 (竹 製 の か ご )を 高 く 掲

げ 、 庭 の 高 所 に 立 っ て 、 土 地 廟 の 方 を 向 き 、 籮 に 対 し て 「 × ×、 家

に 来 て ！ 」 と 叫 ぶ 。 即 ち 招 魂 で あ る 。］  

 

さ ら に 次 の 二 例 で は 、「 招 魂 」を 行 う 場 が 土 地 廟 、五 道 廟 に な っ て い

る 。  
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河 北 省 『 南 皮 縣 志 』 ( 1 9 9 2 : 8 9 3 )  

人 死 後，由 親，鄰 給 死 者 穿 壽 衣 (中 略 )，謂 之 “小 殮 ”。(中 略 )當 日 晩 ，

至 土 地 廟 焚 紙 招 魂 。 謂 之 “報 廟 ” (燒 “到 頭 紙 ” )。  

［ 死 後 、親 族 、隣 人 が 死 者 に 壽 衣 を 着 せ る 。(中 略 )こ れ を「 小 殮 」

と い う 。 (中 略 )そ の 日 の 夜 、 土 地 廟 へ 行 き 紙 を 焼 き 招 魂 す る 。 こ

れ を 「 報 廟 」 (「 到 頭 紙 」 を 焼 く )と い う 。 ］  

 

河 北 省 『 固 安 縣 志 』 ( 1 9 9 8 : 8 0 3 )  

停 屍 :人 將 死 時 或 死 而 未 僵 ， 由 子 女 等 給 穿 殮 衣 (又 稱 壽 衣 )。 (中 略 )

報 廟 :停 尸 既 妥，死 者 幼 孫 執 燈 前 導，晩 輩 婦 女 携 紙 錢 赴 五 道 廟 壓 紙

招 魂 (中 略 )毎 日 早 ， 午 ， 晩 三 次 。 (中 略 )入 殮 :一 般 在 兩 天 內 入 殮 。  

［ 停 屍 :危 篤 時 或 い は 死 後 硬 直 が な い う ち に 、 子 供 た ち が 死 装 束

(壽 衣 と も い う )を 着 せ る 。 (中 略 )報 廟 :遺 体 を 安 置 す る と 、 明 か り

を 持 っ た 孫 の 先 導 で 、 若 輩 の 女 性 が 紙 銭 を 持 っ て 五 道 廟 へ 行 き 、

そ れ を 貼 っ て 、招 魂 す る 。(中 略 )毎 日 、朝 、昼 、晩 と 三 回 行 く 。(中

略 )入 棺 :一 般 に 二 日 の う ち に 入 棺 す る 。］  

 

二 例 と も 土 地 廟 や 五 道 廟 で 「 招 魂 」 を 行 う こ と 自 体 が 「 報 廟 」 で あ

る と 認 識 さ れ て お り 、 こ れ は 本 質 的 な 変 化 で あ る 1 7。  

旧 志 を 参 照 し て み る と 、 霊 魂 を 呼 び 戻 す 習 俗 に 関 わ る 廟 は 、 城 隍 廟

も あ る こ と が わ か る 。  

 

河 北 省『 南 宮 縣 志 』 (清 道 光 十 一 年 )  (『 民 俗 資 料 彙 編 』華 北 巻 : 4 8 3 )  

初 喪 ， 擗 踊 哭 泣 ， 懸 紙 馬 ， 紙 錢 於 門 ， 訃 告 親 族 。 是 夕 ， 赴 城 隍 廟

招 魂 ， 即 古 復 禮 也 。 三 日 殮 ， 立 旌 ， 成 服 。  

［ 喪 の 初 め 、 手 で 胸 を た た き 大 声 で 泣 き 、 紙 馬 や 紙 銭 を 扉 に ぶ ら

下 げ 、 親 族 に 訃 報 を 知 ら せ る 。 そ の 夜 、 城 隍 廟 へ 行 き 招 魂 す る 。

す な わ ち 古 え の 復 の 礼 で あ る 。三 日 目 に 殮 を し 、旌 (は た )を 立 て 、

喪 服 を 着 る 。 ］   
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山 東 省 『 武 城 縣 志 』 (民 國 元 年 )  

  至 夕 赴 城 隍 廟 招 魂 ， 即 古 復 禮 也 1 8  

[夕 刻 に な る と 城 隍 廟 へ 行 き 招 魂 す る 。 即 ち 古 え の 復 禮 で あ る 。 ]  

 

こ こ で は 「 古 え の 復 の 礼 で あ る 」 と 言 い な が ら 、 古 礼 の 「 復 」 と は

異 な り 、「 招 魂 」 を 行 う 場 所 が 城 隍 廟 に な っ て い る 。  

古 礼 の 「 復 」 は 、 死 の 直 後 に 自 宅 の 軒 に 上 っ て 行 わ れ る が 、 無 論 そ

こ に は 廟 や 紙 銭 に 関 す る 記 述 は 見 ら れ な い 。 し か し 、 上 の 各 例 で は 死

亡 当 日 の 晩 に 、近 親 者 が 廟 へ 行 き 、そ こ で「 招 魂 」す る と さ れ て い る 。

さ ら に 、廟 に 行 っ て「 招 魂 」す る 時 間 が 、二 日 目 以 降 ま た は「 入 殮 」(入

棺 )以 降 に ず れ 込 ん だ と み ら れ る 類 型 が 存 在 す る 。  

 

山 西 省 『 靜 樂 縣 志 』 ( 2 0 0 0 : 6 3 4 )  

第 三 天 ， (中 略 )晩 上 ， 孝 子 打 燈 籠 ， 抱 靈 牌 到 五 道 廟 或 城 隍 廟 給 死

者 招 魂 。  

[三 日 目 、 (中 略 )夜 、 孝 子 は 提 灯 を 持 ち 、 霊 牌 (位 牌 )を 抱 え て 五 道

廟 か 城 隍 廟 へ 行 き 、 死 者 の た め に 招 魂 す る 。 ]  

 

河 北 省 『 遷 西 縣 志 』 ( 1 9 9 1 : 6 5 0 )  

停 屍 完 畢，親 人 兒 女 就 要 穿 白 戴 孝，到 五 道 廟 點 漿 水，謂 之 “報 廟 ”。

(中 略 )兒 孫 們 毎 天 要 三 次 到 五 道 廟 燒 紙 送 錢。第 三 天 要 報 廟 接 回 “亡

魂 ”。  

[遺 体 を 安 置 し 終 わ る と 、息 子 娘 は 白 い 喪 服 を 着 て 、五 道 廟 へ 行 き 、

漿 水 を 垂 ら す 。 こ れ を 「 報 廟 」 と 言 う 。 (中 略 )息 子 や 孫 た ち は 毎

日 三 回 五 道 廟 へ 行 き 、 紙 銭 を 燃 や し て 銭 を 送 る 。 三 日 目 に 報 廟 し

て 「 亡 魂 」 を 連 れ 帰 る 。 ]  

 

河 北 省 『 薊 縣 志 』 ( 1 9 9 1 : 9 2 2 )  
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孝 子 手 捧 有 香，酒，紙 錢 的 小 簸 箕 至 五 道 廟 祭 祀 鬼 神 (中 略 )謂 之 “送

紙 ”， 亦 稱 “報 廟 ”。 (中 略 )入 斂 後 ， 孝 子 拉 著 掃 帚 ， 拿 托 命 紙 及 死 者

先 前 舊 衣 ， 端 著 靈 牌 ， 前 往 五 道 廟 迎 接 亡 魂 1 9。  

[孝 子 は 手 に 香 、酒 、紙 銭 を い れ た 小 さ な 箕 を 捧 げ 持 っ て 五 道 廟 へ

行 き 鬼 神 を 祭 る 。(中 略 )こ れ を「 送 紙 」ま た は「 報 廟 」と 言 う 。(中

略 )  入 斂 (入 棺 )後 、 孝 子 は 箒 を 引 き ず り 、 命 紙 と 死 者 の 生 前 の 服

を 持 ち 、霊 牌 (位 牌 )を 捧 げ 持 っ て 、五 道 廟 へ 行 き 、亡 魂 を 迎 え る 。]  

 

河 北 省 『 衡 水 市 志 』 ( 1 9 9 6 : 8 2 9 )  

合 家 哀 泣 ， 報 土 地 廟 ， 一 日 三 次 。 (中 略 )次 日 夜 半 ， 孝 子 撕 門 幡 一

條 ， 背 負 至 土 地 廟 ， 泣 請 亡 魂 歸 家 ， 設 宴 ， 宴 擺 ， 送 往 西 天 2 0。  

[家 族 皆 が 哀 泣 し 、 土 地 廟 に 報 告 す る 。 一 日 三 回 。 (中 略 )翌 日 の 深

夜 、 孝 子 は 門 幡 を 一 本 は が し て 背 負 っ て 土 地 廟 へ 行 く 。 泣 い て 亡

魂 に 家 に 帰 る よ う に 請 う 。 宴 を 設 え 、 終 わ る と 西 天 へ 送 る 。 ]  

 

『 靜 樂 縣 志 』 で は 死 後 三 日 目 に 五 道 廟 ま た は 城 隍 廟 で 「 招 魂 」 を 行

う と さ れ て い る 。『 遷 西 縣 志 』に は「 招 魂 」と い う 言 葉 が 現 れ な い が 、

三 日 目 に 「 報 廟 」 し て 亡 魂 を 連 れ 戻 す と さ れ て い る 。 『 薊 縣 志 』 で は

日 に ち は 明 示 さ れ て い な い が 、 「 入 斂 後 」 (入 棺 後 )に 亡 魂 を 迎 え る と

さ れ て い る 。 『 衡 水 市 志 』 で は 、 二 日 目 の 夜 半 に 土 地 廟 に 行 き 、 亡 魂

に 家 に 帰 る よ う 頼 み 、 さ ら に 帰 宅 し た 魂 を も て な し た 後 、 西 天 に 送 る

と さ れ て い る 2 1。そ れ ぞ れ 異 な っ た 類 型 と 考 え ら れ る が 、い ず れ も「 招

魂 」 ま た は 魂 を 呼 び 戻 す 行 為 が 死 の 翌 日 以 降 ま た は 入 棺 後 に 行 わ れ て

い る こ と か ら 本 論 文 で は 同 一 類 型 と み な す 。  

こ の ほ か 、先 に 引 用 し た『 固 安 縣 志 』に は 前 記 引 用 部 分 の 後 に 次 の

記 述 が あ る 。   

 

一 般 人 家 喪 期 以 三 日 為 限 ， 出 殯 前 將 紙 扎 車 ， 馬 ， 紙 人 ， 金 銀 庫 等

放 於 五 道 廟 前 ， 孝 眷 從 廟 中 抬 安 魂 紙 ， 由 長 子 背 負 ， 兩 旁 諸 子 女 扶

持 ， 勢 如 攙 扶 其 人 ， 并 呼 喚 招 魂 上 車 。  
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［ 民 間 人 の 場 合 、葬 期 は 三 日 を 期 限 と す る 。出 棺 の 前 に 紙 製 の 車 、

馬 、 人 、 金 庫 銀 庫 等 を 五 道 廟 の 前 に な ら べ 、 親 族 は 廟 か ら 安 魂 紙

を 運 ぶ 。 長 子 が 担 ぎ 、 両 脇 で 他 の 子 女 が そ れ を 支 え る 。 そ の 様 は

ま る で 故 人 を 支 え る か の よ う で あ り 、 魂 を 呼 び 戻 し な が ら (紙 製

の )車 に 乗 せ る 。 ］  

 

つ ま り 、 入 棺 前 だ け で な く 、 入 棺 後 、 出 棺 前 に 再 度 「 招 魂 」 が 行 わ

れ て い る 。  

以 上 、 こ の 類 型 に は い く つ も の バ リ エ ー シ ョ ン が 存 在 す る が 、 死 の

翌 日 以 降 ま た は 入 棺 後 、 出 棺 前 に 「 招 魂 」 な い し は 魂 を 呼 び 戻 す 行 為

が 行 わ れ る こ と で 共 通 す る 。 そ れ は 多 く の 場 合 、 廟 に 留 め 置 か れ た 霊

魂 を 呼 び 戻 す た め と 認 識 さ れ て い る 。 ま た 、 そ れ に 先 立 ち 霊 魂 の 到 着

を 知 ら せ る た め の 「 報 廟 」 が 行 わ れ る こ と が 多 い 。  

な お 、「 廟 へ 行 き 魂 を 呼 び 戻 す 」行 為 は 、「 招 魂 」 (河 北 省 徐 水 縣 、山

西 省 五 寨 縣 等 )の ほ か 、「 領 魂 」(河 北 省 冀 縣 、盧 龍 縣 、山 東 省 曲 阜 市 等 )、

「 取 魂 」 (河 北 省 豐 潤 縣 )、「 拖 魂 」 (山 東 省 無 棣 縣 )、「 叫 魂 」 (山 西 省 寧

武 縣 )、「 呼 魂 」 (山 西 省 偏 關 縣 )等 と 称 さ れ る こ と が あ る 。 ま た 上 述 の

よ う に 名 称 を 欠 く 地 点 も あ る 。  

最 後 に 、河 北 省 石 家 庄 地 域 に は 、「 招 魂 」と い う 記 述 は な い が 、廟 へ

行 き 「 還 魂 錢 」 と 呼 ば れ る 紙 銭 を 燃 や す と い う 地 点 が 集 中 し て い る 。

旧 志 、 新 志 の 例 を 対 比 し て 挙 げ る 。  

 

河 北 省 『 高 邑 縣 志 』 (民 國 三 十 年 ) (『 民 俗 資 料 彙 編 』 華 北 巻 : 1 0 2 )  

初 喪 ， 含 殮 ， 設 靈 床 ， 覆 單 衾 。 懸 紙 幡 於 門 首 。 訃 告 親 友 。 昏 暮 ，

家 屬 詣 土 地 祠 焚 紙 招 魂 ， 慟 哭 以 還 ， 曰 燒 還 魂 錢 。 三 夜 後 ， 置 諸 棺

内 ， 曰 “入 殮 ”。  

［ 喪 の 初 め 、含 殮 (死 者 の 口 に 米 、金 銀 、銅 貨 等 を 入 れ る 習 俗 )し 、

霊 床 (椅 子 に 板 を 渡 し て 作 る )を し つ ら え て 単 の 衾 で 覆 う 。 戸 口 に

紙 幡 を 懸 け る 。 親 戚 友 人 に 訃 報 を 知 ら せ る 。 黄 昏 に 土 地 祠 へ 行 き
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紙 銭 を 焼 い て 招 魂 す る 。 慟 哭 し て 帰 る 。 還 魂 銭 を 燃 や す と い う 。

三 夜 の 後 、 棺 内 に 安 置 す る 。 こ れ を 「 入 殮 」 と い う 。 ］  

 

河 北 省 『 高 邑 縣 志 』 ( 1 9 9 3 : 6 4 1 - 6 4 2 )   

人 死 後 ， 設 靈 床 。 穿 壽 衣 ， 蓋 壽 單 ， 將 屍 停 放 在 靈 床 上 ， 然 後 門 口

懸 紙 幡，訃 告 親 友。死 者 的 家 屬 黄 昏 到 土 地 廟 燒 紙，放 聲 大 哭 謂 “燒

還 魂 錢 ”。 停 屍 三 天 後 放 置 棺 内 謂 “入 斂 ”。  

 

こ こ で は 旧 志 、 新 志 の 双 方 に 類 似 し た 記 述 が 見 ら れ 、 い ず れ も 入 棺

前 に 「 還 魂 銭 」 を 燃 や し て い る 。 旧 志 に あ っ た 「 招 魂 」 と い う 言 葉 が

新 志 で 消 え て い る こ と か ら み て 、 「 招 魂 」 の 変 容 形 態 の 一 つ で あ っ た

と 推 定 さ れ る 。 「 還 魂 銭 」 の 記 述 が み ら れ る の は 、 安 平 縣 、 高 邑 縣 、

藁 城 縣 、 故 城 縣 、 晉 縣 、 井 陘 縣 、 靈 壽 縣 、 深 澤 縣 、 武 強 縣 、 元 氏 縣 、

趙 縣 の 各 県 志 (新 志 )で 、 石 家 庄 地 区 及 び そ の 周 辺 に 集 中 し て い る 。  

 

5 .  近 世 華 北 に お け る 「 招 魂 」 の 変 容 と 「 報 廟 」 の 起 源  

こ こ で 、 当 代 地 方 志 に み ら れ る 「 招 魂 」 の 形 態 と 「 報 廟 」 と の 関 連

を 整 理 す る と 、 以 下 の 五 つ の 類 型 に 分 類 で き る 。  

 

A．「 招 魂 」 が 古 礼 の 「 復 」 を 踏 襲 し 、「 報 廟 」 を 伴 わ な い 。  

B．「 報 廟 」 し 、「 招 魂 」 な い し は 魂 に か か わ る 行 為 を 行 う 。  

B - 1  入 棺 前 (死 亡 当 日 )に 「 招 魂 」 す る 。  

B - 2  入 棺 前 に 「 還 魂 銭 」 を 燃 や す 。  

B - 3  入 棺 後 ま た は 死 の 翌 日 以 降 、 出 棺 ま で に 「 招 魂 」 す る  

(廟 に 留 め 置 か れ た 魂 を 迎 え に 行 く )。  

C．「 報 廟 」 す る が 、「 招 魂 」 な い し は 魂 に か か わ る 行 為 を 行 わ な

い 。  
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地 図 1 0「 報 廟 」・「 招 魂 」 の 類 型  

 

「 招 魂 」 と 「 報 廟 」  

  A「 招 魂 」 が 古 礼 の 「 復 」 を 踏 襲 し 「 報 廟 」 を 伴 わ な い 。  

B「 報 廟 」 し 、「 招 魂 」 な い し は 魂 に 関 わ る 行 為 を 行 う 。  

  B - 1  入 棺 前 (死 亡 当 日 )に 「 招 魂 」 す る 。  

   B - 2  入 棺 前 に 「 還 魂 錢 」 を 燃 や す 。  

  B - 3  入 棺 前 ま た は 死 の 翌 日 以 降 、 出 棺 ま で に 「 招 魂 」 す る  

(廟 に 留 め 置 か れ た 魂 を 迎 え に 行 く )。  

   C「 報 廟 」す る が 、「 招 魂 」な い し は 魂 に 関 わ る 行 為 を 行 わ な い 。  
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こ こ で は 葬 礼 に お い て 、 ( 1 )「 報 廟 」す る か 否 か 、 ( 2 )「 招 魂 」な い し

は 魂 に か か わ る 行 為 が な さ れ る か 否 か 、 と い う 二 つ の 特 徴 に 着 目 し て

ま ず A、 B、 C の 三 類 型 を 立 て た 。 次 に ( 1 )、 ( 2 )を い ず れ も 行 う 、 と い

う 類 型 で あ る B を 三 つ に 下 位 分 類 し た 。 各 類 型 の 分 布 を 地 図 1 0  に 表

示 す る 。以 下 で は 、各 類 型 の 分 布 上 の 特 徴 に 着 目 し な が ら 、「 招 魂 」と

「 報 廟 」 に 関 す る 歴 史 的 変 化 を 推 定 す る 。  

ま ず A の 類 型 は 華 北 各 地 (特 に 黄 河 流 域 )に 分 布 す る が 、 全 体 と し て

地 点 数 は 多 く な い 。   

次 に B の 類 型 は 三 種 類 の 下 位 類 型 を 含 む 。全 体 と し て は 地 点 数 が 多

く 、 特 に 河 北 は こ れ が 多 数 を 占 め る 。 入 棺 前 に 「 招 魂 」 す る B - 1 は 、

現 在 の 所 四 地 点 し か 確 認 で き て い な い が 、お そ ら く B 類 型 の 中 で は 最

も 古 い タ イ プ と 考 え ら れ る 。よ り 古 い A 類 型 に お い て 自 宅 で 行 わ れ て

い た「 招 魂 」が 場 所 を 廟 に 移 し た 結 果 で あ ろ う 。B - 2、即 ち 廟 で「 還 魂

銭 」 を 燃 や す と い う 類 型 は 石 家 庄 地 域 に 集 中 し て い る 。 B - 1 と 同 様 、

廟 に お い て 「 魂 を 呼 び 戻 そ う と す る 」 類 型 で あ り 、 入 棺 前 に 行 わ れ る

こ と 、 及 び 分 布 地 域 が B - 1 と 近 い こ と か ら み て 、 B - 2 の 地 域 で も か つ

て は 「 招 魂 」 が 行 わ れ て い た と 推 定 さ れ る 。 B - 3 に は 様 々 な 下 位 類 型

が 存 在 す る が 、 入 棺 後 ま た は 死 の 翌 日 以 降 、 出 棺 前 に 「 招 魂 」 な い し

は 魂 を 呼 び 戻 す 行 為 が 行 わ れ る こ と で 一 致 す る 。 そ の 目 的 は 、 廟 に 留

め 置 か れ て い た 魂 を 迎 え に 行 く こ と で あ り 、 本 来 死 の 直 後 に 行 わ れ て

い た 「 招 魂 」 が 葬 礼 の 時 間 軸 の 中 で 後 ろ に ず れ こ ん だ よ う な タ イ プ で

あ る 。「 廟 に お い て 魂 に か か わ る 行 為 を 行 う 」と い う 点 で は B - 1 と 一 致

す る こ と か ら 、 B - 3 も B - 1 の 派 生 形 で あ る と 考 え る 。  

最 後 に 、 C の 類 型 で は 、 廟 に 行 く 目 的 が 「 死 者 の 魂 が 廟 に 到 着 し た

こ と を 知 ら せ 、廟 神 の 庇 護 を 懇 請 す る 」こ と で あ り 、「 招 魂 」な い し は

魂 に か か わ る 行 為 は 行 わ れ な い 。 こ の 類 型 は 華 北 の 広 範 囲 に 分 布 し 、

地 図 8  に 示 し た「 報 廟 」の 分 布 と も 重 な る 。一 般 に あ る 文 化 的 特 徴 が

広 域 的 分 布 を 形 成 す る に は 伝 播 に か な り の 時 間 を 要 す る が 、「 報 廟 」は

明 清 期 の 華 北 地 域 に お い て 一 気 に 広 が っ た も の と 考 え ら れ る 。 そ の 背

景 と し て 、明 初 に 定 め ら れ た 城 隍 廟 制 度 が あ り 、民 間 で も 城 隍 神 (村 で
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は 土 地 神 、五 道 神 等 )は 冥 界 の 地 方 長 官 で あ り 、死 後 、魂 は 一 旦 、廟 に

入 り 一 定 期 間 留 め 置 か れ る 、 と 広 く 認 識 さ れ る よ う に な っ た こ と が あ

る 。「 報 廟 」は 第 1 節 で 見 た よ う に 、清 代 乾 隆 年 間 に は 、地 方 志 編 纂 者

が 、 批 判 を 加 え な が ら も 記 述 せ ざ る を 得 な い ほ ど 広 範 に 行 わ れ る よ う

に な っ て い た 。  

以 上 の こ と か ら 、「 招 魂 」と「 報 廟 」に 関 わ る 類 型 は 華 北 に お い て 次

の よ う に 変 化 し た と 推 定 さ れ る 。  

      A →  B - 1  →  B - 2、 B - 3  →  C  

ま ず 、古 礼 の「 復 」に 発 す る「 招 魂 」が 廟 で 行 わ れ る よ う に な っ た 。

こ の 段 階 で 、「 招 魂 」を 行 う 時 間 は 、死 の 直 後 、少 な く と も 入 棺 前 と い

う 本 来 の 形 態 が 維 持 さ れ て い た は ず で あ る 。 そ の 時 間 が 入 棺 後 ま た は

死 の 翌 日 以 降 に ず れ た の が B - 3 で あ る 。「 還 魂 銭 」を 燃 や す B - 2 で は「 招

魂 」 な い し は そ れ に 相 当 す る 名 称 が 消 え て お り 、 こ の 類 型 は 石 家 庄 地

域 で し か み ら れ な い も の の 、 C に 至 る 過 渡 的 な 形 態 で あ る と 考 え ら れ

る 。 C で は 「 招 魂 」 の 概 念 が 消 失 し て い る 地 点 が 多 い と 考 え ら れ る 。

さ ら に 以 上 の 推 定 に 基 づ け ば 、「 報 廟 」習 俗 自 体 が 、元 は「 招 魂 」を 廟

で 行 う 習 俗 の 広 ま り に 起 源 を 発 す る 可 能 性 も あ る 。  

さ て 、 廟 で 「 招 魂 」 を 行 う と い う 記 述 は 意 外 と 古 い 。 ま ず 、『 宋 史 』

巻 二 四 五 「 昭 成 太 子 元 僖 列 傳 」 に は 、 寺 で 「 招 魂 」 し た と い う 記 事 が

見 ら れ る 。  

 

  未 幾 ， 人 有 言 元 僖 為 嬖 妾 張 氏 所 惑 ， 張 頗 専 恣 ， 捶 婢 僕 有 至 死 者 ，

而 元 僖 不 知 。 張 又 於 都 城 西 佛 寺 招 魂 葬 其 父 母 ， 僭 差 踰 制 2 2。  

［ ま も な く 、 元 僖 は 愛 妾 張 氏 に 惑 わ さ れ て い る と 言 う 人 が あ っ た 。

張 氏 は 頗 る 勝 手 気 ま ま に 振 る 舞 い 、 召 使 い を た た き 殺 し て し ま う

こ と も あ っ た が 、 元 僖 は そ れ を 知 ら な か っ た 。 張 は ま た 都 の 西 佛

寺 で 父 母 の 招 魂 を 行 い 葬 っ た が 、 そ の や り 方 は 身 の 程 を わ き ま え

ず 、 決 ま り を こ え た も の で あ っ た 。］  

  

 ま た 、『 元 刊 雜 劇 三 十 種 』 (徐 沁 君 校 点 1 9 8 0 )所 収 、岳 伯 川 撰「 新 編 岳
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孔 目 借 鐵 拐 李 還 魂 」 第 三 折 に は 東 岳 廟 で 「 招 魂 」 を す る と い う 記 述 が

見 ら れ る 。  

 

你 都 靠 後 ， 我 再 想 一 想 。 我 死 在 陰 府 間 去 ， 那 師 父 教 人 望 鄉 台 上 看

我 屍 首 ， 渾 家 把 來 燒 毀 了 三 日 。 師 父 道 ， 將 李 屠 屍 首 ， 我 真 魂 ， 借

屍 還 魂 。 是 ！ 是 ！ 我 且 認 了 是 你 兒 子 。 父 親 ， 將 與 我 一 佰 紙 馬 ， 去

東 岳 廟 上 招 魂 。 到 俺 家 認 我 妻 子 孩 兒 ， 看 他 認 得 我 么 。  

［ あ ん た 達 ち ょ っ と 下 が っ て 。 も う 一 度 考 え て み よ う 。 俺 は 死 ん

で 冥 界 に 行 っ た ん だ 。 あ の 先 生 が 人 に 望 郷 台 に 上 っ て 俺 の 屍 を 見

さ せ た と こ ろ 、 妻 が 焼 い て 三 日 た っ て い た 。 先 生 が 言 う に は 、 李

屠 の 屍 と 俺 の 魂 を 、 屍 を 借 り て 魂 を 還 す と い う こ と だ 。 そ う だ 、

そ う だ 。 と り あ え ず あ ん た の 息 子 だ と い う こ と に し て お こ う 。 父

さ ん 、 俺 に 百 の 紙 馬 を く れ 、 東 岳 廟 へ 行 っ て 招 魂 す る ん だ 。 家 に

帰 っ て 妻 や 子 に 名 乗 っ た ら 、 俺 だ と わ か る か な ？ ］   

 

東 岳 廟 は 死 者 の 魂 を 裁 く 冥 界 神 で あ る「 東 岳 大 帝 」を 祀 る 廟 で あ る 。

『 元 刊 雜 劇 三 十 種 』 に 収 め ら れ た 雑 劇 の 多 く は 元 代 最 末 期 か ら 明 代 に

刊 行 さ れ た 可 能 性 が 高 い と 言 わ れ る が 、 こ の 「 新 編 岳 孔 目 借 鐵 拐 李 還

魂 」 に つ い て は 明 代 の 刊 行 で あ る 可 能 性 が あ る と い う 。 ま た 、 そ の 版

式 や 内 容 ・ 文 辞 か ら 非 常 に 庶 民 的 な も の で あ る と さ れ て い る 2 3。 こ こ

に 「 東 岳 廟 へ 行 き 招 魂 す る 」 と い う 記 述 が あ る こ と か ら 元 代 に は 「 招

魂 」 が 東 岳 廟 で 行 わ れ て い た と 考 え ら れ る 。  

岳 壽 が 死 ん だ 李 屠 の 屍 を 借 り て 還 魂 す る と い う 話 は『 元 曲 選 』の「 呂

洞 賓 度 鐵 拐 李 岳 」 に も あ る が 、 そ こ に は 岳 壽 が 「 我 雖 是 還 魂 回 來 、 我

這 三 魂 不 全 、 一 魂 還 在 城 隍 廟 裏 、 我 自 家 取 去 2 4。」 と 語 る 一 節 が あ る 。

「 私 は 還 魂 し て 戻 っ て き た け れ ど 、 三 つ の 魂 は 全 部 揃 っ て い な い 。 一

つ は 城 隍 廟 に あ る の で 、 自 分 で 取 り に 行 く 。 」 と い う も の で あ る 。 東

岳 廟 が 城 隍 廟 に 置 き 換 え ら れ た の は 、 明 代 に 至 っ て 城 隍 廟 が 広 ま っ た

こ と を 反 映 す る と 考 え ら れ る 。  

死 者 の 魂 を 呼 び 戻 す た め に 廟 へ 行 く と い う 記 述 は 、 明 代 の 筆 記 、 黄
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暐 『 蓬 軒 吳 記 』 に も 見 ら れ る 。  

 

未 幾 ， 陸 暴 卒 ， 但 胸 臆 微 溫 ， 家 人 殮 不 蓋 ， 越 五 日 復 甦 ， 亟 索 食 ，

食 未 至 ， 附 其 子 耳 語 曰 :  “第 多 買 楮 幣 ， 從 城 隍 廟 焚 之 ， 能 償 則 返 ，

不 然 不 返 矣。 ”竟 逝 ，胸 臆 不 復 溫， 家 人 日 往 焚 幣，叩 首 神 墀， 月 餘

莫 甦 ， 瘞 焉 2 5。［ ま も な く 、陸 が 急 死 し た 。胸 が わ ず か に 温 か か っ

た の で 、 家 人 は 棺 に 入 れ た が 、 蓋 を せ ず に お い た 。 五 日 た っ て 蘇

生 し 、 し き り に 食 を 求 め た 。 ま だ 食 べ な い う ち に 、 そ の 子 の 耳 元

で 「 楮 币 (紙 銭 )を た く さ ん 買 い な さ い 。 城 隍 廟 で そ れ を 焼 く こ と

で 、 (生 前 の 所 行 を )償 う こ と が で き れ ば 戻 れ る が 、 そ う で な け れ

ば 戻 れ な い 」 と さ さ や い た 。 結 局 逝 き 、 胸 の 温 か み も 戻 ら な か っ

た 。 家 人 は 毎 日 行 っ て 、 紙 銭 を 焚 き 、 神 の 石 段 に 叩 首 し た が 、 一

月 余 り し て も 甦 る こ と は な く 、 埋 葬 し て し ま っ た 。］   

 

『 元 刊 雜 劇 三 十 種 』、『 蓬 軒 吳 記 』 の 例 は い ず れ も 葬 礼 に 関 わ る エ ピ

ソ ー ド で は な い が 、す で に 元 代 か ら 明 代 に か け て「 招 魂 」(な い し は「 還

魂 」 )と 、廟 に 紙 馬 を 捧 げ 、紙 銭 を 燃 や す と い う「 報 廟 」に 関 わ る 行 為

が 結 び つ い て 認 識 さ れ て い た こ と が 窺 え る 。 さ ら に 、『 宋 史 』「 昭 成 太

子 元 僖 列 傳 」 は 、 作 品 の 年 代 は 元 代 で あ る が 、 描 写 の 対 象 は 宋 代 の エ

ピ ソ ー ド で あ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 廟 ま た は 寺 で 「 招 魂 」 す る と い

う 習 俗 は 少 な く と も 民 間 で は か な り 古 く か ら 存 在 し た こ と に な る 。  

 

6 .小 結  

本 章 で は 、 当 代 地 方 志 及 び 旧 志 を 主 要 基 礎 資 料 と し て 、 華 北 地 域 に

お け る 「 報 廟 」 と 「 招 魂 」 の 地 域 的 変 容 の 実 態 と 変 化 の 過 程 に つ い て

考 察 を 試 み た 。「 報 廟 」と「 招 魂 」は 従 来 、関 連 付 け が な さ れ て こ な か

っ た が 、本 論 文 は 近 世 の 華 北 に お い て 、「 招 魂 」が「 報 廟 」に 取 り こ ま

れ る 形 で 変 容 を 遂 げ た と 考 え る 。 或 い は 「 報 廟 」 習 俗 の 形 成 そ の も の

が 「 招 魂 」 を 廟 で 行 う 習 俗 を 契 機 と し て い た 可 能 性 も あ る 。  

「 報 廟 」 は 、 明 初 に 定 め ら れ た 城 隍 廟 制 度 を 受 け て 広 ま り 、 清 代 乾
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隆 年 間 ま で に は 盛 ん に 行 わ れ る よ う に な っ て い た よ う で あ る 。 当 代 地

方 志 に お け る 「 報 廟 」 の 記 述 は 頻 度 が 高 く 、 分 布 密 度 も 高 い (地 図 8 )。 

「 報 廟 」 の 行 き 先 は 、 土 地 神 を 祭 る 土 地 廟 で あ る こ と が 多 い 。 一 般

に 華 北 の 農 村 で は 、 城 隍 神 の 下 位 と さ れ る 土 地 神 が よ り 生 活 に 身 近 な

存 在 で あ っ た た め で あ る 。 と こ ろ が 河 北 省 中 北 部 ・ 東 部 及 び 山 西 省 中

北 部 に は 「 報 廟 」 の 行 く 先 が 五 道 廟 で あ る 地 点 が 集 中 し て い る (地 図

9 )。 こ れ は 、 こ れ ら の 地 域 で 五 道 神 が 冥 界 の 地 方 官 で あ る と さ れ 、 五

道 廟 が 土 地 廟 の 役 割 を 果 た す に 至 っ た た め で あ る 。  

「 招 魂 」 は 古 礼 の 「 復 」 に 由 来 し 、 死 の 直 後 (入 棺 以 前 )に 自 宅 で 行

わ れ る も の で あ っ た が 、 当 代 地 方 志 に よ れ ば 、 古 礼 を 踏 襲 し た 形 態 は

地 点 頻 度 が 低 い (地 図 1 0 の A 類 型 )。こ れ は 一 つ に は 近 世 に お い て 、「 招

魂 」習 俗 が 衰 退 に 向 か っ た 地 域 が あ っ た こ と を 反 映 す る だ ろ う 。一 方 、

他 の 地 域 で は 、「 招 魂 」は 維 持 さ れ つ つ も 、場 所 を 廟 に 移 し て 行 な わ れ

る よ う に な り 、 そ の 形 態 も 変 化 し て い っ た ( B 類 型 )。 ま ず 、「 死 の 直 後

或 い は 入 棺 以 前 」 と い う 時 間 は そ の ま ま で 、 場 所 を 自 宅 か ら 廟 に 移 し

て 行 わ れ る よ う に な っ た ( B - 1 )。上 述 の よ う に 、こ れ が「 報 廟 」の 起 源

で あ っ た と い う 推 定 も で き る 。そ の 後 、「 招 魂 」は 葬 礼 の 時 間 軸 の 中 で

「 入 棺 後 ま た は 死 後 二 日 目 以 降 、 出 棺 前 」 と 後 ろ に ず れ た 地 域 が 現 れ

た ( B - 3 )。「 還 魂 銭 」 を 燃 や す と い う 類 型 ( B - 2 )は 特 定 地 域 (石 家 庄 地 域 )

に だ け み ら れ る 特 徴 で あ る が 、「 招 魂 」と い う 言 葉 が 消 失 し て い る 。さ

ら に 、言 葉 だ け で な く 、「 報 廟 」か ら「 招 魂 」の 習 俗 ま た は 概 念 自 体 が

抜 け 落 ち て し ま っ た と み ら れ る 類 型 ( C )が あ る 。地 点 頻 度 は こ れ が 最 も

高 い 。  

 

 

                                                  
1  2 0 0 8 年 、 2 0 0 9 年 、 2 0 11 年 に 筆 者 が 行 っ た 徐 州 市 と 周 辺 農 村 地 域 及

び 宿 遷 市 沭 陽 縣 、連 雲 港 市 東 海 縣 で の 聞 き 取 り 調 査 に よ る 。第 五 章 第

3 節 を 参 照 。  

2  先 に 土 地 廟 へ 行 き 、 数 日 後 に 城 隍 廟 に 行 く と い う 形 態 は 、 当 代 地 方

志 (河 南 省 『 鎮 平 縣 志 』 等 )に も 見 ら れ る 。  
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3  清 代 乾 隆 年 間 以 前 に は 河 北 省『 威 縣 志 』 (清 康 熙 十 二 年 刻 本 、道 光 三

十 年 補 刻 本 )に 記 述 が 見 ら れ る 。 こ の 他 、 報 廟 に 関 す る 記 述 が 確 認 で

き た 清 代 乾 隆 年 間 、 華 北 の 地 方 志 は 以 下 の 通 り 。 河 北 省 『 天 津 縣 志 』

(乾 隆 四 年 )、『 延 慶 州 志 』 (乾 隆 七 年 )、『 廣 平 府 志 』 (乾 隆 十 年 )、『 赤 城

縣 志 』 (乾 隆 十 二 年 )、『 順 德 府 志 』 (乾 隆 十 五 年 )、 『 沙 河 縣 志 』 (乾 隆

二 十 二 年 )、『 獻 縣 志 』 (乾 隆 二 十 六 年 )、『 隆 平 縣 志 』 (乾 隆 二 十 九 年 )、

『 雞 澤 縣 志 』(乾 隆 三 十 一 年 )、『 大 名 縣 志 』(乾 隆 五 十 四 年 )、山 東 省『 海

陽 縣 志 』 (乾 隆 七 年 )、『 寧 陽 縣 志 』 (乾 隆 八 年 )、『 平 原 縣 志 』 (乾 隆 十 四

年 )、『 樂 陵 縣 志 』(乾 隆 二 十 七 年 )、山 西 省『 大 同 府 志 』(乾 隆 四 十 七 年 )。  

4  『 乾 隆 博 山 縣 志 』『 中 國 地 方 志 集 成 』 山 東 府 縣 志 輯 ,鳳 凰 版 社 , 2 0 0 4。  

5  清 代 、 民 国 期 の 旧 志 に お い て も 華 中 、 華 南 に お け る 報 廟 の 記 述 は 少

な い 。確 認 で き た 旧 志 は 以 下 の 通 り 。江 蘇 省『 如 皋 志 』(乾 隆 十 五 年 )、

『 武 進 、 陽 湖 縣 志 』 (光 緒 五 年 )、『 丹 陽 縣 續 志 』 (民 國 十 五 年 )、『 崇 明

縣 志 』 (民 國 十 九 年 )、浙 江 省『 雲 和 縣 志 』 (同 治 三 年 )、『 景 寧 縣 志 』 (同

治 十 二 年 )、『 石 門 縣 志 』 (光 緒 五 年 )、『 臨 安 縣 志 』 (光 緒 十 一 年 )、『 海

寧 州 志 稿 』 (民 國 十 一 年 )、 『 定 海 縣 志 』 (民 國 十 三 年 )、 湖 北 省 『 房 縣

志 』 (同 治 四 年 )、『 竹 溪 縣 志 』 (同 治 六 年 )、『 襄 陽 縣 志 』 (同 治 十 三 年 )、

『 光 化 縣 志 』 (光 緒 十 年 )、 湖 南 省 『 清 泉 縣 志 』 (乾 隆 二 十 八 年 )。  

6  四 川 省 等 に み ら れ る 魂 が 素 早 く 昇 天 す る よ う に す る 習 俗 は 「 出 死

星 」、「 戳 戮 」等 と 称 さ れ る 。こ れ は 、死 者 の 魂 を 呼 び 戻 そ う と す る「 招

魂 」 と は 逆 の 行 為 で あ る 。 デ ・ ホ ロ ー ト ( 1 9 4 6 : 1 0 - 11 )に よ れ ば 、 青 年

期 、壮 年 期 の 男 子 の 死 に 際 し 、死 を も た ら し た 煞 気 を す ば や く 部 屋 か

ら 逃 す た め に 天 窓 を あ け る と す る 。死 後 す ぐ に 魂 に 対 し て 行 う 習 俗 と

し て は こ の ほ か に 、山 東 省 を 中 心 に 河 北 省 、遼 寧 省 に み ら れ る「 指 路 」

が 挙 げ ら れ る 。こ れ は 死 後 、孝 子 が「 上 西 天 」、「 上 西 方 大 路 」等 と 叫

び 、 西 方 へ 向 か う よ う に 言 う 習 俗 で あ る 。  

7   小 島 毅 ( 1 9 9 0 : 1 9 7 )。 鄧 嗣 禹 に よ れ ば 六 世 紀 半 ば の 揚 子 江 流 域 と す る

( 1 9 3 5 : 2 5 7 )。中 村 哲 夫 ( 1 9 8 4 : 4 5 - 4 6 )は 、隋 か ら 唐 初 (六 世 紀 か ら 七 世 紀 )

の 城 隍 神 信 仰 は 、漢 水 流 域 か ら 揚 子 江 中 流 、下 流 域 の 地 方 的 な 民 俗 信

仰 で あ っ た と す る 。  

8   早 田 充 宏 ( 1 9 8 8 : 5 0 )。 ま た 、 松 本 浩 一 ( 2 0 0 3 : 5 4 )は 宋 代 の 道 教 に お い

て 「 亡 魂 の 取 り 締 ま り と い う 役 割 が 確 立 し て い た 」 と 指 摘 し て い る 。 

9  小 島 毅 ( 1 9 9 0 : 2 0 2 - 2 0 3 )。  
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1 0  唐 代 、宋 代 の 城 隍 神 、お よ び 明 洪 武 二 年 、洪 武 三 年 の 改 制 に つ い て  

は 小 島 毅 ( 1 9 9 0 )、 濱 島 敦 俊 ( 1 9 8 8 )、 早 田 充 宏 ( 1 9 8 8 )、 松 本 浩 一 ( 2 0 0 3 )、

鄧 嗣 禹 ( 1 9 3 5 )、 鄭 土 有 ・ 王 賢 淼 ( 1 9 9 4 )を 参 照 し た 。  

1 1  小 島 毅 ( 1 9 9 0 : 2 0 4 )。 鄭 土 有 ・ 王 賢 淼 ( 1 9 9 4 : 1 2 2 - 1 2 4 )。  

1 2  松 本 浩 一 ( 2 0 0 3 : 5 6 )。  

1 3  清 代 以 降 の 江 南 デ ル タ に お け る 土 地 廟 の 役 割 に つ い て は 濱 島 敦 俊

( 1 9 9 0 )に 詳 し い 。  

1 4  五 道 神 に つ い て は 小 田 義 久 ( 1 9 6 1、 1 9 7 6 )を 参 照 し た 。  

1 5  古 礼 の「 復 」に つ い て は 池 田 末 利 ( 1 9 7 6 : 6 - 2 2 )、川 原 寿 市 ( 1 9 7 5 : 1 2 - 1 8 )、

西 岡 弘 ( 1 9 7 0 : 1 2 0 - 1 3 3 )に 詳 し い 。  

1 6  特 殊 な 場 合 に「 招 魂 」を 行 う と い う 記 述 は 、浙 江 省『 蒼 南 縣 志 』、『 定

海 縣 志 』、『 洞 頭 縣 志 』、『 寧 波 市 志 』、『 台 州 地 區 志 』、『 義 烏 縣 志 』、『 舟

山 市 志 』、福 建 省『 詔 安 縣 志 』、広 東 省『 花 縣 志 』、『 新 興 縣 志 』等 に み

ら れ る 。  

1 7  河 北 省 『 固 安 縣 志 』 で は 死 の 直 前 に 「 壽 衣 」 を 着 せ る と さ れ る が 、

こ れ は 華 北 で 広 く み ら れ る 特 徴 で あ る 。 第 三 章 第 1 節 ( 1 . 1 . )を 参 照 。  

1 8  山 東 省『 武 城 縣 志 (一 )』『 中 國 方 志 叢 書 』華 北 地 方 第 三 五 九 號 ，民 國

元 年 刊 本 影 印 ,成 文 出 版 社 , 1 9 7 6 , 1 9 9。  

1 9  「 命 紙 」 、「 命 紙 殃 榜 」 は 戸 口 に 懸 け る 紙 で 、 父 親 が 死 亡 し た 場 合

は “故 先 考 、享 年 月 日 、壽 終 正 寝 ”、母 親 の 場 合 は “故 先 妣 、享 年 月 日 、

壽 終 正 寝 ”と 書 く 。  

2 0  「 門 幡 」 は 死 者 の 年 齢 と 同 数 の 細 長 く 切 っ た 白 い 紙 を つ け た 幡 。  

2 1  こ の 「 送 往 西 天 」 と い う 行 為 は 山 東 系 の 習 俗 (注 6 参 照 )と 関 連 す る

も の と 考 え ら れ る 。  

2 2  元 脫 脫 等 撰 ( 1 9 7 7 : 8 6 9 8 )。  

2 3  『 元 刊 雜 劇 三 十 種 』、「 新 編 岳 孔 目 借 鐵 拐 李 還 魂 」の 刊 行 年 代 等 に つ

い て は 赤 松 紀 彦 、 井 上 泰 山 、 金 文 京 ほ か 編 ( 2 0 0 7 )の 「 解 説 」 (小 松 謙

2 0 0 7 : 11 - 1 4、 1 7 )を 参 照 し た 。  

2 4  王 季 思 主 編 ( 1 9 9 9 : 1 5 6 )。  

2 5  王 稼 句 點 校 編 纂 ( 2 0 0 5 : 2 1 2 )。 黄 暐 は 明 代 、 蘇 州 府 呉 縣 の 人 。  
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第 五 章  現 代 中 国 に お け る 葬 礼 習 俗 の 変 容 と 伝 統 継 承 の 担 い 手  

 

 第 三 章 、 第 四 章 で は 、 近 世 の 葬 礼 の 規 範 と さ れ た 朱 熹 『 家 禮 』 か ら

逸 脱 ま た は 変 容 し た 儀 礼 、 習 俗 に つ い て 、 地 方 志 等 の 記 載 に 基 づ い て

論 じ て き た 。  

現 代 中 国 に お い て は 、 中 華 人 民 共 和 国 成 立 前 後 か ら 、 中 央 政 府 及 び

地 方 政 府 に よ る 「 殯 葬 改 革 」 と 呼 ば れ る 改 革 が 推 進 さ れ て い る 。 当 代

地 方 志 で も 伝 統 葬 礼 に 関 わ る 記 述 に つ い て は 「 旧 時 」、「 建 国 前 」、「 清

代 」、「 民 国 期 」 等 の 但 し 書 き が な さ れ る こ と が 多 い こ と は 先 述 の 通 り

で あ る 。墓 地 の 改 革 、火 葬 の 推 進 、封 建 迷 信 的 習 俗 の 排 除 が 進 め ら れ 、

「 迷 信 的 習 俗 は 行 わ れ な く な っ た 」、「 葬 礼 習 俗 の 多 く は 簡 略 化 さ れ た 」

等 と さ れ て い る 。  

し か し 、 葬 礼 習 俗 が 「 殯 葬 改 革 」 に よ っ て 一 律 に 変 化 し た と は 考 え

に く い 。改 革 に よ っ て 変 容 し た 葬 礼 の 形 態 に も ま た 地 域 差 が 存 在 す る 。

そ の よ う な 現 代 葬 礼 の 実 態 を 明 ら か に す る に は 現 地 調 査 を 行 う こ と が

必 要 で あ る が 、 現 在 、 全 国 を 対 象 と し て 現 地 調 査 を 行 う こ と は 不 可 能

で あ る 。 但 し 、 地 域 を 限 定 し て 行 う こ と は 可 能 で あ る 。 殯 葬 改 革 に よ

る 葬 礼 の 変 化 に つ い て は 、蔡 文 高 ( 2 0 0 0 )、川 口 幸 大 ( 2 0 0 4 )、秦 兆 雄 ( 2 0 0 5 )、

田 村 和 彦 ( 2 0 0 6 a、 2 0 0 6 b、 2 0 0 9 a、 2 0 0 9 b、 2 0 1 0 )等 に 個 別 地 域 に お け る

状 況 が 報 告 さ れ て い る 1。  

本 章 で は 、 江 蘇 省 北 部 地 域 で 実 施 し た 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 に 基 づ い

て 現 代 中 国 に お け る 葬 礼 の 実 態 を 報 告 し 、 伝 統 葬 礼 の 継 承 と 変 容 に つ

い て 論 じ る 。 調 査 対 象 地 域 は 、 江 蘇 省 北 部 に 位 置 す る 徐 州 市 と 周 辺 農

村 部 (銅 山 縣 、 沛 縣 、 邳 州 市 、 新 沂 市 )、 宿 遷 市 沭 陽 縣 と 連 雲 港 市 東 海

縣 と し た 。 聞 き 取 り 調 査 は 、 2 0 0 8 年 、 2 0 0 9 年 及 び 2 0 11 年 に 現 地 で 実

施 し た 2。  

地 図 11、 地 図 1 2 に 調 査 地 域 を 示 し た 3。  
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地 図 11   調 査 地 域 ( 1 )       地 図 1 2  調 査 地 域 ( 2 )  

  

 

1 .当 代 地 方 志 (新 志 )に お け る 江 蘇 省 北 部 地 域 の 伝 統 葬 礼  

 当 代 地 方 志 (新 志 )に 記 載 さ れ た 伝 統 葬 礼 に つ い て は 、 第 二 章 第 6 節

で 葬 礼 の 時 間 軸 に 沿 っ て 図 3 に ま と め た ( 2 3 頁 参 照 )。 当 該 地 域 に つ い

て は 、 以 下 の 当 代 地 方 志 を 参 照 し 、 改 め て 伝 統 葬 礼 の 流 れ を 図 4 に 示

す 。  

 

『 徐 州 市 志 』 1 9 9 4 年 ， 徐 州 市 地 方 志 編 纂 委 員 會 編 ， 中 華 書 局 。  

『 沛 縣 志 』 1 9 9 5 年 ， 江 蘇 省 沛 縣 地 方 志 編 纂 委 員 會 編 ， 中 華 書 局 。  

『 邳 縣 志 』 1 9 9 5 年 ， 邳 州 市 地 方 志 編 纂 委 員 會 編 ， 中 華 書 局 。  

『 銅 山 縣 志 』 1 9 9 3 年 ， 江 蘇 省 銅 山 縣 縣 志 編 纂 委 員 会 編 ， 中 國 社 會 科 學  

出 版 社 。  

『 新 沂 縣 志 』 1 9 9 5 年 ， 新 沂 市 地 方 志 編 纂 委 員 會 編 ， 江 蘇 科 學 技 術  

出 版 社 。  

『 沭 陽 縣 民 政 志 』 1 9 9 0 年 ，《 沭 陽 縣 民 政 志 》 編 輯 辦 公 室 編 ， 山 東 大 學  

出 版 社 。  

『 東 海 縣 志 』 1 9 9 4 年 ， 東 海 縣 地 方 志 編 纂 委 員 會 編 ,中 華 書 局 。  
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図 4  当 代 地 方 志 (新 志 )に お け る 江 蘇 省 北 部 地 域 の 伝 統 葬 礼  
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 徐 州 市 、 銅 山 縣 、 沛 縣 、 東 海 縣 で は 、 死 亡 前 に 「 壽 衣 」 へ の 着 替 え

が 行 わ れ る 。 邳 州 市 、 沭 陽 縣 で は 、 死 後 、 死 者 の 顔 を 洗 っ て 着 替 え を

さ せ る 。 徐 州 市 、 沛 縣 で は 、 壽 衣 を 着 せ る 前 に 遺 体 に 対 す る 清 め の 行

為 を 行 う と い う 記 載 は 見 ら れ な い 。  

い ず れ の 地 方 志 に も 「 招 魂 」 に 関 す る 記 述 は 見 ら れ な い が 、 沛 縣 、

邳 州 市 で は 死 後 、長 男 が「 指 路 」を 行 う と さ れ て い る 4。死 亡 後 、「 停

靈 」 と 称 し 、 「 靈 堂 」 を 設 え て 遺 体 を 安 置 し 、 孝 子 は 遺 体 の 側 に 付 き

添 う 。 「 靈 堂 」 の 前 に は 「 靈 棚 」 を 設 え る 。 第 四 章 で 論 じ た 「 報 廟 」

習 俗 は 、 「 送 湯 」 ま た は 「 點 湯 」 と 称 さ れ る 。  

 死 後 二 日 目 、ま た は 三 日 目 に 遺 体 を 棺 に 入 れ る 。「 成 殮 」、「 入 殮 」と

称 さ れ る 。 北 方 地 域 に 多 く 見 ら れ る 習 俗 で あ る 入 棺 の 前 後 に 遺 体 の 顔

を 拭 く 「 淨 面 」 に 関 す る 記 載 は 見 ら れ な い 。  

 出 棺 (「 出 殯 」と も 称 す る )前 に 親 族 や 友 人 ら が 死 者 と の 告 別 す る「 家

祭 」、「 辭 靈 」 が 行 わ れ る 。 出 棺 、 埋 葬 の 前 夜 に は 、 村 は ず れ の 十 字 路

で 死 者 の た め に 紙 銭 や 紙 製 の 人 や 紙 製 の 馬 等 を 燃 や す 「 送 盤 纏 」、「 送

盤 川 」 と 呼 ば れ る 習 俗 が 行 わ れ る 。 こ れ ら は 死 者 の 魂 が 天 に 上 る た め

の 旅 費 を 贈 る と い う 習 俗 で あ る 。徐 州 市 で は 土 地 祠 へ 行 き 紙 轎 (或 い は
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紙 牛 )を 燃 や し 、死 者 へ の 呼 び か け を し た 後 、家 に 帰 り 、成 殮 を 行 っ た

日 の 夜 、 重 湯 と 紙 銭 を 撒 き な が ら 土 地 祠 に 行 き 「 送 盤 纏 」 を 行 う 。  

 遺 体 を 納 め た 棺 を 家 か ら 運 び 出 し 、墓 地 へ 向 か う こ と を「 出 殯 」、「 出

葬 」 と 呼 ぶ 。 東 海 縣 で は 、 女 性 親 族 は 墓 地 へ の 葬 送 に は 同 行 し な い 。

「 出 殯 」時 、家 か ら 運 び 出 さ れ た 棺 は 一 旦 、路 上 で 停 止 し 、そ こ で「 路

祭 」と い う 祭 が 行 わ れ る 。「 出 殯 」時 ま た は「 路 祭 」終 了 後 に 棺 を 持 ち

あ げ る 時 、 孝 子 が 「 牢 盆 」 (「 老 盆 」 と も 呼 ぶ )を た た き 割 る 。 東 海 縣

で は 「 出 殯 」 時 に 割 る 、 ま た は 豚 に 餌 を や る た め や 食 物 を 盛 る こ と に

用 い る と さ れ る 。  

 埋 葬 後 は 、 三 日 目 に 「 圓 墳 」 ま た は 「 復 三 」 と 呼 ば れ る 祭 を 行 い 、

土 を 盛 っ て 墳 墓 を 築 く 。 死 亡 後 、 七 日 ご と に 墓 前 で 「 做 七 」 と 呼 ば れ

る 祭 を 行 う 。「 頭 七 」 (七 日 )か ら 「 終 七 」 (四 十 九 日 )ま で 行 わ れ る 。  

こ の 他 、 声 望 の あ る 人 に 頼 ん で 、 死 者 の 位 牌 に 点 を 打 つ 「 點 主 」 を

行 う と こ ろ や 、 僧 や 道 士 を 招 い て 「 超 度 」 を 行 い 、 死 者 の 魂 を 供 養 す

る と す る と こ ろ も あ る 5。  

地 図 11 で 示 し た よ う に 調 査 対 象 地 域 と し た 江 蘇 省 北 部 は 華 北 に 位

置 し て い る 。 当 代 地 方 志 の 記 述 か ら 、 当 該 地 域 に お け る 伝 統 葬 礼 が 第

三 章 、 第 四 章 で 明 ら か に し た 北 方 地 域 の 特 徴 を 有 し て い る こ と が み て

取 れ る 。 入 棺 前 後 に 死 者 の 顔 を 拭 く 「 淨 面 」 習 俗 に 関 わ る 記 述 は み ら

れ な い が 、 死 亡 前 に 「 壽 衣 」 へ の 更 衣 を 行 い 、 遺 体 を 清 め る 行 為 に つ

い て 記 載 が な い と こ ろ 、 沐 浴 を 行 う 際 に 局 部 を 対 象 と す る と こ ろ が あ

る 。ま た 、死 者 の 魂 は 死 後 、土 地 廟 に 留 め 置 か れ る と さ れ 、「 報 廟 」(「 送

湯 」、「 點 湯 」 )習 俗 が 行 わ れ て い る 。一 方 、南 方 地 域 に 広 く 現 れ る「 買

水 」 習 俗 に つ い て の 記 載 は み ら れ な い 。  

 

2 .江 蘇 省 北 部 地 域 に お け る 殯 葬 改 革  

中 央 政 府 に よ る 殯 葬 改 革 の 推 進 と い う 方 針 を 受 け て 江 蘇 省 及 び 本 調

査 地 域 に お い て 殯 葬 改 革 が ど の よ う に 進 め ら れ て き た の か を 概 観 し て

お く 。  

国 家 レ ベ ル で は 、1 9 6 1 年 、国 務 院 民 生 部 の 下 に 殯 葬 改 革 を 進 め る 専
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門 の 部 署 が 設 置 さ れ 、殯 葬 改 革 の 四 つ の 方 針 (火 葬 場 の 建 設 、公 墓 を 建

設 し 土 葬 を 改 革 す る 、 旧 俗 を 打 破 し て 節 約 し た 葬 儀 を 行 う 、 葬 儀 に 関

す る 事 業 を 統 一 管 理 す る )が 明 文 化 さ れ た 。 田 村 和 彦 ( 2 0 1 0 : 3 2 )は 、「 こ

こ で 示 さ れ た 方 向 性 が 、 今 日 の 殯 葬 改 革 を 規 定 し て お り 、 死 の 処 理 を

検 討 す る う え で 重 要 な 意 味 を も つ 」 と 指 摘 す る 。 文 化 大 革 命 終 結 後 の

1 9 8 5 年 2 月 に は「 国 務 院 関 於 殯 葬 管 理 的 暫 行 規 定 」が 発 布 さ れ 、各 級

政 府 に 対 し て 火 葬 推 進 と 土 葬 廃 止 の た め の 宣 伝 教 育 活 動 が 指 示 さ れ た

6。 1 9 9 2 年 8 月 に は 民 政 部 か ら 「 公 墓 管 理 暫 行 辦 法 」 が 公 布 さ れ 、「 国

務 院 関 於 殯 葬 管 理 的 暫 行 規 定 」 が 定 め た 耕 地 の 使 用 禁 止 等 に つ い て そ

の 詳 細 が 規 定 さ れ た 。1 9 9 7 年 7 月 に 発 布 さ れ た「 国 務 院 殯 葬 管 理 条 例 」

で は 、火 葬 場 、「 殯 儀 館 」 (葬 儀 会 館 )の 建 設 推 進 、埋 葬 、喪 葬 用 品 に 関

す る 規 定 が 定 め ら れ 、 罰 則 規 定 が 設 け ら れ て い る 。  

江 蘇 省 で は 1 9 8 5 年 7 月 に「 江 蘇 省 人 民 政 府 関 於 殯 葬 管 理 的 実 施 辦 法 」

が 公 布 さ れ 、火 葬 の 推 進 が 定 め ら れ た 。 2 0 0 0 年 6 月 に 制 定 さ れ た「 江

蘇 省 殯 葬 管 理 辦 法 」は 、「 本 省 行 政 区 域 実 行 火 葬 ，禁 止 土 葬 」と し た 上

で 、火 葬 ま で の 期 間 を 死 亡 後 7 2 時 間 以 内 と す る こ と 、公 墓 の 購 入 に は

火 葬 証 明 ま た は 死 亡 証 明 を 必 要 と す る こ と な ど を 規 定 し て い る 。勿 論 、

封 建 迷 信 活 動 、 土 葬 用 の 棺 の 使 用 は 禁 止 さ れ て お り 、 罰 則 規 定 が 設 け

ら れ て い る 。  

徐 州 市 に お け る 展 開 を み る と 、 1 9 6 0 年 に「 徐 州 市 南 郊 火 葬 場 」が 建

設 さ れ 、1 9 6 1 年 に は 火 葬 業 務 が 開 始 さ れ て い る 。1 9 6 5 年 制 定 の「 徐 州

市 殯 葬 管 理 暫 行 辦 法 」 で は 、 葬 儀 に か か わ る 業 務 を 「 殯 葬 管 理 所 」 に

よ っ て 統 一 管 理 す る こ と が 規 定 さ れ た 。 こ こ で は 壽 棺 、 壽 衣 等 の 葬 礼

用 品 の 生 産 や 香 、紙 製 の 供 物 等 の 生 産 を 禁 じ て い る 。 1 9 7 4 年 に は「 徐

州 市 殯 葬 管 理 試 行 辦 法 」 が 制 定 さ れ 、 土 葬 を 徹 底 的 に 排 除 し 、 火 葬 を

行 う こ と が 規 定 さ れ た (『 徐 州 市 志 』 1 9 9 4 : 1 7 6 1 )。 1 9 8 0 年 代 以 後 、葬 礼

の 改 革 が 推 進 さ れ 、 1 9 9 5 年 4 月 に「 徐 州 市 殯 葬 管 理 辦 法 」が 、さ ら に

1 9 9 8 年 1 月 に 「 (修 改 )徐 州 市 殯 葬 管 理 辦 法 」 が 定 め ら れ た 。  

市 志 、縣 志 の 葬 礼 に 関 す る 記 述 の う ち 、「 解 放 後 」、「 建 国 後 」と 明 示

さ れ た 部 分 で は 、 い か に 殯 葬 改 革 が 推 進 さ れ 、 成 果 を 挙 げ た か が 強 調
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さ れ て い る 。 例 え ば 『 徐 州 市 志 』 ( 1 9 9 4 : 2 1 4 9 )で は 「 火 葬 は 一 般 に 定 着

し 、 大 々 的 な 葬 礼 と 多 く の 迷 信 活 動 は 既 に 消 失 し た 」 と あ る 。 新 沂 市

で は 1 9 8 3 年 か ら 1 9 8 8 年 の 間 に 亡 く な っ た 人 の う ち 9 6 パ ー セ ン ト が 火

葬 さ れ 、 封 建 迷 信 活 動 に 反 対 し て 習 俗 の 改 革 を 行 い 、 何 度 も 省 、 市 か

ら「 殯 葬 改 革 先 進 単 位 」の 称 号 を 受 け た と す る (『 新 沂 縣 志 』1 9 9 5 : 4 9 2 )。  

と こ ろ が 『 新 沂 縣 志 』 ( 1 9 9 5 : 6 6 6 )に は 「 骨 灰 を 棺 に 入 れ 、 墳 墓 を 建

て る も の も 依 然 と し て 存 在 す る 」 と い う 記 述 も あ り 、 『 銅 山 縣 志 』

( 1 9 9 3 : 9 0 0 )で は 近 年 、 火 葬 が 推 進 さ れ 、 土 葬 習 俗 は し だ い に 改 め ら れ

た と し な が ら 「 非 常 に 大 き な 抵 抗 が あ る 」 と す る 。 ま た 、『 東 海 縣 志 』

( 1 9 9 4 : 7 9 0 )の よ う に「 近 年 、農 村 で は 封 建 迷 信 的 な 葬 礼 習 俗 が 復 活 し 、

さ ら に 新 形 式 が 出 現 し て 派 手 に な っ て い る 」 と い う 記 述 も 見 ら れ る 。   

各 地 方 志 の 記 述 は 中 央 、 地 方 政 府 の 方 針 に 沿 っ た 殯 葬 改 革 の 推 進 、

火 葬 の 実 施 を 謳 い な が ら 、 伝 統 的 習 俗 に よ っ て 葬 礼 を 行 う 人 々 が 根 強

く 存 在 し て い る こ と を 示 し て い る 。 各 地 で 葬 礼 の 改 革 が 進 め ら れ る 一

方 、 依 然 と し て 伝 統 的 習 俗 に よ る 葬 礼 が 行 わ れ て お り 、 ホ ワ イ ト

( 1 9 9 4 : 3 2 9 )は 「 多 く の 中 国 の 農 村 地 域 に お い て 、 伝 統 的 葬 礼 は 今 な お

か な り 守 ら れ て い る 」 と 指 摘 し て い る 。  

 

3 .江 蘇 省 北 部 地 域 に お け る 葬 礼 の 現 状  

本 節 で は 江 蘇 省 北 部 地 域 で 実 施 し た 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 に 基 づ い て

現 代 葬 礼 の 実 態 に つ い て 報 告 す る 。  

現 在 、本 調 査 地 域 (地 図 11、 1 2 参 照 )に お け る 葬 礼 で は 火 葬 を 行 う こ

と が 義 務 付 け ら れ て お り 、 公 墓 へ の 埋 葬 が 行 わ れ て い る 。 火 葬 の 実 施

に よ り 葬 礼 儀 式 の 一 部 に は 変 化 が 見 ら れ る が 、 そ の 変 化 の 形 態 は 市 区

と 農 村 部 で 異 な る 。  

筆 者 の 聞 き 取 り 調 査 に よ れ ば 農 村 部 で は 現 在 、 お よ そ 次 の よ う な 順

序 で 葬 礼 が 行 わ れ て い る 。 ① (死 亡 前 )穿 壽 衣 、 ② 葬 礼 準 備 、 ③ 報 喪 、

④ 報 廟 、 ⑤ 火 葬 、 ⑥ 入 棺 (火 葬 後 の 骨 灰 の 入 棺 )、 ⑦ 開 弔 、 辭 靈 、 ⑧ 送

盤 纏 、 ⑨ 出 棺 、 埋 葬 。 一 方 、 市 区 で は 公 墓 に 埋 葬 す る 場 合 、 棺 は 使 用

で き ず 、 伝 統 的 な 葬 礼 の 中 で 重 要 な 儀 式 と さ れ る 入 棺 は 行 わ れ な い 。
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市 区 で の 葬 礼 は 、 ① (死 亡 前 )穿 壽 衣 、 ② 葬 礼 準 備 、 ③ 報 喪 、 ④ 報 廟 、

⑤ 開 弔 、 辞 靈 、 ⑥ 送 盤 纏 、 ⑦ 火 葬 、 埋 葬 と い う 順 序 で 行 わ れ て い る 。

本 章 で は こ れ ら 一 連 の 儀 式 に つ い て 、 農 村 部 で の 順 序 に 従 っ て そ れ ぞ

れ の 内 容 を 報 告 す る 。 本 調 査 地 域 で 注 目 さ れ る の は 、 葬 儀 全 体 が 「 大

老 執 」 と 呼 ば れ る 人 々 に よ っ て 取 り 仕 切 ら れ る こ と で あ る 。  

聞 き 取 り の 対 象 は 、実 際 に 葬 礼 の 取 り 仕 切 り を 行 っ て い る 人 々 (下 文

で い う 「 大 老 執 」 )と 葬 礼 に 必 要 な 物 品 を 販 売 す る 店 (「 壽 衣 店 」、「 花

圈 店 」 と 呼 ば れ る 。 以 下 、「 壽 衣 店 」 と す る )の 経 営 者 た ち で あ る 。  

な お 、埋 葬 三 日 後 に 墓 前 で 行 う「 復 三 」、死 亡 後 七 日 毎 に 行 う「 七 七 」

等 に つ い て は 割 愛 す る 。  

 

3 . 1 .死 亡 前 、「 穿 壽 衣 」   

本 調 査 地 域 で は 現 在 も 葬 礼 が 事 実 上 、 死 亡 前 か ら 始 ま っ て い る と 言

っ て よ い 。即 ち 、人 が 危 篤 に 瀕 し た 時 に す で に 死 装 束 (「 壽 衣 」、「 送 老

衣 」 と 呼 ぶ 。 以 下 、「 壽 衣 」 と す る )へ の 着 替 え が 行 わ れ る 。  

当 代 地 方 志 で は 、 邳 州 市 、 沭 陽 縣 で は 死 亡 後 に 着 替 え さ せ る と 記 述

さ れ て い た が 、 聞 き 取 り 調 査 に よ れ ば 、 邳 州 市 、 沭 陽 縣 で も 死 亡 直 前

に 着 替 え を 行 う と い う 。壽 衣 は 1 9 8 0 年 代 ま で は 老 人 の た め に そ れ ぞ れ

の 家 で 布 を 買 っ て 作 ら れ て い た が 、1 9 9 0 年 代 か ら は 壽 衣 店 で 販 売 さ れ

る よ う に な っ た 。現 在 は 必 要 な 時 に す ぐ 購 入 で き る た め 、多 く の 場 合 、

本 人 の 病 が 重 く な っ て か ら 娘 ま た は 息 子 の 妻 等 女 性 が 購 入 す る 。  

壽 衣 店 で は  下 着 、 綿 入 上 着 、 綿 入 ズ ボ ン 、 外 套 、 靴 下 、 靴 、 帽 子 、

枕 が 一 組 に し て 販 売 さ れ て い る (女 性 に は 帽 子 で は な く「 鳳 冠 」を 被 せ

る こ と も あ る )。男 性 用 に は 濃 い 青 、深 紫 、深 緑 の も の が 多 く 、女 性 用

に は 赤 、濃 茶 、濃 い ピ ン ク 等 が 用 い ら れ る 7。十 年 程 前 ま で は 一 組 が 百

二 十 元 程 度 で あ っ た が 、現 在 、小 売 店 で は 一 般 品 が 三 百 元 か ら 四 百 元 、

高 級 品 は 七 百 元 か ら 八 百 元 で 販 売 さ れ て い る 。 さ ら に 高 価 な 千 二 百 元

の も の も あ る 。  
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写 真 1  壽 衣          写 真 2  壽 衣 (男 性 用 )   

( 2 0 11 年 9 月 東 海 縣 ) 8         ( 2 0 0 9 年 9 月 新 沂 市 )  

 

農 村 部 で は 基 本 的 に 同 性 の 家 族 が 着 替 え を さ せ る が 、 市 区 で は 「 土

工 」 と 呼 ば れ る 人 に 頼 む 場 合 も あ る 。 着 替 え の 前 に は 水 で 濡 ら し た タ

オ ル で 手 足 を 拭 く 。 た だ し 、 死 が 差 し 迫 っ て い る 場 合 は 壽 衣 を 着 せ る

こ と が 優 先 さ れ る た め 、 こ の 手 順 が 省 略 さ れ る こ と も あ る 。 男 性 は 理

髪 し て 髭 を 剃 る 。 こ の 時 、 理 髪 を 担 当 す る 「 剃 頭 匠 」 は 五 十 元 か ら 百

元 程 の 料 金 で 請 け 負 う (通 常 の 理 髪 は 五 元 か ら 十 元 )。 女 性 は 髪 を 梳 き

整 え る 。着 替 え を 急 ぐ の は 、「 死 後 に 着 替 え を さ せ る と 裸 で あ の 世 に 行

く こ と に な る 」 と さ れ て い る た め で あ る 9。  

な お 、 上 で 「 土 工 」 (「 土 杠 頭 」 と も い う )と い う の は 、 葬 儀 の 際 、

風 水 師 や 病 院 等 か ら の 紹 介 に よ っ て 雇 用 さ れ る 男 性 の こ と で あ る 。 彼

ら に は 店 舗 が あ る わ け で は な い 。主 に 、壽 衣 へ の 着 替 え (た だ し 、故 人

が 女 性 の 場 合 は 娘 や 息 子 の 妻 等 、 同 性 の 家 族 が 行 う )、 棺 担 ぎ (「 骨 灰

盒 」と 呼 ば れ る 骨 箱 を 載 せ た テ ー ブ ル を 担 ぐ こ と も あ る )、「 紙 紮 」の

童 男 童 女 を 持 つ こ と (次 項 参 照 )等 を 請 け 負 っ て い る 。 東 海 縣 で は 、 土

葬 が 行 わ れ て い た 頃 は 入 棺 も 土 工 が 行 っ て い た と い う 1 0。  

 

3 . 2 .葬 礼 準 備    

沭 陽 縣 で は 、家 族 の 一 員 が 自 宅 で 臨 終 を 迎 え た 場 合 、ま ず 風 水 師  (地

理 先 生 、陰 陽 先 生 と も 称 さ れ る )が 呼 ば れ る 。風 水 師 が 死 亡 時 刻 を 決 め
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な く て は そ の 後 の 葬 礼 準 備 が で き な い た め で あ る 。 新 沂 市 、 東 海 縣 で

も 風 水 師 を 呼 び 、 火 葬 日 、 埋 葬 日 時 、 墓 地 、 墓 地 の 方 向 を 決 め る 。  

葬 礼 を 行 う た め に 喪 家 が 必 要 と す る の は 風 水 師 だ け で は な い 。 い ず

れ の 地 域 に お い て も 風 水 師 と は 別 に 葬 礼 の 取 り 仕 切 り を す る 人 を 決 め 、

孝 子 が 直 接 依 頼 に 行 く 。こ の 葬 礼 を 取 り 仕 切 る 人 は 徐 州 市 で は 、「 大 老

執 」、「 執 客 」 と 呼 ば れ 、 少 な く と も 六 人 が そ の 任 に 当 た る 。 多 い 場 合

は 十 人 の こ と も あ る 。沛 縣 で は「 總 理 」と 呼 ば れ る 人 が 一 人 、「 副 總 理 」

と 呼 ば れ る 人 が 三 人 必 要 と さ れ る 。沭 陽 縣 で は「 支 客 」と 呼 ば れ る 三 、

四 人 の 人 が 取 り 仕 切 る 。 新 沂 市 で は 経 験 豊 富 な 「 總 管 」 と 呼 ば れ る 人

が 葬 礼 全 体 を 取 仕 切 る 。 邳 州 市 で は 「 大 總 」、「 總 知 事 」 と 呼 ば れ 、 東

海 縣 で は 「 總 料 」、「 大 料 理 」、「 執 大 殯 」 等 と 呼 ば れ る が 、 下 文 で は 一

律 に 「 大 老 執 」 と す る 。  

孝 子 か ら 依 頼 を 受 け た 大 老 執 は す ぐ に 喪 家 に 赴 き 、 到 着 後 、 様 々 な

指 示 を す る 。葬 儀 に 必 要 な「 老 盆 」(「 燒 紙 盆 」、「 牢 盆 」と も 呼 ば れ る 。

以 下 、「 老 盆 」と す る )、「 陰 晶 瓶 子 」、「 花 圏 」、「 油 燈 」 (油 ラ ン プ )、「 席

子 」 (茣 蓙 )、 紙 銭 等 の 購 入 も そ の ひ と つ で あ る 。 老 盆 は 素 焼 き の 大 鉢

で 、 後 述 す る 「 靈 棚 」 の 中 に 置 い て 紙 銭 を 焼 く 。 陰 晶 瓶 子 は 直 径 十 セ

ン チ ほ ど の 瓶 で 中 に 米 を 入 れ 、小 麦 粉 を こ ね た 餅 で 蓋 を し て 箸 を 挿 す 。 

花 圏 は 直 径 一 .五 メ ー ト ル ほ ど の 花 輪 で 、中 央 に「 奠 」と 書 か れ て い る 。  

花 圏 に は 贈 り 主 の 氏 名 と 故 人 へ の 追 悼 の 言 葉 が 書 か れ た リ ボ ン が 付  

け ら れ る 。 紙 製 や 布 製 の 花 を 用 い た も の の ほ か 、 近 年 は 生 花 を 用 い た

高 価 な 花 圏 も 見 ら れ る 。 以 前 は 業 者 と し て 販 売 す る の で は な く 、 喪 家

の 依 頼 を 受 け て 作 る 人 が い た が 、 現 在 は 壽 衣 店 で 販 売 さ れ て い る 。 花

圏 は 靈 棚 の 壁 や 外 に 並 べ て 置 く 。 紙 銭 は 白 ま た は 黄 色 の 紙 で 作 ら れ て

い る 。 黄 色 い 紙 製 の も の は 束 に し て 売 ら れ て い る 。 現 在 で は 「 冥 府 銀

行 」、「 一 万 元 」、「 十 万 元 」 等 と 書 か れ 、 閻 魔 王 の 絵 な ど が 印 刷 さ れ た

も の も あ る 。  
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写 真 3  壽 衣 店 、 紙 製 花 圏     写 真 4  老 盆 、 茶 壺 、 油 灯   

( 2 0 0 9 年 9 月 沛 縣 )                ( 2 0 0 8 年 9 月 新 沂 市 )  

 

     

   写 真 5  紙 銭       写 真 6  席 子 (茣 蓙 )  

( 2 0 11 年 9 月 東 海 縣 )      ( 2 0 0 9 年 9 月 徐 州 市 )  

 

こ の 他 、娘 が「 紙 紮 」、「 紮 彩 」と 呼 ば れ る 紙 製 の 供 物 を 購 入 す る (以  

下 、「 紙 紮 」 と す る )。 紙 紮 に は 馬 (男 性 の 乗 り 物 )、 牛 (女 性 の 乗 り 物 )、

轎 (女 性 の 乗 り 物 )、家 、童 男 童 女 (死 者 の 召 使 い )、揺 銭 樹 (財 産 の 象 徴 )、

金 山 銀 山 (財 産 の 象 徴 )等 が あ り 、 現 在 で は 、 車 や バ イ ク 、 冷 蔵 庫 、 テ

レ ビ 、 ソ フ ァ 、 電 話 、 携 帯 電 話 等 の 生 活 用 品 も あ る 。 紙 紮 に か か る 費

用 は 一 般 の 葬 儀 で 三 百 元 か ら 四 百 元 、 豪 華 な 葬 儀 の 場 合 は 五 百 元 か ら

七 百 元 程 と な る 。 紙 紮 は 埋 葬 の 前 日 、 店 か ら 喪 家 に 届 け ら れ る 。 届 け

ら れ た 紙 紮 は 弔 問 に 訪 れ た 人 々 か ら よ く 見 え る よ う に 靈 棚 の 中 に は 置

か ず 、周 辺 に 置 か れ る 。親 孝 行 で あ る こ と を 示 す た め と 言 わ れ て い る 。  
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現 在 、 徐 州 市 郊 外 に は 紙 紮 の 製 作 所 が あ り 、 馬 、 牛 、 轎 や 家 電 製 品

等 様 々 な 紙 紮 を 作 り 、 壽 衣 店 に 卸 売 し て い る 。  

 

    

写 真 7  紙 紮 (馬 、牛 、テ レ ビ 、轎 )  写 真 8 紙 紮 (童 男 童 女 、金 山 、銀 山 )  

( 2 0 0 9 年 9 月 新 沂 市 )        ( 2 0 0 9 年 9 月 新 沂 市 )  

 

遺 体 は 喪 家 の 広 間 に 簡 易 式 の ベ ッ ド (「 靈 床 」、「 冷 鋪 」 と 称 さ れ る )

を 設 え 、頭 を 南 (入 口 の 方 向 )に 向 け て 安 置 さ れ る 。こ の 場 所 を「 靈 堂 」

ま た は「 喪 屋 」と 称 す る (遺 体 を 殯 儀 館 に 安 置 す る 場 合 は こ れ を 設 け な

い )。 夏 季 に 遺 体 を 安 置 す る 際 に は 、「 氷 棺 」 と 呼 ば れ る 冷 蔵 装 置 付 き

の 棺 を 使 用 す る こ と が 多 い 。 氷 棺 の 上 部 に は 全 身 を 覆 う 透 明 プ ラ ス チ

ッ ク 製 の 蓋 が か ぶ せ ら れ て い る 。 下 部 は 冷 蔵 装 置 に な っ て お り 、 遺 体

を 保 冷 し 、 一 時 的 に 保 存 す る こ と が で き る 。 以 前 は 殯 儀 館 か ら 借 り て

い た が 、 現 在 は 靈 棚 を 作 る 業 者 か ら 借 り る 場 合 が 多 い 。 彼 ら は 店 舗 を

構 え て い る わ け で は な く 、 靈 棚 や 氷 棺 を 貸 す だ け で 物 品 の 販 売 に は か

か わ ら な い 。  

遺 体 の 顔 に は 紙 銭 ま た は 白 い 紙 (「 蒙 臉 紙 」 と 称 さ れ る )を か け る 。

ま た 、「 倒 頭 紙 」と 呼 ば れ る 紙 銭 を 燃 や す 、「 倒 頭 飯 」 (碗 に 盛 っ た 飯 に

箸 を 挿 し た も の 。飯 は 生 煮 え と す る と こ ろ も あ る )を 供 え る 、故 人 の 両

足 を 紐 で く く る 、「 打 狗 餅 (子 )」 を 壽 衣 の 袖 の 中 に 入 れ る 、「 長 命 灯 」

と 呼 ば れ る 明 り を 灯 す 、 等 々 の 習 俗 が 行 わ れ る 1 1。  

沛 縣 で は 大 老 執 が 到 着 し た 後 、「 指 路 」が 行 わ れ る 。こ れ は 故 人 に 冥

界 へ の 道 を 示 す 習 俗 で あ る 。 息 子 が 靈 堂 の 外 で 小 さ な 椅 子 に 乗 り 、 秤
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で 南 西 を 指 し て 「 × ×、 南 西 、 去 了 極 楽 世 界 」 ( × ×、 南 西 へ 、 極 楽 世 界

へ 行 っ て く だ さ い )と 三 回 叫 ぶ 。以 前 は「 南 西 へ 」と だ け 叫 ん で い た が 、

現 在 は 続 け て 「 極 楽 世 界 へ 」 と 言 う よ う に 変 化 し て い る 。  

遺 体 を 安 置 し た 靈 堂 の 外 側 に は「 靈 棚 」 (ま た は「 喪 棚 」 )  と い う 弔

問 客 が 拝 礼 を 行 う 場 所 が 設 え ら れ る 。農 村 部 で は 大 老 執 の 指 示 に よ り 、

故 人 よ り 下 の 世 代 の 人 (同 姓 の 親 族 )が 作 る 。 集 合 住 宅 の 場 合 は 自 宅 の

あ る 階 段 の 下 に 業 者 か ら 借 り て 作 る 。 靈 棚 の 中 に は テ ー ブ ル を 置 き 、

そ の 上 に 遺 影 が 置 か れ る 。遺 影 の 前 に は 五 種 類 の 供 物 (魚 、鶏 、豚 、果

物 、野 菜 )を 並 べ 、蝋 燭 、香 炉 を 置 く 。テ ー ブ ル の 下 に は 老 盆 を 置 い て

紙 銭 を 燃 や し 、 そ の 前 に 油 ラ ン プ と 陰 晶 瓶 を 並 べ る 。 テ ー ブ ル の 後 方

に は 挽 聯 (追 悼 の 対 句 が 書 か れ た 対 聯 )が 掛 け ら れ 、 中 央 に は 「 奠 」 の

字 が 書 か れ た 紙 が 貼 ら れ る 。  

そ の 他 、楽 隊 (「 喇 叭 班 」と 呼 ば れ る )も 必 要 と な る が 、そ れ は 息 子 、

娘 ま た は 大 老 執 が 手 配 す る 。 楽 隊 の 編 成 は と こ ろ に よ っ て 異 な り 、 十

人 か ら 二 十 人 が 一 組 と な っ て 活 動 し て い る 。 沭 陽 縣 で は 以 前 は 一 組 が

七 人 で あ っ た が 、 現 在 は 十 二 人 と な っ て い る 。  

 

 

写 真 9  紙 紮 と 生 花 製 花 圏       

    ( 2 0 0 9 年 9 月 新 沂 市 )         

 

近 年 、 自 宅 で は な く 病 院 で 死 亡 す る ケ ー ス も 増 え て い る 。 病 院 で 死  

亡 し た 場 合 、 遺 体 は 家 に 連 れ 帰 る こ と は で き な い 。「 冷 屍 不 進 家 」 (冷

た く な っ た 遺 体 は 家 に 入 れ な い )と い い 、自 宅 以 外 の 場 所 で 死 亡 し た 場



112 
 

合 、 遺 体 は 家 に 入 る こ と が で き な い た め で あ る 1 2。 死 亡 後 、 遺 体 は 先

ず 病 院 の 「 太 平 間 」 と 呼 ば れ る 霊 安 室 に 安 置 さ れ 、 そ こ か ら 直 接 殯 儀

館 に 運 ば れ て 冷 蔵 庫 に 保 存 さ れ る 。 こ の よ う な 場 合 、 死 亡 当 日 は 殯 儀

館 で の 儀 式 は 行 わ な い 。 自 宅 に 靈 堂 は 設 置 せ ず 、 靈 棚 の み を 設 え て 親

族 、 知 人 ら の 弔 問 を 受 け る 。  

 

3 . 3 .「 報 喪 」  

靈 棚 を 作 っ た 後 、 親 族 に 死 を 知 ら せ る 。 こ れ を 「 報 喪 」 と 呼 ぶ 。 母

方 の お じ 、 お ば の 家 に は 、 息 子 が 知 ら せ に 行 く 1 3。 現 在 は 電 話 で 知 ら

せ る こ と も 一 般 的 で あ る 。 報 喪 に 行 く 人 の 服 装 、 持 ち 物 に は 地 域 差 が

あ る 。沭 陽 縣 で は 服 装 に 特 に 規 定 が な い が 、「 孝 鞋 」 (白 い 靴 )だ け は 履

い て い く 。徐 州 市 で は「 孝 帽 」 (白 い 帽 子 )を か ぶ り 、「 哭 喪 棒 」と い う

棒 を 持 っ て 行 く 。「 哭 喪 棒 」は 訪 問 先 の 家 に 到 着 す る と 取 り 出 し て 手 に

持 つ 。  

「 哭 喪 棒 」 は 「 哀 棒 」、「 哀 棍 」、「 孝 棍 」、「 哀 杖 」 と も 称 さ れ る 。 一

本 の 柳 の 枝 か ら 斧 を 使 っ て 息 子 の 人 数 分 の 本 数 を 作 る 。 徐 州 市 、 新 沂

市 、 東 海 縣 で は そ の 枝 に 白 い 紙 を 貼 る 。 沭 陽 縣 で は 息 子 以 外 の 同 姓 の

甥 、 孫 は 細 い 葦 を 何 本 か ま と め て イ チ ビ (苘 )で 縛 り 、 白 い 紙 を 巻 い た

哭 喪 棒 を 持 つ 。こ の 棒 は 報 喪 の 時 だ け で な く 、出 棺 の 時 に も 手 に 持 つ 。

殯 儀 館 で 火 葬 を 待 つ 孝 子 が 手 に し て い る 姿 も 見 か け ら れ た 。 埋 葬 後 は

墓 に 挿 す か 、 墓 の 横 に 置 く 。 以 前 は 男 性 の み が 持 ち 、 女 性 が 持 つ こ と

は な か っ た が 、近 年 、息 子 が い な い 場 合 、娘 が 持 つ こ と も あ る と い う 。  

 

3 . 4 .「 報 廟 」  

死 者 の 霊 魂 は 人 間 界 の 管 理 を 離 れ て 冥 界 の 管 理 下 に 置 か れ 、 死 後 数

日 間 は 土 地 神 の も と に 留 め 置 か れ る と 考 え ら れ て い る 。 そ の た め 家 族

は 土 地 廟 へ 行 き 、土 地 神 に 報 告 す る 。こ れ を「 報 廟 」 (或 い は「 送 湯 」、

「 上 廟 」、「 點 湯 」 )と 称 す る 。  

「 報 廟 」に 関 し て 、そ の 類 型 、全 国 的 分 布 状 況 及 び 起 源 に つ い て は 、

第 四 章 で 論 じ た 。 聞 き 取 り 調 査 に よ れ ば 、 本 調 査 地 域 で も 「 報 廟 」 の
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方 法 に 地 域 差 が 見 ら れ る 。 但 し 、 い ず れ も 一 日 三 回 (朝 昼 晩 )行 わ れ る

こ と で は 共 通 す る 。 沛 縣 で は 埋 葬 前 の 二 日 間 、 息 子 全 員 、 楽 隊 と 二 人

の 「 潑 湯 」 (桶 に 水 を 入 れ て 担 ぎ 、 途 中 、 水 を 撒 き な が ら 行 く こ と )を

す る 人 が 行 く 。 沭 陽 縣 で は 死 亡 日 か ら 出 棺 前 日 ま で 家 族 、 近 親 者 全 員

が 土 地 廟 へ 行 く 。 新 沂 市 、 東 海 縣 で は 、 埋 葬 前 日 ま で に 全 部 で 七 回 行

う 。 米 を 煮 た 湯 を 入 れ た 茶 壺 を 持 っ た 人 が 道 々 、 少 し ず つ こ ぼ し な が

ら 廟 に 行 く 。 廟 に 到 着 す る と 紙 銭 を 燃 や し 、 廟 の 周 り を 一 周 し て か ら

叩 頭 し 、 哭 し て 帰 る 。 最 後 の 回 に は 家 族 親 族 が 全 員 で 行 く 。 長 男 の 妻

が 「 領 魂 旗 」 (白 布 で 作 っ た 小 旗 。 故 人 の 魂 の 依 り 代 と さ れ る )を 土 地

廟 に 置 き 、 白 い 紙 で 土 地 廟 の 入 口 に 封 を す る 。 こ う す る こ と で 死 者 の

魂 を 土 地 廟 に 封 じ 、土 地 神 に 預 け る こ と を 表 す 。「 報 廟 」に は い ず れ の

地 域 で も 大 老 執 が 同 行 し て 儀 式 の 指 示 を す る 。  

現 在 、本 調 査 地 域 で は 廟 が 消 失 し て い る と こ ろ が 多 い 。し か し 、「 報

廟 」 は 農 村 部 で は 重 要 な 儀 式 と し て な お 継 承 さ れ て い る 。 聞 き 取 り 調

査 で は 、 沭 陽 縣 、 東 海 縣 で は 文 化 大 革 命 後 に 新 た に 土 地 廟 を 造 り 、 そ

こ で 「 報 廟 」 を 行 っ て い る と こ ろ が あ る と い う 話 が 聞 か れ た 。 廟 が な

い と こ ろ で は 、 段 ボ ー ル や 茣 蓙 で 囲 い を 作 る 、 瓦 や レ ン ガ を 組 む 、 ま

た は 缸 (か め )を 逆 さ に す る こ と で 臨 時 の 土 地 廟 が 作 ら れ る 1 4。臨 時 に 作

ら れ た 土 地 廟 に は テ ー ブ ル ま た は 椅 子 を 置 き 、 そ の 上 に 土 地 神 を 示 す

「 土 爺 」・「 土 奶 」ま た は「 土 地 老 爺 之 神 位 」、「 福 徳 正 神 」と 書 い た 牌 (段

ボ ー ル 等 で 作 る )を 置 く 。缸 を 使 う と こ ろ で は そ の 上 に「 福 德 正 神 」と

書 い た 白 い 紙 を 張 る 。東 海 縣 で は 初 め て 報 廟 (当 地 で は「 送 湯 」と 称 さ

れ る )す る 時 、 死 者 の 位 牌 (「 × × ×之 位 」 と 書 か れ て い る )を 中 に 置 く 。

そ の 他 、 蝋 燭 、 線 香 、 料 理 を 置 く と こ ろ も あ る 。 こ の よ う な 臨 時 の 土

地 廟 は 自 宅 近 く の 十 字 路 に 設 置 さ れ る こ と が 多 く 、 設 置 場 所 は 風 水 師

が 決 め る 。  

 

3 . 5 .火 葬  

殯 葬 改 革 に よ っ て 、 伝 統 葬 礼 の 体 系 の 中 に 火 葬 が つ け 加 え ら れ た 。

現 在 、本 調 査 地 域 で は 各 市 、縣 に 殯 儀 館 、火 葬 場 が 設 置 さ れ て い る 1 5。
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火 葬 は 既 に 葬 礼 の 中 に 定 着 し て お り 、 死 亡 当 日 、 二 日 目 ま た は 三 日 目

に 行 わ れ る 。  

以 前 、 土 葬 が 行 わ れ て い た 頃 は 遺 体 を 納 め た 棺 を 家 か ら 運 び 出 す こ

と を 「 出 殯 」、「 出 棺 」、「 發 喪 」 と 称 し た 。 現 在 、 市 区 で は 遺 体 は 自 宅

に は 置 か ず 、 ま ず 殯 儀 館 に 運 ば れ 、 そ こ で 安 置 さ れ る こ と が 多 い 。 そ

の た め 、「 出 殯 」、「 出 棺 」、「 發 喪 」と は 、家 族 、親 族 が 火 葬 の た め に 殯

儀 館 へ 行 く こ と を 指 す 。火 葬 後 は 一 般 に 、骨 灰 を 入 れ た「 骨 灰 盒 」 (後

述 )を 持 っ て 殯 儀 館 か ら 公 墓 へ 向 か い 埋 葬 す る 。但 し 、骨 灰 盒 を い っ た

ん 家 に 持 ち 帰 る こ と も あ る 。 農 村 部 で は 、 遺 体 は ま ず 自 宅 に 安 置 し 、

そ の 後 殯 儀 館 に 運 び 、 火 葬 す る 。 こ れ は 「 火 化 」 と 呼 ば れ て い る 。 火

葬 後 、 骨 灰 盒 を 家 に 持 ち 帰 っ て 靈 堂 に 安 置 す る 。 次 項 で 述 べ る よ う に

入 棺 の 儀 式 を 行 う と こ ろ も あ る 。そ の 後 (死 後 三 日 以 上 を 経 る )、「 開 弔 」、

「 辞 靈 」、「 送 盤 纏 」(後 述 )を 行 な っ た 後 、埋 葬 の た め に 墓 地 へ 向 か う 。

農 村 部 で 「 出 殯 」、「 出 棺 」、「 發 喪 」 と い う の は 、 骨 灰 を 自 宅 か ら 運 び

出 し 、 墓 地 に 赴 く こ と を 指 す 。  

新 沂 市 、 邳 州 市 、 沭 陽 縣 、 東 海 縣 で は 以 前 、 土 葬 が 行 わ れ て い た 頃

は 、 女 性 は 墓 地 ま で 同 行 す る こ と が で き な か っ た 。 家 か ら 一 キ ロ メ ー

ト ル ほ ど 離 れ た 地 点 (農 村 部 で は 村 の は ず れ )ま で 棺 を 送 っ た 後 、 ま た

は「 路 祭 」(出 棺 後 、家 か ら 少 し 離 れ た 場 所 で 一 旦 棺 を 下 し て 行 う 儀 式 )

が 終 わ っ た 時 点 で 家 に 引 き 返 し て い た 。 邳 州 市 、 東 海 縣 で は 現 在 も 女

性 は 殯 儀 館 へ 同 行 し な い 。 火 葬 が 葬 礼 に 加 え ら れ た 際 、 「 自 宅 か ら 遺

体 を 送 り 出 す 時 、 女 性 は 同 行 し な い 」 と い う 伝 統 的 な 規 定 が 当 て は め

ら れ た の で あ ろ う 。 新 沂 市 、 沭 陽 縣 で は 、 現 在 、 火 葬 後 す ぐ に 公 墓 に

埋 葬 す る 場 合 は 女 性 も 墓 地 へ 同 行 す る よ う に な っ て い る 。  

当 代 地 方 志 に 記 載 は み ら れ な い が 、 聞 き 取 り 調 査 に よ れ ば 、 火 葬 の

前 に 遺 体 の 顔 を 拭 く 「 淨 面 」 を す る と こ ろ も あ る 。 第 三 章 で み た よ う

に 「 淨 面 」 は 入 棺 の 前 後 に 行 わ れ る 習 俗 で あ る 。 土 葬 の 頃 は 、 本 調 査

地 域 で も 入 棺 の 前 に 行 わ れ て い た が 、 現 在 は 遺 体 を 自 宅 か ら 殯 儀 館 へ

運 ぶ 前 に 行 わ れ る 。 沛 縣 、 銅 山 縣 、 新 沂 市 、 邳 州 市 の 農 村 地 域 で は 、

壽 衣 を 着 せ る 前 に 身 体 を 清 め る こ と は 必 須 の 手 順 で は な い 。 し か し 、
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「 淨 面 」 は 「 顔 を き れ い に し て あ の 世 に 行 く 」 と い う 意 味 が あ り 、 必

ず 行 わ れ る 。  

沛 縣 、 銅 山 縣 で は 長 男 が 水 で 濡 ら し た 綿 で 遺 体 の 顔 を 拭 く 。 邳 州 市

で も 長 男 或 い は 年 配 の 人 が 湯 を 用 い 、 綿 や 柔 ら か い 布 で 遺 体 の 顔 全 体

を 拭 く 。 新 沂 市 で は 年 配 の 人 が 酒 で 湿 ら せ た 綿 で 顔 を 拭 く 。 沭 陽 縣 で

は 土 工 が タ オ ル を 濡 ら し て 遺 体 の 顔 を 拭 く 。  

遺 体 を 自 宅 に 連 れ 帰 ら ず に 病 院 か ら 直 接 殯 儀 館 に 運 ん で 安 置 す る 場

合 は 、 家 族 や 土 工 に よ る 「 淨 面 」 は 行 わ れ ず 、 火 葬 の 前 に 殯 儀 館 職 員

の 手 に よ っ て 整 容 さ れ 、 死 化 粧 が 施 さ れ る 。  

徐 州 市 区 で は 、 火 葬 当 日 、 自 宅 で 「 辞 靈 」 (後 述 )を 行 っ た 後 、 親 族

ら が 車 に 乗 り 、 ト ラ ッ ク の 荷 台 に 花 圏 や 紙 紮 を 積 ん で 殯 儀 館 に 行 く 。

殯 儀 館 で は 、 職 員 の 指 示 に 従 っ て 「 遺 体 告 別 式 」 が 行 わ れ る が 、 こ の

時 、 大 老 執 も 同 行 し て 拝 礼 の 順 序 、 家 族 か ら 弔 問 者 に 対 す る 返 礼 の 指

示 等 を す る 。   

火 葬 後 の 骨 灰 は 赤 い 布 袋 で 包 ま れ 、「 骨 灰 盒 」と よ ば れ る 箱 に 入 れ て

家 族 に 渡 さ れ る 。骨 灰 盒 は 二 十 ×三 十 ×二 十 (単 位 :セ ン チ )程 の 箱 で あ る 。

木 製 、 大 理 石 製 、 玉 製 等 、 素 材 や 彫 刻 、 細 工 に よ っ て 様 々 な ラ ン ク が

あ る 。 以 前 は 殯 儀 館 で の み 販 売 さ れ て い た が 、 現 在 は 壽 衣 店 で も 売 ら

れ て い る 。 価 格 は 壽 衣 店 で は 二 百 元 、 三 百 元 か ら 千 二 百 元 程 だ が 、 殯

儀 館 で は 五 千 元 、 六 千 元 と い う 高 価 な も の も 販 売 さ れ て い る 。  

 

 

        写 真 1 0  骨 灰 盒  

( 2 0 0 9 年 9 月 徐 州 市 )  
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3 . 6 .入 棺  

「 上 材 」、「 入 殮 」、「 盛 殮 」、「 成 殮 」、「 收 殮 」 等 と 称 さ れ る 。 土 葬 の

頃 、 遺 体 は 木 製 棺 に 入 れ て 埋 葬 さ れ て い た が 、 現 在 、 土 葬 の た め の 木

製 棺 の 使 用 は 禁 止 さ れ て い る 。 そ の た め 、 こ れ ら の 名 称 は 現 在 で は 火

葬 後 、 骨 灰 を 棺 の 中 に 入 れ る こ と を 指 す 。  

市 区 で 公 墓 に 埋 葬 す る 場 合 、 棺 を 使 う こ と は で き ず 、 入 棺 の 儀 式 は

行 わ れ な い 。 し か し 、 農 村 部 で は 火 葬 後 、 木 製 棺 、 石 製 棺 や セ メ ン ト

製 の 棺 に 骨 灰 盒 を そ の ま ま 入 れ る と こ ろ や 、 骨 灰 で 人 の 形 を 作 っ て 入

れ る と こ ろ も あ る 。 で き る だ け よ い 木 材 を 用 い 、 大 き な 棺 を 作 り た い

と い う 希 望 は 昔 と 変 わ ら な い が 、 現 在 で は や や 小 ぶ り の 棺 が 使 わ れ る

こ と も あ る 。 か つ て の 棺 は 長 さ 二 メ ー ト ル 以 上 だ っ た が 、 現 在 は 長 さ

が 一 .一 メ ー ト ル 、 一 .五 メ ー ト ル 、 一 .八 メ ー ト ル 等 で あ る 。 価 格 は 材

質 、 木 材 の 厚 さ に よ っ て 異 な る が 、 千 五 百 元 か ら 二 千 元 程 で 、 材 木 を

買 っ て 村 の 大 工 に 作 っ て も ら う か 製 造 業 者 か ら 購 入 す る 。 セ メ ン ト 製

の 棺 は「 水 泥 盒 子 」と 呼 ば れ 、火 葬 開 始 後 に 用 い ら れ る よ う に な っ た 。   

 

  

写 真 11   棺 製 作 所        

( 2 0 0 9 年 9 月 沛 縣 )          

 

入 棺 の 際 、 棺 の 中 に は 専 用 の 布 団 が 敷 か れ 、 そ の 上 に 壽 衣 が 敷 か れ

る 。 こ の 壽 衣 は 遺 体 に 着 せ た 壽 衣 と は 別 に 娘 が も う 一 組 購 入 し た も の
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で あ る 。 壽 衣 の 中 に 骨 灰 を 撒 き 、 服 を 着 せ る よ う に 包 み 、 靴 下 、 靴 、

帽 子 を 人 の 形 に 配 置 す る 。 紙 で 頭 部 を 作 る と こ ろ も あ る 。 そ の 他 、 棺

に 生 前 の 服 を 入 れ る と こ ろ や 、棺 底 に 七 枚 の 硬 貨 を 北 斗 星 の 形 に 置 き 、

そ の 上 に 布 団 を 敷 い て 壽 衣 を 置 く と こ ろ 、 七 枚 の 硬 貨 を 置 き 、 そ れ を

麻 の 糸 で つ な ぐ と こ ろ も あ る 1 6。  

 

3 . 7 .「 開 弔 」、「 辭 靈 」    

埋 葬 前 日 ま た は 埋 葬 当 日 に 親 族 、 友 人 知 人 に よ る 正 式 な 弔 問 が 行 わ

れ る 。「 開 弔 」、「 正 弔 」と 称 さ れ る 。弔 問 者 は 紙 銭 ま た は 弔 問 金 を 持 参

し 、 靈 棚 で 叩 頭 す る 。 喪 家 は 弔 問 客 に 食 事 を 振 る 舞 う 。  

埋 葬 前 日 ま た は 埋 葬 当 日 の 早 朝 に は 近 親 者 に よ る 故 人 と の 告 別 の 儀

式 「 辭 靈 」 (「 行 禮 」、「 行 大 禮 」 と も 称 さ れ る )が 行 わ れ る 。 辭 靈 の 方

法 は 地 域 に よ っ て 異 な る 。 徐 州 市 区 で は 埋 葬 当 日 の 朝 、 大 老 執 が 指 示

を し て 行 う 。 長 男 、 長 男 の 妻 、 娘 、 娘 の 夫 、 同 姓 の 甥 、 甥 の 妻 、 姪 、

孫 (長 男 の 前 に 行 う と こ ろ も あ る )、孫 の 妻 の 順 に 靈 棚 で 遺 影 に 向 か い 、

そ れ ぞ れ 四 回 叩 頭 す る 。 銅 山 縣 で は 靈 棚 で 息 子 全 員 が 敷 か れ た 茣 蓙 の

上 で 三 回 お 辞 儀 を し 、 三 回 叩 頭 す る 。 長 男 は テ ー ブ ル の 前 で 酒 を 受 け

取 り 、 地 面 に ま く 。 続 い て 孫 、 息 子 の 妻 、 娘 、 同 姓 の 甥 、 甥 の 妻 、 姪

の 順 に 同 様 に 茣 蓙 の 上 で 礼 を す る 。沭 陽 縣 で は 埋 葬 前 夜 、「 奠 酒 」・「 破

菜 」 と い う 儀 式 を 行 っ た 後 、 辭 靈 を 行 う 1 7。 辭 靈 の 際 は 家 族 、 親 族 が

一 人 ず つ 四 回 叩 頭 す る が 、 両 親 が 共 に 亡 く な っ て い る 時 は 八 回 ず つ 叩

頭 し て 告 別 す る 。  

 

3 . 8 .「 送 盤 纏 」  

 埋 葬 前 夜 ま た は 埋 葬 当 日 に 村 は ず れ の 道 や 臨 時 の 土 地 廟 を 設 え た 十

字 路 で 、故 人 が 天 に 昇 る た め の 旅 費 (「 盤 纏 」)を 贈 り 、そ の 魂 を 送 る 。

こ の 習 俗 は 「 送 盤 纏 」 と 称 さ れ 行 わ れ て い る 1 8。  

徐 州 市 区 で は 、死 者 の 年 齢 と 同 数 の 餃 子 を 作 り 、「 面 燈 」(粉 を 練 り 、

丸 く 作 っ た も の に 油 を 入 れ た 灯 )、 紙 製 の 「 錢 褡 子 」 (長 さ 七 十 セ ン チ

程 で 肩 の 前 後 に か け る 旧 時 の 財 布 )、紙 銭 、米 粉 を 溶 い た 湯 を バ ケ ツ に
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入 れ て 送 盤 纏 を 行 う 十 字 路 に 運 ん で 行 く 。 靈 棚 の 周 り に 飾 っ て い た 紙

紮 を 担 い で 行 く こ と も あ る 。 途 中 、 歩 き な が ら 湯 を 撒 く 。 十 字 路 に 到

着 す る と 地 面 に 円 (南 西 側 に 一 箇 所 、 欠 け を 作 る )を 描 き 、 中 に 餃 子 を

入 れ た 碗 と 面 燈 を 置 く 。 故 人 の 息 子 、 娘 は 円 の 東 側 に 位 置 し 、 長 男 が

「 父 (母 )、 来 背 錢 褡 子 」 [お 父 さ ん (お 母 さ ん )、 財 布 を と り に 来 て く だ

さ い ]と 大 声 で 三 回 叫 ん だ 後 、 紙 銭 、 紙 紮 を 燃 や す 。  

銅 山 縣 で は 、 廟 に 見 立 て た 路 傍 の 場 所 に 到 着 す る ま で に 、 運 ん で き

た 餃 子 (死 者 の 年 齢 と 同 数 )と 湯 を 全 部 撒 く 。 到 着 後 は 徐 州 市 区 と 同 様

に 地 面 に 円 を 描 い て 紙 銭 を 燃 や す 。  

邳 州 市 で は 、 土 地 神 に 捧 げ る 紙 銭 を 入 れ た 籠 と 、 死 者 の た め の 紙 銭

を 入 れ た「 褡 裢 」(二 つ 折 の 財 布 )を 持 っ て 臨 時 に 作 っ た 土 地 廟 へ 行 く 。

紙 銭 を 燃 や し ， 長 男 が 「 爸 (媽 )， 出 廟 了 」 [お 父 さ ん (お 母 さ ん )、 廟 か

ら 出 ま す よ ]と 三 回 呼 び か け る 。そ の 後 、廟 の 内 に 置 い て い た 白 布 の 小

旗 を 外 に 引 っ 張 り 出 し て 紙 銭 や 高 粱 の 茎 と 一 緒 に 燃 や す 。  

東 海 縣 で は 、 埋 葬 前 日 、 土 地 廟 で 最 後 の 送 湯 (前 項 3 . 4 .を 参 照 )を 行

っ た 後 、 二 つ の 紙 製 の 轎 、 テ ー ブ ル を 担 い で 三 叉 路 ま た は 十 字 路 へ 向

か う 。 息 子 は 廟 に 置 か れ て い た 位 牌 を 背 負 っ て 行 く 。 担 い で 行 く 轎 の

一 つ は 故 人 の た め 、 も う 一 つ は 故 人 を あ の 世 か ら 迎 え に く る 者 の た め

と さ れ て い る 1 9。 女 性 は 送 湯 に は 同 行 す る が 、 送 盤 纏 を 行 う 場 に は 行

か な い 。 十 字 路 に 到 着 す る と 、 息 子 や 孫 等 は テ ー ブ ル の 後 ろ で 跪 き 、

母 方 の 兄 弟 、 娘 婿 が 拝 礼 を 行 っ た 後 、 轎 が 燃 や さ れ る 。  

 

3 . 9 .出 棺 、 埋 葬   

出 棺 、埋 葬 は 少 な く と も 死 後 三 日 以 上 経 っ て か ら 行 わ れ る 。沭 陽 縣 、

新 沂 市 、 東 海 縣 で は 現 在 も 風 水 師 に よ っ て 吉 日 が 選 ば れ て い る 。  

前 述 の よ う に 、現 在 、「 出 棺 」、「 出 殯 」、「 發 喪 」と 言 え ば 、市 区 で は

告 別 式 、 火 葬 の た め に 殯 儀 館 へ 行 く こ と を 指 し 、 農 村 部 で は 火 葬 後 、

自 宅 に 持 ち 帰 っ た 骨 灰 を 埋 葬 の た め に 家 か ら 運 び 出 し て 墓 地 へ 向 か う

こ と を 指 す 。 現 在 の 「 埋 葬 」 と は 市 区 で は 骨 灰 盒 を 公 墓 に 埋 め る こ と

を 指 す 。 公 墓 は 高 価 で あ る た め 、 骨 灰 盒 を ひ と ま ず 「 安 息 堂 」、「 寄 存
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処 」 に 安 置 す る 場 合 も あ る 2 0。 農 村 部 で は 公 墓 ま た は 村 の 墓 地 に 埋 葬

さ れ る 。 埋 葬 は 当 地 で は 一 般 に 「 安 葬 」 ま た は 「 下 葬 」 と 呼 ば れ て い

る 。  

出 棺 時 ま た は 路 祭 の 後 、 靈 棚 の 中 で 紙 銭 を 燃 や す た め に 使 っ て い た

老 盆 を 割 る 。 こ の 儀 式 を 「 摔 老 盆 」 (ま た は 「 摜 老 盆 」 )と 呼 ぶ 。 老 盆

は 必 ず 一 度 で 壊 さ な く て は な ら ず 、 破 片 は 細 か く な れ ば な る ほ ど よ い

と さ れ る 。 そ の た め 農 村 部 で は 地 面 に レ ン ガ 等 を 置 き 、 そ こ に 打 ち 付

け る と こ ろ も あ る 。 こ の 儀 式 は 、 市 区 で も 農 村 で も 出 棺 、 出 殯 の 時 に

行 わ れ る が 、市 区 で は 火 葬 後 、公 墓 へ 向 か う 前 に 行 わ れ る こ と も あ る 。  

現 在 、 徐 州 市 区 で は 火 葬 の た め に 殯 儀 館 へ 向 か う 前 に 長 男 が 老 盆 を

割 る 。 長 男 が 死 亡 し て い る 場 合 は 次 男 、 三 男 が 割 り 、 息 子 が い な い 場

合 は 娘 が 割 る 。 紙 銭 を 燃 や し て い た 老 盆 を 割 る こ と に よ り 、 死 者 が あ

の 世 に そ の お 金 を 持 っ て 行 く と 考 え ら れ て い る た め 、 老 盆 は 紙 銭 を 燃

や し た 灰 を 入 れ た ま ま 割 る 。 老 盆 は 殯 儀 館 ま で 持 っ て 行 き 、 火 葬 後 に

割 る こ と も あ る 。 殯 儀 館 で は 職 員 に よ っ て 式 が 進 行 さ れ て い く が 、 こ

の 時 、親 族 が 行 う 拝 礼 の 順 序 等 は 同 行 し た 大 老 執 に よ っ て 指 示 さ れ る 。

火 葬 後 、 親 族 に 骨 灰 盒 が 渡 さ れ る 際 、 大 老 執 の 「 起 棺 ！ 」 と い う 声 を

合 図 に 殯 儀 館 の 職 員 が 骨 灰 盒 を 持 ち 上 げ 、 同 時 に 長 男 が 部 屋 の 外 で 老

盆 を 割 る 。 そ の 後 、 職 員 か ら 長 男 に 骨 灰 盒 が 渡 さ れ る 。 公 的 な 施 設 で

あ る 殯 儀 館 の 職 員 が 伝 統 的 な 葬 礼 を 取 り 仕 切 る 大 老 執 の 存 在 を 容 認 し 、

共 同 し て 伝 統 的 儀 式 (「 摔 老 盆 」 )を 行 う と い う 形 態 が 作 り だ さ れ て い

る 。「 起 棺 」は 、農 村 部 で は 骨 灰 盒 ま た は 棺 を 家 か ら 運 び 出 し て 門 の 外

で 下 し た 後 、 墓 地 へ 向 か う た め に 再 び 持 ち 上 げ る こ と を 指 す が 、 こ の

よ う に 市 区 の 殯 儀 館 で 行 わ れ る 場 合 は 骨 灰 盒 を 持 ち 上 げ る こ と を 指 す 。 

新 沂 市 で は 墓 地 に 向 か う 途 中 、 十 字 路 で 一 旦 停 止 し 、 路 祭 を 行 い 、

再 び 出 発 す る 前 に 老 盆 を 割 る 。 そ う す る こ と で 焼 か れ た 紙 銭 を 死 者 が

あ の 世 に 持 っ て ゆ く こ と が で き る と さ れ て い る 。邳 州 市 で も 路 祭 の 後 、

長 男 が 老 盆 を 叩 き つ け て 割 る 。 こ こ で は 老 盆 を 割 る 人 が 死 者 の 財 産 を

受 け 継 ぎ 、 家 を 継 ぐ と さ れ て い る 。 長 男 が 悲 嘆 に く れ 、 老 盆 を 割 る こ

と が で き な い 場 合 は 、 手 伝 い の 人 が 長 男 の 頭 越 し に 地 面 に 叩 き つ け て
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割 る 。 そ う す る こ と で 長 男 が 割 っ た こ と に な る 。 沭 陽 縣 農 村 部 で は 出

棺 の 際 、 村 の 十 字 路 な ど で 一 旦 停 止 し 、 骨 灰 盒 ま た は 棺 の 後 方 で 長 男

(長 男 の 妻 の 場 合 も あ る )が 老 盆 を 割 る 。 現 在 で は 集 合 住 宅 の 下 で 形 式

的 に 行 う 場 合 や 、 ホ ー ロ ー 製 の 盆 を 使 う 家 も あ り 、 必 ず し も 割 ら な く

て も よ い と さ れ る 。 東 海 縣 で は 老 盆 は 、 ① 長 男 が 割 る 、 ② 長 男 が 持 ち

上 げ 、 他 の 息 子 が 手 を 添 え て 一 緒 に 割 る 、 ③ 割 ら な い 、 と い う 三 つ の

方 法 に 分 か れ る 2 1。 東 海 縣 で も 邳 州 市 と 同 様 に 老 盆 を 割 る 人 が 故 人 の

財 産 を 継 ぐ と さ れ て い る た め 、 相 続 権 の な い 人 は 老 盆 を 割 る こ と が で

き な い 。  

埋 葬 の た め 墓 地 へ 向 か う 際 に は 家 族 、 親 族 ら が 行 列 を し て 歩 く 。 列

の 作 り 方 は 地 域 に よ っ て 異 同 が あ る が 、沭 陽 縣 の 場 合 、「 銘 旌 」を 持 っ

た 長 女 の 婿 、 幡 、 紙 紮 、 花 圏 、 楽 隊 (先 頭 の と こ ろ も あ る )、 長 男 (骨 灰

盒 を 持 つ こ と も あ る )、息 子 、孫 、甥 、甥 の 息 子 、棺 ま た は 骨 灰 盒 、息

子 の 妻 、 娘 、 一 般 の 弔 問 客 の 順 に 歩 く 2 2。  

墓 地 へ 運 ば れ た 紙 紮 は そ こ で 燃 や さ れ る 。土 葬 が 行 わ れ て い た 時 は 、

埋 葬 さ れ た 死 者 の 足 元 で 燃 や し て い た 。 そ う す る こ と に よ っ て 故 人 が

燃 や し て い る 紙 紮 を 見 る と 考 え ら れ て い た た め で あ る 。 現 在 、 公 墓 に

は こ れ ら を 燃 や す た め の 「 焚 化 亭 」 と い う 場 所 が 設 け ら れ て い る 。  

 

 

写 真 1 2  公 墓 墓 穴  

 ( 2 0 0 9 年 9 月 徐 州 市 )  
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4 .伝 統 葬 礼 の 伝 承 と そ の 担 い 手  

複 雑 な 手 順 や 決 ま り が 多 い 葬 礼 を 取 り 仕 切 る こ と は 一 般 の 人 に は 難

し い 。 儀 礼 の 専 門 家 と し て 、 僧 や 道 士 が 取 り 仕 切 る と こ ろ も あ る 2 3。

調 査 地 域 の 当 代 地 方 志 に は 、 僧 、 道 士 に 頼 ん で 供 養 し て も ら う と い う

記 述 が 見 ら れ る が 、 現 地 で の 聞 き 取 り 調 査 で は 、 僧 や 道 士 が か か わ る

と い う 話 は 聞 か れ な か っ た 。 ナ キ ャ ー ン ( 1 9 9 4 : 7 6 - 7 7 ) は 、 直 隷 ( 河 北 )

省 の 旧 志 を 基 に し た 調 査 か ら 、 旧 時 、 葬 礼 に か か わ る 専 門 家 と し て 陰

陽 師 と 風 水 師 、 僧 侶 と 道 士 の 他 、 古 典 的 教 養 を 持 っ た 人 が 葬 儀 に 招 か

れ る こ と を 指 摘 し て い る 。 こ の よ う な 伝 統 は な お 継 承 さ れ て お り 、 田

村 和 彦 ( 2 0 0 6 b : 5 5 - 5 6 )は 、 陝 西 省 中 部 地 域 の 農 村 で は 「 執 客 頭 」、「 執 事

頭 」、「 礼 賓 先 生 」 と 呼 ば れ る 人 の 指 示 に よ っ て 葬 儀 が 進 行 さ れ る と す

る 。  

本 調 査 地 域 に お い て も 市 区 、 農 村 地 域 と も に 葬 礼 の 準 備 や 儀 式 の 進

行 を 取 り 仕 切 る 人 々 が 必 要 と さ れ る 。 彼 ら は い ず れ も 葬 礼 を 取 り 仕 切

る こ と を 職 業 と す る も の で は な く 、従 っ て 喪 家 と は 雇 用 関 係 に は な い 。 

農 村 部 で は 葬 儀 を 行 う 必 要 が 生 じ る と 孝 子 が 同 じ 村 の 大 老 執 に 依 頼

に 行 く 。 大 老 執 は 少 な く と も 三 、 四 人 、 多 い 場 合 は 十 人 も の 人 数 が 必

要 と さ れ る が 、 孝 子 は 必 ず 一 人 一 人 の 家 を 訪 ね て 依 頼 す る 。 他 村 の 大

老 執 に 依 頼 す る と「 あ の 村 で は 自 分 た ち (村 内 )だ け で 葬 儀 が で き な い 」

と い う こ と に な り 、 村 の 面 子 に か か わ る た め 、 他 村 の 大 老 執 に 依 頼 す

る こ と は ほ と ん ど な い 。 ま た 、 大 老 執 は 葬 儀 を 手 伝 う 村 人 を 管 理 、 統

率 す る 必 要 上 、 他 村 の 人 で は 難 し い と い う 実 務 的 な 理 由 も あ る 2 4。  

大 老 執 の 家 に 到 着 し た 孝 子 は 彼 に 向 か っ て 叩 頭 す る 。 こ の 時 、 孝 子

は 特 に 口 上 を 述 べ る 必 要 は な い 。大 老 執 は 孝 子 の 様 子 と 叩 頭 に よ っ て 、

そ の 家 に 不 幸 が あ っ た こ と を 察 す る 。 こ う し て 孝 子 の 叩 頭 を 受 け た 大

老 執 は 、 他 の 用 事 が あ っ て も 必 ず 葬 儀 の 取 り 仕 切 り に 当 た ら ね ば な ら

ず 、 仕 事 も 休 ん で そ の 任 に 当 た る 。 孝 子 の 依 頼 は 喪 家 の 大 老 執 に 対 す

る 尊 敬 の 証 し で あ り 、 そ れ に 応 え て 任 に つ く こ と は 他 の 用 件 よ り も 優

先 さ れ る た め で あ る 。 依 頼 を 受 け た 大 老 執 は す ぐ に 喪 家 へ 赴 く 。 そ れ

か ら 数 日 に わ た る 葬 儀 の 間 、 前 節 で 述 べ た よ う に 葬 儀 を 行 う た め に 必
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要 な 指 示 を 出 し 、 そ れ ぞ れ の 儀 式 を 進 行 す る 。 指 示 は 葬 儀 に 必 要 な 物

品 の 購 入 、 靈 棚 の 設 置 、 弔 問 客 に 振 舞 う 酒 や タ バ コ の 手 配 、 弔 問 客 の

食 事 の 手 配 (人 数 、 席 、 料 理 、 順 番 等 の 確 認 )等 多 岐 に わ た る 。 そ う し

た 大 老 執 の 指 示 の 下 、 村 人 た ち が 様 々 な 役 割 に あ た る 2 5。 ほ か に 、 挽

聯 を 書 く こ と 、親 族 の 氏 名 の 確 認 、弔 問 金 や「 挽 帳 」 (親 族 が 贈 る 布 や

掛 布 団 の 表 布 )を 受 取 る こ と 等 も 大 老 執 の 役 割 で あ る 。複 数 の 大 老 執 は

同 じ 村 内 の 顔 見 知 り な の で 互 い に 得 意 な 事 柄 を 了 解 し て お り 、 分 担 し

て そ の 任 に 当 た る 。   

大 老 執 の 葬 礼 に 関 す る 知 識 に は 手 引 書 や 、 教 本 等 が あ る わ け で は な

い 。 葬 礼 の 中 で 村 内 の 経 験 豊 富 な 大 老 執 が 経 験 の 浅 い 大 老 執 へ と 口 頭

で 教 え 、 実 践 経 験 を 積 む こ と に よ っ て 身 に つ け て い く 。 し か し 、 大 老

執 の 中 に は 葬 礼 の 場 に お い て 実 践 で 習 う だ け で な く 、 儀 礼 に つ い て 専

門 に 教 え る 人 か ら 学 ん だ と い う 人 も い る 。 聞 き 取 り 調 査 に 協 力 し て く

れ た 大 老 執 の 一 人 は 、「 秀 才 」で あ っ た 清 代・朱 萃 声 の 孫 か ら 教 わ っ た

と い う 2 6。 士 大 夫 の 習 俗 が そ の ま ま 一 般 の 人 々 の 習 俗 と な っ た と は い

え な い が 、 彼 の よ う に 士 大 夫 の 子 孫 か ら 習 っ た 人 が 大 老 執 と し て 伝 統

的 な 葬 礼 習 俗 を 伝 え て き た 可 能 性 は あ る だ ろ う 。 彼 自 身 も 現 在 持 っ て

い る 知 識 (儀 式 の 手 順 や 挽 聯 、 挽 幛 、 銘 旌 の 文 言 等 )を さ ら に 別 の 人 に

教 え て い る と こ ろ だ と い う 。  

本 来 、 大 老 執 は 職 業 で は な い 。 そ の 知 識 と 人 徳 に 対 し 、 喪 家 は 尊 敬

と 礼 を も っ て 依 頼 し 、 大 老 執 は そ れ を 誇 り と し て 数 日 に わ た る 葬 礼 儀

式 の ほ と ん ど す べ て に 立 ち 会 い 、 取 り 仕 切 る と い う 関 係 で あ る 。 大 老

執 自 身 も ま た 弔 問 客 の 一 人 で あ り 、 喪 家 に 二 十 元 か ら 百 元 程 の 弔 問 金

(ま た は 紙 銭 )を 贈 る 。 一 方 、 大 老 執 に 対 す る 喪 家 か ら の 礼 は 、 食 事 と

一 日 に つ き 一 箱 の 煙 草 、 煙 草 十 箱 と 酒 二 本 等 、 地 域 に よ っ て 異 な る 。

「 鴻 席 」 と 呼 ば れ る や や 豪 華 な 食 事 を 振 る 舞 う と こ ろ も あ る 。 そ れ ら

は 喪 家 か ら の 謝 意 を 示 す も の で あ り 、 報 酬 や 賃 金 で は な い 。 ナ キ ャ ー

ン は 旧 時 の 直 隷 (河 北 )省 に お い て 、 専 門 職 以 外 で 葬 礼 に か か わ る 人 々

に つ い て 「 自 分 達 が 素 人 で あ る こ と に 誇 り を 持 っ て 、 決 し て 金 で 雇 わ

れ な か っ た 」 ( 1 9 9 4 : 7 9 )と 述 べ て い る 。 本 調 査 地 域 に お け る 大 老 執 の あ
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り 方 も こ れ と 一 致 し 、 現 代 で も 伝 統 が 継 承 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。  

し か し 、 近 年 、 特 に 市 区 で は 大 老 執 と 喪 家 の 関 係 に 変 化 が 起 き つ つ

あ る 。 そ こ で は 従 来 の 喪 家 か ら の 尊 敬 と 大 老 執 の 誇 り に よ っ て 成 立 し

て い た 関 係 で は な く 、 金 銭 に よ る 雇 用 と い う 関 係 が 生 じ て い る 。 農 村

部 で あ れ ば 村 内 の 人 は 大 老 執 の こ と を 知 っ て い る が 、 市 区 で は 周 り に

知 り 合 い の 大 老 執 が い な い 、 ま た は 大 老 執 と ま っ た く 面 識 が な い と い

う 人 々 が 現 れ て き て い る た め で あ る 。 彼 ら は 葬 儀 を 行 う 必 要 が 生 じ る

と 知 人 や 壽 衣 店 に 依 頼 し て 大 老 執 を 紹 介 し て も ら う 。 知 人 に よ る 紹 介

の 場 合 、 紹 介 者 に 金 銭 を 支 払 う 必 要 は な い が 、 壽 衣 店 に 紹 介 し て も ら

う 場 合 は 紹 介 料 と し て 店 に 二 百 元 程 を 支 払 う 。 紹 介 し て く れ た 店 に は

金 銭 で 支 払 う こ と も あ る し 、 そ の 店 で 必 要 な 物 を 買 う こ と も あ る 。 ま

た 、 紹 介 さ れ た 大 老 執 に は 謝 礼 (食 事 、 煙 草 、 酒 )と は 別 に 現 金 が 支 払

わ れ る よ う に な っ て き て い る 。 こ の よ う な 金 銭 の 授 受 は 大 老 執 側 か ら

の 要 求 で は な く 、 喪 家 側 か ら の 希 望 に よ る も の だ と い う 。 金 銭 を 払 っ

て 葬 儀 を 取 仕 切 っ て も ら う の で あ れ ば 、 喪 家 の 意 向 に 沿 わ な い こ と が

あ っ た 場 合 に そ れ を 指 摘 す る こ と が で き る 。 こ れ は 喪 家 が 大 老 執 に 礼

を 尽 く し て 任 せ る と い う 関 係 で は な く 、 喪 家 が 葬 儀 の 進 行 に 必 要 な 人

を 雇 う と い う 関 係 で あ る 。 本 調 査 地 域 に お け る 伝 統 葬 礼 習 俗 は 経 験 豊

富 な 大 老 執 か ら 次 の 世 代 の 大 老 執 に 伝 承 さ れ て き た と 考 え ら れ る 。 し

か し 、 大 老 執 が 喪 家 に 雇 わ れ る と い う 状 況 下 で 行 わ れ る 葬 礼 は 、 大 老

執 の 知 識 に 基 づ く 伝 統 葬 礼 に 従 っ て 行 わ れ る の で は な く 、喪 家 の 都 合 、

要 望 に 合 わ せ て 行 う こ と も 可 能 と な る 。 大 老 執 に 求 め ら れ る 役 割 は 、

市 区 で 「 喪 事 主 事 人 」 (葬 儀 の 司 会 者 )と 呼 ば れ る 儀 式 の 進 行 役 、 司 会

者 と な っ て い く か も し れ な い 。   

葬 礼 に 関 わ る 物 品 の 販 売 だ け で な く 、 靈 棚 の 設 置 、 儀 式 の 進 行 な ど

火 葬 以 外 の 葬 儀 全 般 を 請 け 負 う と い う 葬 儀 会 社 や 、 大 老 執 自 身 が 経 営

す る 壽 衣 店 も 現 れ て き て い る 。 壽 衣 店 の 経 営 者 た ち に よ る と 、 葬 礼 に

か か る 費 用 は 以 前 に 比 べ て 高 額 に な っ て い る と い う 。 購 入 さ れ る 物 品

の 多 く は 高 級 品 で は な く 、 一 般 品 が 中 心 で あ る が 、 価 格 が 上 が っ た こ

と と 、 葬 礼 に 多 額 の 費 用 を か け た い 、 経 済 的 に 可 能 で あ れ ば で き る だ
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け 派 手 な 葬 儀 を 行 い た い と い う 喪 家 の 意 向 が 強 く な っ て い る た め だ と

い う 。  

 

5 .小 結  

江 蘇 省 北 部 地 域 で は 葬 儀 は 公 式 に は 殯 儀 館 で 行 わ れ る 。 そ こ で は 職

員 の 指 示 の 下 、遺 体 告 別 式 を 行 っ た 後 、火 葬 さ れ 、公 墓 へ 埋 葬 さ れ る 。

葬 礼 に 火 葬 と い う 新 し い 手 順 が 組 み 込 ま れ た た め に 、 集 合 住 宅 に 居 住

す る 人 は 自 宅 に 靈 堂 を 作 ら ず 、 病 院 で 死 亡 し た 場 合 、 遺 体 は 直 接 殯 儀

館 に 運 ば れ る 。 し か し 、 第 3 節 で 報 告 し た よ う に 、 伝 統 的 な 葬 礼 は 今

も な お 行 わ れ て い る 。 現 況 に 合 わ せ 、 伝 統 的 習 俗 を 変 容 さ せ た と こ ろ

も あ る 。 殯 葬 改 革 の 推 進 に よ り 葬 礼 の 形 態 が 大 き く 変 化 し 、 簡 素 化 さ

れ た と は 言 い 難 い 面 が あ る 。  

伝 統 的 な 葬 礼 は 大 老 執 と 呼 ば れ る 人 々 に よ っ て 伝 承 さ れ て き た と 考

え ら れ る 。 彼 ら の 葬 礼 に 関 す る 知 識 は 一 定 の 地 域 の 中 で 経 験 豊 富 な 大

老 執 か ら 経 験 の 浅 い 者 へ 、 世 代 か ら 世 代 へ と 伝 承 さ れ て き た 。 聞 き 取

り 調 査 に 協 力 し て く れ た 人 た ち は こ れ か ら も 葬 儀 に は 大 老 執 が 必 要 で

あ る と 言 う 。 彼 ら の 言 う よ う に 、 現 在 の と こ ろ 農 村 部 で は 喪 家 と 大 老

執 の 関 係 に 大 き な 変 化 は な い よ う に み え る 。 し か し 、 徐 州 市 、 新 沂 市

の 市 区 で は 葬 儀 会 社 が 介 在 し た 葬 儀 や 、 喪 家 と そ こ に 雇 わ れ た 大 老 執

と い う 関 係 の 下 、 喪 家 の 意 向 が 強 く 関 与 す る 葬 儀 に 変 化 し つ つ あ る よ

う で あ る 。  

 

 

                                                  
1  殯 葬 改 革 に よ る 葬 礼 の 変 化 に つ い て は 以 下 の よ う な 研 究 報 告 が あ  

る 。蔡 文 高 ( 2 0 0 0 )は 、福 建 省 西 部 地 域 に お け る 事 例 を 報 告 し 、地 域 的  

特 徴 と し て 、自 宅 で 死 亡 し た 場 合 に は 招 魂 を 行 わ な い こ と 等 を 挙 げ て  

い る 。川 口 幸 大 ( 2 0 0 4 )は 、広 東 省 珠 江 デ ル タ に お け る 事 例 か ら 、伝 統  

葬 礼 が 今 も な お 踏 襲 さ れ て い る こ と を 報 告 し て い る 。 秦 兆 雄 ( 2 0 0 5 )  

は 、湖 北 省 農 村 地 域 に お け る 葬 礼 の 変 化 に 関 す る 報 告 で あ る 。当 該 地  

域 で は 火 葬 に 対 す る 抵 抗 が 強 か っ た が 、現 在 で は 葬 礼 の 手 順 の 一 つ に  
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加 え ら れ て い る 。し か し 、そ れ 以 外 の 葬 礼 習 俗 は 保 存 さ れ て い る と す  

る 。 田 村 和 彦 は 陝 西 省 中 部 地 域 を 調 査 対 象 地 域 と し て い る 。 当 該 地  

域 に つ い て 、 田 村 ( 2 0 0 6 a )で は 殯 葬 改 革 と 公 墓 政 策 に 焦 点 を 当 て 、 田  

村 ( 2 0 0 6 b )で は 農 村 地 域 に お け る 葬 礼 習 俗 を 時 系 列 に 沿 っ て 詳 細 に 報  

告 し て い る 。ま た 、田 村 ( 2 0 1 0 )で は 、改 革 の 結 果 生 じ た 差 異 を 都 市 部  

と 農 村 部 の 葬 礼 か ら 報 告 し て い る 。何 彬 ( 2 0 0 6 )は 、北 京 に お け る 都 市  

型 の 葬 儀 の 実 態 を 報 告 し 、都 市 に お け る 民 俗 調 査 が 急 務 で あ る と す る 。 

ま た 、浙 江 省 象 山 縣 で の 調 査 に 基 づ い て 報 告 さ れ た 銭 丹 霞 ( 2 0 0 7 )に も  

現 代 葬 礼 に 関 わ る 事 例 が 挙 げ ら れ て い る 。こ れ ら の 研 究 報 告 は 、い ず  

れ も 限 定 さ れ た 地 域 に お け る 調 査 に 基 づ く も の で あ り 、殯 葬 改 革 以 後  

の 葬 礼 に つ い て 、 秦 兆 雄 ( 2 0 0 5 : 2 9 7 )、 田 村 和 彦 ( 2 0 0 6 a : 1 7 9 )は 、 フ ィ ー  

ル ド ワ ー ク に よ る 事 例 の 蓄 積 の 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。本 章 は そ の よ  

う な 事 例 の 一 つ と し て 位 置 づ け ら れ る 。  

2   調 査 に 当 た っ て は 2 0 0 8 年 度 及 び 2 0 0 9 年 度「 金 沢 大 学 大 学 院 G P プ  

ロ ジ ェ ク ト 研 究 を 通 じ た 自 立 的 研 究 者 養 成 」、 2 0 11 年 度「 金 沢 大 学 フ

ィ ー ル ド マ ネ ジ ャ ー 養 成 プ ロ グ ラ ム 」 に よ る 助 成 を 受 け た 。  

3  調 査 地 域 の う ち 、東 海 縣 を 中 心 と し た 地 域 に お け る 伝 統 葬 礼 に つ い  

て は 、劉 兆 元『 海 州 民 俗 志 』に 詳 細 な 記 述 が 見 ら れ る 。『 海 州 民 俗 志 』

は 二 十 年 余 の フ ィ ー ル ド ワ ー ク に 基 づ い て 記 さ れ た 民 俗 志 と さ れ て

い る 。ま た 、1 9 9 0 年 代 に 発 行 さ れ た 各 縣 の 当 代 縣 志 に は「 旧 時 」、「 旧

俗 」、「 解 放 前 」に 行 わ れ た 習 俗 と し て 、伝 統 的 葬 礼 に 関 す る 記 述 が 見

ら れ る 。  

4  「 指 路 」は 山 東 省 や 河 北 省 に 見 ら れ る 習 俗 で あ る 。例 え ば 山 東 省『 新  

泰 市 志 』 ( 1 9 9 3 : 8 0 6 )に は 「 停 靈 即 日 、 長 子 或 長 孫 手 執 一 秫 秸 上 挿 両 柱

香 、由 両 人 架 著 、站 在 凳 子 上 哭 喊 : “向 西 南 大 路 呀 ！ ”連 呼 三 声 、此 為 “指

路 ”」[遺 体 を 安 置 し た 当 日 、長 男 ま た は 長 孫 が 手 に 執 っ た キ ビ 殻 に 二

本 の 香 を 挿 し 、二 人 に 支 え ら れ て 椅 子 の 上 に 立 っ て 泣 き 叫 び 、「 西 南

大 路 へ 向 っ て く だ さ い 」 と 続 け て 三 度 叫 ぶ 。 こ れ が 「 指 路 」 で あ る ]

と あ る 。山 東 省『 沂 南 縣 志 』 ( 1 9 9 7 : 6 3 0 )に は「 父 母 死 後 ，先 由 長 子 “指

路 ”一 次 」 [父 母 が 亡 く な る と 、 ま ず 長 男 が 一 度 「 指 路 」 す る ]と の 記

述 が 見 ら れ る 。  

5  「 點 主 」と は 死 者 の 位 牌 を 作 成 す る 際 に「 主 」と 書 く べ き と こ ろ を 、  

上 の 点 を わ ざ と 書 か ず に お き (「 王 」と し て お く )、出 棺 前 や 墓 地 で 祭
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を 行 い 、「 點 主 官 」 (名 声 や 人 望 の あ る 人 )に 朱 を 使 っ て 点 を 打 っ て も

ら う 儀 式 で あ る 。「 超 度 」 は 僧 や 道 士 が 行 う 死 者 の 霊 魂 を 供 養 す る た

め に 行 う 儀 式 で あ る 。  

6  殯 葬 改 革 に 関 わ る 法 令 に つ い て は 中 華 人 民 共 和 國 農 村 法 規 全 書 編  

委 會 編 ( 1 9 9 6 )、 孫 琬 鐘 主 編 ( 2 0 0 1 )、 及 び 徐 州 市 民 政 局 ウ ェ ブ ペ ー ジ を

参 照 し た 。  

7   2 0 0 9 年 、 2 0 11 年 の 調 査 に よ れ ば 、 現 在 も 「 壽 衣 は 季 節 に か か わ ら  

ず 綿 入 れ を 着 せ る 」と の こ と で 、壽 衣 店 で は 綿 入 れ の 上 着 、ズ ボ ン を

含 め た セ ッ ト が 販 売 さ れ て い る 。壽 衣 店 に は 中 国 式 の 壽 衣 だ け で は な

く 、洋 装 の 壽 衣 の セ ッ ト も 陳 列 さ れ て お り 、綿 入 の 服 の 有 無 、デ ザ イ

ン 、 価 格 等 、 喪 家 の 要 望 に よ る 選 択 肢 が 増 え て い る 。  

8   写 真 1 か ら 写 真 1 2 は す べ て 調 査 時 に 筆 者 が 撮 影 し た 。  

9   第 三 章 第 1 節 ( 1 . 1 . )を 参 照 。  

1 0  「 土 工 」 に つ い て は 、『 徐 州 市 志 』 ( 1 9 9 4 : 2 1 4 9 )に も 「 出 殯 の 際 、 土

工 が 棺 を 担 ぎ 出 す 」 と い う 記 述 が み ら れ る 。  

1 1  「 打 狗 餅 (子 )」 は 小 麦 粉 を こ ね て 丸 め た も の 。 第 二 章 第 6 節 ( 6 . 1 . )  

を 参 照 。用 い ら れ る 数 に は 地 域 差 が あ り 、東 海 縣 西 部 で は 死 者 の 年 齢  

と 同 数 、 東 海 縣 東 部 、 新 沂 市 、 沭 陽 縣 で は 七 つ と さ れ る 。    

1 2   『 海 州 民 俗 志 』 (劉 1 9 9 1 : 1 0 0 )等 に も 同 様 の 記 述 が あ る 。 こ の 習 俗  

は 現 在 も 変 わ ら ず に 守 ら れ て い る た め 、年 配 者 の 中 に は 病 が 重 く な る  

と 家 に 帰 り 、 自 宅 で 死 を 迎 え る こ と を 希 望 す る 人 も い る と い う 。  

1 3  沭 陽 縣 で は 母 方 の お じ に は 死 亡 前 に 必 ず 息 子 が 知 ら せ る と さ れ る 。 

『 海 州 民 俗 志 』 (劉 1 9 9 1 : 8 2 )で は 当 日 ま た は 遅 く と も 二 日 目 の 早 朝 に  

人 (故 人 よ り 下 の 世 代 の 人 、近 隣 の 人 、ま た は 専 門 の 人 を 雇 う )を 遣 わ  

し て 書 面 で 通 知 す る 。  

1 4  『 海 州 民 俗 志 』 等 に も 、 毎 日 土 地 廟 へ 行 き 送 湯 を 行 う と い う 記 述  

が 見 ら れ る 。「 送 湯 一 般 送 到 土 地 廟 ， (中 略 )， 或 在 家 門 前 用 葦 柴 圍 成  

一 個 臨 時 土 地 廟 」 [送 湯 は 一 般 に 土 地 廟 へ 届 け る 。 (中 略 )。 門 前 に 葦  

柴 で 囲 い を し て 臨 時 の 土 地 廟 を 作 る こ と も あ る ] (劉 1 9 9 1 : 8 5 )と あ り 、 

1 9 9 1 年 以 前 に も 土 地 廟 が 消 失 し て い る 場 合 は 、 臨 時 の 廟 を 設 え て い  

た こ と が 窺 え る 。  

1 5  第 2 節 で 述 べ た よ う に 、徐 州 市 で は 1 9 6 1 年 か ら 火 葬 場 の 使 用 が 始  

ま っ た 。 他 の 調 査 地 点 に お け る 火 葬 場 建 設 年 は 以 下 の 通 り 。 沭 陽 縣  
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1 9 6 8 年、沛 縣 1 9 7 9 年、銅 山 縣 1 9 7 9 年、邳 州 市 1 9 7 9 年、新 沂 市 1 9 8 0

年 、 東 海 縣 1 9 7 8 年 。  

1 6   『 儀 禮 』、 朱 熹 『 家 禮 』 で は 棺 底 に 「 七 星 板 」 を 置 く と さ れ る 。 第  

二 章 第 6 節 ( 6 . 2 . )を 参 照 。   

1 7  「 奠 酒 」・「 破 菜 」 は 長 時 間 に わ た る 複 雑 な 儀 式 で 、 現 在 、 そ の 取  

り 仕 切 り が で き る 人 は 少 な く な っ て い る 。沭 陽 縣 で の 聞 き 取 り 調 査 に  

よ る 儀 式 手 順 は 以 下 の 通 り 。ま ず 準 備 と し て 靈 棚 の 中 の 卓 に 五 皿 の 料  

理 と 五 杯 の 酒 を 置 く 。卓 の 両 端 に は 息 子 と 同 じ 輩 の 近 親 者 (別 姓 の 人 )  

が 立 つ 。長 男 は 卓 の 前 (左 側 )に 立 つ 。卓 正 面 の 下 に は「 燒 紙 盆 」を 置  

き 、そ の 前 に 三 枚 の 敷 物 を 敷 く 。敷 物 の 手 前 に 長 女 の 婿 が 立 ち 、儀 式

が 始 ま る 。① 長 女 の 婿 は 敷 物 の 上 を 三 歩 で 歩 い て 、叩 頭 す る 。こ の 時 、

長 男 も 一 緒 に 跪 い て 叩 頭 す る (「 陪 磕 」と い う )。② 卓 の 右 側 の 人 が 長

女 の 婿 に 箸 (二 本 )を 渡 す 。③ 長 女 の 婿 は 渡 さ れ た 箸 を 持 ち 、空 中 に「 忠 」

の 字 を ゆ っ く り と 書 く 。④ 右 側 の 人 に 箸 を 渡 す 。⑤ 右 側 の 人 は 箸 で 一

皿 目 の 料 理 を 挟 ん で 、燒 紙 盆 に 入 れ る 。⑥ 右 側 の 人 が 婿 に 酒 杯 を 渡 す 。

⑦ 婿 は 酒 を ゆ っ く り と 燒 紙 盆 に 入 れ て 、右 の 人 に 杯 を 戻 す 。⑧ 三 歩 で

元 の 位 置 に 戻 る 。こ れ を 二 回 目 は 左 の 人 か ら 、三 回 目 は 右 か ら 、四 回

目 は 左 か ら 、五 回 目 は 右 か ら と 五 皿 の 料 理 を 順 に 行 う 。こ の 間 、楽 隊

は ず っ と 音 楽 を 奏 で て い る 。長 女 の 婿 が い な い 場 合 は 次 女 の 婿 、娘 が

い な い 時 は 、姪 の 婿 或 い は 長 男 以 外 の 息 子 が 行 う 。現 在 、市 区 で は す

で に 行 わ れ て お ら ず 、農 村 部 で こ の 儀 式 が 行 わ れ る 場 合 も 簡 略 化 さ れ

て い る 。  

1 8  『 海 州 民 俗 志 』(劉 1 9 9 1 : 8 7 - 8 8 )等 に も 記 述 が 見 ら れ る 。「 起 程 」、「 送  

程 」、「 送 盤 纏 」、「 了 湯 」、「 送 盤 程 」、「 送 盤 川 」 と 称 さ れ る 。  

1 9   轎 の 数 は 三 つ と す る と こ ろ も あ る 。 死 者 と あ の 世 か ら 死 者 を 迎 え  

に 来 る も の の た め に そ れ ぞ れ 一 つ が 用 意 さ れ 、も う 一 つ は 土 地 神 の た  

め と さ れ る 。「 臨 時 の 土 地 廟 」 に 迎 え た 土 地 神 が 本 来 の 場 所 (土 地 廟 )  

に 戻 る た め で あ る と い う 。『 海 州 民 俗 志 』 で は 、 紙 製 の 轎 は 三 つ と さ  

れ る が 、一 つ は 死 者 の た め 、残 り の 二 つ は 死 者 を あ の 世 か ら 迎 え に く  

る も の の た め と さ れ て い る (劉 1 9 9 1 : 8 7 )。  

2 0  徐 州 市 の 公 墓 は 墓 碑 の 代 金 も 含 め 、 一 メ ー ト ル 四 方 の 区 画 で 七 千  

元 、二 .三 メ ー ト ル ×四 .五 メ ー ト ル の 区 画 で は 六 万 六 千 元 か か る 。「 安

息 堂 」、「 寄 存 処 」は 骨 灰 を 入 れ た 骨 灰 盒 を 安 置 す る 建 物 で 殯 儀 館 に 併
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設 さ れ て い る 。中 に は 棚 が 設 え ら れ て お り 、骨 灰 盒 を 赤 い 布 等 で 包 み 、

そ こ に 安 置 す る 。  

2 1   東 海 縣 南 東 部 で は 長 男 が 老 盆 を 墓 へ 持 っ て い き 、 そ こ で 紙 銭 を 燃  

や す 。埋 葬 後 は 家 に 持 ち 帰 り 豚 の 餌 や り に 使 う 。こ れ は 老 盆 を 使 っ て  

餌 を や る と 豚 の 成 長 が 早 く な る と 考 え ら れ て い る た め で あ る と い う 。 

『 海 州 民 俗 志 』 に も 同 様 の 記 述 が 見 ら れ る (劉 1 9 9 1 : 9 2 )。  

2 2  「 銘 旌 」は 〇 .六 メ ー ト ル ×一 .六 メ ー ト ル 程 の 赤 い 絹 布 で あ る 。死 者  

の 名 前 、生 年 月 日 、出 生 時 刻 、死 亡 時 の 年 齢 が 金 文 字 で 書 か れ て お り 、  

埋 葬 の 際 に 棺 の 上 に 被 せ る 。 埋 葬 後 、 年 月 を 経 る こ と で 、 布 は 朽 ち 、 

棺 に 金 文 字 だ け が 残 る 。  

2 3  2 0 0 9 年 に 筆 者 が 調 査 を 行 っ た 江 蘇 省 南 部 (崑 山 市 郊 外 )の 農 村 に お  

け る 葬 儀 は 、喪 家 に よ っ て 招 聘 さ れ た 七 人 の 道 士 に よ っ て 進 行 さ れ て  

い た 。  

2 4  山 田 七 絵 ( 2 0 1 2 : 1 0 - 11 )に よ れ ば 、 現 在 、 中 国 の 政 府 は 、 中 央 を 頂 点

と し 、「 省・自 治 州・直 轄 市 」、「 地 区 級 (市・区 )」、「 県 級 (県・県 級 市 )」、

「 郷・鎮 」ま で の 5 つ の レ ベ ル に 分 類 さ れ る 。郷 、鎮 の 下 に 位 置 す る

「 行 政 村 (村 民 委 員 会 )」は 一 般 的 に 数 十 か ら 数 百 戸 の 規 模 で 、そ の 下

に は 「 村 民 小 組 」 と い う 組 織 が あ る 。「 村 民 小 組 」 は 十 数 戸 か ら 数 十

戸 規 模 と さ れ る 。人 民 公 社 体 制 下 で は 、郷 、鎮 に 人 民 公 社 が あ り 、そ

の 下 の 行 政 村 が 「 生 産 大 隊 」 と さ れ た 。「 生 産 隊 」 は 「 村 民 小 組 」 に

相 当 し 、実 質 的 な 村 民 の 作 業 単 位 で あ り 、農 地 の 所 有 単 位 で も あ っ た

と い う 。聞 き 取 り 調 査 に よ る と 、葬 礼 の 相 互 扶 助 単 位 と 認 識 さ れ て い

る 村 は 、4 0 戸 か ら 5 0 戸 の 生 産 隊 の 範 囲 で あ る と い う 場 合 と 、生 産 大

隊 の 範 囲 で あ る と い う 場 合 が あ っ た 。生 産 隊 或 い は 生 産 大 隊 の 隊 長 で

あ っ た 人 が 大 老 執 に な る こ と も あ る と い う 。  

2 5  東 海 縣 で は 「 治 喪 班 子 」 と 呼 ば れ 、 近 隣 の 人 々 が 以 下 の よ う な 役  

割 を 分 担 す る 。「 櫃 書 」(大 老 執 の 指 示 を「 知 事 單 」と い う 紙 に 書 く )、

「 出 菜 」 (料 理 を 運 ぶ )、「 司 飯 」 (炊 飯 )、「 擔 水 」 (報 廟 の 際 、土 地 廟

ま で 水 を 撒 き な が ら 行 く )、 「 燒 火 」 (火 の 管 理 )、 「 厨 師 」 (料 理 を 作

る )「 作 坊 」 (食 材 の 管 理 )、「 内 務 」 (物 品 の 管 理 、雑 用 )、「 殯 項 」 (報

廟 の 際 の 道 案 内 、 雑 用 )、 「 刷 洗 」 (食 器 の 洗 浄 )、 「 送 煙 酒 」 (弔 問 客

に 酒 と 煙 草 を 渡 す )、 「 燒 水 」 (湯 を 沸 か す )、 「 送 水 」 (弔 問 客 に 湯 を

供 す る )、 「 迎 送 客 」 (弔 問 客 の 応 対 )、 「 檢 點 」 (食 卓 に 座 る 人 数 の 確
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認 )。  

2 6  『 東 海 縣 志 』 ( 1 9 9 4 : 8 3 3 )に よ れ ば 、 朱 萃 声 ( 1 8 4 5 - 1 9 3 3 )は 東 海 縣 駝 峰  

郷 の 人 。 二 十 五 歳 の 時 、 秀 才 と な り 、 駝 峰 郷 で 私 塾 を 開 い た 。 彼 に

は 八 人 の 息 子 が お り 、 晩 年 は 子 孫 の 教 育 や 著 述 に あ た っ た と さ れ る 。

民 國 八 年『 所 好 所 所 編 』上 下 巻 を 著 し 、民 國 十 一 年 に は『 四 書 八 百 聯 』

を 編 修 し た 。  
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第 六 章  結 論  

 

本 研 究 は 漢 民 族 の 葬 礼 の 地 域 差 と 歴 史 的 変 化 を 明 ら か に す る こ と を

主 た る 目 的 と し た 。中 国 の 士 大 夫 は 、『 儀 禮 』、『 禮 記 』に 定 め ら れ た 先

秦 の 古 礼 を 規 範 と し 、近 世 に お い て は そ の 簡 略 版 と も 呼 ぶ べ き 朱 熹『 家

禮 』 が 規 範 と な っ た 。 し か し 民 間 で は 必 ず し も そ の よ う な 規 範 に 従 っ

て い た わ け で は な か っ た 。 本 論 文 は 近 世 に 形 成 さ れ 、 清 代 か ら 民 国 期

に か け て 民 間 で 行 わ れ て い た 葬 礼 を 伝 統 葬 礼 と 呼 び 、 そ の 地 域 差 を 明

ら か に し な が ら 、 歴 史 的 変 化 を 考 察 し た 。 ま た 、 江 蘇 省 北 部 地 域 に お

け る 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 に 基 づ き 、 伝 統 葬 礼 か ら 当 代 葬 礼 へ の 継 承 と

変 容 の 現 状 に つ い て 報 告 し た 。  

 ま ず 、 各 章 の 要 点 を 整 理 し て お く 。  

 

 第 一 章 で は 、 ま ず 、 中 国 人 の 霊 魂 観 と そ れ を 反 映 し た 葬 礼 の 意 義 に

つ い て 述 べ た 。 次 に 本 論 文 の 目 的 と 研 究 手 法 を 示 し 、 本 論 文 で 使 用 し

た テ キ ス ト を 挙 げ た 。 本 論 文 で は 、 地 域 差 を 明 ら か に す る た め に 民 俗

地 図 を 作 成 し た 。 地 図 作 成 の た め の 基 礎 資 料 と し て 使 用 し た の は 中 華

人 民 共 和 国 で 刊 行 さ れ た「 当 代 地 方 志 」(「 新 志 」と 称 さ れ る )で あ る 。

こ の 他 、 民 国 期 以 前 に 刊 行 さ れ た 地 方 志 (「 旧 志 」 と 称 さ れ る )の 記 述

を 参 照 し た 。  

 

第 二 章 で は 、ま ず 、『 儀 禮 』に 記 さ れ た 古 代 の 儀 礼 の 体 系 を 取 り 上 げ

た 。 こ れ を 「 古 礼 」 と 呼 ぶ 。 次 に 、 近 世 の 士 大 夫 の 儀 礼 の 規 範 と さ れ

る 宋 ・ 朱 熹『 家 禮 』に お け る 葬 礼 を 取 り 上 げ た 。『 儀 禮 』、『 家 禮 』そ れ

ぞ れ に つ い て 死 亡 時 か ら 行 わ れ る 儀 式 を 時 間 軸 に 沿 っ て 図 式 化 し た 。  

次 に 、 旧 志 を 資 料 と し て 『 家 禮 』 及 び 明 ・ 邱 濬 に よ り 『 家 禮 』 の 儀

式 が マ ニ ュ ア ル 化 さ れ た 『 文 公 家 禮 儀 節 』 が 広 範 に 用 い ら れ て い た こ

と を 検 証 し た 。 さ ら に 、 旧 志 の 記 述 か ら 『 家 禮 』 か ら の 変 化 や 、 そ こ

か ら 逸 脱 し た 儀 礼 が あ っ た こ と を 指 摘 し た 。例 え ば 、『 家 禮 』は 葬 礼 に

仏 教 を 用 い る こ と に 批 判 的 で あ る が 、 旧 志 に よ れ ば 、 仏 教 に よ る 葬 儀
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が 広 範 に 行 わ れ て い た こ と が 窺 わ れ る 。  

次 に 、 当 代 地 方 志 に 記 載 さ れ た 伝 統 葬 礼 を 『 儀 禮 』、『 家 禮 』 と 同 様

に 時 間 軸 に 沿 っ て 図 式 化 し た 。 地 点 に よ り 名 称 や 細 部 の 形 態 に は 異 同

は あ る が 、 各 地 の 伝 統 葬 礼 に は 共 通 す る 儀 式 の 流 れ が 存 在 す る 。 伝 統

葬 礼 に は 、 規 範 と さ れ た 『 家 禮 』 に 現 れ る 儀 礼 が 形 態 変 化 を 生 じ つ つ

も 継 承 さ れ て い た こ と 、 ま た そ れ と は 逆 に 規 範 か ら 逸 脱 し た 習 俗 が 存

在 し た こ と を 指 摘 し た 。  

 

第 三 章 、第 四 章 で は 、『 家 禮 』に は 現 れ ず 、近 世 に 独 自 の 発 展 を 遂 げ

た 民 間 の 葬 礼 習 俗 を 取 り 上 げ 、 そ れ ぞ れ の 地 理 的 分 布 状 況 か ら 歴 史 的

変 容 の 過 程 を 推 定 し た 。 こ の 研 究 手 法 は 、 W・ A・ グ ロ ー タ ー ス 神 父

の 提 唱 に な る 「 民 俗 地 理 学 」 ( f o l k l o r e  g e o g r a p h y )に 倣 っ た 。 本 来 、 こ

の 研 究 に は 調 査 に よ る デ ー タ 採 録 が 必 要 で あ る が 、「 殯 葬 改 革 」が 推 進

さ れ て い る 中 華 人 民 共 和 国 で は 、 漢 民 族 を 対 象 と し た 葬 礼 の 体 系 的 な

調 査 は 行 わ れ て こ な か っ た 。 そ こ で 本 論 文 で は 地 図 作 成 の た め の 基 礎

資 料 と し て 安 徽 、福 建 、広 東 、広 西 、貴 州 、海 南 、河 北 、河 南 、湖 北 、

湖 南 、 江 蘇 、 江 西 、 遼 寧 、 山 東 、 山 西 、 陝 西 、 四 川 、 雲 南 、 浙 江 の 当

代 地 方 志 を 用 い た 。そ の 他 、民 国 期 以 前 に 刊 行 さ れ た 旧 志 、筆 記 小 説 、

戯 曲 等 の 文 献 を 参 照 資 料 と し た 。  

 

第 三 章 で は 、遺 体 の 清 め と 更 衣 に か か わ る 儀 礼 習 俗 に つ い て 論 じ た 。 

ま ず 、 壽 衣 へ の 更 衣 と 水 に よ る 清 め に 関 わ る 習 俗 を 取 り 上 げ た 。 遺

体 の 更 衣 は 、 古 礼 や 『 家 禮 』 で は 死 亡 後 に 行 わ れ る 。 し か し 、 当 代 地

方 志 に よ れ ば 、こ の よ う な 規 範 を 継 承 す る 地 点 が 全 国 に 広 が る 一 方 で 、

規 範 と は 異 な る 「 死 亡 前 に 壽 衣 へ の 更 衣 を 行 う 地 点 」 が 北 方 に 集 中 し

て 現 れ る 。 (→地 図 2 )  

次 に 、 水 を 用 い た 遺 体 の 清 め に 関 わ る 行 為 に つ い て 、 民 間 の 伝 統 葬

礼 で は 『 家 禮 』 に 現 れ な い 習 俗 が 形 成 さ れ た こ と を 明 ら か に し た 。 一

つ は 、 死 亡 後 、 孝 子 が 川 や 井 戸 な ど へ 行 き 、 川 や 井 戸 の 神 を 拝 し て 水

を 汲 ん で 持 ち 帰 り 、遺 体 の 清 め に 用 い る 習 俗 で あ り 、「 買 水 」と 呼 ば れ
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る 。 こ の 習 俗 は 、 長 江 以 南 に 分 布 す る 傾 向 が あ る 。 (→地 図 3 )  一 方 、

北 方 で は 別 の 習 俗 「 淨 面 」 が 形 成 さ れ た 。 こ れ は 入 棺 の 前 後 に 孝 子 ら

が 、水 或 い は 酒 で 濡 ら し た 綿 や 布 で 遺 体 の 顔 を 拭 き 清 め る 習 俗 で あ り 、

主 に 淮 河 以 北 の 地 域 に 現 わ れ る 。 (→地 図 4 )  

遺 体 の 更 衣 と 清 め に 関 わ る 習 俗 で は 、『 家 禮 』に 則 っ た 体 系 (「 原 型 」

と 呼 ぶ )を 保 存 し た 地 域 が あ る 一 方 、『 家 禮 』 の 規 範 か ら 逸 脱 し た 体 系

が 北 方 、 南 方 そ れ ぞ れ で 形 成 さ れ た 。 北 方 の 「 死 亡 前 に 壽 衣 へ の 更 衣

を す る 」 体 系 (「 北 方 型 」 )と 南 方 の 「 買 水 を 行 っ て 遺 体 の 清 め に 用 い

る 」 体 系 (「 南 方 型 」 )で あ る 。  

次 に 、 上 記 「 淨 面 」 に つ い て 、『 儀 禮 』 等 の 古 礼 で 行 わ れ 、『 家 禮 』

に も 継 承 さ れ た 「 沐 浴 」 と の 関 連 性 に つ い て 論 じ た 。 民 間 の 伝 統 葬 礼

で は 「 沐 浴 」 の 形 態 に 次 の よ う な 変 化 が み ら れ る 。 ① 『 家 禮 』 を 継 承

し た 「 洗 う 」 と い う 形 態 か ら 「 拭 く 」 と い う 形 態 へ の 変 化 (→地 図 5 )、

② 遺 体 の 清 め の 対 象 に 関 す る 、「 全 身 」か ら「 手 、足 等 、局 部 」へ の 変

化 。 (→地 図 6 )  全 体 と し て 「 沐 浴 」 儀 礼 の 簡 略 化 が 進 ん だ こ と を 明 ら

か に し た 。 な お 、 南 方 で も 「 買 水 」 し て 汲 ん だ 水 を 象 徴 的 な 清 め に 用

い る こ と が あ る 。さ ら に 北 方 の「 淨 面 」を 行 う 地 域 で は 、「 沐 浴 」に 関

す る 記 載 が な い 地 点 が 多 い こ と か ら 、華 北 で は 、「 沐 浴 」が 衰 退 し 、「 淨

面 」 が そ の 役 割 を 代 替 し て い る 可 能 性 が あ る こ と を 指 摘 し た 。  

 

 第 四 章 で は 「 招 魂 」 と 「 報 廟 」 を 取 り 上 げ た 。「 招 魂 」 は 『 儀 禮 』、

『 家 禮 』 で は 「 復 」 と 称 さ れ 、 死 後 す ぐ に 自 宅 で 行 わ れ る 儀 礼 と し て

記 載 さ れ て い る 。「 報 廟 」は『 儀 禮 』、『 家 禮 』に は み ら れ な い 。死 者 の

魂 が 一 定 期 間 、 冥 界 の 役 所 で あ る 廟 に 留 め 置 か れ る と い う 民 間 信 仰 に

基 づ き 、 死 後 、 親 族 が 廟 神 に 死 者 の 魂 の 到 着 を 知 ら せ に 行 く と い う 習

俗 で あ る 。「 招 魂 」と「 報 廟 」は 従 来 、関 連 付 け て 論 じ ら れ て こ な か っ

た が 、本 論 文 で は 近 世 の 華 北 に お い て 、「 招 魂 」が「 報 廟 」に 取 り こ ま

れ る 形 で 変 容 を 遂 げ た と 推 定 し た 。  

ま ず 、 当 代 地 方 志 の 記 述 か ら 「 報 廟 」 が 行 わ れ て い る 地 点 が 華 北 に

集 中 し て い る こ と を 示 し た 。 (→地 図 8 )  「 報 廟 」 の 行 き 先 で 最 も 頻 度
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が 高 い の は 土 地 廟 で あ る が 、 山 西 省 中 北 部 、 河 北 省 中 北 部 ・ 東 部 に は

五 道 廟 へ 行 く と い う 地 点 が 集 中 し て い る 。 (→地 図 9 )   

次 に 、 「 招 魂 」 と 「 報 廟 」 の 形 態 を 類 型 化 し て 地 図 を 作 成 し 、 変 化

の 過 程 を 推 定 し た 。 (→地 図 1 0 )  華 北 に は 古 礼 の 「 復 」 を 踏 襲 し た 類

型 ( A 類 型 )も み ら れ る が 、 「 招 魂 」 を 行 う 場 所 が 自 宅 か ら 廟 に 移 っ た

類 型 ( B 類 型 )も 少 な く な い 。 後 者 に は さ ら に 三 つ の 下 位 類 型 が 認 め ら

れ 、変 化 の 過 渡 的 形 態 を 示 す 。ま ず 、廟 で「 招 魂 」す る こ と が「 報 廟 」

で あ る と い う 認 識 が 生 ま れ た 。 ま た 一 部 の 地 域 で は 「 還 魂 錢 」 を 燃 や

す こ と が 「 招 魂 」 と さ れ た 。 さ ら に 「 招 魂 」 を 行 う 時 間 が 翌 日 以 後 に

ず れ こ ん だ 。こ こ か ら「 招 魂 」の 概 念 が 消 失 し た 類 型 ( C 類 型 )が 現 れ 、

こ れ が 華 北 で 最 も 広 く 分 布 す る 「 報 廟 」 の 形 態 と な っ た 。  

 

 こ こ ま で 文 献 に よ る 調 査 を 主 と し て 論 じ て き た が 、 第 五 章 で は 、 江

蘇 省 北 部 地 域 に お け る 現 地 調 査 に 基 づ き 、 現 在 、 民 間 に お い て 伝 統 葬

礼 が ど の よ う に 継 承 さ れ て い る か 、 そ の 実 態 を 報 告 し た 。  

ま ず 、 調 査 地 域 に お け る 伝 統 葬 礼 に つ い て 、 当 代 地 方 志 の 記 述 に よ

り 時 間 軸 に 沿 っ て 図 式 化 し た 。 次 に 、 国 、 省 及 び 調 査 地 域 (市 、 県 )の

各 レ ベ ル に お け る 殯 葬 改 革 に つ い て 概 観 し た 。 さ ら に 、 聞 き 取 り 調 査

の 結 果 に 基 づ い て 葬 礼 の 現 状 を 報 告 し た 。『 儀 禮 』、『 家 禮 』に も 、伝 統

葬 礼 に も 現 れ ず 、 当 代 の 葬 礼 に 組 み 込 ま れ た 手 順 が 「 火 葬 」 で あ る 。

し か し 、 本 調 査 地 域 で は 、 現 在 の と こ ろ 「 火 葬 」 を 行 う こ と に よ っ て

生 じ た 儀 式 手 順 の 変 更 や 、 儀 式 形 態 の 変 化 に 柔 軟 に 対 応 し な が ら 、 伝

統 に 基 づ い た 葬 礼 が 行 わ れ て い る 。 伝 統 葬 礼 の 継 承 に は 、 葬 礼 習 俗 を

伝 承 し て き た 「 大 老 執 」 と 呼 ば れ る 人 々 の 存 在 と 、 彼 ら と 喪 家 と の 関

係 性 が 大 き く 関 わ っ て い る こ と を 指 摘 し た 。  

 

以 上 、 第 一 章 か ら 第 五 章 ま で 本 論 文 を 整 理 し た 。  

中 国 に お け る 葬 礼 に は 、 い つ の 時 代 に も 規 範 の 継 承 と そ れ か ら の 逸

脱 、 変 容 と い う 二 つ の 側 面 が 存 在 し た 。 こ の こ と は 南 北 差 を 表 す 地 図

に 最 も よ く 表 現 さ れ て い る 。 即 ち 、 南 北 差 は 一 方 が 規 範 の 継 承 、 も う
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一 方 が 逸 脱 、 変 容 で あ る 場 合 が 多 い 。 継 承 の 担 い 手 は 主 に 士 大 夫 階 層

で あ っ た が 、 近 世 に お い て は 朱 熹 『 家 禮 』 と 邱 濬 『 文 公 家 禮 儀 節 』 が

民 間 に ま で 広 く 普 及 し た こ と が 大 き な 作 用 を 果 た し た と 考 え ら れ る 。

逸 脱 、 変 容 の 担 い 手 は 言 う ま で も な く 庶 民 で あ っ た 。 二 十 世 紀 に 至 る

ま で 中 国 各 地 で 行 わ れ て き た 伝 統 葬 礼 は 、 先 秦 の 古 礼 を も 含 む 規 範 の

継 承 と そ こ か ら の 逸 脱 、 変 容 の 総 体 で あ っ た と 言 え よ う 。  

漢 民 族 の 葬 礼 は 一 般 に 「 地 域 に よ り 異 な る 」 と さ れ な が ら 、 地 域 差

の 実 態 に つ い て 、 従 来 は 体 系 的 な 研 究 が な か っ た 。 本 論 文 で は こ れ ま

で 関 連 付 け て 論 じ ら れ る こ と の な か っ た 葬 礼 習 俗 を 取 り 上 げ 、 そ れ ら

の 分 布 地 域 を 明 ら か に し 、 形 態 を 類 型 化 す る こ と に よ り 、 変 化 の 過 程

を 推 定 し た 。 し か し 、 本 論 文 で 取 り 上 げ た 習 俗 は 葬 礼 の 中 の 一 部 に し

か す ぎ な い 。今 後 さ ら に 多 く の 習 俗 に つ い て 検 証 し て い く こ と に よ り 、

よ り 体 系 的 に 中 国 に お け る 葬 礼 の 歴 史 的 変 化 の 過 程 を 推 定 す る こ と が

可 能 と な る と 考 え る 。 ま た 、 本 論 文 で 参 照 し た 地 方 志 の う ち 、 民 国 期

以 前 に 出 版 さ れ た 旧 志 は 量 的 に 限 ら れ た も の で あ り 、他 の 文 献 資 料（ 正

史 、 筆 記 小 説 、 戯 曲 等 ） に 関 す る 調 査 も 十 分 で あ っ た と は い え な い 。

こ れ ら は 今 後 の 課 題 で あ る 。  

現 在 、 当 代 葬 礼 に つ い て 全 国 的 な 現 地 調 査 を 行 う こ と は 困 難 が あ る

が 、 地 域 を 限 定 し た 事 例 調 査 を 積 み 重 ね る こ と は 可 能 で あ る 。 今 後 も

本 論 文 の 調 査 地 域 に お け る 継 続 的 な 調 査 及 び 地 域 を 拡 大 し た 調 査 を 行

う こ と に よ り 、 伝 統 葬 礼 の 現 代 へ の 継 承 と 変 容 の 実 態 を 探 る こ と が 可

能 で あ る と 考 え る 。  

最 後 に 、本 論 文 で は 人 生 儀 礼 の 中 の 葬 礼 を 対 象 と し て 論 じ て き た が 、

規 範 か ら の 変 容 、 逸 脱 は 、 葬 礼 だ け で な く 婚 礼 に も み ら れ る 。  

筆 者 は 山 本 恭 子 ( 2 0 0 7 )に お い て 伝 統 婚 礼 に つ い て も 民 俗 地 図 を 作 成

し て 考 察 し た 。婚 礼 に つ い て は 、『 儀 禮 』士 昏 禮 に 記 さ れ た 先 秦 の 古 礼

が あ り 、 ま た 朱 熹 『 家 禮 』 巻 三 昏 禮 は 近 世 に お け る 婚 礼 の 規 範 と さ れ

る 。当 代 地 方 志 に 記 載 さ れ た 伝 統 婚 礼 に は 、『 儀 禮 』や『 家 禮 』の 儀 礼

を 継 承 し た 儀 礼 習 俗 が あ る 一 方 、 そ こ に は 現 れ な い 習 俗 や 、 歴 史 的 に

変 化 を し た と み ら れ る 習 俗 が あ る 点 で 葬 礼 と 共 通 す る 。  
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例 え ば 、 女 子 の 成 人 儀 礼 は 『 家 禮 』 巻 二 冠 禮 に 記 さ れ て い る 。 婚 約

後 ま た は 十 五 歳 に な っ た 女 子 が 髪 を 結 い 、 笄 を つ け る 儀 式 で あ る 。 こ

の 儀 式 は 、伝 統 婚 礼 で は「 開 臉 」、「 上 頭 」と 呼 ば れ る 。「 開 臉 」は 絹 糸

ま た は 木 綿 糸 を 使 っ て 新 婦 の 顔 の う ぶ 毛 を 抜 き 、 細 い 眉 を 作 り 、 額 の

形 を 整 え る 儀 式 で あ り 、「 上 頭 」は 髪 を 結 い 上 げ る 儀 式 で あ る 。い ず れ

も 未 婚 の 娘 の 装 い か ら 既 婚 女 性 の 装 い へ 変 え る と い う 意 味 を 持 ち 、『 家

禮 』 の 成 人 儀 礼 を 継 承 し て い る 。 と こ ろ が 、 当 代 地 方 志 に よ れ ば 、 新

婦 が 実 家 を 出 る 前 に 女 方 で こ の 儀 式 を 行 う 地 域 (山 東 南 部 、江 蘇 北・中

部 、 安 徽 北 部 )と 、 婚 礼 後 に 男 方 で 行 う 地 域 (河 南 中 部 、 湖 北 、 安 徽 南

部 、 浙 江 東 部 、 江 西 )が あ り 、 民 俗 地 図 か ら は 地 域 差 が 見 て 取 れ る 。  

ま た 、『 家 禮 』に は 現 れ な い 習 俗 も み ら れ る 。婚 礼 当 日 、新 婦 が 実 家

を 出 る 際 、『 家 禮 』 巻 三 昏 禮 で は 、「 姆 」 (乳 母 )が た す け 、 迎 え に き た

婿 が 簾 を 掲 げ て 待 つ 轎 に 新 婦 が 上 る と さ れ て い る 。 伝 統 婚 礼 で は 、 新

婦 が 自 分 で 轎 に 乗 る と こ ろ も あ る が 、 父 、 兄 弟 、 親 族 等 に よ っ て 乗 せ

ら れ る 地 点 が あ る 。 こ れ は 、 新 婦 の 足 に 実 家 (女 方 )の 土 が つ く と そ の

家 の 運 気 (特 に 財 運 )を 婚 家 (男 方 )に 持 っ て い っ て し ま う と い う 民 間 信

仰 に 拠 る 習 俗 で あ る 。 足 に 土 が つ か な い よ う に 轎 に 乗 せ る 方 法 に は 、

新 婦 を ① 抱 い て 運 ぶ (江 蘇 、 浙 江 、 江 西 北 ・ 中 部 )、 ② 背 負 っ て 運 ぶ (安

徽 中 ・ 南 部 、 江 西 )、 ③ 椅 子 に 座 ら せ 、 そ の 椅 子 を 担 い で 運 ぶ (河 南 中

部 、 山 東 )、 と 地 域 に よ り 異 な り が み ら れ る 。  

こ の よ う に 伝 統 葬 礼 、 伝 統 婚 礼 と も に 規 範 を 継 承 し た 儀 礼 習 俗 が み

ら れ る 一 方 、 儀 式 形 態 の 変 容 や 規 範 か ら 逸 脱 し た 習 俗 が あ り 、 そ れ ぞ

れ に 地 域 差 が み ら れ る 。 今 後 さ ら に 一 つ ひ と つ の 儀 礼 習 俗 に つ い て 詳

細 な 検 証 を 行 う と と も に 、 葬 礼 、 婚 礼 を そ れ ぞ れ 儀 礼 の 体 系 と し て と

ら え る こ と に よ り 、 総 合 的 な 研 究 に 発 展 さ せ て い き た い 。  
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L . W a t s o n  ( e d . ) ,  U n i v e r s i t y  o f  C a l i f o r n i a  P r e s s , p p . 1 6 - 6 1．  

G r o o t a e r s ,  W .  A . ,  L i  S h i h - y ü  a n d  C h a n g  C h i - w e n  1 9 4 8  “ T e mp l e s  a n d  H i s t o r y  

o f  W a n c h ü a n 萬 全 ( C h a h a r ) :  T h e  G e o g r a p h i c a l  M e t h o d  A p p l i e d  t o  

F o l k l o r e ” ,  M o n u m e n t a  S e r i c a ,  X I I I ,  p p . 2 0 9 - 3 1 6 .  

G r o o t a e r s ,  W.  A . ,  L i  S h i h - y ü  a n d  Wa n g  F u - s h i h  1 9 5 1  “ R u r a l  Te mp l e s  a r o u n d  

H s ü a n - h u a  ( S o u t h  C h a h a r ) :  T h e i r  I c o n o g r a p h y  a n d  T h e i r  H i s o r y ” ,  

F o l k l o re  s t u d i e s ,  V O L . X , p p . 1 - 11 6 .  

E b r e y , P a t r i c i a  B u c k l e y  1 9 9 1 a ， C o n f u c i a n i s m  a n d  F a m i l y  R i t u a l s  i n   

I m p e r i a l  C h i n a :  A  S o c i a l  H i s t o r y  o f  W r i t i n g  a b o u t  R i t e s ，

P r i n c e t o n  U n i v e r s i t y  P r e s s．  

E b r e y , P a t r i c i a  B u c k l e y  1 9 9 1 b ,  C h u  H s i ' s  F a m i l y  R i t u a l s  :  A  T w e l f t h - C e n t u r y  

C h i n e s e  M a n u a l  f o r  t h e  P e r f o r m a n c e  o f  C a p p i n g s ,  W e d d i n g s ,  

F u n e r a l s ,  a n d  A n c e s t r a l  R i t e s， P r i n c e t o n  U n i v e r s i t y  P r e s s．  

徐 州 市 民 政 局 ウ ェ ブ ペ ー ジ  h t t p : / / w w w . x z m z . g o v . c n / ( 2 0 0 9 . 3 . 1 参 照 )  
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書名 編著者 出版社
発行

年月
参照頁

安徽省

安慶地區志 安慶地區志編纂委員會編 黃山書社 1995.12 1159-1160

安慶市志 安慶市地方志編纂委員会編 方志出版社 1997.8 1697-1698

蚌埠市志 蚌埠市地方志編纂委員會編 方志出版社 1995.10 1181-1183

長豐縣志 長豐縣地方志編纂委員會編 中國文史出版社 1991.9 644

滁縣地區志 滁縣市地方志編纂委員會編 方志出版社 1998.2 1218-1219

當塗縣志 當塗縣志編纂委員會編 中華書局 1996.8 599-600

碭山縣志 碭山縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1996.8 462-463

東至縣志 東至縣地方志編纂委員會辦公室編 安徽人民出版社 1991.10 654

肥東縣志 安徽省肥東縣地方志編纂委員會編 安徽人民出版社 1990.6 604-605

肥西縣志 肥西縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1994.11 592-593

阜南縣志 阜南縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1997.8 514-515

阜陽市志 阜陽市地方志編纂委員會編 黃山書社 1993.7 428-429

固鎮縣志 安徽省固鎮縣地方志編纂委員會編 中國城市出版社 1992.5 390

廣德縣志 廣德縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1996.11 570-571

貴池縣志 貴池市地方志編纂委員會編 黃山書社 1994.8 856

含山縣志 含山縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1995.12 585-586

合肥市志 合肥市地方志編纂委員會編纂 安徽人民出版社 1999.9 3272-3274

懷寧縣志 懷寧縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1996.8 833

懷遠縣志 懷遠縣地方志編纂委員會編 上海社會科學院出版社 1990.12 559-560

黃山市志 黃山市(縣級)地方志編纂委員會編 黃山書社 1992.12 775-776

徽州地區簡志 安徽省徽州地區地方志編纂委員會編 黃山書社 1989.2 485

霍邱縣志 霍邱縣地方志編纂委員會編 中國廣播電視出版社 1992.3 792-793

霍山縣志 霍山縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1993.9 790

績溪縣志 績溪縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1998.9 1047-1048

嘉山縣志 嘉山縣地方志編纂委員會編纂 黃山書社 1993.1 595-596

界首縣志 界首市地方志編纂委員會編 黃山書社 1995.12 481

金寨縣志 金寨縣地方志編纂委員會編 上海人民出版社 1992.4 694

涇縣志 涇縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1996.2 847-848

旌德縣志 安徽省旌德縣人民政府主修 黃山書社 1992.12 536-537

郎溪縣志 郎溪縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1998.1 1000-1001

利辛縣志 利辛縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1995.10 450-451

臨泉縣志 臨泉縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1994.11 447

靈璧縣志 靈璧縣地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1991.6 815-816

六安市志 六安市地方志編纂委員會編 江西人民出版社 1991.9 486

六安縣志 六安縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1993.8 675-676

馬鞍山市志 馬鞍山市地方志編纂委員會編 黃山書社 1992.9 ＊

蒙城縣志 蒙城縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1994.12 466

南陵縣志 南陵縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1994.11 697-699

寧國縣志 寧國縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1997.7 754-755

祁門縣志 祁門縣地方志編纂委員會辦公室編 安徽人民出版社 1990.5 759-760

文献調査用当代地方志一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参照頁は漢民族の葬礼に関する頁数。　＊は漢民族の葬礼記載なし。
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歙縣志 歙縣地方志編纂委員會編 中華書局 1995.7 633-634

石台縣志 石台縣地方志辦公室編 黃山書社 1991.8 557

舒城縣志 舒城縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1995.5 563

泗縣志 泗縣地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1990.8 695

宿縣地區志 安徽省宿縣地區地方志編纂委員會編 中國人民大學出版社 1995.9 534

宿州市志 宿州市地方志編纂委員會編 上海古籍出版社 1991.12 526

太和縣志 太和縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1993.4 361

太湖縣志 太湖縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1995.3 701-702

天長縣志 天長縣地方志編纂委員會編 社會科學文獻出版社 1992.10 533

桐城縣志 桐城縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1995.9 754-755

銅陵市志 銅陵市地方志編纂委員會主編 黃山書社 1994.9 1057-1058

銅陵縣志 安徽省銅陵縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1993.8 579

五河縣志 五河縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.8 610-611

蕭縣志 蕭縣地方志編纂委員會主編 中國人民大學出版社 1989.12 544-545

休寧縣志 休寧縣地方志編纂委員會編 安徽教育出版社 1990.3 588-589

潁上縣志 穎上県地方志編纂委員会編 黃山書社 1995.7 437

岳西縣志 岳西縣地方志編纂委員會編 黃山書社 1996.3 475-476

河北省

安平縣志 安平縣地方志編纂委員會編 中國社會出版社 1996.10 560-561

安新縣志 安新縣地方志編纂委員會編 新華出版社 2000.5 968-969

霸縣志 霸縣編史修志委員會編 河北人民出版社 1989.9 531-532

柏鄉縣志 河北省柏鄉縣地方志編纂委員會編 方志出版社 2000.4 188-189

北戴河志 秦皇島市北戴河區地方志編纂委員會編纂 天津人民出版社 1994.8 597

保定市南市區志 保定市南市區志編纂委員會編 新華出版社 1990.4 324-325

博野縣志 博野縣志編纂委員會編 新華出版社 1996.10 535

河北省滄縣縣志 滄縣縣志辦公室編著 中國和平出版社 1995.11 573-574

成安縣志 河北省成安縣地方志編纂委員會編編 新華出版社 1996.3 760-761

承德縣志 河北省承德縣地方志編纂委員會編 內蒙古科學技術出版社 1998.7 625

崇禮縣志 河北省崇禮縣地方志編纂委員會編 中國社會出版社 1995.10 ＊

大城縣志 『大城縣志』編委會編 華夏出版社 1995.4 763-765

大名縣志 大名縣縣志編纂委員會編 新華出版社 1994.4 612

定興縣志 定興縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.6 141

定州市志 定州市地方志編纂委員會編 中國城市出版社 1998.10 1090-1091

豐南縣志 豐南縣志編纂委員會編纂 新華出版社 1990.6 619

豐潤縣志 豐潤縣地方志編纂委員會編 中國社會科學出版社 1993.10 644-645

撫寧縣志 撫寧縣地方志辦公室編 河北人民出版社 1990.2 555-556

阜城縣志 阜城縣地方志編纂委員會編 中國文聯出版公司 1998.8 823-824

阜平縣志 阜平縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1999.5 782-783

高邑縣志 高邑縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1993.5 641-642

藁城縣志 藁城市地方志編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1994.2 528-529

固安縣志 趙復興主編 中國人事出版社 1998.8 802-804

故城縣志 故城縣地方志編纂委員會編 中國對外翻譯出版公司 1998.12 589-590

館陶縣志 河北省館陶地方志編纂委員會編 中華書局 1999.7 ＊

廣平縣志 河北省廣平縣地方志編纂委員會編 文化藝術出版社 1995.12 608
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河間縣志 河間市地方志編纂委員會編纂 書目文獻出版社 1992.11 748-749

衡水市志 衡水市『市志編纂委員會』編 民族出版社 1996.1 829-830

懷安縣志 河北省懷安縣地方志編纂委員會編 中國社會出版社 1994.12 656-657

黃驊縣志 黃驊縣地方志辦公室編 海潮出版社 1990.10 482

獲鹿縣志 鹿泉市史志編纂委員會辦公室編 中國檔案出版社 1998.9 776-777

冀縣志 河北省冀縣地方志編纂委員會編 中國科學技術出版社 1993.3 742

晉縣志 河北省晉州市地方志編纂委員會編纂 新華出版社 1995.12 824-825

井陘縣志 『井陘縣志』編纂委員會編 河北人民出版社 1986.3 617-618

景縣志 景縣地方志編纂委員會編 天津人民出版社 1991.10 801

康保縣志 康保縣地方志編纂委員會編纂 新華出版社 1991.2 961-963

淶源縣志 淶源縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1998.11 741-742

樂亭縣志 樂亭縣地方志編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1994.9 653-654

臨城縣志 臨城縣志編纂委員會編 團結出版社 1996.12 714

臨西縣志 臨西縣地方志編纂委員會編 中國書藉出版社 1996.10 731-732

靈壽縣志 靈壽縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1993.4 665-666

隆堯縣志 隆堯縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1998.1 899

盧龍縣志 盧龍縣志編纂委員會編纂 天津人民出版社 1994.12 686-688

灤縣志 灤縣志編纂委員會編 河北人民出版社 1993.1 680-681

欒城縣志 河北省欒城縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1995.9 857-859

灤南縣志 灤南縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1997.12 793-794

灤平縣志 灤平縣志編纂委員會編著 遼海出版社 1997.11 952-953

滿城縣志 滿城縣地方志編纂委員會編 中國建材工業出版社 1997.11 855-856

南宮市志 河北省南宮市地方志編纂委員會編 河北人民出版社 1995.7 715-716

南皮縣志 南皮縣地方志編纂委員會編 河北人民出版社 1992.12 893-894

平山縣志 河北平山縣地方志編纂委員會編 中國書藉出版社 1996.12 818-819

遷安縣志 遷安縣地方志編纂委員會辦公室編 中國社會出版社 1994.12 544

遷西縣志 遷西縣地方志編纂委員會編 中國科學技術出版社 1991.12 650-651

橋東區志 王聚泰主編 中國社會出版社 1992.6 634-635

秦皇島市志 秦皇島市地方志編纂委員會編纂 天津人民出版社 1994.12 28-29

青龍滿族自治縣縣志 青龍縣地方志編纂委員會編 中國城市出版社 1997.5 917-918

清河縣志 清河縣志編纂委員會編 中國城市出版社 1993.8 672-674

清苑縣志 河北省清苑縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1991序 685-686

曲陽縣志 河北省曲陽縣志編纂委員會編纂 新華出版社 1998.10 655-656

曲周縣志 河北省曲周縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1997.10 641-642

饒陽縣志 饒陽縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1998.5 704-705

任丘市志 河北省任丘市地方志編纂委員會編 書目文獻出版社 1993.1 617-618

沙河市志 河北省沙河市志地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.12 743-745

山海關志 秦皇島市山海關區地方志編纂委員會編纂 天津人民出版社 1994.4 595-596

涉縣志 涉縣地方志編纂委員會編 中國對外翻譯出版公司 1998.2 840-842

深澤縣志 深澤縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.12 544-545

石家莊地區志 石家莊地區地方志編纂委員會編 文化藝術出版社 1994.12 989-990

石家莊市志 石家莊市地方志編纂委員會編 中國社會出版社 1999.12 465-466

石家莊市郊區志 石家莊市郊區志編纂委員會編 中國社會出版社 1995.11 410-411

唐縣志 河北省唐縣地方志編纂委員會編 河北人民出版社 1999.8 729-730
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唐海縣志 唐海縣地方志編纂委員會編 天津人民出版社 1997.12 704

萬全縣志 萬全縣志編纂委員會編纂 新華出版社 1992.6 933-934

望都縣志 河北省望都縣城地方志編纂委員會編 方志出版社 2000.4 791-792

威縣志 威縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1998.8 779-780

文安縣志 河北省文安縣地方志編纂委員會編 中國社會出版社 1994.10 625

無極縣志 無極縣地方志編纂委員會編 人民出版社 1993.10 681-682

吳橋縣志 吳橋縣地方志編纂委員會辦公室編 中國社會出版社 1992.7 510

武安縣志 武安市地方志編纂委員會編 中國廣播電視出版社 1990.12 873

武強縣志 河北省武強縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1996.12 623-624

武邑縣志 武邑縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1998.1 775

獻縣志 獻縣志辦公室編著 中國和平出版社 1995.6 636-637

辛集市志 河北省辛集市志編纂委員會編 中國書藉出版社 1996.9 948

新河縣志 河北省新河縣地方志編纂委員會編 方志出版社 2000.7 572-573

新樂縣志 新樂縣地方志編纂委員會編 中國對外翻譯出版公司 1997.9 629-631

行唐縣志 行唐縣地方志編纂委員會編 中國對外翻譯出版公司 1998.12 651

邢台縣志 邢台縣志編纂委員會編 新華出版社 1993.6 606

雄縣志 雄縣縣志編纂委員會編 中國社會科學出版社 1992.12 540-541

徐水縣志 河北省徐水縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1998.6 683-684

宣化縣志 宣化縣地方志編纂委員會編 河北人民出版社 1993.3 858-860

鹽山縣志 鹽山縣地方志編纂委員會編 南開大學出版社 1991.2 878

陽原縣志 陽原縣地方志編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1997.9 733-734

玉田縣志 『玉田縣志』編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1993.11 478

元氏縣志 元氏縣志辦公室編 中國和平出版社 1995.4 458-459

張北縣志 張北縣地方志編纂委員會編 中國社會科學出版社 1994.5 607-609

張家口市志 張家口市地方志編纂委員會編 中國對外翻譯出版公司 1998.8 1892-1893

趙縣志 河北省趙縣地方志編纂委員會編 中國城市出版社 1993.3 529-530

正定縣志 河北省正定縣地方志編纂委員會編纂 中國城市出版社 1992.3 799-800

涿鹿縣志 涿鹿縣志編纂委員會編 河北人民出版社 1994.4 583-584

涿州志 涿州市地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.5 728

遵化縣志 遵化縣志編纂委員會編 河北人民出版社 1990.7 581-582

北京市房山區志 北京市房山區志編纂委員會編 北京出版社 1999.9 639-641

懷柔縣志 懷柔縣縣志編纂委員會編 北京出版社 2000.1 759-760

密雲縣志 密雲縣志編纂委員會編 北京出版社 1998.11 628-629

平谷縣志 平谷縣志編纂委員會 北京出版社 2001.10 591-592

大港區志 徐長喜主編 天津社會科學院出版社 1994.12 881-882

東麗區志 東麗區地方志編修委員會編著 天津社會科學院出版社 1996.12 893-895

漢沽區志 邵振鵬主編 天津社會科學院出版社 1995.1 891

薊縣志 薊縣志編修委員會編著
天津社會科學出版社、南開大

學出版社
1991.12 921-923

靜海縣志 靜海縣志編修委員會編著 天津社會科學院出版社 1995.10 720-721

寧河縣志 寧河縣地方史志編修委員會編著 天津社會科學院出版社 1991.12 672-673

王穩莊鄉志 天津市西青區王穩莊鄉志編修委員會編著 天津社會科學院出版社 1996.1 463-465

廊坊市志 廊坊市志編修委員會編 方志出版社 2001.7 1935-1936

青縣志 河北省青縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1999.11 727

邯鄲縣志 邯鄲縣地方志編纂委員會編 中國人事出版社 1993.12 570-571
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河南省

安陽縣志 安陽縣志編纂委員會編 中國青年出版社 1990.12 1012-1014

安陽市志 安陽市地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1998.10 1908-1910

安陽市郊區志 『安陽市郊區志』編纂委員會編 中國標準出版社 1990.10 356-357

安陽市文峰區志 安陽市文峰區地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 2000.1 392

寶豐縣志 寶豐縣史志編纂委員會編 方志出版社 1996.10 741-742

泌陽縣志 泌陽縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1994.10 652-653

博愛縣志 博愛縣志編纂委員會總編輯室編著 中國國際廣播出版社 1994.4 601-602

長垣縣志 長垣縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1991.6 550-551

大冶鎮志 『大冶鎮志』編纂委員會編 河南人民出版社 1994.8 502-503

鄲城縣志 鄲城縣地方志編纂委員會編 中州古籍出版社 1992.12 539

登封縣志 登封縣地方志編纂委員會編 河南人民出版社 1990.6 756

鄧州市志 鄧州市地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1996.9 675-676

范縣志 范縣地方史志編纂委員會編 河南人民出版社 1993.6 491-492

封丘縣志 封丘縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1994.8 631-632

鞏縣志 鞏縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1991.12 647

固始縣志 固始縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1994.6 542

鶴壁市志 鶴壁市地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1998.9 1556-1558

滑縣志 滑縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1997.4 599-601

淮濱縣志 淮濱縣志辦公室編 河南人民出版社 1986.7 759-760

淮陽縣志 劉連峰編輯 河南人民出版社 1991.12 859-860

潢川縣志 潢川縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1992.8 621

輝縣市志 輝縣市史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1992.9 786-787

獲嘉縣志 獲嘉縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1991.4 589-590

濟源縣志 濟源市地方史志編纂委員會編 河南人民出版社 1993.10 491

郟縣志 郟縣縣志辦公室編 中州古籍出版社 1996.10 602

開封縣志 開封縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1992.7 528

林縣志 林縣志編纂委員會編 河南人民出版社 1989.5 585

臨穎縣志 臨穎縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1996.10 643-645

靈寶縣志 靈寶縣地方史志編纂委員會主編 中州古籍出版社 1992.9 849-851

魯山縣志 魯山縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1994.9 781

鹿邑縣志 鹿邑縣地方志編纂委員會主編 中州古籍出版社 1992.8 717-718

欒川縣志 欒川縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.11 583-584

洛寧縣志 洛寧縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1991.12 568-569

洛陽市志 洛陽市地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1999.6 305-320

洛陽市郊區志 洛陽市郊區地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1998.12 860-862

漯河市志 漯河市地方史志編纂委員會編 方志出版社 1999.3 1000-1001

孟津縣志 孟津縣地方史志編纂委員會編 河南人民出版社 1991.12 759-760

密縣志 密縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1992.6 609-610

澠池縣志 澠池縣志編纂委員會編 漢語大詞典出版社 1991.5 631

南樂縣志 南樂縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1996.10 688

南陽地區志 南陽地區地方史志編纂委員會編 河南人民出版社 1994.8 534-535

南陽縣志 南陽縣地方志編纂委員會編 河南人民出版社 1990.6 594

內黃縣志 史其顯主編，內黃縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1993.12 609
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內鄉縣志 內鄉縣地方史志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.10 736-738

平頂山市志 平頂山市地方史志編纂委員會編 河南人民出版社 1994.10 1254-1255

淇縣志 淇縣縣志總編室編 中州古籍出版社 1996.12
907-908、
912

清豐縣志 清豐縣地方史志編纂委員會編 山東大學出版社 1990.12 437

確山縣志 確山縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1993.5 594-595

汝南縣志 汝南縣地方志編纂委員會編 中州古籍出版社 1997.12 788-789

汝陽縣志 汝陽縣地方史志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1995.6 628

陝縣志 陝縣史志編纂委員會編 河南人民出版社 1988.12 608

商城縣志 商城縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1991.3 733-734

商丘地區志 商丘地區地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1996.8 1656-1657

商丘縣志 商丘縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1991.3 487

商水縣志 商水縣地方志編纂委員會編 河南人民出版社 1990.11 442-443

上蔡縣志 上蔡縣地方史志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1995.6 622-623

社旗縣志 邱應欣主編，社旗縣地方志編纂委員會編 中州古籍出版社 1997.1 461

遂平縣志 遂平縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1994.8 514

嵩縣志 河南省嵩縣志編纂委員會編 河南人民出版社 1990.5 854-856

太康縣志 太康縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1991.8 616-617

湯陰縣志 湯陰縣志編纂委員會編 河南人民出版社 1987.2 521

唐河縣志 唐河縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1993.9 644-645

通許縣志 通許縣地方志編纂委員會編 中州古籍出版社 1995.8 605

尉氏縣志 尉氏縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1993.11 608-609

武陟縣志 武陟縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1993.9 501

舞鋼市志 舞鋼市地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1993.6 713-715

舞陽縣志 河南省舞陽縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1993.12 425

西華縣志 西華縣史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1993.1 565

西平縣志 西平縣史志編纂委員會編 中國財政經濟出版社 1990.9 521-522

淅川縣志 淅川縣地方史志編纂委員會編 河南人民出版社 1990.10 575

夏邑縣志 河南省夏邑縣志編纂委員會編纂 河南人民出版社 1989.12 508

襄城縣志 襄城縣史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1993.3 563

新安縣志 新安縣地方史志編纂委員會編 河南人民出版社 1989.10 550

新蔡縣志 新蔡縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1994.12 807-810

新鄉市志 新鄉市地方史志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.9 489-491

新野縣志 新野縣史志編纂委員會編纂 中州古籍出版社 1991.8 580

信陽地區志 信陽地區地方史志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1992.2 911-912

信陽縣志 信陽縣地方史志總編室編 河南人民出版社 1990.2 636-637

許昌縣志 許昌縣志編纂委員會編 南開大學出版社 1993.5 773-774

鄢陵縣志 鄢陵縣地方志編纂委員會編 南開大學出版社 1989.12 490-491

偃師縣志 偃師縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1992.11 822-824

郾城縣志 郾城縣地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1993.6 628-629

伊川縣志 李耀曾主編，伊川縣志編纂委員會編 河南人民出版社 1991.11 755-757

宜陽縣志 河南省宜陽縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1996.8 682-683

義馬市志 義馬市地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1991.7 299-300

永城縣志 永城縣地方史志編纂委員會編 新華出版社 1991.5 530

虞城縣志 虞城縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1991.7 507
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原陽縣志 原陽縣志編纂委員會編 中州古藉出版社 1995.11 644-645

柘城縣志 柘城縣志編纂委員會編 中州古籍出版社 1991.4 447-448

鎮平縣志 鎮平縣地方史志編纂委員會編 方志出版社 1998.11 903-904

正陽縣志 正陽縣地方史志編纂委員會編 方志出版社 1996.10 554-555

鄭州市志 鄭州市地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1998.10 541-543

周口市志 周口市地方史志編纂委員會編 中州古籍出版社 1994.10 643

福建省

安溪縣志 安溪縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1994.4 1114-1117

長汀縣志 長汀縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1993.8 837-839

德化縣志 德化縣志編纂委員會編 新華出版社 1992.4 742-743

東山縣志 東山縣地方志編纂委員會編 中華書局 1994.9 712

福安市志 福建省福安市地方志編纂委員會編 方志出版社 1999.12 1019-1020

福清市志 福清市志編纂委員會編 廈門大學出版社 1994.4 985-987

光澤縣志 光澤縣地方志編纂委員會編 群眾出版社 1994.9 699-700

華安縣志 華安縣地方志編纂委員會編 廈門大學出版社 1996.4 627-628

惠安縣志 惠安縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1998.7 1016-1018

建寧縣志 建寧縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1995.4 615

建陽縣志 建陽縣地方志編纂委員會編 群眾出版社 1994.9 831

建甌縣志 建甌縣地方志編纂委員會編 中華書局 1994.3 846-847

將樂縣志 將樂縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1998.7 877-878

晉江市志 晉江市地方志編纂委員會編
生活・讀書・新知三聯書店上

海分店
1994.3 1342-1344

連城縣志 連城縣地方志編纂委員會編 群眾出版社 1993.11 834

連江縣志 連城縣地方志編纂委員會委員兼主編 內部發行 1989.4 317

龍海縣志 福建省龍海縣地方志編纂委員會編 東方出版社 1993.6 1007

龍岩地區志 龍岩地區地方志編纂委員會編 上海人民出版社 1992.10 1437-1438

龍岩市志 龍岩市地方志編纂委員會編 中國科學技術出版社 1993.5 795-796

明溪縣志 明溪縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.12 904-907

南安縣志 福建省南安縣地方志編纂委員會編 江西人民出版社 1993.10 818-819

南平市志 南平市志編纂委員會編 中華書局 1994.9 1475

寧德市志 寧德市地方志編纂委員會編 中華書局 1995.11 911-913

寧化縣志 寧化縣志編纂委員會編 福建人民出版社 1992.9 805-806

平和縣志 平和縣地方志編纂委員會編 群眾出版社 1994.4 811

屏南縣志 屏南縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1999.4 744

浦城縣志 浦城縣地方志編纂委員會編 中華書局 1994.9 1210

清流縣志 清流縣地方志編纂委員會編 中華書局 1994.12 698

泉州市志 泉州市地方志編纂委員會編 中國社會科學出版社 2000.5 3593-3595

上杭縣志 上杭縣地方志編纂委員會編 福建人民出版社 1993.9 826-827

邵武市志 邵武市地方志編纂委員會編 群眾人民出版社 1993.9 1152

壽寧縣志 壽寧縣地方志編纂委員會編 鷺江出版社 1992.7 711-712

順昌縣志 順昌縣志編纂委員會編 中國統計出版社 1994.8 760

松溪縣志 松溪縣志編纂委員會編 中國統計出版社 1994.8 668-669

武平縣志 武平縣縣志編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1993.10 743-744

永安市志 永安市地方志編纂委員會編 中華書局 1994.4 1089-1090

永春縣志 永春縣志編纂委員會編 語文出版社 1990.10 818-819
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永定縣志 永定縣地方志編纂委員會編 中國科學技術出版社 1994.4 916-917

永泰縣志 永泰縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1992.4 760-761

尤溪縣志 尤溪縣志編纂委員會編 福建省地圖出版社 1989.4 674

漳平縣志 福建省漳平市地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1995.12 776-778

詔安縣志 福建省詔安縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1999.12 1046-1047

柘榮縣志 柘榮縣地方志編纂委員會編 中華書局 1995.5 680-681

政和縣志 政和縣地方志編纂委員會編 中華書局 1994.2 730

周寧縣志 周寧縣地方志編纂委員會編 中國科學技術出版社 1993.5 602-603

泰寧縣志 泰寧縣地方志編纂委員會編 群眾出版社 1993.9 614-615

福州台江區志 台江區地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.6 842-843

三明市志 福建省三明市地方志編纂委員會編 方志出版社 2002.8 2690-2691

閩東畬族志 藍運全·繆品枚主編 民族出版社 2000.3 ＊

広東省

寶安縣志 寶安縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1997.5 771

潮陽縣志 潮陽市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1997.10 1015-1016

潮州市志 潮州市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.8 1768-1769

大埔縣志 大埔縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1992.11 593-594

從化縣志 從化縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1994.7 968-969

德慶縣志 德慶縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1996.10 759-760

電白縣志 廣東省電白縣地方志編纂委員會編 中華書局 2000.6 1024-1025

東莞市志 東莞市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.9 1347-1348

封開縣志 封開縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1998.1 869-870

豐順縣志 豐順縣縣志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.4 948-949

佛山市志 佛山市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1994.10 1993-1996

高明縣志 高明縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.8 706

高要市志 高要縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1996.9 769

廣寧縣志 廣寧縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1996.12 810-811

廣州市志 廣州市地方志編纂委員會編 廣州出版社 1998.2
巻17
37-41

和平縣志 和平縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1999.6 673-674

鶴山縣志 鶴山縣縣志編纂委員會編 廣東人民出版社 2001.3 618-619

花縣志 花縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.10 900-901

化州縣志 化州市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1996.7 929-930

懷集縣志 懷集縣地方志辦公室編 廣東人民出版社 1993.12 729-730

江門市志 江門市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1998.11 1206-1207

蕉嶺縣志 蕉嶺縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1992.10 668

揭西縣志 揭西縣地方志辦公室編 廣東人民出版社 1994.3 640-641

揭陽縣志 揭陽縣志編纂委員會編 廣東人民出版社 1993.12 721-722

樂昌縣志 樂昌縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1994.1 549-550

廉江縣志 廉江市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.6 748

臨高縣志 『臨高縣志』編委會編 廣東人民出版社 1990.12 470-471

龍川縣志 龍川縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1994.8 501-502

龍門縣志 龍門縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1995.9 734-735

羅定縣志 羅定縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1994.3 645

梅縣志 梅縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1994.3 1038-1039
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梅州市志 梅州市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1999.9 1691-1692

南澳縣志 南澳縣地方志編纂委員會編 中華書局 2000.10 708

南雄縣志 南雄縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1991.6 769

番禺縣志 番禺市地方志辦公室編 廣東人民出版社 1995.3 898-901

平遠縣志 平遠縣志編纂委員會編 廣東人民出版社 1993.5 673-676

普寧縣志 普寧市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.7 625-626

清遠縣志 清遠市地方志編纂辦公室編
清遠市印刷廠照印刷中心排版

（內部發行）
1995.2
（編集始末）

970-971

曲江縣志 曲江縣地方志編纂委員會編 中華書局 1999.12 1033-1034

三水縣志 三水縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.10 1276-1278

汕頭市志 廣東省汕頭市地方志編纂委員會編 新華出版社 1999.12 669-673

順德縣志 順德市地方志編纂委員會編 中華書局 1996.12 1140

四會縣志 四會縣志編纂委員會編 廣東人民出版社 1996.10 887-888

台山縣志 台山市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.7 593

翁源縣志 翁源縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1997.1 856-857

五華縣志 五華縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1991.6 618

新會縣志 新會縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1996.10 1056

新興縣志 新興縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.11 692-693

信宜縣志 信宜縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1993.12 926-927

徐聞縣志 徐聞縣志編纂委員會編 廣東人民出版社 2000.5 840

陽春縣志 陽春市地方史志辦公室編 廣東人民出版社 1996.12 987-988

郁南縣志 郁南縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.12 877

雲浮縣志 雲浮縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.5 745

增城縣志 增城市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1995.11 857

肇慶市志 肇慶市端州區地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1996.10 882-883

中山市志 中山市地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1997.4 1415-1416

紫金縣志 紫金縣地方志編纂委員會編 廣東人民出版社 1994.12 832-833

広西省

北流縣志 北流縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.10 1003-1004

賓陽縣志 賓陽縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1987.12 569

百色市志 百色市志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.6 850

岑溪市志 岑溪市志編纂委員會編 廣西人民出版社 1996.12 931-932

崇左縣志 崇左縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1994.10 840-841

大新縣志 廣西壯族自治區大新縣志編纂委員會編 上海古籍出版社 1989.3 428-430

都安瑤族自治縣志 都安瑤族自治縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.6 132

扶綏縣志 扶綏縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1989.4 451-452

富川瑤族自治縣志 富川瑤族自治縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.12 495

恭城縣志 恭城瑤族自治縣地方志編纂委員會編 廣西人民出版社 1992.2 437

桂林市志 桂林市志編纂委員會編 中華書局 1997.12 3246-3248

桂平縣志 『桂平縣志』編纂委員會編 廣西人民出版社 1991.8 807-808

貴港市志 貴港市地方志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.10 1150

合浦縣志 合浦縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1994.7 772-773

合山市志 合山市志編纂委員會編 廣西人民出版社 1998.12 423

河池市志 河池市志編纂委員會編 廣西人民出版社 1996.5 1036

橫縣縣志 橫縣縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1989.10 608
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來賓縣志 來賓縣志編纂委員會編 知識出版社 1994.6 592

臨桂縣志 『臨桂縣志』編纂委員會編 方志出版社 1996.10 776

靈川縣志 靈川縣地方志編纂委員會編 廣西人民出版社 1997.12 872-873

柳城縣志 柳城縣志編輯委員會編 廣州出版社 1994.12 435-436

柳江縣志 柳江縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1991.4 603-605

龍勝縣志 龍勝縣志編纂委員會編 漢語大詞典出版社 1992.1 95-96

龍州縣志 龍州縣地方志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.3 785-786

隆安縣志 隆安縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.3 655-656

鹿寨縣志 鹿寨地方志編纂委員會編 廣西人民出版社 1996.5 729-730

馬山縣志 馬山縣志編纂委員會編 民族出版社 1997.9 135

蒙山縣志 蒙山縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.6 589-591

南寧市志 南寧市地方志編纂委員會編 廣西人民出版社 1998.10 331

寧明縣志 寧明縣志編纂委員會編 中央民族學院出版社 1988.6 695-696

平果縣志 平果縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1996.12 674-675

平樂縣志 平樂縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1995.12 717-718

平南縣志 平南縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.9 833

憑祥市志 憑祥市志編纂委員會編 中山大學出版社 1993.6 556-558

浦北縣志 浦北縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1994.8 766

容縣志 容縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.6 1021-1022

融安縣志 融安縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1996.6 507

三江侗族自治縣志 三江侗族自治縣志編纂委員會編 中央民族學院出版社 1992.11 170-171

上林縣志 上林縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1989.5 478-479

藤縣志 藤縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1996.10 644-645

天峨縣志 天峨縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1995.9 468-470

天等縣志 天等縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1991.3 464-465

田東縣志 田東縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1998.11 797-798

田林縣志 田林縣地方志編纂委員會編 廣西人民出版社 1996.12 172

田陽縣志 田陽縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1999.6 868

梧州市志 梧州市地方志編纂委員會編 廣西人民出版社 2000.8 3717-3718

武宣縣志 武宣縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1995.12 690-691

忻城縣志 忻城縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1997.1 131-132

陽朔縣志 陽朔縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1988.10 419-420

邕寧縣志 廣西壯族自治區邕寧縣地方志編纂委員會編 中國城市出版社 1995.12 768-769

永福縣志 永福縣志編纂委員會編 新華出版社 1996.12 851

玉林市志 玉林市志編纂委員會編 廣西人民出版社 1993.12 1146-1147

昭平縣志 昭平縣志編纂委員會編 廣西人民出版社 1992.11 535-536

鐘山縣志 『鐘山縣志』編纂委員會編 廣西人民出版社 1995.7 710-712

貴州省

安龍縣志 貴州省安龍縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.5 741-742

安順市志 貴州省安順市地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1995.11 1421

畢節縣志 畢節縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1996.7 1173

岑鞏縣志 岑鞏縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.12 117-118

赤水縣志 貴州省赤水縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1990.8 777

大方縣志 大方縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1996.9 839
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丹寨縣志 貴州省丹寨縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1999.5 212-213

道真仫佬族苗族自治

縣志
貴州省道真仫佬族苗族自治縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.10 ＊

德江縣志 德江縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1994.9 879

都勻市志 貴州省都勻市史志編纂委員會編 貴州人民出版社 1999.5 176-177

獨山縣志 獨山縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1996.5 975

鳳岡縣志 貴州省鳳岡縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1994.12 770-771

福泉縣志 貴州省福泉縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.11 914

貴定縣志 貴州省貴定縣史志編纂委員會編 貴州人民出版社 1995.7 ＊

赫章縣志 赫章縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 2001.4 725-726

黃平縣志 黃平縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.10 133

惠水縣志 惠水縣史志編纂委員會辦公室編 貴州人民出版社 1989.4 ＊

劍河縣志 貴州省劍河縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1994.12 282-283

江口縣志 江口縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1994.5 134-136

金沙縣志 貴州省金沙縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.6 1008

錦屏縣志 貴州省錦屏縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1995.8 138-139

開陽縣志 貴州省開陽縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.4 782-783

雷山縣志 雷山縣縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.12 ＊

黎平縣志 『黎平縣志』編纂委員會編 巴蜀書社 1989.5 152

荔波縣志 貴州省荔波縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.12 213-214

龍裡縣志 貴州省龍裡縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1995.9 738-739

麻江縣志 貴州省麻江縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.9 168

湄潭縣志 貴州省湄潭縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.3 886-887

納雍縣志 貴州省納雍縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1999.12 817

平塘縣志 貴州省平塘縣史志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.2 689-690

黔西縣志 黔西縣志編寫委員會編 貴州人民出版社 1990.8 133-134

清鎮縣志 貴州省清鎮縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1991.6 867

晴隆縣志 貴州省晴隆縣縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.10 677-678

仁懷縣志 貴州省仁懷縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1991.12 1124-1126

榕江縣志 榕江縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1999.10 139

三都水族自治縣志 三都水族自治縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.8 212-213

三穗縣志 三穗縣志編纂委員會編 民族出版社 1994.8 130

石阡縣志 貴州省石阡縣地方志編纂委員會 貴州人民出版社 1992.12 ＊

水城縣(特區)志 水城縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1994.12 884-885

思南縣志 貴州省思南縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.10 954-955

台江縣志 台江縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1994.6 142-143

天柱縣志 天柱縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.12 ＊

桐梓縣志 桐梓縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.10 1219-1221

萬山特區志 貴州省萬山特區地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.6 588

望謨縣志 貴州省望謨縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 2001.7 206-207

威寧彝族回族苗族自

治縣志

貴州省威寧彝族回族苗族自治縣志編纂委員會

編
貴州人民出版社 1994.7 123-125

瓮安縣志 貴州省翁安縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1995.12 689

務川仡佬族苗族自治

縣志
貴州省務川仡佬族苗族自治縣志編纂委會編 貴州人民出版社 2001.5 1064-1065
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息烽縣志 貴州省息烽縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.12 692

習水縣志 貴州省習水縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1995.5 873-874

興義縣志 貴州省興義縣史志編纂委員會編 貴州人民出版社 1988.9 550

修文縣志 修文縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1998.12 1080-1081

沿河縣志 沿河土家族自治縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.12 805-806

餘慶縣志 貴州省餘慶縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.6 125-127

玉屏侗族自治縣志 玉屏侗族自治縣編纂委員會編 貴州人民出版社 1993.10 128-129

紫雲苗族布依族自治

縣志
紫雲苗族布依族自治縣縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1991.9 ＊

遵義市志 遵義市志編纂委員會編 中華書局 1998.5 2160

遵義縣志 貴州省遵義縣縣志編纂委員會編著 貴州人民出版社 1992.11 977-979

冊亨縣志 貴州省冊亨縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 2002.8 1047-1049

普定縣志 貴州省普定縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 1999.11 808-809

鎮寧布依族苗族自治

縣志
鎮寧布依族苗族自治縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 2002.5 154-155

平壩縣志 貴州省平壩縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 2004.9 927-928

關嶺布依族苗族自治

縣志
關嶺布依族苗族自治縣地方志編纂委員會編 貴州人民出版社 2002.1 617-618

印江土家族苗族自治

縣志
印江土家族苗族自治縣志編纂委員會編 貴州人民出版社 1992.11 868

海南省

白沙縣志 海南省白沙黎族自治縣地方志編纂委員會 南海出版公司 1992.12 ＊

保亭縣志 保亭黎族苗族自治縣地方志編纂委員會編 南海出版公司 1997.5 ＊

昌江縣志 海南省昌江黎族自治縣地方志編纂委員會編 新華出版社 1998.6 815

瓊海縣志 瓊海市地方志編纂委員會編著 廣東科技出版社 1995.10 718

瓊山縣志 海南省瓊山市地方志編纂委員會編 中華書局 1999.9 864

瓊中縣志 瓊中黎族苗族自治縣地方志辦公室編 海南攝影美術出版社 1995.10 ＊

萬寧縣志 萬寧縣地方志編纂委員會編 南海出版公司 1994.5 128

儋縣志 海南省儋州市地方志編纂委員會編 新華出版社 1996.5 707-708

湖北省

崇陽縣志 崇陽縣志編纂委員會編纂 武漢大學出版社 1991.12 641-642

大冶縣志 湖北省大冶縣地方志編纂委員會編纂 湖北科學技術出版社 1990.6 461-462

丹江口市志 張二江主編 新華出版社 1993.8 642

當陽縣志 當陽市地方志編纂委員會編著 中國城市出版社 1992.5 775

恩施市志 湖北省恩施市地方志編纂委員會編纂 武漢工業大學出版社 1996.11 ＊

公安縣志 公安縣志編纂委員會編 漢語大詞典出版社 1990.9 585-586

漢川縣志 湖北省漢川縣地方志編委會編著 中國城市出版社 1992.8 665

漢陽縣志 漢陽縣志編纂委員會主編 武漢出版社 1989.1 488-489

鶴峰縣志 湖北省鶴峰縣史志編纂委員會編纂 湖北人民出版社 1993.11 ＊

紅安縣志 紅安縣縣志編纂委員會編 上海人民出版社 1992.8 660

黃岡縣志 黃岡縣志編纂委員會編 武漢大學出版社 1990.11 571

黃陂縣志 黃陂縣縣志編纂委員會編 武漢出版社 1992.12 495

嘉魚縣志 湖北嘉魚縣地方志編纂委員會編纂 湖北科學技術出版社 1993.7 890

建始縣志 建始縣地方志編纂委員會編 湖北辭書出版社 1995.5 708

江陵縣志 湖北省江陵縣縣志編纂委員會編纂 湖北人民出版社 1990.5 679
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京山縣志 湖北省京山縣志編纂委員會編纂 湖北人民出版社 1990.10 646-647

荊門市志 湖北省荊門市地方志編纂委員會編 湖北科學技術出版社 1994.6 761

荊州地區志 荊州地區地方志編纂委員會編著 紅旗出版社 1996.10 818-819

來鳳縣志 湖北省來鳳縣縣志編纂委員會編纂 湖北人民出版社 1990.10 466

羅田縣志 羅田縣地方志編纂委員會編 中華書局 1998.9 670

麻城縣志
湖北省麻城市地方志編纂委員會編,嚴儀周主

編
紅旗出版社 1993.7 512

潛江縣志 潛江市地方志編纂委員會編 中國文史出版社 1990.10 600-601

石首縣志 石首市地方志編纂委員會編纂 紅旗出版社 1990.8 631

松滋縣志 湖北省松滋縣志編纂委員會編 內部發行 1986.7 700-701

隨州志 湖北省隨州市地方志編纂委員會編纂 中國城市經濟社會出版社 1988.6 645

天門縣志 湖北省天門市地方志編纂委員會編纂 湖北人民出版社 1989.5 848

通山縣志 『通山縣志』編纂委員會編 中國文史出版社 1991.12 564

五峰縣志
湖北省五峰土家族自治縣地方志編纂委員會編

纂
中國城市出版社 1994.9 589-590

武昌縣志 武昌縣志編纂委員會主編 武漢大學出版社 1989.12 579

鹹寧縣志 湖北省鹹寧市地方志編纂委員會編 中國城市出版社 1992.10 784

襄樊市志 湖北省襄樊市地方志編纂委員會編著 中國城市出版社 1994.12 884

襄陽縣志 湖北省襄陽縣地方志編纂委員會編纂 湖北人民出版社 1989.8 651

新洲縣志 新洲縣志編纂委員會編 武漢出版社 1992.11 658-660

宜昌市志 宜昌市地方志編纂委員會編 黃山書社 1999.6 1227-1228

宜都縣志 湖北省枝城市地方志編纂委員會編纂 湖北人民出版社 1990.9 639-640

應城縣志 湖北省應城市地方志編纂委員會編著 中國城市出版社 1992.12 906

應山縣志 湖北省應山縣志編纂委員會編纂 湖北科學技術出版社 1990.11 635

遠安縣志 湖北省遠安縣地方志編纂委員會編 中國城市經濟社會出版社 1990.10 681

雲夢縣志 雲夢縣志編纂委員會編 生活·讀書·新知三聯書店 1994.6 534-535

鄖西縣志 湖北省鄖西縣地方志編纂委員會辦公室編 武漢測繪科技大學出版社 1995.7 723-724

棗陽志 湖北省棗陽市地方志編纂委員會編纂 中國城市經濟社會出版社 1990.9 550-551

枝江縣志 湖北省枝江縣地方志編纂委員會編 中國城市經濟社會出版社 1990.10 791

鐘祥縣志 湖北省鐘祥縣縣志編纂委員會編纂 湖北人民出版社 1990.8 850-851

竹溪縣志 竹溪縣志編纂委員會編 內部版 刊行年無 739

秭歸縣志 湖北省秭歸縣地方志編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1991.5 427-428

英山縣志 英山縣志編纂委員會編 中華書局 1998.12 715-716

湖南省

安仁縣志 安仁縣志編纂委員會編 中國社會出版社 1996.3 616

郴州地區志 郴州地區地方志編纂委員會編 中國社會出版社 1996.6 1833-1834

長沙縣志 長沙縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1995.10 692-693

常德縣志 常德縣志編纂委員會編 中國文史出版社 1992.8 579

常寧縣志 常寧縣志編纂委員會編 社會科學文獻出版社 1993.4 496

辰溪縣志 辰溪縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.5 780

城步縣志 城步苗族自治縣志編纂委員會編 湖南出版社 1996.7 583-584

大庸縣志 大庸縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1995.8 729-730

道縣志 湖南省道縣縣志編纂委員會編 中國社會出版社 1994.5 712

東安縣志 東安縣志編纂委員會編 湖南出版社 1995.4 737-738

桂東縣志 桂東縣志編纂委員會編 湖南人民出版社 1998.11 555
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衡陽市志 衡陽市地方志編纂委員會編 湖南人民出版社 1998.9 3004

花垣縣志 花垣縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1993.2 ＊

懷化地區志 湖南省懷化地區地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1999.7 2239-2243

懷化市志 懷化市志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.9 803,805

會同縣志 湖南省會同縣縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.10 912-913

吉首市志 吉首市志編纂委員會編 湖南出版社 1996.8 921-922

江永縣志 江永縣志編纂委員會編 方志出版社 1995.9 726

靖州縣志 湖南省靖州苗族侗族自治縣縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.10 815

藍山縣志 藍山縣志編纂委員會編 中國社會出版社 1995.8 663-664

冷水江市志 冷水江市志編委會編 中國城市出版社 1994.1 615-616

漣源市志 漣源市志編纂委員會編 湖南人民出版社 1998.7 706

臨澧縣志 臨澧縣史志編纂委員會編 中國社會出版社 1992.11 672

零陵縣志
湖南省永州市冷水灘市地方志聯合編纂委員會

編
中國社會出版社 1992.12 599

瀏陽縣志 瀏陽縣地方志編纂委員會編 中國城市出版社 1994.3 815-816

婁底地區志 婁底地區地方志編纂委員會編 湖南人民出版社 1997.12 1475-1476

婁底市志 湖南省婁底市志編纂委員會編 中國社會出版社 1997.7 689

瀘溪縣志 湖南省瀘溪縣志編纂委員會編 社會科學文獻出版社 1993.5 552-553

麻陽縣志 麻陽苗族自治縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.7 749-750

汨羅市志 汨羅市志編纂委員會編 方志出版社 1995.11 583

寧鄉縣志 湖南省寧鄉縣志編纂委員會編纂 中國大百科全書出版社 1995.6 534

平江縣志 湖南省平江縣志編纂委員會編 國防大學出版社 1994.7 642

祈陽縣志 『祈陽縣志』編纂委員會 社會科學文獻出版社 1993.9 566-567

黔陽縣志 黔陽縣地方志編纂委員會編 中國文史出版社 1991.3 667

韶山志 韶山市地方志編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1993.7 383

邵東縣志 邵東縣志編纂委員會編 中國城市出版社 1993.10 526

邵陽市志 邵陽市志編纂委員會編 湖南人民出版社 1997.8 71

雙峰縣志 雙峰縣志編纂委員會編 中國文史出版社 1993.9 576-577

綏寧縣志 綏寧縣志編纂委員會編 方志出版社 1997.7 689-690

桃源縣志 桃源縣地方志編纂委員會編 湖南出版社 1995.10 558

通道縣志 湖南省通道侗族自治縣縣志編纂委員會編 民族出版社 1999.10 855-856

望城縣志 望城縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1995.7 704

湘潭縣志 湘潭縣地方志編纂委員會編 湖南出版社 1995.12 799-800

新化縣志 新化縣志編纂委員會編 湖南出版社 1996.4 1004-1005

新晃縣志 新晃侗族自治縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1993.5 782-783

新寧縣志 新寧縣縣志編纂委員會編 湖南出版社 1995.2 668-669

新邵縣志 新邵縣志編纂委員會編 人民出版社 1994.6 597-598

新田縣志 新田縣志編纂委員會編 新華出版社 1995.2 522-523

漵浦縣志 漵浦縣縣志編纂委員會編 社會科學文獻出版社 1993.12 612-613

攸縣志 攸縣志編纂委員會編 中國文史出版社 1990.5 691-692

沅陵縣志 沅陵縣地方志編纂委員會編 中國社會出版社 1993.2 670

岳陽縣志 岳陽縣地方志編纂委員會編 湖南人民出版社 1997.12 530-531

芷江縣志 芷江侗族自治縣縣志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1993.12 680-681

株州縣志 湖南省株洲縣志編纂委員會編 湖南出版社 1995.8 461
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資興市志 資興市地方志編纂委員會編 湖南人民出版社 1999.7 847-848

衡陽縣志 衡陽縣志編纂委員會辧公室編 黃山書社 1994.12 553

永興縣 永興縣志編纂委員會編 中國城市出版社 1994.6 650-651

江蘇省

常熟市志 江蘇省常熟市地方志編纂委員會編 上海人民出版社 1990.11 1049

常州市志 常州市地方志編纂委員會編 中國社會科學出版社 1995.10 792

大豐縣志 大豐縣地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1989.12 709-710

丹陽縣志 丹陽市地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1992.8 866-867

東海縣志 東海縣地方志編纂委員會編 中華書局 1994.3 788-790

東台市志 東台市地方志編纂委員會編 江蘇科學技術出版社 1994.7 916

阜寧縣志 阜寧縣地方志編纂委員會編 江蘇科學技術出版社 1992.6 433

贛榆縣志 贛榆縣縣志編纂委員會編著 中華書局 1997.10 953-954

高郵縣志 高郵縣志編史修志領導小組編 江蘇人民出版社 1990.12 698-699

高作鎮志 『高作鎮志』編纂委員會編 新華出版社 1997.8 262-263

灌南縣志 灌南縣地方志編纂委員會編著 江蘇古籍出版社 1995.6 728

灌雲縣志 江蘇省灌雲縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1999.9 900-901

海安縣志 『海安縣志』編纂委員會編 上海社會科學院出版社 1997.6 923-925

海門縣志 海門市地方志編纂委員會編 江蘇科學技術出版社 1996.1 856-857

邗江縣志 邗江縣地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1995.9 762-763

洪澤縣志 『洪澤縣志』編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1999.2 825-826

淮安市志 淮安市志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1998.2 817-819

淮陰市志 淮陰市地方志編纂委員會編 上海社会科學院出版社 1995.6 2103-2104

建湖縣志 建湖縣地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1994.7 780

江都縣志 江都市地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1996.9 943-944

江寧縣志 江寧縣地方志編纂委員會編纂 檔案出版社 1989.9 834

江浦縣志 江浦縣地方志編纂委員會編 河海大學出版社 1995.12 679-680

江陰市志 江蘇省江陰市地方志編纂委員會編 上海人民出版社 1992.11 1167-1168

金湖縣志 金湖縣志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1994.3 715-716

金壇縣志 金壇縣地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1993.10 729

靖江縣志 靖江縣志編纂辦公室編 江蘇人民出版社 1992.11 773

句容縣志 句容縣地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1994.1 829

崑山縣志 崑山市地方志編纂委員會編 上海人民出版社 1990.12 800-801

溧水縣志 溧水縣編修縣志委員會編 江蘇人民出版社 1990.6 613

溧陽縣志 『溧陽縣志』編纂委員會編 江蘇人民出版社 1992.12 864

連雲港市志 江蘇省連云港市地方志編纂委員會編 方志出版社 2000.6 2574

漣水縣志 漣水縣地方志編纂委員會編 江蘇古籍出版社 1997.1 898-899

六合縣志 六合縣志編纂委員會編 中華書局 1991.10 667-668

南長區志 無錫市『南長區志』編纂委員會編 上海人民出版社 1991.10 453-454

南京簡志 南京市地方志編纂委員會辦公室編 江蘇古籍出版社 1986.12 867

南通縣志 通州市地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1996.8 1144-1145

沛縣志 江蘇省沛縣地方志編纂委員會編 中華書局 1995.9 796-797

邳縣志 邳州市地方志編纂委員會編 中華書局 1995.2 662-663

啟東縣志 啟東縣志編纂委員會編 中華書局 1993.12 1020-1022

如皋縣志 江蘇省如皋市地方志編纂委員會編 香港新亞洲出版社 1995.6 160
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沙洲縣志 張家港市地方志編纂委員會辦公室編 江蘇人民出版社 1992.6 838

沭陽縣民政志 《沭陽縣民政志》編輯辦公室編 山東大學出版社 1990.2 159-161

泗洪縣志 泗洪縣地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1994.11 905-906

泗陽縣志 泗陽縣志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1995.2 754-755

蘇州市志 蘇州市地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1995.1 1166-1168

宿遷市志 宿遷市地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1996.12 887-888

睢寧縣志 睢寧縣地方志編纂委員會編 中國社會科學出版社 1994.5 659-660

張圩鄉志 『張圩鄉志』編纂委員會編 新華出版社 1997.6 182-183

太倉縣志 太倉縣縣志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1991.9 829-830

泰縣志 泰縣縣志編纂委員會編 江蘇古籍出版社 1993.10 788

泰興縣志 泰興縣志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1993.3 915-916

銅山縣志 江蘇省銅山縣縣志編纂委員會編 中國社會科學出版社 1993.6 899-900

魏集鄉志 『魏集鄉志』編纂委員會編 新華出版社 1997.6 250-253

無錫市志 無錫市地方志編纂委員會編 江蘇人民出版社 1995.10 ＊

無錫縣志 無錫縣志編纂委員會編 上海社會科學院出版社 1994.1 955-956

吳江縣志 吳江市地方志編纂委員會編 江蘇科學技術出版社 1994.7 796

吳縣志 吳縣地方志編纂委員會編 上海古籍出版社 1994.2 1090

武進縣志 江蘇省武進縣縣志編纂委員會編 上海人民出版社 1988.10 825

響水縣志 響水縣地方志編纂委員會編 江蘇古籍出版社 1996.1 710

新沂縣志 新沂市地方志編纂委員會編 江蘇科學技術出版社 1995.8 666

興化市志 興化市地方志編纂委員會編 上海社會科學院出版社 1995.6 801-802

盱眙縣志 盱眙縣縣志編纂委員會編 江蘇科學技術出版社 1993.2 790

徐州市志 徐州市地方志編纂委員會編 中華書局 1994.3 2148-2149

鹽城市志 鹽城市地方志編纂委員會編 江蘇科學技術出版社 1998.4 2666-2668

鹽城縣志 鹽城市郊區地方志編纂委員會編著 江蘇人民出版社 1993.10 2666-2668

揚中縣志 揚中縣地方志編纂委員會編 文物出版社 1991.11 605-606

揚州市志 江蘇省揚州市地方志編纂委員會編
中國大百科全書出版社上海分

社
1997.3 3141-3143

宜興縣志 江蘇省宜興市地方志編纂委員會編 上海人民出版社 1990.5 779-780

儀征市志 儀征市市志編纂委員會編 江蘇科學技術出版社 1994.1 659

鎮江市志 鎮江市地方志編纂委員會編 上海社會科學院出版社 1993.12 1571

寶山縣志 上海市寶山區地方志編纂委員會編 上海人民出版社 1992.4 991

川沙縣志 上海市川沙縣縣志編修委員會編 上海人民出版社 1990.11 938-939

嘉定縣志 上海市嘉定縣縣志編纂委員會編 上海人民出版社 1992.12 1030-1031

金山縣志 上海市金山縣縣志編纂委員會編 上海人民出版社 1990.10 1082-1083

南匯縣志 上海市南匯縣縣志編纂委員會編 上海人民出版社 1992.3 727-728

上海縣志 上海縣縣志編纂委員會編 上海人民出版社 1993.7 1083-1084

松江縣志 上海市松江縣地方史志編纂委員會編著 上海人民出版社 1991.8 944-945

江西省

安福縣志 安福縣縣志編纂委員會編 中共中央黨校出版社 1995.1 757-758

安義縣志 江西省安義縣志編纂領導小組編 南海出版公司 1990.11 419-420

安遠縣志 江西省安遠縣志編纂委員會編 新華出版社 1993.2 638-639

崇仁縣志 江西省崇仁縣志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1990.2 718-719

崇義縣志 江西省崇義縣編史修志委員會編 海南人民出版社 1989.1 564-565

大餘縣志 江西省大餘縣志編纂委員會編 三環出版社 1990.8 612-613
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德安縣志 德安縣志編纂委員會編 上海古籍出版社 1991.5 669

德興縣志 德興市地方志編纂委員會編 光明日報出版社 1993.7 887-888

東鄉縣志 江西省東鄉縣史志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1989.5 534

都昌縣志 江西省都昌縣縣志編修委員會編 新華出版社 1993.10 463-464

豐城縣志 江西省豐城縣縣志編纂委員會編 上海人民出版社 1989.12 664

贛縣志 江西省贛縣志編纂委員會編 新華出版社 1991.9 612-613

廣豐縣志 江西省廣豐縣志編纂委員會編纂 内部發行 1988.6 415-416

貴溪縣志 貴溪縣志編纂委員會編 中國科學技術出版社 1996.8 1078-1079

橫峰縣志 橫峰縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.10 592-593

湖口縣志 江西省湖口縣志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1992.8 772-773

吉水縣志 吉水縣地方志編纂委員會編纂 新華出版社 1989.9 524-525

金溪縣志 金溪縣志編纂領導小組編 新華出版社 1992.8 479

進賢縣志 江西省進賢史志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1989.12 526

井岡山志 井岡山市志編纂委員會編 新華出版社 1997.9 756

靖安縣志 江西省靖安縣志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1989.12 701-702

樂安縣志 江西省樂安縣志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1989.9 433-434

樂平縣志 樂平縣志編纂委員會編 上海古籍出版社 1987.12 392-393

黎川縣志 江西省黎川縣志編纂委員會編纂 黃山書社 1993.10 599-600

臨川縣志 江西省臨川縣縣志編纂委員會編 新華出版社 1993.11 607

南昌縣志 南昌縣志編纂委員會辦公室編 南海出版公司 1990.10 531-532

南城縣志 南城縣志編纂委員會編 新華出版社 1991.3 375

南豐縣志 江西省南豐縣史志編纂委員會辦公室編 中共中央黨校出版社 1994.10 570

彭澤縣志 彭澤縣志編纂委員會編 新華出版社 1992.10 509-510

全南縣志 江西省全南縣縣志編纂委員會編 江西人民出版社 1996.10 642-643

瑞昌縣志 瑞昌縣志編纂委員會編 新華出版社 1990.3 453

上高縣志 上高縣史志編纂委員會編 南海出版公司 1990.12 504-505

石城縣志 江西省石城縣縣志編輯委員會編纂 書目文獻出版社 1990.6 543-544

遂川縣志 『遂川縣志』編纂委員會編 江西人民出版社 1996.3 863-864

銅鼓縣志 銅鼓縣志編纂委員會編 南海出版公司 1989.7 648-649

萬安縣志 萬安縣志編纂委員會編 黃山書社 1996.2 841

萬載縣志 江西省萬載縣志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1988.10 629-630

武寧縣志 江西省武寧縣志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1990.2 718

峽江縣志 峽江縣地方志編纂委員會編 中共中央黨校出版社 1995.6 188-189

新幹縣志 新幹縣志編纂委員會編 中國世界語出版社 1990.8 938-939

新建縣志 江西省新建縣地方志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1991.3 568-569

新余市志 新余市地方志編纂委員會編 漢語大詞典出版社 1993.6 1049-1050

信豐縣志 江西省信豐縣縣志編纂委員會編纂 江西人民出版 1990.1 698

星子縣志 江西省星子縣志編纂委員會編 江西人民出版社 1990.4 484

興國縣志 興國縣縣志編纂委員會編 内部發行 1988.8 700

修水縣志 修水縣志編纂委員會編 海天出版社 1991.10 620-621

鉛山縣志 鉛山縣縣志編纂委員會編 南海出版公司 1990.9 688-689

宜豐縣志 江西省宜豐縣地方史志編纂委員會編
中國大百科全書出版社上海

分社
1989.10 728-729

宜黃縣志 江西宜黃縣志編纂委員會編 新華出版社 1993.10 601-602

弋陽縣志 弋陽縣縣志編纂委員會編 南海出版公司 1991.12 673
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永豐縣志 江西永豐縣志編纂委員會編 新華出版社 1993.10 578

永新縣志 永新縣志編纂委員會編 新華出版社 1992.10 686-687

永修縣志 江西省永修縣志編纂委員會編纂 江西人民出版社 1987.6 560

於都縣志 於都縣志編纂委員會編 新華出版社 1991.8 585

餘幹縣志 餘幹縣志編纂委員會編 新華出版社 1991.12 561

分宜縣志 分宜縣志編纂委員會編 檔案出版社 1993.10 496

遼寧省

鞍山市舊堡區志 趙國璽主編 遼寧大學出版社 1989.12 546

北鎮縣志 北鎮滿族自治縣地方志編纂委員會編 遼寧人民出版社 1990.10 623-624

長海縣志 『長海縣志』編纂委員會編 內部發行 1984.1 689-690

大連市志・民政志 大連市地方志編纂委員會辦公室編 大連出版社 1993.12 ＊

大窪縣志 盤錦市大窪縣地方志編纂委員會編 瀋陽出版社 1998.5 622-623

丹東市志 丹東市地方志辦公室編 遼寧科學技術出版社 1991.11 ＊

燈塔縣志 燈塔縣志辦公室編 遼寧人民出版社 1990.12 568-569

東溝縣志 許敬文主編 遼寧人民出版社 1996.3 247

東陵區志 瀋陽市東陵區人民政府地方志編纂委員會編 瀋陽出版社 1991.9 624-625

鳳城市志 趙萬興主編 方志出版社 1997.12 259-261

阜新蒙古族自治縣志 阜新蒙古族自治縣地方志編纂委員會編 遼寧民族出版社 1998.8 787

海城縣志 海城市地方志編纂委員會辦公室編
海城市地方志編纂委員會(內
部發行)

1987.7 559-560

建平縣志 遼寧省建平縣縣志編委會編 遼海出版社 1999.8 894

金縣志 金州區地方志編纂委員會辦公室編 大連出版社 1989.5 731-732

開原縣志 開原市地方志辦公室編 遼寧人民出版社 1995.7 591

康平縣志 康平縣志編纂委員會編 東北大學出版社 1995.4 667-668

遼陽縣志 遼陽縣志編纂委員會辦公室編 新華出版社 1994.8 659-660

凌源縣志 凌源縣志編纂委員會編 遼寧古籍出版社編 1995.12 574-575

盤山縣志 盤山縣地方志編纂委員會辦公室編 瀋陽出版社 1996.9 614-615

清原縣志 清原縣志編纂委員會辦公室編 遼寧人民出版社 1991.8 661

瀋陽市志 瀋陽市人民政府地方志編纂辦公室編 瀋陽出版社 1995.12
16巻
373-374

蘇家屯區志 瀋陽市蘇家屯區人民政府地方志編纂委員會編 遼寧大學出版社 1991.12 701-702

鐵法市志 李德雲主編 中國書藉出版社 1992.7 343-344

鐵嶺縣志 鐵嶺縣地方志編纂委員會編 遼瀋書社 1993.5 637-638

瓦房店市志 瓦房店市地方志編纂委員會編 大連出版社 1994.10 802-803

西豐縣志 西豐縣地方志辦公室編編 瀋陽出版社 1995.2 562-563

新金縣志 新金縣地方志編纂委員會辦公室編 大連出版社 1993.12 647-648

新民縣志 新民縣縣志編纂辦公室編 瀋陽出版社 1992.5 825-826

興城縣志 興城市地方志編纂委員會編 遼寧大學出版社 1990.10 628

岫岩縣志 岫岩縣志編輯部編 遼寧大學出版社 1989.6 144

莊河縣志 莊河縣志編纂委員會辦公室編 新華出版社 1996.8 220-221

四川省

安縣志 安縣志編纂委員會編 巴蜀書社 1991.6 721-722

安岳縣志 安岳縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1993.12 826-827
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阿壩縣志 阿壩縣地方志編纂委員會編 民族出版社 1993.12 ＊

巴縣志 巴縣志編纂委員會編 重慶出版社 1994.5 669

巴塘縣志 四川省巴塘縣志編纂委員會編纂 四川民族出版社 1993.2 106

巴中縣志 四川省巴中縣志編纂委員會編 巴蜀書社 1994.6 910-911

北川縣志 北川縣志編纂委員會編 方志出版社 1996.3 730

璧山縣志 四川省璧山縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1996.3 729-730

布拖縣志 四川省布拖縣志編纂委會編輯 中國建材工業出版社 1993.12 ＊

蒼溪縣志 蒼溪縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1993.8 895-897

長寧縣志 長寧縣志編纂委員會編 巴蜀書社 1994.7 774-775

長壽縣志 長壽縣地方志編纂委員會編 四川人民出版社 1997.10 1027-1028

成都市東城區志 錦江區地方志編纂委員會編纂 成都出版社 1995.11 ＊

成都市龍泉驛區志 龍泉驛區地方志編纂委員會編纂 成都出版社 1996.2 676

城口縣志 城口縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1995.9 826-827

崇慶縣志 崇慶縣新縣志編纂委員會編著 四川人民出版社 1991.7 767-768

達縣志 達縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1994.10 815

達縣市志 達縣市地方志工作委員會編 四川人民出版社 1994.5 689-690

大安區志 自貢市大安區地方志編纂委員會編 四川辭書出版社 1991.8 493

大邑縣志 『大邑縣志』編纂委員會編 四川人民出版社 1992.2 724

大竹縣志 四川省大竹縣志編纂委員會編 重慶出版社 1992.9 717-718

大足縣志 大足縣縣志編修委員會編纂 方志出版社 1996.12 229

德陽縣志 德陽縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1994.12 874‐875

墊江縣志 『墊江縣志』編纂委員會編纂 四川人民出版社 1993.12 674

峨邊彝族自治縣志 峨邊彝族自治縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1994.9 598

峨眉縣志 峨眉縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1991.11 600

奉節縣志 奉節縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1995.12 790-791

涪陵市志 涪陵市地方志編纂委員會編 四川人民出版社 1995.12 1432

富順縣志 四川省富順縣志編纂委員會編纂 四川大學出版社 1993.7 634-635

甘洛縣志 四川省甘洛縣地方志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1996.12 ＊

古藺縣志 古藺縣志編纂委員會編著 四川科學技術出版社 1993.6 638-639

廣漢縣志 四川省廣漢市『廣漢縣志』編輯部編 四川人民出版社 1992.7 600

漢源縣志 漢源縣志編纂委員會編著 四川科學技術出版社 1994.6 814-815

合川縣志 合川市地方志編纂委員會編著 四川人民出版社 1995.12 708-709

黑水縣志
四川省阿壩藏族羌族自治州黑水縣地方志編纂

委員會編
民族出版社 1993.8 ＊

紅原縣志 紅原縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1996.9 ＊

會東縣志 會東縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1996.12 800-801

會理縣志 會理縣地方志編纂委員會編 四川辭書出版社 1994.1 764

夾江縣志 夾江縣編史修志委員會編 四川人民出版社 1989.12 650

簡陽縣志 簡陽縣志編纂委員會編 巴蜀書社 1996.2 687-688

犍為縣志 犍為縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1991.8 680-681

江安縣志 四川省江安縣志編纂委員會編 方志出版社 1998.12 786

江北縣志 重慶市渝北區地方志編纂委員會編 重慶出版社 1996.12 840-841

江津縣志 江津縣地方志編輯委員會編著 四川科學技術出版社 1995.6 781

江油縣志 江油市地方志編纂委員會編纂 四川人民出版社 2000.1 1204-1205

金川縣志 金川縣地方志編纂委員會編 民族出版社 1994.10 230
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金堂縣志 金堂縣地方志編纂委員會編 四川人民出版社 1994.12 881

井研縣志 井研縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1990.4 646

九龍縣志 四川省九龍縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1997.4 98-99

筠連縣志 筠連縣縣志編纂委員會編著 四川科學技術出版社 1998.12 743

開江縣志 四川省開江縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1989.8 677-678

康定縣志 四川省康定縣志編纂委員會編纂 四川辭書出版社 1995.8 ＊

閬中縣志 閬中縣地方志編纂委員會編著 四川人民出版社 1993.12 922-923

雷波縣志 四川省『雷波縣志』編纂委員會編 四川民族出版社 1997.5 800

理縣志 四川省『理縣志』編纂委員會編 四川民族出版社 1997.9 745

梁平縣志 梁平縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1995.12 673-674

鄰水縣志 四川省鄰水縣地方志編纂委員會編 四川科學技術出版社 1991.10 644

隆昌縣志 隆昌縣志編纂委員會編 巴蜀書社 1995.12 710

瀘縣志 瀘縣縣志辦公室編著 四川科學技術出版社 1993.12 606

瀘州市志 瀘州市地方志編纂委員會編 方志出版社 1998.8 1283-1284

爐霍縣志 爐霍縣地方志編纂委員會編纂 四川人民出版社 2000.4 ＊

蘆山縣志 蘆山縣志編纂委員會編纂 方志出版社 2000.11 817-818

馬爾康縣志 『馬爾康縣志』編纂委員會編 四川人民出版社 1995.10 ＊

茂汶羌族自治縣志
四川省阿壩藏族羌族自治州茂汶羌族自治縣地

方志編纂委員會編
四川辭書出版社 1997.10 676

眉山縣志 眉山縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1992.8 1010

美姑縣志 美姑縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1997.6 ＊

冕寧縣志 冕寧縣地方志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1994.10 765

綿陽(縣級)市志 綿陽市地方志編纂辦公室編 四川辭書出版社 1999.2 677-678

綿竹縣志 四川省綿竹縣志編纂委員會編纂 四川科學技術出版社 1992.10 754

名山縣志 名山縣志編纂委員會編 四川科學技術出版社 1992.12 574-575

木裡藏族自治縣志 木裡藏族自治縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1995.12 861

沐川縣志 四川省沐川縣地方志編纂委員會編 巴蜀書社 1993.8 568

納溪縣志 納溪縣志編纂委員會編 四川科學技術出版社 1992.11 539

南充縣志 南充縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1993.12 851-852

南川縣志 南川縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1991.11 664-665

南江縣志 『南江縣志』編委會編 成都出版社 1992.4 756

南坪縣志 南坪縣地方志編纂委員會編 民族出版社 1994.10 183

南溪縣志 四川省南溪縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1992.9 675-676

內江市志 內江市市中區編史修志辦公室編 巴蜀書社 1987.10 738 -739

彭縣志 彭縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1989.4 840

彭山縣志 四川省彭山縣志編纂委員會編 巴蜀書社 1991.11 614

彭水縣志 彭水縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1998.4 765-768

蓬溪縣志 四川省蓬溪縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1995.7 757

郫縣志 郫縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1989.11 719

平武縣志 平武縣縣志編纂委員會編 四川科學技術出版社 1997.12 890

屏山縣志 屏山縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1998.10 787-788

蒲江縣志 蒲江縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1992.9 752

普格縣志 四川省普格縣志編纂委員會編纂 四川大學出版社 1992.9 ＊

青川縣志 『青川縣志』編纂委員會編 成都科技大學出版社 1992.11 874-875

青神縣志 青神縣縣志編纂委員會編 成都科技大學出版社 1994.12 600
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邛崍縣志 邛崍縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1993.10 826-827

仁壽縣志 仁壽縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1990.6 545-546

若爾蓋縣志 若爾蓋縣地方志編纂委員會編 民族出版社 1996.8 ＊

色達縣志 色達縣地方志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1997.4 ＊

射洪縣志 射洪縣縣志編纂委員會編 四川大學出版社 1990.12 967

什邡縣志 什邡縣志編輯委員會編 四川大學出版社 1988.9 14-15

石渠縣志 石渠縣志編纂委員會編 四川人民出版社 2000.6 ＊

石柱縣志 石柱縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1994.4 579-580

雙流縣志 雙流縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1992.8 830-831

天全縣志 『天全縣志』辦公室主編 四川科學技術出版社 1997.10 705

通江縣志 通江縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1998.8 850-851

銅梁縣志 銅梁縣志編修委員會編 重慶大學出版社 1991.5 803-804

潼南縣志 潼南縣地方志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1993.12 841-842

萬源縣志 萬源縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1996.10 929-931

旺蒼縣志 旺蒼縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1996.12 646-648

威遠縣志 四川省威遠縣志編纂委員會編 巴蜀書社 1994.1 783-785

溫江縣志 『溫江縣志』編纂委員會編 四川人民出版社 1990.9 820-821

巫山縣志 巫山縣志編委會編 四川人民出版社 1991.12 592-593

巫溪縣志 巫溪縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1993.4 673

武隆縣志 武隆縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1994.8 683

武勝縣志 武勝縣志編纂委員會編 重慶出版社 1994.11 846-847

西昌市志 四川省西昌市志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1996.12 958-960

西充縣志 西充縣志編纂委員會編 重慶出版社 1993.8 794

鄉城縣志 鄉城縣志編纂委員會編 四川大學出版社 1997.3 ＊

小金縣志 小金縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1995.12 ＊

新都縣志 新都縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1994.10 909-910

新津縣志 四川省新津縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1989.12 981-982

新龍縣志 四川甘孜藏族自治州新龍縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1992.7 ＊

興文縣志 興文縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1994.10 659

興文縣志・續編 興文縣志編纂委員會編 四川人民出版社 1998.7 ＊

雅安市志 雅安市志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1996.11 781

儀隴縣志 四川省儀隴縣志編纂委員會編 四川科學技術出版社 1994.7 814-815

宜賓市志 宜賓市地方志辦公室編 新華出版社 1992.7 679-680

宜賓縣志 『宜賓縣志』編纂委員會編 巴蜀書社 1991.1 725-726

營山縣志 營山縣志編委會編 四川辭書出版社 1989.8 725-726

滎經縣志 四川省滎經縣地方志編纂委員會編 西南師範大學出版社 1998.12 622

永川縣志 永川縣志編修委員會編纂 四川人民出版社 1997.8 858

越西縣志 越西縣志編委會編 四川辭書出版社 1994.3 594

雲陽縣志 雲陽縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1999.8 1035-1038

中江縣志 中江縣志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1994.3 707

忠縣志 忠縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1994.3 635-636

資陽縣志 四川省資陽縣志編纂委員會編 巴蜀書社 1993.9 836-838

梓潼縣志 四川省梓潼縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1999.10 953-954

自貢市志 自貢市地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.11 1436
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自貢市貢井區志 自貢市貢井區地方志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1995.3 471

自貢市自流井區志 自貢市自流井區地方志編纂委員會編 巴蜀書社 1993.8 485

重慶市大渡口區志 重慶市大渡口區地方志編纂委員會編著 四川科學技術出版社 1995.9 561

重慶市南岸區志 重慶市南岸區地方志編纂委會編 重慶出版社 1993.5 769-770

重慶市沙坪壩區志 重慶市沙坪壩區志編纂委員會編纂 四川人民出版社 1995.12 854

榮昌縣志 『榮昌縣志』編修委員會編纂 四川人民出版社 2000.11 1003

理塘縣志 『理塘縣志』編纂委員會編 四川人民出版社 1996.5 ＊

道孚縣志 『道孚縣志』編纂委員會編 四川人民出版社 1998.2 ＊

酉陽縣志 『酉陽縣志』編纂委員會編 重慶出版社 2002.8 611-612

巴縣志 重慶市巴南區地方志編纂委員會編 重慶出版社 2002.10 ＊

秀山縣志 秀山土家族苗族自治縣縣志編纂委員會編 中華書局出版 2001.8 604-605

樂山市志 樂山市地方志編纂委員會編纂 巴蜀書社出版 2001.9 1882-1883

石棉縣志 石棉縣地方志編纂委員會編 四川辭書出版社 1999.12 720-721

山東省

安丘縣志 山東省安丘縣地方史志編纂委員會編 山東人民出版社 1992.11 626

北園鎮志 北園鎮志編纂委員會編 山東科學技術出版社 1991.1 409

濱州市志 山東省濱州市地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1993.10 726-727

博山區志 山東省淄博市博山區區志編纂委員會編 山東人民出版社 1990.8 611-612

博興縣志 山東省博興縣地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1993.11 574-576

昌樂縣志 山東省昌樂縣史志編纂委員會編 山東人民出版社 1992.5 568

長島縣志 長島縣志編纂委員會編 山東人民出版社 1990.5 381-382

長清縣志 長清縣志編纂委員會編 濟南出版社 1992.6 499-500

成武縣志 山東省成武縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1992.11 662-663

茌平縣志 山東省茌平縣地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1997.4 491-492

德州市志 山東省德州市德城區地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1997.8 642

定陶縣志 山東省定陶縣縣志編纂委員會編 齊魯書社 1999.12 677-678

東明縣志 東明縣志編纂委員會編 中華書局 1992.7
523-524,
528

東平縣志 東平縣志編纂委員會編 山東人民出版社 1989.8 533

肥城縣志 山東省肥城縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1992.4 722-723

福山區志 山東省煙台市福山區史志編纂委員會編 齊魯書社 1990.12 585-586

高密縣志 高密縣地方史志編纂委員會編 山東人民出版社 1990.10 549

高唐縣志 山東省高唐縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1996.8 541-542

廣饒縣志 山東省廣饒縣地方史志編纂委員會編 中華書局 1995.8 897-899

桓台縣志 山東省桓台縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1992.3 688

黃島區志 青島市黃島區地方史志編纂委員會辦公室編 齊魯書社 1995.6 525-526

濟南市志 濟南市史志編纂委員會編 中華書局 1997.12 75-78

濟陽縣志 濟陽縣志編纂委員會編 濟南出版社 1994.12 578

嘉祥縣志 山東省嘉祥縣地方史志編纂委員會編 山東人民出版社 1997.10 705-707

膠南縣志 山東省膠南縣史志編纂委員會編 新華出版社 1991.6 535

金鄉縣志 金鄉縣志編纂委員會編 生活·讀書·新知三聯書店 1996.3 484

巨野縣志 山東省巨野縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1996.6 559-560

鄄城縣志 山東省鄄城縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1996.9 590-591
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墾利縣志 山東省墾利縣地方史志編纂委員會編 山東人民出版社 1997.12 883-884

萊蕪市志 萊蕪市地方史志編纂委員會編 山東人民出版社 1991.12 951-952

萊西縣志 山東省萊西縣志編纂委員會編 山東人民出版社 1990.2 843-844

萊陽市志 山東省萊陽市志編纂委員會編 齊魯書社 1995.11 635

萊州市志 山東省萊州市史志編纂委員會編 齊魯書社 1996.8 662-663

嶗山縣志 嶗山縣志編纂委員會編 青島出版社 1990.4 847

樂陵縣志 山東省樂陵縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1991.11 640-641

歷城縣志 山東省歷城縣志編纂委員會編 濟南出版社 1990.11 436-437

利津縣志 山東省利津縣地方史志編纂委員會編 新華書店 1990.12 543

梁山縣志 梁山縣志編纂委員會編 新華出版社 1997.6 495

聊城地區志 山東省聊城地區地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1997.6 868-869

臨清市志 山東省臨清市地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1997.8 716-717

臨沭縣志 山東省臨沭縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1993.4 570-572

臨邑縣志 山東省臨邑縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1993.7 553

蒙陰縣志 蒙陰縣志編纂委員會辦公室編 齊魯書社 1992.11 510

牟平縣志 山東省牟平縣縣志編纂委員會編 科學普及出版社 1991.8 584-585

寧津縣志 山東省寧津縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1992.6 634-635

寧陽縣志 寧陽縣史志編纂委員會編 中國書藉出版社 1994.1 827-828

蓬萊縣志 山東省蓬萊市史志編纂委員会編 齊魯書社 1995.7 639-640

平度縣志 山東省平度縣地方史志編纂委員會編纂 山東省出版管理處 1987.6 619-620

平邑縣志 山東省平邑縣志編纂委員會編 齊魯書社 1997.1 640-641

平陰縣志 平陰縣地方史志編纂委員會編 濟南出版社 1991.12 379

齊河縣志 山東省齊河縣志編纂委員會編 中華書局 1990.8 ＊

曲阜市志 山東省曲阜市地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1993.7 712-713

商河縣志 商河縣志編纂委員會編 濟南出版社 1994.8 472-473

莘縣志 山東省莘縣地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1997.8 514-515

壽光縣志 山東省壽光縣地方史志編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1992.11 455

泗水縣志 泗水縣地方史志編纂委員會編 山東人民出版社 1991.8 618-620

台兒莊區志 山東省棗莊市台兒莊區地方史志編纂委員會編 山東人民出版社 1993.12 555-556

泰安地區志 山東省泰安市地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1997.6 653-654

滕縣志 山東省滕州市地方史志編纂委員會編 中華書局 1990.3 589-590

天橋區志 濟南市天橋區志編纂委員會編 山東人民出版社 1993.10 772-774

濰坊市志 濰坊市地方史志編纂委員會編 中央文獻出版社 1995.1 1690-1691

文登市志 山東省文登市地方志編纂委員會編 中國城市出版社 1996.12 892-893

無棣縣志 山東省無棣縣縣志編纂委員会編 齊魯書社 1994.11 570

五蓮縣志 山東省五蓮縣志編纂委員會編 中國人民大學出版社 1992.7 615-616

武城縣志 山東省武城県史志編纂委員會編 齊魯書社 1994.4 485-487

新泰市志 山東省新泰市史志編纂委員會編 齊魯書社 1993.4 806-808

煙台市志 煙台市地方史志編纂委員會辦公室編 科學普及出版社 1994.8 1664

兗州市志 山東省兗州市地方史志編纂委員會編 山東人民出版社 1997.9 823-824

陽穀縣志 陽谷縣地方史志編纂委員會編 中華書局 1991.10 464-465

陽信縣志 山東省陽信縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1995.12 487-488

沂南縣志 山東省沂南縣地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1997.8 630

沂水縣志 山東省沂水縣地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1997.11 720-721
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魚台縣志 山東省魚台縣地方史志編纂委員會編 山東人民出版社 1997.9 633-635

禹城縣志 山東省禹城縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1995.10 518

鄆城縣志 山東省鄆城縣史志編纂委員會編 齊魯書社 1992.11 598-599

棗莊市志 棗莊市地方史志編纂委員會編 中華書局 1992.12 1685-1686

沾化縣志 山東省沾化縣地方史志編纂委員會編 齊魯書社 1995.10 503-504

招遠縣志 山東省招遠縣志編纂委員會編 華齡出版社 1991.11 790-791

諸城市志 山東省諸城市史志編纂委員會編 山東人民出版社 1992.10 681-682

淄博市志 淄博市志編纂委員會編 中華書局 1995.7 2203-2204

鄒城市志 山東省鄒城市地方史志編纂委員會編 中國經濟出版社 1995.9 735-736

鄒平縣志 山東省鄒平縣地方史志編纂委員會編 中華書局 1992.10 856

張店區志 山東省淄博市張店區志編纂委員會編 中國友誼出版公司 1991.11 613-614

陝西省

白河縣志 白河縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1996.7 546-547

寶雞市志 寶雞市地方志編纂委員會編 三秦出版社 1998.12 2103-2104

寶雞市金台區志 寶雞市金台區地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.12 647

寶雞縣志 寶雞縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1996.12 999-1000

長武縣志 長武縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 2000.8 594-596

城固縣志 城固縣地方志編纂委員會編 中國大百科全書出版社 1994.2 759-760

澄城縣志 澄城縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1991.4 595-596

大荔縣志 大荔縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1994.6 957-958

丹鳳縣志 丹鳳縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1994.5 647-649

鳳縣志 鳳縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1994.10 563-564

鳳翔縣志 陝西省鳳翔縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1991.12 896

扶風縣志 扶風縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.12 601

富平縣志 富平縣地方志編纂委員會編著 三秦出版社 1994.10 826-828

富縣志 富縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1994.6 495-496

甘泉縣志 甘泉縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.10 682-684

韓城市志 韓城市志編纂委員會編 三秦出版社 1991.12 882-883

漢中市志 漢中市地方志編纂委員會編 中共中央黨校出版社 1994.12 875-876

合陽縣志 合陽縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1996.10 765-766

橫山縣志 橫山縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.7 623-624

華縣志 華縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1992.2 584-585

華陰縣志 『華陰縣志』編纂委員會編 作家出版社 1995.10 739

黃龍縣志 黃龍縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1995.10 611-612

嵐皋縣志 嵐皋縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.4 484-487

藍田縣志 藍田縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1994.7 624-625

臨潼縣志 陝西省臨潼縣志編纂委員會編 上海人民出版社 1991.8 1039-1041

麟游縣志 麟游縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.12 566

隴縣志 隴縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.12 925-926

洛川縣志 洛川縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1994.10 98-100

洛南縣志 『洛南縣志』編纂委員會編 作家出版社 1999.12 619-620

略陽縣志 略陽縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1992.12 510

眉縣志 眉縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 2000.1 740

米脂縣志 米脂縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.3 669-670
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勉縣志 勉縣志編纂委員會主編 地震出版社 1989.11 578-579

南鄭縣志 南鄭縣地方志編纂委員會編 中國人民公安大學出版社 1990.7 636-637

寧強縣志 寧強縣志編纂委員會編 陝西師範大學出版社 1995.2 593-594

寧陝縣志 寧陝縣地方志編纂委員會辦公室編 陝西人民出版社 1992.10 672-673

平利縣志 平利縣地方志編纂委員會編 三秦出版社 1995.6 652-653

蒲城縣志 蒲城縣志編纂委員會編・劉福謙主編 中國人事出版社 1993.7 681-682

岐山縣志 岐山縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1992.8 554-555

千陽縣志 千陽縣縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1991.3 348

三原縣志 三原縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 2000.10 971-972

山陽縣志 山陽縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1991.8 325-326

商南縣志 商南縣志編纂委員會編 作家出版社 1993.12 803-805

商州市志 商州市地方志編纂委員會編 中華書局 1998.12 643-644

神木縣志 『神木縣志』編纂委員會編 經濟日報出版社 1990.12 525-526

石泉縣志 石泉縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1991.12 676-677

太白縣志 太白縣地方志編纂委員會編 三秦出版社 1995.9 512

潼關縣志 潼關縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1992.4 678

銅川市志 銅川市地方志編纂委員會編・張立主編 陝西師範大學出版社 1997.4 909

渭南地區志 渭南地區地方志編纂委員會編 三秦出版社 1996.10 ＊

渭南縣志 渭南縣志編纂委員會編 三秦出版社 1987.6 762-763

吳旗縣志 吳旗縣地方志編纂委員會編 三秦出版社 1991.12 880-883

西安市志 西安市地方志編纂委員會編 西安出版社 1996.8
第七巻

136-139

西鄉縣志 西鄉縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1991.12 589

咸陽市志 咸陽市地方志編纂委員會編 三秦出版社 2000.9 789-801

渭城區志 渭城區地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1996.7 724-725

興平縣志 興平縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1994.8 790-791

旬陽縣志 旬陽縣地方志編纂委員會編 中國和平出版社 1996.12 593-595

延安市志 延安市志編纂委員會編 陝西人民出版社 1994.12 704

延長縣志 延長縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1991.11 568-571

延川縣志 延川縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1999.10 677-679

洋縣志 洋縣地方志編纂委員會編 三秦出版社 1996.6 758

耀縣志 『耀縣志』編纂委員會編 中國社會出版社 1997.7 372

宜君縣志 宜君縣志編纂委員會編 三秦出版社 1992.11 660-661

永壽縣志 永壽縣地方志編纂委員會編 三秦出版社 1991.5 596

柞水縣志 柞水縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1998.9 809

鎮安縣志 鎮安縣地方志編纂辦公室編 陝西人民教育出版社 1995.8 565-566

鎮巴縣志 鎮巴縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1996.10 626-629

志丹縣志 志丹縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1996.12 744-747

周至縣志 周至縣志編纂委員會編 三秦出版社 1993.8 478-479

子長縣志 子長縣志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.12 734-736

子洲縣志 子洲縣志編纂委員會編 陝西人民教育出版社 1993.10 439-441

靖邊縣志 靖邊縣地方志編纂委員會編 陝西人民出版社 1993.7 424-425

山西省

安邑縣志 運城市地方志編纂委員會整理 山西人民出版社 1991.1 39

保德縣志 保德縣志編纂辦公室編 山西人民出版社 1990.11 411-412
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長治市志 長治市地方志編纂委員會編纂 海潮出版社 1995.12 678-680

大寧縣志 大寧縣志編纂委員會編纂 海潮出版社 1990.11 463-464

代縣志 代縣地方志編纂委員會編 書目文獻出版社 1988.6 450-451

定襄縣志 定襄縣志編纂委員會編 中國青年出版社 1993.4 513

方山縣志 方山縣地方志編纂委員會編 山西人民出版社 1993.2 423

汾西縣志 山西省汾西縣地方志編纂委員會編 方志出版社 1997.10 478-479

汾陽縣志 山西省汾陽縣志編纂委員會編 海潮出版社 1998.12 879

高平縣志 『高平縣志』編委會編 中國地圖出版社 1992.10 494

古交志 古交市地方志辦公室編 山西人民出版社 1996.8 537-539

廣靈縣志 山西省廣靈縣縣志編纂委員會編 人民出版社 1993.11 601-603

和順縣志 和順縣志編纂委員會編 海潮出版社 1993.12 521-522

河津縣志 河津縣志編纂委員會編 山西人民出版社 1989.11 455-456

河曲縣志 河曲縣志編纂委員會編 山西人民出版社 1989.4 535-537

壺關縣志 山西省壺關縣志編纂委員會編 海潮出版社 1999.1 665-667

懷仁縣志 周子君主編 中國工人出版社 1992.7 459-460

吉縣志 吉縣志編纂委員會編 中國科學技術出版社 1992.5 446-447

稷山縣志 稷山縣縣志編纂委員會編 新華出版社 1994.9 561-562

交城縣志 交城縣志編寫委員會編 山西古籍出版社 1994.9 745-748

靜樂縣志 靜樂縣志編纂委員會編 紅旗出版社 2000.1 633-635

嵐縣志 康茂生主編 中國科學技術出版社 1991.9 556-557

黎城縣志 黎城縣志編纂委員會編 中華書局 1994.6 667-668

臨猗縣志 臨猗縣志編纂委員會編 海潮出版社 1993.12 616

靈石縣志 山西省靈石縣志編纂委員會編 中國社會出版社 1992.12 586-588

柳林縣志 山西省柳林縣志編纂委員會編 海潮出版社 1995.10 545-547

婁煩縣志 山西省婁煩縣地方志編纂委員會編 中華書局 1999.12 608-611

呂梁地區志 呂梁地區地方志編纂委員會編 山西人民出版社 1989.10 530

寧武縣志 寧武縣志編纂委員會辦公室編 山西人民出版社 1989.5 597-599

偏關縣志 山西省偏關縣志編纂委員會編 山西經濟出版社 1994.8 655-656

平定縣志 平定縣志編纂委員會編 社會科學文獻出版社 1992.12 572-573

平魯縣志 平魯縣志編纂委員會編 山西人民出版社 1992.12 362-363

平順縣志 山西省平順縣志編纂委員會編 海潮出版社 1997.10 362-364

蒲縣志 蒲縣縣志編纂委員會編 中國科學技術出版社 1992.7 541-544

沁水縣志 沁水縣志編纂辦公室編 山西人民出版社 1987.9 467-468

沁縣志 山西省沁縣志編纂委員會編 中華書局 1999.8 617-618

沁源縣志 山西省沁源縣志編纂委員會編 海潮出版社 1996.12 460-461

曲沃縣志 曲沃縣志編纂委員會編輯 海潮出版社 1991.10 448

芮城縣志 芮城縣志編纂委員會編 三秦出版社 1994.12 941

石樓縣志 石樓縣志編纂委員會編 山西人民出版社 1994.2 440-441

壽陽縣志 壽陽縣志編纂委員會編 山西人民出版社 1989.6 582-583

太谷縣志 太谷縣志編纂委員會編 山西人民出版社 1993.9 585-586

天鎮縣志 山西省天鎮縣縣志辦公室編 山西教育出版社 1997.12 894-896

萬榮縣志 山西省萬榮縣志編纂委員會編 海潮出版社 1995.12 678-679

文水縣志 [文水縣志編纂委員會編]李培信主編 山西人民出版社 1994.5 676-677

聞喜縣志 『聞喜縣志』編纂委員會編 中國地圖出版社 1993.6 444-445



170 
 

五寨縣志 山西省五寨縣志編纂辦公室編 人民日報出版社 1992.8 385-386

昔陽縣志 昔陽縣志編纂委員會編 中華書局 1999.7 860-862

鄉寧縣志 鄉寧縣志編纂委員會編 新華出版社 1992.12 652

襄汾縣志 襄汾縣志編纂委員會編 天津古籍出版社 1991.1 511-512

襄垣縣志 山西省襄垣縣志編纂委員會編 海潮出版社 1998.8 654-655

孝義縣志 孝義縣地方志編纂委員會編 海潮出版社 1992.6 777-778

興縣志 賈維楨、尚永紅、孫海聲主編 中國大百科全書出版社 1993.10 435

徐溝縣志 劉文炳撰 山西人民出版社 1992.3 309-310

陽城縣志 山西省陽城縣志編纂委員會編 海潮出版社 1994.11 393-394

陽高縣志 郭海主編 中國工人出版社 1993.4 621

陽曲縣志 陽曲縣志編纂委員會編 山西古籍出版社 1999.9 643-644

陽泉市志 陽泉市地方志編纂委員會編 當代中國出版社 1998.12 1313-1315

應縣志 應縣志編纂委員會編 山西人民出版社 1992.12 615-617

永濟縣志 永濟縣志編纂委員會編纂 山西人民出版社 1991.12 467-468

榆次市志 榆次市地方志編纂委員會編 中華書局 1996.3 998-999

盂縣志 盂縣史志編纂委員會編 方志出版社 1995.12 591-592

垣曲縣志 垣曲縣志編纂委員會編 山西人民出版社 1993.5 604-606

中陽縣志 中陽縣志編纂委員會編 山西人民出版社 1996.5 704-705

左雲縣志 左雲縣志編纂委員會編 中華書局 1999.8 829-832

雲南省

安寧縣志 安寧縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1997.9 779

保山市志 雲南省保山市志編纂委員會編 雲南民族出版社 1993.11 703

碧江縣志
雲南省怒江傈僳族自治州地方志編纂委員會編

纂
雲南民族出版社 1994.8 ＊

昌寧縣志 昌寧縣志編纂委員會編纂 德宏民族出版社 1990.10 634-635

楚雄市志 楚雄市地方志編纂委員會編 天津人民出版社 1993.12 759-760

楚雄彝族自治州志 楚雄彝族自治州志編纂委員會編 人民出版社 1993.12 381

大關縣志 大關縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1998.12 703

大姚縣志 雲南省大姚縣地方志編纂委員會編纂 雲南大學出版社 1999.1 784

德欽縣志 雲南省德欽縣志編纂委員會編 雲南民族出版社 1997.7 ＊

東川市志 東川市志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1995.12 760

洱源縣志 洱源縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1996.12 ＊

鳳慶縣志 鳳慶縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1993.11 520

富民縣志 雲南省富民縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1999.9 80

富寧縣志 雲南省富寧縣地方志編纂委員會編 雲南民族出版社 1997.12 176

富源縣志 富源縣志編纂委員會編 上海古籍出版社 1993.11 675

耿馬傣族佤族自治縣

志
耿馬傣族佤族自治縣地方志編纂委員會編 雲南民族出版社 1995.8 ＊

鶴慶縣志 雲南省鶴慶縣志編纂委員會編 雲南人民出版社 1991.6 740

紅河縣志 紅河縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1991.9 ＊

紅河州志 紅河哈尼族彝族自治州志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1997.7 372

華寧縣志 華寧縣志編纂委員會編 中華書局 1994.11 519

會澤縣志 雲南省會澤縣志編纂委員會編 雲南人民出版社 1993.7 519-520

江城哈尼族彝族自治

縣志
江城哈尼族彝族自治縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1989.6 ＊
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江川縣志 江川縣史志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1994.10 659

金平縣志 金平苗族瑤族傣族自治縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1994.12 126

景東彝族自治縣志 景東彝族自治縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1994.12 517

梁河縣志 梁河縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1993.1 766

瀘水縣志 瀘水縣志編纂委員會編 雲南人民出版社 1995.6 450

瀘西縣志 瀘西縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1992.12 715

魯甸縣志 魯甸縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1995.3 613

祿勸彝族苗族自治縣

志
祿勸彝族苗族自治縣志編纂委員會編 雲南人民出版社 1995.8 142-143

陸良縣志 雲南省陸良縣志編纂委員會編纂 上海科學普及出版社 1991.10 864

潞西縣志 潞西縣志編纂委員會編 雲南教育出版社 1993.9 ＊

羅平縣志 羅平縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1995.12 615-617

綠春縣志 綠春縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1992.8 ＊

馬關縣志 雲南省馬關縣地方志編纂委員會編 生活·讀書·新知三聯書店 1996.8 811-812

馬龍縣志 馬龍縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1997.10 724

蒙自縣志 蒙自縣志編纂委員會編 中華書局 1995.3 945

勐海縣志 雲南省勐海縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1997.12 149

彌渡縣志 彌渡縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1993.4 728

彌勒縣志 彌勒縣縣志編纂委員會纂修 雲南人民出版社 1987.10 706

牟定縣志 牟定縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1993.8 104

南華縣志 南華縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1995.5 649

普洱哈尼族彝族自治

縣志

雲南省普洱哈尼族彝族自治縣地方志編纂委員

會編
生活・讀書・新知三聯書店 1993.3 109

巧家縣志 巧家縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1997.12 588

邱北縣志 雲南省邱北縣地方志編纂委員會編 中華書局 1999.9 146-147

曲靖市志 曲靖市地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1997.12 799-800

瑞麗市志 瑞麗市志編纂委員會編 四川辭書出版社 1996.4 690-691

石屏縣志 石屏縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1990.10 692-693

雙柏縣志 雙柏縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1996.12 86

水富縣志 水富縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1996.10 380

思茅縣志 雲南省思茅縣地方志編纂委員會編 生活・讀書・新知三聯書店 1993.3 ＊

嵩明縣志 雲南省嵩明縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1995.8 704

綏江縣志 綏江縣志編纂委員會編 四川辭書出版社 1994.12 496

騰沖縣志 騰沖縣志編纂委員會編 中華書局 1995.3 ＊

通海縣志 通海縣史志工作委員會編纂 雲南人民出版社 1992.11 596-597

巍山彝族回族自治縣

志
巍山彝族回族自治縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1993.12 141

文山縣志 文山縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1999.8 212

武定縣志 武定縣志編纂委員會編 天津人民出版社 1990.12 128-129

西疇縣志 雲南省西疇縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1996.4 580

祥雲縣志 祥雲縣志編纂委員會編 中華書局 1996.3 136

新平縣志 新平彝族傣族自治縣志編纂委員會編 生活・新知・讀書三聯書店 1993.8 128

姚安縣志 雲南省姚安縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1996.7 777-778

彝良縣志 彝良縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1995.10 611-612

永德縣志 永德縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1994.4 113
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永平縣志 永平縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1994.11 624

永仁縣志 雲南省永仁地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1995.12 110-111

永善縣志 永善縣人民政府編纂 雲南人民出版社 1995.9 564-565

永勝縣志 永勝縣志編纂委員會纂修 雲南人民出版社 1989.3 ＊

玉溪市志 玉溪市志編纂委員會編 中華書局 1993.11 185-186

元江哈尼族彝族傣族

自治縣志
元江哈尼族彝族傣族自治縣志編纂委員會編 中華書局 1993.6 111-112

元謀縣志 元謀縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1993.9 395

元陽縣志 雲南省元陽縣志編纂委員會編纂 貴州民族出版社 1990.2 640

雲龍縣志 雲南省雲龍縣志編纂委員會編纂 農業出版社 1992.12 ＊

雲縣志 雲縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1994.7 774

鎮康縣志 鎮康縣志編纂委員會編修 四川民族出版社 1992.12 124

鎮雄縣志 鎮雄縣志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1987.10 440

中甸縣志 雲南省中甸縣志編纂委員會編 雲南民族出版社 1997.8 225-226

瀾滄縣志 瀾滄縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1996.12 124

昭通地區志 昭通地區地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 1997.4 187

麻栗坡縣志 雲南省麻栗坡縣地方志編纂委員會編纂 雲南人民出版社 2000.4 155-156

廣南縣志 雲南省廣南縣地方志編纂委員會編 中華書局 2001.9 215

漾濞彝族自治縣志
雲南省漾濞彝族自治縣志地方志編纂委員會編

纂
雲南人民出版社 2000.12 140

浙江省

安吉縣志 安吉縣地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1994.4 546-547

白沙村志 浙江江山定村鄉白沙村志編纂組編 學林出版社 1991.6 123-124

蒼南縣志 蒼南縣地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1997.7 713-714

常山縣志 常山縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1990.6 587-588

慈溪縣志 慈溪市地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.6 963

岱山縣志 岱山縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1994.11 89

德清縣志 德清縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.2 600

定海縣志 定海縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1994.7 788-789

東陽市志 東陽市地方志編纂委員會編 漢語大詞典出版社 1993.12 164

洞頭縣志 洞頭縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1993.12 122

奉化市志 奉化市志編纂委員會編 中華書局 1994.1 816-817

富陽鎮志 富陽鎮志編纂委員會編 漢語大詞典出版社 1994.2 416-418

海寧市志 『海寧市志』編纂委員會編纂 漢語大詞典出版社 1995.12 1062-1063

海鹽縣志 海鹽縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.3 868-870

湖州市志 湖州市地方志編纂委員會編 崑崙出版社 1999.3 376

嘉善縣志 嘉善縣志編纂委員會編
生活・讀書・新知三聯書店

上海分店
1995.4 982

嘉興市志 嘉興市志編纂委員会編 中國書藉出版社 1997.12 1935-1937

江山市志 江山市志編纂委員會編 浙江人民出版社 1990.2 555

金華市志 金華市地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.3 1084

金華縣志 金華縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.8 698

開化縣志 開化縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1988.12 529-530

蘭溪市志 蘭溪市志編纂委員會編 浙江人民出版社 1988.11 681-682

麗水市志 『麗水市志』編纂委員會編 浙江人民出版社 1994.4 ＊
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臨安縣志 臨安縣志編纂委員會編 漢語大詞典出版社 1992.12 765

臨海縣志 臨海市志編纂委員会編 浙江人民出版社 1989.5 640

龍泉縣志 龍泉縣志編纂委員會編 漢語大詞典出版社 1994.6 ＊

龍游縣志 龍游縣志編纂委員會編 中華書局 1991.10 512-513

寧波市志 寧波市地方志編纂委員會編 中華書局 1995.10 2834-2836

寧海縣志 寧海縣地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1993.4 826-827

磐安縣志 磐安縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1993 522

平湖縣志 浙江省平湖縣縣志編纂委員會編 上海人民出版社 1993.10 916

平陽縣志 平陽縣志編纂委員會編纂 漢語大詞典出版社 1993.12 780-782

浦江縣志 浦江縣縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1990.4 609

橋頭鎮志 永嘉縣橋頭鎮志編纂領導小組編 海洋出版社 1989.3 267-268

青田縣志 青田縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1990.10 670-671

慶元縣志 『慶元縣志』編纂委員會編 浙江人民出版社 1996.1 578

衢縣志 衢縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.8 524-525

上虞縣志 上虞縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1990.12 737-738

紹興市志 紹興市地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1996.11 2902-2905

嵊縣志 嵊縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1989.8 531-532

台州地區志 台州地區地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1995.9 1057

泰順縣志 泰順縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1998.12 724-725

天台縣志 天台縣志編纂委員會編纂 漢語大詞典出版社 1995.4 655-656

桐廬縣志 桐廬縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1991.2 759-760

桐鄉縣志 桐鄉市『桐鄉縣志』編纂委員會編 上海書店出版社 1996.11 1279-1280

溫嶺縣志 溫嶺縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.4 824

武義縣志 武義縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1990.3 666-668

仙居縣志 仙居縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1987.11 442-443

蕭山縣志 蕭山縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1987.8 976

新昌縣志 新昌縣志編纂委員會編 上海書店 1994.5 607

義烏縣志 義烏縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1987.9 584

鄞縣志 浙江省鄞縣地方志編委會編 中華書局 1996.9 1955-1957

永康縣志 永康縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1991.3 702-703

餘杭縣志 餘杭縣志編纂委員會編 浙江人民出版社 1990.8 790

雲和縣志 雲和縣地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1996.5 572-573

舟山市志 舟山市地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1992.8 756-757

諸暨縣志 諸暨縣地方志編纂委員會編 浙江人民出版社 1993.12 899-901

椒江市志 椒江市志編纂委員會編 浙江人民出版社 1998.7 834
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